
 

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
皆
様
の

ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※ 

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め
の

「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が
今
回

同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
ず

6
月
5
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い
ま
す
。

（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に
お
願
い

致
し
ま
す
。）

◎
5
月
以
降
の
本
部
例
会
、
宇
宙
生
命

研
究
分
科
会
は
、
今
後
何
も
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
も
ち
ろ
ん
開

催
の
予
定
で
す
が
、
も
し
大
き
な
地
震

や
原
発
事
故
等
で
交
通
や
そ
の
他
問
題

が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
中
止
の
お
知
ら

せ
を
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
、
本
部
の
留

守
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
入
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
お
手
数
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、

例
会
参
加
前
に
必
ず
サ
イ
ト
あ
る
い
は

電
話
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「
最
新
脳
科
学
と
透
視
能
力
」

　
　
　
　
　

講
師　

赤
松　

瞳 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
・
認
知
学
者
）

■ 

内
容
：
T
B
S
最
新
脳
科
学
&
最
強

超
能
力
ヴ
ィ
デ
オ
鑑
賞　

ロ
シ
ア
の

ク
ラ
ス
風
景
ヴ
ィ
デ
オ
観
賞

■ 
能
力
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン（
透

視
／
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
）

例
：
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た
ま
ま
本
を

読
む
、
体
内
霊
視
な
ど

今
月
号
の
記
事

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
創
立
35
周
年
記
念
大
会
の
論
文
募
集

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
十
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
五
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
念
力
と
カ
オ
ス
・
ア
ト
ラ
ク
タ

人
間
の
脳
は
わ
ず
か
に
3
～
5
%
し

か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
脳
科
学
研
究
で
は
、
未
使
用
の
脳

を
使
用
す
る
方
法
の
研
究
が
進
ん
で
お

り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
超
感
覚
的
知

覚（
い
わ
ゆ
る
、
超
能
力
）を
発
達
さ
せ

る
驚
く
べ
き
方
法
論
が
実
用
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
の

見
え
な
い
子
供
た
ち
に
、
脳
の
視
覚
視

野
や
中
脳
の
能
力
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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に
よ
り
、
あ
る
種
レ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な

代
替
視
覚
手
段
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ

り
、
全
盲
の
人
々
が
、
目
以
外
の
感
覚

を
使
用
し
て
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
副
産
物
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
千

里
眼（
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
能
力
）

が
身
に
つ
き
、
肉
眼
以
上
の
感
覚
器
官

で
遠
く
の
も
の
や
近
く
の
も
の
を
認
知

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
で
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
で
は
様
々
の

レ
ベ
ル
の
障
害
者
が
超
感
覚
的
な
能
力

を
身
に
つ
け
て
回
復
し
て
い
る
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
普
通
の
人
々
に

も
同
様
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、

超
能
力
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
学
の
研

究
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
の
能
力
を
身
に

付
け
た
人
々
は
脳
の
使
用
パ
ー
セ
ン
ト

が
多
い（
つ
ま
り
、
未
使
用
の
脳
が
使

用
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
脳
の
進
化
、

そ
れ
に
よ
る
人
類
の
進
化
に
お
い
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
及
び
実
際
体
験

（
例
：
実
際
に
目
を
閉
じ
た
ま
ま
イ
メ
ー

ジ
ワ
ー
ク
を
す
る
、
感
覚
的
に
も
の
を

見
る
・
知
る
こ
と
の
体
験
な
ど
）
の
機

会
が
得
ら
れ
ま
す
。

※
本
部
例
会
に
お
い
て
、
女
性
の
熟
達

し
た
E
S
P
能
力
者
で
あ
り
、
研
究
者

の
実
演
と
講
演
が
聞
け
る
貴
重
な
機
会

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
赤
松
瞳
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
7
年
、
北
海
道
札
幌
出
身

○ 

脳
・
認
知
学
者「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

モ
ナ
ー
シ
ュ
大
学
心
理
学
博
士
」

○ 

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー「IA

H
D

」

日
本
代
表

○ 
国
際
前
世
療
法
学
会
「IA

RRT

」
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー

○ 

ブ
ロ
ニ
コ
フ
・
イ
ー
ス
タ
ン
ス
ク
ー

ル
主
任
講
師

1
9
9
0
年
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

を
経
て
、
心
理
学
研
究
の
為
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
渡
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
豪

州
、
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
、
イ
ン
ド
な
ど

で
心
理
学
、
潜
在
意
識
精
神
世
界
の
講

演
、
講
習
を
し
な
が
ら
主
に
豪
州
大
学

院
に
於
い
て
個
別
指
導
講
師
を
務
め
て

き
た
。

統
合
医
療
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
様
々
な

心
理
療
法
、
代
替
医
療
を
行
い
、
現
在

は
能
力
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
障
害
者

教
育
に
従
事
し
て
い
る
。

○ 

ア
メ
リ
カ
A
B
S
「
21
世
紀
に
貢
献

し
た
偉
大
な
女
性
」ノ
ミ
ネ
ー
ト
賞

○ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
プ
受
賞

○ 

脳
・
認
知
科
学
優
等
学
士
「
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
」

○ 

応
用
心
理
学
学
士
「
サ
ウ
ス
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
」

○ 

医
療
準
学
士
「
タ
ス
マ
ニ
アT

A
FE

」

○ 

現
所
属　

株
式
会
社
C
I
総
合
研
究

所
日
時　

平
成
23
年
5
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
8
受
領
分
ま
で
）

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
円
也　
　
　

金
子　

輝
夫　

様

金
三
万
円
也　
　
　

渡
辺　

宙
明　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円　
　

浪
平　

博
人　

様

金
一
万
一
千
円　
　

屋
敷　

益
男　

様

金
一
万
一
千
円　
　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円　
　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
五
千
円　
　
　
　

匿　

名　
　
　

様

金
三
千
円　
　
　
　

土
村　

澄
子　

様

金
三
千
円　
　
　
　

飯
塚　

友
子　

様

金
二
千
円　
　
　
　

佐
藤
ひ
ろ
子　

様

金
二
千
円　
　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

金
一
千
円　
　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円　
　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

飯
見　
　

勇　

様

金
一
千
円　
　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円　
　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

高
木　

和
人　

様

金
一
千
円　
　
　
　

須
崎　

康
洋　

様

金
一
千
円　
　
　
　

今
田　

恵
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

寺
嶋　

崇
恵　

様

金
一
千
円　
　
　
　

岩
谷　

好
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

田
村　

賢
二　

様

金
一
千
円　
　
　
　

匿　

名　
　
　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❷●



六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※ 

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　

講
師　

井
出　

治 
氏

　
　
（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
）

著
者
は
、
1
9
7
3
年
よ
り
既
存
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
概
念
を
破
っ
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昨
年（
2
0
1
0
年
）1
月
、

確
信
を
持
て
る
状
態
で
作
動
す
る
、
超

効
率
イ
ン
バ
ー
タ
の
試
作
に
成
功
し
ま

し
た
。

そ
の
内
容
は
、
本
年
3
月
、
米
国
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大
学
に
て
発
表
し
、

学
会
幹
部
メ
ン
バ
ー
よ
り
大
い
な
る
賞

賛
を
受
け
ま
し
た
。
著
者
の
研
究
は
、

首
尾
一
貫
し
て
理
論
と
実
験
結
果
と
の

関
連
を
最
重
視
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
点
が
特
徴
で
す
。
す
な
わ
ち
、
最
初

の
米
国
物
理
学
会
の
論
文
、
N
A
S
A

ラ
ン
グ
レ
ー
研
究
所
の
論
文
、
お
よ
び

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大
学
の
論
文
は
、

す
べ
て
一
本
の
線
「
未
知
の
第
3
起
電

力
」の
概
念
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
番
目
の
論
文
、「
超
効
率

イ
ン
バ
ー
タ
」
の
研
究
は
、
仕
上
げ
の

段
階
に
お
い
て「
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」
が
果

た
し
た
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
異
星
人
、
地
底
人
、

未
知
の
宇
宙
の
意
識
体
、
歴
史
上
の
偉

人
の
精
霊
ら
と
の
交
信
に
よ
っ
て
、
得

ら
れ
た
貴
重
な
情
報
が
参
考
に
な
っ
て

い
ま
す
。
彼
ら
が
伝
え
た
も
の
は
、
他

人
の
コ
ン
タ
ク
ト
ス
ト
ー
リ
ー
や
地
球

人
の
作
っ
た
常
識
と
は
、
か
な
り
か
け

離
れ
た
情
報
が
あ
り
、
極
め
て
興
味
深

い
も
の
で
す
。

※
東
日
本
大
震
災
直
後
、
原
発
の
爆
発

事
故
に
よ
り
現
在
も
全
面
解
決
の
方
図

が
見
え
な
い
状
況
で
す
が
、
井
出
氏
の

装
置
が
早
く
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
原
子

炉
も
い
ら
な
く
な
る
画
期
的
な
も
の
な

の
で
、
是
非
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
井
出
治
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
9
年　

愛
媛
県
生
ま
れ

1
9
7
1
年　

立
命
館
大
学
理
工
学
部

電
気
工
学
科
卒

1
9
7
3
年
よ
り
、
未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
開
始
、
現
在
に
至
る
。

1
9
9
5
年
6
月　

米
国
物
理
学
会
の

「
応
用
物
理
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
「
未
知

の
起
電
力
」の
最
初
の
論
文
を
掲
載
。

1
9
9
9
年
12
月 

N
A
S
A
ラ
ン
グ
レ

ー
研
究
所
主
催
の
学
会
に
お
い
て
、「
未

知
の
起
電
力
」
を
さ
ら
に
深
く
追
求
し

た
論
文
を
発
表
。

2
0
1
1
年
3
月　

米
国
防
総
省
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
省
、
N
A
S
A
主
催
の
国
際

会
議
に
お
い
て「
超
効
率
イ
ン
バ
ー
タ
」

の
理
論
と
実
験
に
つ
い
て
発
表
。

著
書　
「
パ
ン
ド
ー
ラ
の
遺
産
」。

共
著
、
雑
誌
記
事
多
数
。

山
羊
座
、
B
型
。

※
今
回
は
第
二
日
曜
日
で
す
。

日
時　

平
成
23
年
6
月
12
日
（
日
）　

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時
～
5
時　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年

　

記
念
大
会
の
論
文
・
原
稿
募
集

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

　
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

1
9
7
6
年
に
日
本
サ
イ
科
学
会

（
前
身　

日
本
P
S
学
会
）
が
創
立
さ
れ

て
か
ら
、
今
年
が
35
周
年
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
5
周
年
ご
と
に
記
念
大

会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
10
月
9
日

（
日
）
北
と
ぴ
あ
に
お
い
て
、「
日
本
サ

イ
科
学
会
創
立
35
周
年
記
念
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
発
表
者
は
今

後
の「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
行
わ
れ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
近
年
メ
デ
ィ

ア
や
書
籍
で
大
い
に
話
題
に
な
っ
て
お

り
ま
す
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
に
決
定
致

し
ま
し
た
。

日
本
サ
イ
科
学
会
は
1
9
9
5
年
に

分
科
会
の
サ
イ
実
測
研
究
会
が
、
中
国

元
極
学
の
張
志
詳
会
長
を
日
本
に
招
い

て
東
京
や
長
野
県
で
講
演
会
を
催
し
た

と
き
に
、
長
野
県
の
長
谷
村（
現
在
伊

那
市
に
合
併
）
に
あ
る
分
杭
峠
が
元
極

学
の
基
地
に
匹
敵
す
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
と
い
う
「
お
墨
付
き
」
を
い
た

●❸ ●



だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
現
在
日

本
で
も
有
数
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
分
杭
峠
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
現
状
や
科
学
的
な
立
場
で

検
討
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
致
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
会
員
の
皆
様
か
ら
も
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
貴
重
な
体
験
や
レ

ポ
ー
ト
、科
学
的
な
立
場
か
ら
の
検
証
・

論
文
等
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
当
日
配
布
さ
れ
る
予
稿
集

や
今
年
度
発
行
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

9
月
15
日
ま
で
に
A
4
判（
40
字
×

40
行
）
6
枚
以
内
で
一
太
郎
か
ワ
ー
ド

の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
左
記
事
務
局

ま
で
添
付
フ
ァ
イ
ル
送
信
願
い
ま
す
。

内
容
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
の
審
査
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
原
稿
送
信
先

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
23
年
5
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

 

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病

院
北
イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「 

東
日
本
大
震
災
と
今
後
の
世
界
に

つ
い
て
占
星
学
的
解
釈
と
予
測
」

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

　
　
　
　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

日
時　

平
成
23
年
5
月
21
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
科
学
と
霊
性
の
融
合
す
る
時
代
」

　
　
　
　
　

講
師　

サ
ア
ラ 

氏

日
時　

平
成
23
年
6
月
18
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

6
月
定
例
会

第
1
部　

基
調
講
演 

「
2
0
1
2
年
問
題
と
サ
イ
」

　
　
　
　

講
師　

阿
久
津　

淳 

氏

政
治
・
経
済
等
、
現
代
社
会
に
な
に

か
と
行
き
詰
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
今
日

に
お
い
て
、
我
々
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
?　

科
学
も
ま
た
行
き

詰
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2
0
1
2
年
問
題
の
本
質
と
は
何
で

あ
ろ
う
か
?　

い
か
に
し
て
現
代
の
諸

問
題
を
解
決
し
て
、
明
る
い
未
来
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
?

「
2
0
1
2
年
問
題
と
は
何
か
?
」「
2

0
1
2
年
問
題
と
サ
イ
」
を
テ
ー
マ
に

2
0
1
2
年
問
題
の
核
心
に
迫
り
た
い
。

第
2
部 

U
F
O
ト
ー
ク
バ
ト
ル

　

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

「
U
F
O
の
最
新
情
報
」

　
　
　
　
　
　
　

竹
本 

良 

氏

T
V
で
し
か
見
ら
れ
な
い
二
人
の
ト

ー
ク
が
目
の
前
で
激
突
!　

ガ
チ
ン
コ

ト
ー
ク
バ
ト
ル　

● ❹●



「
U
F
O
問
題
と
人
類
の
未
来
」

　
　
　

飛
島 

竜
一 

氏
×
竹
本 

良 

氏

U
F
O
問
題
の
過
去
と
現
在
と
未
来

に
迫
る
!

日
時　

6
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　
「
大
会
議
室
」

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
15
・
1
）

講
師 　

 

阿 

久
津 

淳 

氏（
日
本
サ
イ
科
学

会
理
事
・
科
学
問
題
研
究
家
）

　
　
　

竹
本 

良 

氏（
科
学
問
題
研
究
家
）

　
　
　

 

飛 

島 

竜
一 

氏（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

お
問
合
せ　

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

T
E
L 

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
予
告

な
ぜ
あ
な
た
に
大
き
な
奇
蹟
が

起
こ
ら
な
い
の
か
?

東
日
本
大
震
災
に
も
関
連
し
て

　
　
　
　

講
師　

古
村　

豊
治 

氏

い
ま
は
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
。
政

治
や
経
済
は
不
透
明
。
ま
た
天
変
地
異

や
大
災
害
、
事
件
や
難
病
奇
病
も
続
出

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
難
問
に
対
し
具

体
的
な
対
処
策
を
持
つ
政
治
家
、
指
導

者
、
宗
教
家
、
科
学
者
、
医
学
者
は
極

め
て
少
な
い
の
で
す
。

そ
ん
な
指
導
者
た
ち
を
あ
て
に
せ
ず
、

自
分
自
身
で
自
分
や
家
族
、
会
社
を
護

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
個
々
人
が
自
分
の
本
来
の
力
に
目

覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
来
ま

し
た
。
そ
れ
に
は「
奇
蹟
力
」
と
で
も
い

う
「
力
」
が
必
要
な
の
で
す
。

「
奇
蹟
力
」
は
、
た
だ
待
っ
て
い
て
は

起
こ
り
ま
せ
ん
。
奇
跡
を
起
こ
す
た
め

に
は
、
人
間
と
宇
宙
の
構
造
を
「
直
感

力
」
を
使
い
、
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た「
意
識
力
」で
能
動
的
に

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
原
発
事
故
も
加
わ
っ
て
日
本
は
有

史
以
来
の
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
へ
の
最
新
の
対
処
法
を
、
実
技

を
交
え
て
講
演
し
ま
す
。

前
回
も
大
盛
況
だ
っ
た
古
村
先
生

の
本
部
例
会
で
の
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
御

講
演
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
古
村
豊
治
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
30
年
早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業
。

各
種
会
社
社
長
を
歴
任
。
船
井
幸
雄
先

生
主
宰
の
直
感
力
研
究
会
講
師
、
高
次

元
波
動
研
究
会
主
宰
。
時
空
超
越
波
動

法
を
創
出
し
、
今
日
に
至
る
。
高
次
元

研
究
、
フ
ー
チ
、
I
F
・
テ
ス
ト
の
実

践
者
と
し
て
著
名
。
全
国
で
セ
ミ
ナ
ー

開
催
。
相
談
屋
本
舗
運
営
。

著
書
に
は
、「
究
極
の
自
己
革
新
」（
博

文
館
新
社
刊
）、「
ら
く
ら
く
探
査
力
」

「
わ
く
わ
く
意
識
力
」（
中
央
ア
ー
ト
出

版
刊
）、「
悟
り
力
」（
知
玄
社
刊
）、「
成

功
の
宇
宙
法
則
」（
致
知
出
版
社
刊
）
な

ど
が
あ
る
。

※
今
回
は
第
三
月
曜
日
（
祝
日
）
で
す
。

日
時　

平
成
23
年
7
月
18
日
（
月
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム　

本
年
も
ま
た
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
優
秀
な

講
演
者
に
は
参
加
者
投
票
に
よ
っ
て

U
F
O
・
オ
ー
ブ
賞
を
、
ユ
ニ
ー
ク
な

研
究
者
に
は
世
話
人
か
ら
マ
ー
ジ
ナ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
賞
も
・
・
・　

内
容
の
詳

細
は
決
ま
り
次
第
公
表
し
ま
す
。

U
F
O
・
オ
ー
ブ
研
究
に
関
心
の
あ

る
方
は
是
非
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
ま

た
U
F
O
・
オ
ー
ブ
に
つ
い
て
ひ
と
こ

と
話
し
た
い
と
い
う
ヒ
ト
も
お
気
軽
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

日
時　

平
成
23
年
7
月
31
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

●❺ ●



会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

会
員　

一
〇
〇
円 

（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
一
月
本
部
例
会
報
告

夢
診
断
と
未
来
予
測

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

眞
人 

氏

私
は
日
本
サ
イ
科
学
会
に
来
る
と
古

巣
に
戻
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。
最
近
中

規
模
以
上
の
書
店
に
行
き
ま
す
と
、
一

時
期
ほ
ど
の
大
き
さ
で
は
な
い
に
し
て

も
精
神
世
界
関
係
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
が

で
き
て
い
て
、
近
年
こ
の
分
野
に
対
し

て
ま
た
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

私
は
14
歳
の
と
き
に
“
超
能
力
少
年
”

と
い
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か

ら
36
年
経
ち
、
今
月
50
歳
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
精
神
世
界
は
い
く
つ
か
の

波
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
す
ご
く
大
き

な
変
化
を
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
あ

の
70
年
代
、
や
は
り
引
き
金
を
引
い
た

の
は
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
氏
だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
氏
は
11
月
11
日

に
名
古
屋
で
三
千
人
く
ら
い
を
集
め
た

会
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
、
直
後
の
昨

日
と
お
と
と
い
、
企
業
の
社
長
さ
ん
達

を
集
め
た
福
島
の
会
で
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー

氏
の
講
演
と
実
演
が
あ
り
、
私
も
通
訳

兼
解
説
者
と
し
て
協
力
し
ま
し
た
。

I
T
業
界
な
ど
最
近
頭
角
を
現
し
た

企
業
家
な
ど
も
精
神
世
界
分
野
に
大
変

関
心
を
も
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
急
激

に
会
社
が
大
き
く
な
る
過
程
で
、
や
は

り
社
外
や
社
内
の
人
々
の
気
持
ち
を
読

み
、
見
事
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
ら
な
い
と
、
や
は
り
次

の
時
代
の
企
業
を
継
続
し
て
存
続
で
き

な
い
わ
け
で
す
ね
。
出
羽
三
山
な
ど
で

修
験
道
の
修
行
を
す
る
起
業
家
も
い
ま

す
。
こ
れ
は
起
業
家
だ
け
で
は
な
く
、

一
つ
の
分
野
を
極
め
た
人
々
も
、
精
神

世
界
分
野
に
興
味
を
も
っ
た
り
し
ま
す
。

ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
氏
も
63
歳
に
な
る
の

で
す
が
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
も
相
手
に
ス
プ
ー
ン
を
持
た

せ
て
お
い
て
、
自
分
は
ス
プ
ー
ン
の
柄

の
上
面
を
指
先
で
軽
く
な
で
て
い
る
だ

け
で
、
ス
プ
ー
ン
は
上
方
に
キ
ュ
ー
っ

と
曲
が
り
ま
す
。
そ
う
い
う
や
り
方
を

見
て
、
私
は
彼
も
苦
労
し
た
ん
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
疑
わ
れ

る
経
験
を
し
て
、
で
き
る
だ
け
誤
解
を

受
け
な
い
よ
う
に
そ
の
方
法
に
行
き
着

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
日
本
サ
イ
科
学
会
と
い
う
日

本
で
も
老
舗
の
研
究
会
で
私
が
お
話
を

す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ユ
リ
に
告
げ

た
ら
、
こ
れ
か
ら
本
当
に
日
本
的
な
マ

イ
ン
ド
を
も
っ
た
方
々
が
、
精
神
世
界

の
分
野
を
掘
り
下
げ
る
と
い
う
こ
と
に

大
変
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
直
感
的
に
感

じ
る
の
で
、
是
非
皆
様
に
本
当
に
奮
闘

努
力
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
預
か
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
ロ
シ
ア
や
中
国
や
米
国
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
国
の
超
能
力
者
達
と
会
っ
て
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
て
お
り
ま
す
。
米
国
で
は

C
I
A
に
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を

教
え
た
今
年
70
歳
に
な
る
イ
ン
ゴ
・
ス

ワ
ン
が
お
り
ま
す
が
、
彼
は
現
在
、
未

来
予
測
の
方
法
論
な
ど
も
教
え
て
い
ま

す
。
一
番
弟
子
の
ジ
ョ
ー
・
マ
ク
モ
ニ
ー

グ
ル
は
日
本
で
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

超
能
力
者
達
が
言
っ
て
い
る
共
通
点
は

「
誰
の
中
に
も
サ
イ
キ
ッ
ク
の
セ
ン
ス
は

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
供
達
は
比
較
的
“
超
能
力
”
を
発

揮
し
や
す
い
の
で
す
が
、
大
人
に
な
っ

て
こ
れ
ら
が
す
べ
て
消
え
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
能
力
が
絞
ら
れ
て
き
て
、

好
き
な
も
の
に
し
か
発
揮
で
き
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
職
業
的
に

チ
ョ
イ
ス
し
た
も
の
、
自
分
が
好
き
で

や
ろ
う
と
す
る
も
の
、
相
性
の
合
う
も

の
、
志
の
あ
る
も
の
、
そ
う
い
っ
た
も

の
に
ど
ん
ど
ん
超
能
力
の
範
囲
が
狭
ま

れ
て
き
て
、
か
つ
非
常
に
実
用
的
に
う

ま
く
働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
超
能
力
と
い
う

の
は
本
当
に
得
意
な
分
野
で
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
が
無
意
識
に
そ
の
分
野
に
集

中
さ
れ
て
い
る
の
が
自
然
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
も
し
ま
す
。
し
か
し
、
や
は

り
サ
イ
キ
ッ
ク
な
能
力
は
自
己
の
顕
在

意
識
の
ほ
う
で
、「
あ
っ
、
こ
れ
が
サ
イ

キ
ッ
ク
な
の
だ
」
と
認
識
を
し
た
瞬
間

に
さ
ら
に
深
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま

す
し
、
問
題
を
無
意
識
に
ゆ
だ
ね
た
ま

ま
だ
と
間
違
っ
て
サ
イ
キ
ッ
ク
な
能
力

を
自
分
に
と
っ
て
不
都
合
な
方
向
に
繰

り
返
し
働
か
せ
る
と
い
う
よ
う
な
現
象

も
起
こ
り
う
る
の
で
す
。
こ
れ
は
本
人

に
と
っ
て
は
大
変
苦
労
し
が
ち
な
パ
タ

ー
ン
で
あ
り
ま
し
て
、「
逆
P
K
」
と
申

し
ま
す
か
、
想
い
と
反
対
の
方
向
に
超

能
力
が
働
い
て
し
ま
う
、
超
能
力
が
自

分
を
自
滅
さ
せ
る
方
向
に
働
か
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
起
こ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
ま
た
大
衆
の
無
意
識
的
な
超
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能
力
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
古
代
東
洋
で
は
、
何
か
大
衆
の

心
の
奥
底
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
、

ユ
ン
グ
は「
集
合
的
無
意
識
」
と
名
付
け

ま
し
た
が
、
東
洋
で
は
古
く
か
ら
そ
れ

を
一
つ
の
象
徴
と
し
て「
龍（
ロ
ン
）」、

す
な
わ
ち
巨
大
な
龍
で
あ
る
と
例
え
ま

し
た
。
龍
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
の
は
他

に
も
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
る
の
で
す

が
、
し
か
し
沢
山
あ
る
意
味
の
中
で
、

龍
は
大
衆
の
集
合
的
無
意
識
の
半
ば
暴

走
し
た
と
き
の
形
、
躍
動
感
を
も
っ
て

あ
る
意
味
躍
り
出
た
と
き
の
形
を
龍
に

例
え
た
わ
け
で
す
ね
。

こ
の
龍
は
暴
走
し
て
し
ま
え
ば
、
個

人
な
ん
か
あ
っ
と
い
う
間
に
押
し
つ
ぶ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
非
常
に
強
い
力
を
も

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
そ
れ
を
凌
駕

す
る
よ
う
に
、
例
え
ば
何
か
皆
の
危
険

を
察
知
し
て
無
意
識
に
そ
れ
を
避
け
た

り
と
か
、
念
力
で
変
え
て
い
っ
た
り
と

か
、
そ
う
い
う
希
望
的
側
面
や
善
な
る

側
面
を
強
く
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

ダ
ー
ク
な
部
分
が
あ
る
程
度
押
さ
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
言
え

る
と
思
い
ま
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り
今
後

そ
う
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
、
情
報
の
氾
濫

に
よ
っ
て
乱
れ
た
り
狂
っ
た
り
す
る
可

能
性
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
実
は
い
ろ
い
ろ
な
能
力
者
達

も
同
じ
危
惧
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
し

て
、
例
え
ば
イ
ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
は
予
知

能
力
を
研
究
し
て
い
た
の
で
す
が
、
透

視
能
力
よ
り
も
予
知
能
力
の
開
発
の
難

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
透
視

能
力
を
も
っ
て
い
る
人
は
同
時
に
予
知

能
力
を
も
っ
て
お
り
、
次
第
に
強
ま
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

た
だ
問
題
は
予
知
の
場
合
、
そ
の
と

き
の
世
相
、
例
え
ば
今
回
の
尖
閣
列
島

の
問
題
で
中
国
は
悪
い
、
日
本
は
正
し

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
出
る
の
で
、

日
本
人
の
希
望
的
観
測
と
し
て「
日
本

は
今
後
伸
び
る
、
中
国
は
経
済
的
に
崩

壊
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
予
言
が
多
く

な
っ
て
き
ま
す
。

同
様
に
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
ー
シ
ー
の「
日

本
は
1
9
9
8
年
ま
で
に
、
海
の
底
に

沈
む
」
と
い
う
1
9
3
0
年
代
の
予
言

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
代
中
国
に
進

出
し
て
い
た
日
本
を
衰
え
さ
せ
た
い
ア

メ
リ
カ
の
白
人
の
集
合
的
無
意
識
の
願

望
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
1
9
9
0
年
代
で
し
た
か
経
済

予
言
が
お
得
意
な
広
瀬
謙
次
郎
氏
が
、

米
国
大
陸
が
海
に
沈
み
、
日
本
が
世
界

の
盟
主
に
な
る
と
い
う
予
言
書
を
出
し

て
お
り
ま
す
し
、
最
近
と
き
ど
き
来
日

す
る
「
救
世
主
が
ど
こ
か
に
現
れ
る
」
と

予
言
す
る
人
物
は
、
日
本
に
来
る
と「
日

本
に
救
世
主
が
現
れ
る
」
と
言
い
、
台

湾
に
行
く
と「
台
湾
に
救
世
主
が
現
れ

る
」
と“
予
言
”
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
は
そ
う
い
う
も
の

を
乗
り
越
え
な
い
と
本
当
の
予
知
情
報

は
取
れ
な
い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
大

衆
の
希
望
的
観
測
や
、
そ
の
世
相
・
時

代
の
希
望
と
か
あ
る
意
味
で
は
偏
り
・

偏
見
・
こ
だ
わ
り
を
ま
ず
全
部
捨
て
る

と
、
本
当
に
未
来
か
ら
や
っ
て
来
る
情

報
が
正
確
に
マ
イ
ン
ド
の
中
に
入
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
は
難
し
い
作
業
で
は
な

く
、
そ
う
い
う
も
の
は
ま
ず
横
に
置
く

ん
だ
と
思
っ
た
瞬
間
に
、
そ
の
後
頭
の

中
出
て
く
る
自
由
連
想
の
中
に
正
し
い

未
来
の
情
報
が
必
ず
入
っ
て
き
ま
す
。

「
そ
れ
が
ど
ん
な
に
意
外
な
も
の
で
あ

っ
て
も
、
き
ち
ん
と
記
録
に
つ
け
な
さ

い
。
そ
し
て
そ
れ
を
体
系
づ
け
て
い
き

な
さ
い
。」
と
イ
ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
は
言
っ

て
お
り
ま
す
。

私
も
実
は
イ
ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
の
未
来

予
測
の
教
本
「
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
・
フ
ァ

ク
タ
ー
」
を
翻
訳
し
て
1
9
9
5
年
に

出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
、
私

は
未
来
予
測
を
も
っ
と
実
用
的
な
レ
ベ

ル
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。
サ
イ
能
力
の
そ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
で
は
、
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
は
一
般
の
人
で
も
短
時
間
で

能
力
者
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
た
だ

そ
れ
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
問

題
で
す
が
。
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
る
研

究
と
し
て
は
、
米
国
の
国
防
総
省
お
よ

び
他
の
各
機
関
が
関
わ
っ
た
と
い
わ
れ

る
「
マ
イ
ン
ド
・
レ
ー
ス
」
と
い
う
実
験

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
透
視
能
力
と
予

知
能
力
が
実
は
並
行
し
て
同
時
に
働
く

と
い
う
性
質
を
逆
手
に
と
っ
て
、
被
験

者
に
何
を
予
測
し
て
い
る
か
教
え
な
い

で
、
被
験
者
の
未
来
予
測
能
力
の
無
意

識
的
な
デ
ー
タ
だ
け
を
戴
い
て
し
ま
う

方
法
で
す
。
こ
れ
は
う
ま
く
や
る
と
的

中
度
は
高
い
の
で
す
。

よ
く
欲
が
入
り
込
む
と
未
来
予
測
は

難
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
事
実
そ
う

な
ん
で
す
。
私
も
い
ろ
い
ろ
な
能
力
者

と
共
同
し
て
、
一
番
欲
が
入
り
や
す
い
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競
馬
と
か
宝
く
じ
な
ど
連
続
し
て
二
〇

〇
回
く
ら
い
実
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
マ
イ
ン
ド
・
レ
ー
ス
の
方
法
、

つ
ま
り
被
験
者
で
あ
る
能
力
者
に
何
を

予
測
し
て
い
る
か
告
げ
な
い
で
、
当
た

り
馬
券
や
当
た
り
く
じ
を
予
測
さ
せ
る

と
、
非
常
に
よ
く
当
た
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
問
題
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
悪
用
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
す
。
例
え
ば
私
達
が
も
っ

て
い
る
予
知
能
力
が
、
第
三
者
に
よ
っ

て
誘
導
さ
れ
て
、
私
達
が
知
ら
な
い
間

に
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
、
取
ら
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
か
つ
、
そ
う
い

う
未
来
予
測
の
デ
ー
タ
が
、
一
部
の
問

題
の
あ
る
人
の
マ
イ
ン
ド
や
価
値
観
や

方
向
性
で
使
わ
れ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
は

大
変
危
険
な
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
わ
け
で
す
。
た
だ
、
そ
う
い
う
も
の

を
危
険
に
使
お
う
と
す
る
人
を
排
除
す

る
念
力
み
た
い
な
も
の
も
、
ど
う
も
集

合
的
無
意
識
の
中
に
は
あ
る
よ
う
で
す
。

昔
、
あ
る
国
の
軍
部
で「
イ
ル
カ
爆

弾
」
の
実
験
を
試
み
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
イ
ル
カ
は
非
常
に
頭
が
良
い
の
で

調
教
し
て
お
い
て
、
イ
ル
カ
の
体
に
爆

弾
を
付
け
て
、「
人
間
魚
雷
」
の
よ
う

に
敵
方
の
潜
水
艦
に
突
っ
込
む
よ
う
に

す
る
わ
け
で
す
。
イ
ル
カ
に
潜
水
艦
の

形
式
を
覚
え
さ
せ
、
認
識
さ
せ
て
、
自

爆
さ
せ
る
わ
け
で
、
成
功
す
れ
ば
大
変

優
秀
な
兵
器
と
な
り
ま
す
。
ユ
リ
・
ゲ

ラ
ー
氏
も
そ
の
実
験
に
か
り
出
さ
れ
た

の
で
す
が
、
そ
の
実
験
中
イ
ル
カ
が
本

当
の
爆
弾
を
背
負
わ
さ
れ
る
と
、
す
ぐ

に
体
か
ら
は
ず
そ
う
と
す
る
の
に
対
し

て
、
練
習
用
の
爆
弾
の
と
き
に
は
そ
の

ま
ま
突
っ
込
め
る
の
で
す
。
こ
れ
は「
生

き
死
に
」
に
関
わ
る
非
常
に
重
要
な
情

報
に
関
し
て
は
、
ど
ん
な
生
き
物
で
も
、

も
の
す
ご
く
高
い
レ
ベ
ル
で
超
能
力
が

働
く
の
で
す
。
す
な
わ
ち
個
人
レ
ベ
ル

ま
た
は
人
類
全
体
レ
ベ
ル
で
も
、「
生

き
死
に
」
に
関
す
る
情
報
に
関
し
て
は
、

も
の
す
ご
く
正
確
に
普
段
の
生
活
の
中

で
も
察
知
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
そ
れ
を
も
っ
と
越
え
る
研
究
を

し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
実
は

こ
の
10
年
間
ひ
そ
か
に
未
来
を
正
確
に

読
む
方
法
は
な
い
か
と
模
索
し
て
お
り

ま
し
た
。
た
ま
た
ま
今
か
ら
10
年
ほ
ど

前
に
、
あ
る
大
手
の
企
業
か
ら
、
携
帯

電
話
で
何
か
皆
さ
ん
の
心
の
糧
に
な
る

よ
う
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
な
い
か
、
と
い
う
ご
依
頼
を
受
け

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
の
案
の
中
か
ら
、

毎
日
見
て
も
一
般
の
方
が
喜
ん
で
も
ら

え
る
も
の
と
し
て
、
朝
起
き
て
自
分
の

夢
を
診
断
で
き
る
「
夢
診
断
」
の
サ
イ

ト
を
10
年
前
に
創
っ
た
わ
け
で
す
。
世

界
中
の
夢
診
断
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、

例
え
ば「
蛇
の
夢
」
で
あ
っ
た
ら
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
解
釈
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
解
釈

（
警
告
的
）の
両
方
を
載
せ
る
の
が
健
全

な
サ
イ
ト
に
な
る
と
思
い
ま
し
て
、
運

営
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
当
た
り
ま
し
て
、
こ
の
10
年

間
で
通
算
7
4
0
0
万
件
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
数
で
い
う
と
二

万
数
千
人
と
な
り
、
こ
の
人
々
が
10
年

間
に
ど
の
よ
う
な
夢
を
見
て
き
た
か
と

い
う
全
デ
ー
タ
の
統
計
が
手
元
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
の
は

今
回
が
初
め
て
で
す
が
、
デ
ー
タ
を
取

り
始
め
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
大
変
な
こ

と
を
見
つ
け
た
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
毎
日
数
万
人
の
人
々
が
ア
ク

セ
ス
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
デ
ー
タ

に
は
共
通
点
が
あ
っ
た
り
す
る
わ
け
で

す
。
例
え
ば
、
民
主
党
が
政
権
交
代
し

た
2
0
0
9
年
の
初
夢
は
、
ト
ッ
プ
10

位
に
か
な
り
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ど

ん
な
年
も
初
夢
は
そ
の
年
全
体
の
状
況

を
象
徴
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
年

は
例
年
百
番
以
下
で
あ
っ
た
も
の
が
、

10
位
に
入
っ
て
き
た
り
し
て
、
何
か
今

年
は
変
だ
ぞ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、

政
権
交
代
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
地
震
な
ど
地
盤
が
崩
れ
た
り
す

る
大
き
な
天
災
の
起
こ
る
半
年
く
ら
い

前
か
ら
、
面
白
い
こ
と
に
歯
が
抜
け
落

ち
た
り
、
歯
が
ぐ
ら
つ
い
た
り
、
歯
が

欠
け
た
り
す
る
夢
が
、
グ
ー
っ
と
ト
ッ

プ
に
躍
り
出
て
き
ま
す
。「
鯰
」
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
ね
。
地
盤
の
よ
う
に
普
段
堅

固
な
も
の
が
何
か
思
い
も
よ
ら
な
い
形

で
崩
れ
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、

私
達
の
潜
在
意
識
は「
歯
」に
見
立
て
て

い
る
ん
で
す
ね
。

ど
う
も
私
達
の
潜
在
意
識
は「
シ
ン

ボ
ル
」で
私
達
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
の
は
、
え

て
し
て
環
境
の
こ
と
を
体
に
例
え
た
り

す
る
ク
セ
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
人
の
心

の
有
り
様
を
体
の
シ
ン
ボ
ル
で
語
る
言

葉
が
日
常
語
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。「
鼻

っ
柱
が
強
い
」
と
か
「
胸
騒
ぎ
が
す
る
」

と
か
「
腹
に
入
ら
な
い
、
腹
が
立
つ
」
の

よ
う
に
で
す
。
個
人
の
レ
ベ
ル
で
も
夢

の
パ
タ
ー
ン
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
予
測

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
日
本
人
が
夢
で
よ
く
見
る

シ
ン
ボ
ル
の
ト
ッ
プ
20
く
ら
い
を
明
か

し
ま
す
。
1
位
は「
車
」
で
す
。
車
と

い
う
の
は
、
自
分
で
運
転
し
て
自
分
で

移
動
で
き
る
も
の
で
、
そ
の
人
の
運
命

み
た
い
な
も
の
を
表
し
て
い
る
と
い
う
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解
釈
も
あ
り
ま
す
し
、
私
は
戦
後
の
日

本
経
済
が
や
は
り
車
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
き
た
と
い
う
思
い
が
私
達
の
中
に

強
く
あ
る
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
達
は
意
外
と
身
近
な
も
の

を
夢
で
沢
山
見
て
い
ま
す
。
奇
異
な
も

の
を
見
る
頻
度
は
大
変
少
な
い
で
す
。

そ
の
後
の
順
位
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

②
家
、
③
子
供
、
④
ト
イ
レ
、
⑤
人
、

⑥
水
、
⑦
服
、
⑧
仕
事
、
⑨
学
校
、

⑩
犬
、
⑪
海
、
⑫
逃
げ
る
、
⑬
電
話
、

⑭
友
達
、
⑮
雪
、
⑯
猫
、
⑰
赤
ち
ゃ
ん
、

⑱
虫
、
⑲
お
金
、
⑳
階
段
、
�
雨
、
と

な
り
ま
す
。

こ
の
10
年
間
で
犬
と
猫
は
年
々
順
位

を
上
げ
て
い
ま
す
。
や
は
り
ペ
ッ
ト
は

す
ご
く
私
達
の
身
近
な
存
在
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。「
虫
の
知
ら

せ
」
と
言
い
ま
す
が
、
虫
が
唐
突
に
高

い
の
で
す
。
例
の「
中
国
毒
餃
子
事
件
」

の
と
き
に
は
、
そ
の
前
に
バ
ナ
ナ
や
三

日
月
や
餃
子
が
上
位
に
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
検
討
し
て
い
け
ば
、「
予
知
シ

ン
ボ
ル
学
」が
確
立
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
未
来
予
測

も
含
め
て
、
毎
日
「
夢
日
記
」
を
付
け
ら

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
四
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「 

最
新
脳
科
学
と
透
視
能
力
に

つ
い
て
」

　
　
　
　
　

講
師　

赤
松　

瞳 

氏

と
き　

平
成
23
年
1
月
15
日（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

赤
松
氏
は
1 

9 

7 

7
年
生
ま
れ
。
北

海
道
札
幌
出
身
。
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー（IA

H
D

）
日
本
代
表
。
脳
・
認
知

科
学
優
等
学
士
、
応
用
心
理
学
学
士
、

医
療
準
学
士
。

長
年
に
わ
た
り
、
豪
州
、
米
国
、
欧

州
、
イ
ン
ド
な
ど
で
心
理
学
、
潜
在
意

識
精
神
世
界
の
講
演
、
講
習
を
し
な
が

ら
主
に
豪
州
大
学
院
に
於
い
て
個
別
指

導
講
師
を
務
め
て
き
た
。
現
在
統
合

医
療
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
様
々
な
心
理

療
法
、
代
替
医
療
を
行
い
、
株
式
会
社

C
I
総
合
研
究
所
に
て
能
力
開
発
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
や
障
害
者
教
育
に
従
事
。

■ 

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
脳
科
学
研

究　

脳
と
超
感
覚
的
能
力
■

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
脳
科
学
研

究
で
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
目
の

見
え
な
い
子
供
た
ち
に
、
脳
の
視
覚
視

野
や
中
脳
の
能
力
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
り
、
目
以
外
の
感
覚
を
使
用
し
て

読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
超
感
覚
的
な
能
力

を
身
に
つ
け
る
ビ
デ
オ
紹
介
や
、
実
際

に
日
を
閉
じ
た
ま
ま
、
感
覚
的
に
も
の

を
見
る
・
知
る
な
ど
の
実
際
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

人
間
は
通
常
脳
の
5
%
く
ら
い
し
か

使
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
未
使
用
の
脳
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
超
感

覚
的
能
力
が
目
覚
め
る
と
い
う
こ
と
が

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
研
究
で
は
解

明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
教
育
方

法
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
脳
は
、
一
秒
間
に
4

 
0
 0 

0
億
ビ
ッ
ト
の
情
報
を
処
理
し
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
中
で
も
意

識
的
に
は
2
0
0
0
ビ
ッ
ト
の
情
報
に

し
か
気
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

脳
を
通
し
て
私
た
ち
の
肉
眼
が
物
理
的

次
元
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
て
い
る

か
ら
で
す
。

「
物
質
」
は
、
分
子
、
原
子
、
素
粒
子

な
ど
で
で
き
て
い
ま
す
が
、
脳
は
そ
の

世
界
を
一
部
認
識
し
て
お
り
、
研
究
に

よ
る
と
、
3
歳
以
下
の
普
通
の
子
ど
も

た
ち
は
物
が
透
け
て
見
え
る
と
い
う
現

象
を
日
常
に
経
験
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
、
生
活
に

必
要
が
な
い
の
で
そ
う
い
っ
た
情
報
を

脳
は
カ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
り
、
脳
は

物
質
的
な
要
素
だ
け
を
と
ら
え
る
よ
う

に
成
長
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
方
、
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大

学
研
究
機
関
で
は
、
超
感
覚
的
能
力

（
例
：
透
視
、
念
力
等
）
を
所
有
す
る
人

た
ち
の
脳
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
未
使

用
脳
の
活
発
化
、
脳
の
80
%
以
上
を
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
多
数
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
脳
を
持
っ
て
い
な

が
ら
、
私
た
ち
と
彼
ら
の
何
が
違
う
の

か
と
い
え
ば
、
彼
ら
が
大
部
分
の
脳
に
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「
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト（
脳
神
経
細
胞
同

士
の
繋
が
っ
て
で
き
る
回
路
の
こ
と
）」

が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
私

た
ち
は
ご
く
限
ら
れ
た
部
分
だ
け
に
ニ

ュ
ー
ロ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

赤
松
氏
は
小
さ
い
と
き
か
ら
不
思
議

体
験
を
し
て
お
り
、
人
生
の
哲
学
的
質

問
―
人
は
何
処
か
ら
き
て
、
何
処
へ
い

く
の
か
、
ど
う
生
き
る
か
と
か
、
見
え

な
い
世
界
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

豪
州
の
大
学
院
で
潜
在
意
識
の
研
究

を
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
研
究
の
上

司
が
豪
州
警
察
の
犯
罪
心
理
学
者
で

も
あ
り
催
眠
療
法
士
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
人
の
深
層
心
理
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
潜
在
意
識
や
精
神
世
界
の
理
解
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
頃
に
超
感
覚
的
能
力
を
持
つ

大
人
や
子
供
に
触
れ
合
う
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
彼
女
の
研
究
の
一
部
で
、
臨

死
体
験
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た

り
、
警
察
の
捜
査
に
関
わ
る
超
能
力

者（
例
：
透
視
能
力
で
人
探
し
操
作
を

行
う
な
ど
）
と
出
会
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
世
療
法
や
瞑
想
方
法
を

含
む
様
々
な
心
理
療
法
を
通
し
て
過
去

の
ト
ラ
ウ
マ
を
回
復
す
る
方
法
・
技
術

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
話
は
脳
科
学
に
基
づ
く
透
視

能
力
と
し
て
い
る
が
実
際
は
も
っ
と
広

い
話
題
と
な
り
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る

よ
う
に
人
間
の
脳
は
3
～
5
%
ほ
ど
し

か
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
超
感
覚

を
持
つ
人
は
使
用
す
る
パ
ー
セ
ン
ト
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

壁
を
通
り
抜
け
る
と
か
物
質
化
現
象

を
行
う
人
の
脳
は
、
分
子
構
造
ま
で
見

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

物
質
を
分
子
構
造
と
し
て
見
た
場
合
、

私
た
ち
は
化
学
で
学
ん
だ
よ
う
に
、
原

子
、
分
子
の
配
列
を
変
え
る
こ
と
で
全

く
異
な
る
物
質
が
誕
生
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
水
を
ワ
イ
ン

に
し
た
い
場
合
、
二
つ
の
電
子
配
列
を

変
え
る
だ
け
で
す
。
分
子
の
配
列
を
一

寸
変
え
れ
ば
空
気
を
液
体
に
し
た
り
も

で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
分
子
構
造
を

変
え
る
た
め
に
は
、
通
常
化
学
反
応
を

さ
せ
た
り
、
熱
を
加
え
た
り
す
る
こ
と

で
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
に
は
そ
れ
を
意
識
的

に
働
き
か
け
る
こ
と
で
で
き
る
能
力
者

や
密
教
修
行
僧
な
ど
が
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
は
、
脳
の
未
開
発
の
分

野
を
使
用
し
て
、
脳
の
何
十
%
使
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
特
定

の
訓
練
方
法
で
、
未
使
用
の
脳
を
使
え

ば
そ
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
の
能
力
開
発
方
法
で
、
全
世
界
で

最
も
有
効
で
科
学
的
効
果
を
実
証
し
て

い
る
メ
ソ
ッ
ド
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク

リ
ミ
ア
半
島
で
、
医
師
ア
ン
ド
レ
イ
・

コ
ー
マ
ン
博
士
と
ヴ
ァ
チ
ェ
ス
ラ
ヴ
・

ブ
ロ
ニ
コ
フ
博
士
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
研

究
で
は
、
17
歳
以
下
の
子
供
た
ち
に
そ

の
能
力
開
発
方
法
を
享
受
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
の
子
供
た
ち
が
約
3
カ
月
以
内
に

高
い
透
視
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

そ
の
子
供
た
ち
全
員
は
、
客
観
性
と
正

確
性
を
も
っ
て
目
隠
し
し
た
ま
ま
本
を

読
ん
だ
り
、
壁
の
向
こ
う
に
あ
る
も
の

を
当
て
た
り
、
遠
隔
で
物
や
人
を
認
知

す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
完
全
に

生
ま
れ
つ
き
全
盲
で
あ
っ
た
子
供
た
ち

で
さ
え
、
そ
の
能
力
が
身
に
つ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
時
間
は
か
か
っ
て
も
高

齢
の
方
も
そ
う
い
っ
た
能
力
が
身
に
つ

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
障
害
者
に
応
用
し
て
、

目
が
見
え
た
り
、
耳
が
聞
こ
え
た
り
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
、

障
害
の
あ
る
人
は
も
と
も
と
欠
如
し
て

い
る
感
覚
器
官
を
代
替
す
る
た
め
の
脳

が
発
達
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

超
感
覚
が
目
覚
め
や
す
い
こ
と
も
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

赤
松
氏
自
身
も
そ
の
能
力
開
発
方
法

の
ト
レ
ー
ナ
ー
で
あ
る
の
で
、
研
究
会

最
中
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
行
い
ま
し
た
。

■
ビ
デ
オ
紹
介
■

ビ
デ
オ
1
：
2
0
1
0
年
1
月
お
正
月

番
組
T
B
S
「
最
新
脳
科
学
X
最
強
超

能
力
」

元
障
害
者（
全
盲
、
聴
覚
障
害
、
身

体
機
能
不
全
な
ど
）
で
あ
る
ロ
シ
ア
人

男
性
サ
ー
シ
ャ
・
レ
ビ
ッ
ト
君
が
紹
介

さ
れ
る
。
能
力
開
発
を
受
け
た
人
の
例

と
し
て
、
サ
ー
シ
ャ
君
は
、
ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
日
本
の
取
材
班
が
も
っ
て
き

た
絵
本
の
内
容
を
説
明
す
る
。
サ
ー
シ

ャ
君
は
9
歳
で
能
力
開
発
学
校
へ
通
う
。

サ
ー
シ
ャ
君
に
よ
る
と
、
見
え
な
い
世

界
を
見
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
ま
ず
意

識
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
対
象

物
の
輪
郭
や
色
が
ぼ
ん
や
り
見
え
始
め
、

そ
こ
に
さ
ら
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
す
る
と

詳
細
も
次
第
に
見
え
て
く
る
、
と
い
う
。

ビ
デ
オ
2
：
ロ
シ
ア　

モ
ス
ク
ワ
の
能

力
開
発
学
校
の
授
業
風
景

学
校
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
代
替

視
力
を
育
て
る
た
め
に
、
ア
イ
マ
ス
ク

を
使
っ
て
視
覚
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
脳
内
視
力
を
育
て
、
脳
の
後

頭
部（
視
覚
視
野
）で
見
る
ト
レ
ー
ニ
ン
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グ
を
行
う
。
脳
内
視
力
が
育
っ
た
後
に

は
、
外
部
視
力
が
発
達
す
る
。
ロ
シ
ア

で
は
化
学
的
に
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン（external vision

）
と
い
う

（
ロ
シ
ア
で
い
う
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
は
、
米
国
で
い
う
リ
モ
ー
ト
・

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ［rem

ote view
ing

］
よ

り
広
範
囲
の
定
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
）。

授
業
で
は
身
体
の
周
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
ず
る
練
習
を
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

（
生
体
磁
場
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
気
功

の
よ
う
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し
て
い
る
。

脳
内
視
力
を
鍛
え
る
た
め
に
、
瞬
間

記
憶（
カ
メ
ラ
記
憶
）（photographic 

m
em

ory

）
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
る
様
子
や
グ
リ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る

方
法
を
学
習
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
と
脳
内
の
情
報
処

理
が
は
や
く
な
る
。
こ
の
訓
練
を
行
う

こ
と
で
未
使
用
の
脳
が
開
発
さ
れ
、
超

感
覚
的
能
力
が
高
ま
る
と
い
う
。
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
女

生
徒
は
、
一
目
解
剖
学
の
本
を
見
た
だ

け
で
、
そ
の
本
の
ペ
ー
ジ
を
い
と
も
簡

単
に
読
み
上
げ
て
い
る
。
夢
を
見
る
時

や
、
考
え
る
時
の
脳
の
解
析
に
よ
り
、

脳
科
学
や
医
学
の
根
拠
に
基
づ
い
た
方

法
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。

ビ
デ
オ
3
：
ド
イ
ツ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
の
紹
介

ほ
と
ん
ど
の
受
講
者
が
能
力
開
発
に

成
功
し
て
い
る
。
感
覚
の
範
囲
が
拡
が

り
自
分
の
周
囲
を
3
6
0
の
範
囲
で
認

識
す
る
よ
う
に
な
る
。
言
語
能
力
も
向

上
す
る
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

た
生
徒
は
大
学
の
成
績
も
良
く
な
る
。

脳
の
ど
の
チ
ャ
ネ
ル
を
使
っ
て
い
る
か

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
開
発
に
は
霊

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
受
け
て
お
り
、
チ

ベ
ッ
ト
密
教
の
聖
者
の
協
力
も
あ
る
。

人
類
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
開
発

さ
れ
て
い
る
。

大
人
で
も
習
得
可
能
で
あ
る
。
17
歳

以
下
な
ら
1
0
0
%
向
上
す
る
。
80
代

で
も
本
人
の
継
続
の
努
力
が
あ
れ
ば
可

能
で
あ
る
。

今
は
初
歩
的
研
究
で
あ
る
。
い
ず
れ

材
料
工
学
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
材
料
の

開
発
と
か
人
体
内
部
の
研
究
な
ど
応
用

範
囲
は
広
い
。

目
隠
し
し
て
合
気
道
を
行
う
こ
と
も

あ
る
。
本
物
の
剣
で
の
試
合
も
行
っ
て

い
る
。

■ 

赤
松
氏
に
よ
る
透
視
実
験
：
参
加
者

か
ら
提
供
さ
れ
た
物
品
16
点
を
透
視

し
た
■

出
題
品
は
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
つ
い
た

小
さ
い
瓢
箪
、
飲
み
物
が
入
っ
て
い
る

容
器
、
黄
色
の
表
紙
に
文
字
の
あ
る
本
、

不
規
則
な
折
り
目
の
つ
い
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
で
あ
り
、
赤
松
氏
は
そ
こ
に

書
か
れ
た
文
字
を
ほ
ぼ
完
全
に
透
視
で

き
た（
赤
松
氏
は
数
年
の
訓
練
で
こ
の

能
力
を
身
に
つ
け
た
と
い
う
）。

ビ
デ
オ
4
：
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
障
害
者
教

育
セ
ン
タ
ー （IAH

D

セ
ン
タ
ー
）

元
米
大
統
領
ク
リ
ン
ト
ン
と
ヒ
ラ
リ

ー
夫
人
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
障
害
者
教
育
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
際
の
ビ
デ
オ
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
代
替
医
療
の
状
況
を

説
明
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
脳
性
麻
痺

の
方
々
の
回
復
実
例
、
眼
球
の
な
い
方

が
代
替
視
力（EX

V

）
を
得
て
本
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
実
例

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
超
能
力
の
研
究
は
、
軍

事
目
的
が
主
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
社
会
福
祉
と
か
障
害
者
補

助
と
か
、
医
学
へ
の
応
用
が
大
事
で
あ

る
。
米
大
統
領
が
、
創
始
者
の
先
生
ら

に
米
国
で
の
市
民
権
の
移
動
も
含
め
開

発
提
案
が
あ
っ
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側

は
断
っ
て
い
る
。
米
国
の
軍
事
仕
様
で

あ
っ
た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ（
ス
タ

ー
ゲ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
も
も
と
も
と

は
ロ
シ
ア
の
超
能
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

礎
に
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
障
害
者
教
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
人
が
持
っ
て

い
る
自
然
回
復
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
気
の
流
れ
を
よ
く
す
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
紹
介
し
て
い
る
。
回
復
実
例

が
紹
介
さ
れ
た
。
…
…
脳
性
麻
痺
で
手

足
の
不
自
由
な
子
供
た
ち
が
元
気
に
歩

い
た
り
走
っ
た
り
し
て
い
る
様
子
、
糖

尿
病
の
大
人
や
子
供
の
回
復
、
全
盲
の

子
供
た
ち
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
周
囲

の
人
物
の
着
衣
を
当
て
る
、
耳
の
聞
こ

え
な
い
子
供
た
ち
が
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
る
、
な
ど
。

気
の
流
れ
を
整
え
、
能
力
開
発
を
施

し
、
心
身
の
回
復
が
な
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
結
果
的
に
大
人
も
子
供
も
超

能
力
を
習
得
し
た
様
子
が
う
か
が
え
た
。

■ 

体
験
会
：
赤
松
氏
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
■

参
加
者
全
員
に
よ
り
気
を
感
ず
る
実

験
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
両
手
を
こ
す
り
合
わ
せ
る
。
こ

れ
だ
け
で
右
脳
と
左
脳
の
繋
が
り
が
良

く
な
り
、
脳
の
活
性
化
と
な
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
ボ
ー
ル
の
作
成
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

ボ
ー
ル
を
相
手
に
渡
す
、
気
で
相
手
の

身
体
に
ふ
れ
る
実
験
、
な
ど
が
行
わ
れ
、
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大
半
の
参
加
者
は
気
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。

■ 

能
力
開
発
方
法
―
脳
科
学
に
基
づ
く

超
感
覚
の
発
達
段
階
■

脳
の
発
達
段
階
：

　

 

肉
眼
→
イ
メ
ー
ジ（
想
像
の
世
界
）→

心
眼
。

　

 

脳
内
視
力（
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
）
→
外
部
視
力（
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル

ビ
ジ
ョ
ン
）

■
訓
練
方
法
■

第
一
ス
テ
ー
ジ

　

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
交
換
の
発
達

　

感
覚
範
囲
の
拡
大

　

右
脳
と
左
脳
の
神
経
系
の
活
発
化

　

 

血
液
循
環
が
よ
く
な
り
免
疫
・
抵
抗

力
が
強
く
な
る

第
二
ス
テ
ー
ジ

　

イ
メ
ー
ジ
育
成

　

瞬
間
記
憶
能
力

　

周
辺
視
野
の
開
発

　

内
部
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
開
発

　

時
系
列
情
報
を
記
憶
す
る

　

認
識
力
の
強
化

　

 

脳
内
視
力
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
が
で

き
る

第
三
ス
テ
ー
ジ

　

 

目
を
使
わ
な
い
で
自
分
の
配
置
が
分

か
る

　

闇
の
中
で
物
を
見
回
す

　

身
体
機
能
回
復

　

体
外
離
脱

　

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
と
し
て
普
遍
意
識

　

 

宇
宙
か
ら
の
直
接
の
知
識
が
得
ら
れ
る

第
四
ス
テ
ー
ジ

　

 

バ
イ
オ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

　

 

複
数
の
人
の
バ
イ
オ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
つ
な
げ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
■
訓
練
方
法
習
得
後
■

こ
の
訓
練
方
法
を
行
う
と
、
カ
メ
ラ

記
憶
、
同
時
に
多
数
の
こ
と
を
行
う
能

力
、
超
感
覚
的
能
力（
透
視
、
リ
モ
ー

ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
）、
次
第
に
超
意

識
か
ら
瞬
時
に
答
え
を
聞
き
出
す
、
こ

と
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
日
本

に
10
年
前
に
招
待
し
た
こ
の
訓
練
方
法

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
そ
の
子
供
は
、

壁
を
透
視
し
て
見
た
り
、
遠
く
に
あ
る

本
を
開
か
ず
に
読
む
、
失
く
し
た
新
幹

線
の
チ
ケ
ッ
ト
の
場
所
を
当
て
る
、
学

校
に
行
か
ず
勉
強
せ
ず
と
も
試
験
の
解

答
が
わ
か
る
、
C
D
や
D
V
D
を
プ
レ

ー
ヤ
ー
な
し
で
脳
内
で
再
生
し
て
聞
く

見
る
、
な
ど
通
常
教
育
で
は
あ
り
え
な

い
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
脳
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
や
大
学
医
療
研
究
機
関

の
調
査
に
よ
る
と
、
能
力
の
発
達
し
た

人
た
ち
が
、
体
内
を
透
視
す
る
こ
と
で
、

医
学
的
病
理
学
的
に
も
見
つ
け
に
く
い

早
期
の
ガ
ン
細
胞
を
発
見
し
た
り
、
遺

伝
子
、
微
生
物
、
細
胞
等
の
電
子
顕
微

鏡
の
下
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

体
内
状
況
を
正
確
に
当
て
て
い
る
と
い

う
。

■
メ
デ
ィ
カ
ル
ダ
イ
ア
グ
ノ
ス
テ
ィ
ッ

ク
エ
キ
ス
パ
ー
ト
■

体
内
霊
視
診
断
士
。
直
接
視
力
に
よ

る
霊
的
医
療
診
断
を
行
う
エ
キ
ス
パ
ー

ト
の
こ
と
。

ビ
デ
オ
5
：
医
学
博
士
、
脳
科
学
者
に

よ
る
レ
ポ
ー
ト

ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
ビ
リ
ヤ
ー
ド
を

す
る
様
子
な
ど
。
眼
球
の
な
い
娘
さ
ん

が
脳
内
視
力
と
外
部
視
力
の
発
達
で
、

見
え
る
よ
う
に
な
る
ケ
ー
ス
な
ど
。
体

内
透
視
で
、
欠
陥
の
あ
る
遺
伝
子
を
修

正
し
て
よ
く
な
る
ケ
ー
ス
な
ど
。

　
　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

素
晴
ら
し
い
講
演
で
あ
っ
た
。
訓
練

に
よ
り
成
果
が
あ
が
る
の
を
脳
の
活
動

で
確
か
め
て
い
る
。

超
能
力
の
開
発
が
組
織
だ
っ
た
方
法

で
行
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
こ
と

を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

た
ま
た
ま
本
年
1
月
27
日
の
産
経
新

聞
に
同
志
社
大
で
脳
科
学
研
究
科
新
設

の
記
事
が
あ
っ
た
。
全
国
で
も
珍
し
い

と
の
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
分

野
に
早
々
に
取
り
組
ま
れ
た
先
見
性
に

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会

員
25
名
計
37
名
で
あ
っ
た
。

今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0

円
で
す
。
ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
事
務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・

2 

2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

5
月
21
日（
土
）
瀬
尾
泰
範
氏
「
東
日
本

大
震
災
と
今
後
の
世
界
に
つ
い
て
占
星

学
的
解
釈
と
予
測
」

6
月
18
日（
土
）
サ
ア
ラ
氏
「
科
学
と
霊

性
の
融
合
す
る
時
代
」

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　 送料
加速教育法（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2100円（310円）
加速学習法（1995：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2550円（210円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1995円（210円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1000円（160円）
念波（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800円（160円）
CD：生命と宇宙[講演録72分]（1998：船井メディア） ・・・・3000円（160円）
電気磁気学[加速教育用]（1983：加速学園出版部） ・・・・・・1340円（160円）
謎のオズマ計画  −UFOとの関連−（1976：USL） ・・・・・・・190円（120円）
FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版） ・・・・・・1000円（160円）

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
　深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2500円（210円）
　深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1800円（210円）
　深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2200円（210円）
　VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3000円（300円）
　VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3000円（300円）
　　※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

　御注文はそれぞれ定価+送料の合計料金を郵便局にある郵便振替用紙で以下の
　口座にお振り込み願います。
　　口座番号　00100−2−15344　　加入者名　日本サイ科学会

　★郵便振替用紙の「通信欄」に書籍名を必ずご記入願います。
　★郵便番号、住所、氏名、電話番号は楷書で読みやすくご記入願います。
　　（特に番地は算用数字でしっかり書いてください。）

　※お振り込みから4週間以内に発送致します。
　※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の電話またはFAX、 

E-mailで確認して頂いてから、お願い致します。
　※ 以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦 

願います。

　<お問い合わせ>
　日本サイ科学会事務局　〒271 -0047　千葉県松戸市西馬橋幸町41-506
　　　　　　　　　　　　TEL 047 -347 -3546　FAX 047 -330 -4091
　　　　　　　　　　　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp



た。これは地球の固有振動数としてのシューマ
ンレゾナンスとほぼ一致している。

光子群の動的な変化を調べる為に、遮光状
態のTVカメラのビジコン管（M7075）とメモ
リー・スコープ（XYレコーダー付き）を用いて
実験を行って光子群（念球）の2次元的な様々な
動きを記録した。さらに上記の暗缶を用いて実
験を行い、記録された時系列変化の最頻値は
約100Hzであること、並びに複雑性科学のカオ
ス解析結果から非線形低次元決定論的なレス
ラー系のカオス・アトラクタ（D2=1.9～2.2）が
得られた。フラクタル次元のD2は関与する変
数の数を意味しているので、サイ（気）は、生体
周りの別の2～3箇所から（チャクラと推定）送
念されていると、判断した。他方、メタルPK
の進行過程の事験結果として、硬度測定は通
常の場合よりもより硬くなる、次により軟らかく
なる、是を繰り返す。またひずみ変形を見ると、
経過時間（ひずみ硬化）には依存しないで、より
変形しやすい、次はより変形しにくい。破断面
をみると、延性的つぎは脆性的、等の同一内容
と思われる変化を繰り返している。この時のカ
オス解析結果を見ると、レスラー系のカオス・
アトラクタを繰り返し描いている。

なお、上記の実験結果には、写真のポジ（正）
像に対するネガ（負）像。並びに時系列変化の
正方向変化と負方向変化等の変化を伴ってい
る。これは素粒子を表示するシュレディンガー
方程式が虚数を含む事に関係すると考えられ
る。以上の実験結果から得た様々な念力（マク
ロPK）の諸性質は、サイ(気）が素粒子群であ
り、量子絡みあい（QE）を介して伝達されると
考える事により、ほぼ矛盾無く説明出来る事が
判った。

4．カオス・アトラクタと念力
物質変化の変曲点付近は不安定な状態であ

り、そこに未知現象が生起している。また、流
体の場合の層流から乱流・カオスへの進展過程
等と比較すると、物質変化の変曲点でカオス・

アトラクタの分岐が生じていると、判断するこ
とが出来よう。

カオスは混沌とも言い、偶然に支配されてい
る。運動は非線形で、複雑で不規則であり、非
可逆性を持つ非周期運動なので、結果を予測
する事は出来ない。これは念力も同様である。
さらにカオスの基本的な構造として、不安定状
態に達すると、分岐が開始される事になる、つ
まり、念力の発生は分岐の開始と一致しており、
念力の進行はカオスの進行過程として表示出来
ると考えられる。そこで、つぎに、実験・解析
が容易なカオス解析から、発生と実験が難しい
未知現象（念力）を推定すること、ならびに、両
者の比較検討を試みる。
（a）念力の動的な性質：（a-1）意識的ならび

に物理的（場所的）な条件設定が必要。（a-2）情
報伝達の媒介物、情報処理の手法は不明（推定
の段階）。念力は（a-3）人体から素粒子群（サ
イ､ 気）として発生し、球状（らせん）運動を繰
り返し､ 波動的に伝達される。（a-4）空間的に
は無限大ならびに無限小迄。（a-5）時間的には
過去、現在、未来まで。つまりサイ（気）情報は
瞬間的、距離に無関係に伝達される。
（b）念力の機能的な性質：（b-1）人体からサ

イ（気）を放出。（b-2）気と物質の相互作用によ
り念力が発生する。（b-3）意識も物質も共にサ
イ（気）の属性がある。（b-4）複雑系非線形の陰
陽五行方程式（相生、相克）に従う。（b-5）太極、
八卦、易経の分類に従う
（c）念力場の形成：念力は意識の働く状態に

より5種類の場を形成する。（c-1）平衡･焦点：
焦点状の平衡状態であり、昏睡、廃神の意識
状態。（c-2）周期軌道：無意識状態。（c-3）準
周期軌道：無意識状態。（c-4）低次元カオス・
アトラクタ：変性意識状態または特異功能態。

（c-5）高次元カオス・アトラクタ又は意識：ラン
ダムで雑念が多い、通常の意識状態。念力とし
ての未知現象（サイ現象）は（c-4）で生起してい
る。

● �●



異常変形（未知現象）の発生点（カオス現象の最
初の分岐点）を求める。従来は念力の有無が議
論の対象であったので、発生の為の条件は議論
された事が無かったように思える。

この種類の実験や検討を繰り返した結果とし
て、次記が得られた。（1）物質の変曲点（不安
定点）で未知現象が発生（分岐開始）した。メタ
ルの場合には、降伏点が是に相当している。こ
の実験は、（2）変形という現象を介して、（物理
現象）+（サイ現象）、を求めたことになる。

（3）（物理現象）+（サイ現象）の時に、つまり外
気（サイ）が加入すると、試験片は、通常変形と
は異なる現象、つまり「急激塑性伸び」、再載荷
重の時に「見かけ上の弾性喪失」（変形がゼロと
なる）、除荷重時に急激戻り、が認められた。
これは（4）未知現象生起の時に材質が一部僅か
に変化させられた（分岐した）事を意味してい
る。（5）これと同じ実験を、材料をアルミ、鉄、
竹、木。形状を、丸棒、四角、矩形に、試験
機を片持式、単純梁式に、変えてテストして、
ほぼ同一の結果を得た。これらから物質変化の
変曲点付近（不安定状態）でパルス的な意念の
働き（うん、命令）があった場合に、未知現象

（サイ現象）の発生・生起が生ずる事が判った。
未知現象生起（局所）の機構を検討する。実

験によると、押し合う力の相殺する零点付近
（零場）にサイ（気）が集積される事がわかった。
数字や幾何学のゼロは単なる空位で現象を伴
わないが、物質の場合の零（相殺零）には未知
現象生起のパワー源がある。零場には質的な面
と量的な面がある。質的というのは、相殺する
力の大きさに応じて個体、分子、原子、素粒子
というように零場で介在･接触している物質の
内容が変化することを意味する。量的というの
は、相殺零にはパワーの相違がある事を意味す
る。例えば物質相殺の（+10）+（−10）=0よりも
物質相殺の（+1000）+（−1000）=0の方が、零
のパワーは大である。つまりパワーの大きな零
になるほど、サイ（気）現象が発生しやすくなる
事が判明した。

さらに、未知現象生起には零意識が必要にな
る。瞑想や呼吸をコントロールするなどの方法
を用いて意識を変性させる（変性意識状態、
ASC）。意識は知性や理性等の常識と言われる
ものであるが、これを次第に薄めて、無意識に
近づける。未知現象が生起する時の変性意識
状態を零意識と仮称する。この零意識は意識と
無意識の間の抗暗示障壁に存在していると考え
ている。意識を零意識状態にし、物質の零（相
殺）を高めると、両者に共通に存在する零を介
して、物と意識の両者が交流し合い、未知現象
が生起する事になると判断している。なお相殺
零場はマクロとミクロ、右旋回と左旋回、精神
と物質等、の変換点の性質を持っている事が判
明している。

さらに、この試験内容を透視・念写の場合に
適用した。例えば「催眠中、意識を集中させて
透視する事により、物理的な光による感光と同
じような現象が、遮光状態の写真用乾板に起っ
た」。つまり福来友吉によって1910年に念写が
発見された。現象の内容から見て、これはマク
ロPKの一種であると判断できる。そこで、筆
者らは、遮光状態の暗缶内に発光ダイオードと
受光ダイオードを置いて透視・念写の実験を試
みた。メタルの場合と同様に、暗缶内にバイア
ス光として既知の物理光を階段状に与えたとこ
ろ、僅かなパルス状の送念（意念）でも、光とし
ての未知現象が出現する事を確かめた。物理
光が受光ダイオードの閾値近くの或値に達した
時に、暗缶内にパルス的に球状の光子群（素粒
子群、念球）が発生した。これはメタルの場合
の発生条件と同一なので、同一内容の未知現象

（サイ現象）が生起したと見る事が出来よう。

3．念力現象の成長
実験を続けたところ、バイアス光の無い場合

でも念球（光子群）の出現は可能であったが、
バイアス光のある場合の方が、よりパルス状に
なる傾向があった。多くの実験を重ねたところ、
パルスの出現の最頻値として約6.7Hzが得られ

●� ●



1．はしがき
意識と物質が直接相互作用する現象を念力

（PK）という。念力の現象のあることは周知であ
るが、原因は不明であった。この理由として、
念力は変性意識状態（ASC）に関係するが、意
識が科学的には不明なので、念力も不明である
と考えられていた。筆者らは、永年にわたり念
力を解明する為の努力を続けてきたが、最近、
ようやくその一部が分かりかけてきた。得られ
た結論の一部として、（1）念力の発生条件がほ
ぼ判明し、零場が発見された。（2）複雑系科学
のカオス・アトラクタ形成・展開の過程と念力
の進展とは密接な関係がある。従って、（3）実
験が難しい念力現象を、カオス・アトラクタの
変化から推定する事が可能である、と判断した。
今回は、不完全ではあるが、実験をもとにして
念力とカオス・アトラクタの関係を略述する。

2．念力の発生条件
日本では、1974～1980年代に念力（PK）や超

感覚的知覚（ESP）としての超能力有無の真贋
騒動があり、世論を2分して社会問題にもなっ
た。しかし、再現性や、因果律を説明する事が
困難な為に、結局は否定されてしまった。中国
でも1979年に四川省で「耳で字を読む唐雨少
年」が発見され、多くの市民の支持を受けて、

特異功能（超能力）は最大に流行したが、法輪
功事件を契機にして政府から否定されてしま
い、今は、忘れられかけている。最近になり、
日本では（2009～現在）パワー・スポットブーム
がやってきた。全国各所の神社、社寺のパ
ワー・スポット（聖地）には多くの人々が集まっ
ている。これは社会現象であり、心身のパワー

（力）の強化を求める人達が想像以上に多い事
を意味している。筆者らは、パワー強化や「願
い事を叶える」為には、念力の一種を用いる方
法が良いと考えている。

はじめにマクロ念力（PK）としてのメタル・ベ
ンデング（未知現象）の生起条件を扱う。メタル
は電磁気や雑音等にも安定であり、化学的・物
理学的にも安定しており、さらに変形に関係す
る様々な性質も判っている。単純で誤差が入り
にくいアルミニウム材を用いて引張試験を実施
した。試験方法として、（a）試験片に僅かに載
荷重（分銅）する。同時に被験者（超能力者）が
外気（サイ）をパルス的に（うん、と腹気合い）
意念して、試験片に与える。その時の変形（伸
び）=（物理現象）+（サイ現象）、を求める。次に、

（b）として（a）と同様に荷重、意念し、測定を行
う。是を小刻みに繰り返す（数回程度）。そして、
サイ（外気）現象が（既知の）どのエネルギー段
階で加入してくるかを調べる。この様にして、

念力とカオス・アトラクタ念力とカオス・アトラクタ

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp
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、会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
古
村
豊
治
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
30
年
早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業
。

各
種
会
社
社
長
を
歴
任
。
船
井
幸
雄
先

生
主
宰
の
直
感
力
研
究
会
講
師
、
高
次

元
波
動
研
究
会
主
宰
。
時
空
超
越
波
動

法
を
創
出
し
、
今
日
に
至
る
。
高
次
元

研
究
、
フ
ー
チ
、
I
F
・
テ
ス
ト
の
実

践
者
と
し
て
著
名
。
全
国
で
セ
ミ
ナ
ー

開
催
。
相
談
屋
本
舗
運
営
。

　

著
書
に
は
、「
究
極
の
自
己
革
新
」（
博

文
館
新
社
刊
）、「
ら
く
ら
く
探
査
力
」

「
わ
く
わ
く
意
識
力
」（
中
央
ア
ー
ト
出

版
刊
）、「
悟
り
力
」（
知
玄
社
刊
）、「
成

功
の
宇
宙
法
則
」（
致
知
出
版
社
刊
）
な

ど
が
あ
る
。

※
今
回
は
第
三
月
曜
日
（
祝
日
）
で
す
。

日
時　

平
成
23
年
7
月
18
日
（
月
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

　
　
　

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

　
　
　

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年
記
念

　

大
会
の
予
告
と
論
文
・
原
稿
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
例
会
予
告

◎
第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
予
告

◎
十
二
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
五
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
五
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
念
写
像
の
形
成
過
程
の
分
析

※ 

8
月
は
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
九
月
本
部
例
会
予
告
は
3
頁
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
12
受
領
分
ま
で
）

金
七
千
七
百
円　
　

大
川
様　

風
巻
様

金
一
千
円　
　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円　
　
　
　

天
野　

聖
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　
お
願
い

☆ 

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年

記
念
大
会
の
予
告
と
論
文
・
原

稿
募
集

テ
ー
マ
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
詳
細
は
次
号
掲
載
）

午
前
10
時
～
12
時
（
敬
称
略
）

特
別
講
演

苗
鉄
軍　

佐
々
木
茂
美

午
後
1
時
～
5
時

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

前
半
で
パ
ネ
ラ
ー
が
1
人
15
分
位
発
表

し
、
後
半
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン（
会
場
参
加
者
も
含
め
た
質
疑
応
答
）

大
会
委
員
長　

小
牧
昭
一
郎

パ
ネ
ラ
ー
（
予
定
）

佐
々
木
茂
美　

苗
鉄
軍　

久
保
田
昌
治

鯰
江
勇　

他 

日
時　

平
成
23
年
10
月
9
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
　

※
開
場
は
午
前
9
時
30
分
で
す

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

日
本
サ
イ
科
学
会
は
1
9
9
5
年
に

分
科
会
の
サ
イ
実
測
研
究
会
が
、
中
国

元
極
学
の
張
志
詳
会
長
を
日
本
に
招
い

て
東
京
や
長
野
県
で
講
演
会
を
催
し
た

と
き
に
、
長
野
県
の
長
谷
村（
現
在
伊

那
市
に
合
併
）
に
あ
る
分
杭
峠
が
元
極

学
の
基
地
に
匹
敵
す
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
と
い
う
「
お
墨
付
き
」
を
い

た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
現
在

日
本
で
も
有
数
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
分
杭
峠
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
現
状
や
科
学
的
な
立
場
で

検
討
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
致
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
会
員
の
皆
様
か
ら
も
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
貴
重
な
体
験
や
レ

ポ
ー
ト
、科
学
的
な
立
場
か
ら
の
検
証
・

論
文
等
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
当
日
配
布
さ
れ
る
予
稿
集

や
今
年
度
発
行
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

9
月
10
日
ま
で
に
A
4
版（
40
字
×

40
行
）
6
枚
以
内
で
一
太
郎
か
ワ
ー
ド

の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
左
記
事
務
局

ま
で
添
付
フ
ァ
イ
ル
送
信
願
い
ま
す
。

内
容
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
の
審
査
は

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
原
稿
送
信
先

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
正
32
面

体
図
象
に
潜
む
驚
異
の
浄
化
パ
ワ

ー
　
日
本
各
地
を
巡
る
『
み
ろ
く
』

奉
納
紀
行
に
学
ぶ
ー
」

　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治 

氏

日
時　

平
成
23
年
7
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

※ 

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
八
月
研
究

集
会
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

● ❷●



第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
　
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
　

本
年
も
ま
た
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
優
秀
な
講

演
者
に
は
参
加
投
票
に
よ
っ
て
U
F
O
・

オ
ー
ブ
賞
を
、
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
者
に

は
世
話
人
か
ら
マ
ー
ジ
ナ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
賞
も
・
・
・
。

U
F
O
・
オ
ー
ブ
研
究
に
関
心
の
あ

る
方
は
是
非
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
ま

た
U
F
O
・
オ
ー
ブ
に
つ
い
て
ひ
と
こ

と
話
し
た
い
と
い
う
ヒ
ト
も
お
気
軽
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容

○ 

テ
リ
ー
・
ト
フ
テ
ネ
ス
監
督
が
撮
影

し
た
作
品「
ザ
・
デ
イ
・
ビ
フ
ォ
ア
・

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
上
映
!

講
演
者

・
山
口
カ
ー
ラ
（
フ
ォ
ト
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
）「
S
P
I
R
I
T 

O
F 

M
U
」

・
中
津
川　

昴
（
サ
イ
キ
ッ
ク
・
リ
サ

ー
チ
ャ
ー
）「
最
新
U
F
O
情
報
」

・
ロ
ン
・
薄
葉
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ヒ
ー
ラ
ー
）「
オ
ー
ブ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」

・
田
村
良
一（
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
者
）「
改

良
ア
ダ
ム
ズ
モ
ー
タ
ー
現
況
報
告
」

・
宮
本
一
聖（
宇
宙
・
科
学
・
超
常
現
象

研
究
家
）「
U
F
O
撮
影
の
現
場
か
ら
」

・
ア
カ
イ
☆
コ
ウ
ジ（
キ
ャ
ス
タ
ー
）

「
エ
リ
ア
5
反
田
か
ら
」

・
川
崎
利
男（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）

「
2
0
1
1
年
前
半
オ
ー
ブ
総
括
―
福

島
原
発
・
セ
シ
ウ
ム
オ
ー
ブ
研
究
中
―
」

・
森　

義
光（
M
総
研
所
長
）「
関
西
U�

F
O
事
情
」

・
井
出　

治（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
所
所
長
）「
脱
原
発
と
第
三
起
電
力
」

・
森
脇
十
九
男（
開
星
論
の
U
F
O
党

党
首
）「
反
核
開
星
統
合
論
」

・
宮
内
輝
幸（
医
師
）「
一
医
師
か
ら
み

た
ス
キ
ニ
ー
ボ
ブ
の
真
贋
」　

ほ
か

★ 

講
演
者
・
講
演
内
容
は
都
合
に
よ
り

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

点
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

日
時　

平
成
23
年
7
月
31
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

　
　
　

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

　
　
　

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
予
告

『
3
・
11 

新
文
明
の
幕
開
け
』

～
日
本
人
の
使
命
～

　
　
　
　
講
師
　
鈴
木
　
俊
輔 

氏

先
の
3
・
11
、
東
日
本
大
震
災
は

未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
こ
の
天
譴
と
も
い
え
る
大
災
害
が
何

ゆ
え
に
日
本
に
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
?　

整
然
と
一
〇
〇
人
以
上
も
列
を

成
し
て
食
料
を
求
め
る
被
災
者
の
姿
に
、

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
は
瞠
目
し
ま
し
た
。

略
奪
・
暴
動
も
な
い
そ
の
秩
序
だ
っ

た
日
本
人
の
そ
の
姿
に
世
界
中
が
唖
然

と
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
全
て
の
日
本

人
が
今
、「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
レ
よ
し
の
姿

は
払
拭
さ
れ
、
一
億
三
千
万
の
愛
念
意

識
が
被
災
地
一
点
へ
と
集
中
し
ま
し
た
。

は
っ
き
り
い
っ
て
、
新
文
明
の
幕
開

け
な
の
で
す
。
日
本
人
の
偉
大
な
意
識

が
覚
醒
し
て
、
そ
の
内
な
る
こ
こ
ろ
か

ら
、
外
側
の
世
界
は
創
ら
れ
ま
す
。
大

き
な
和
と
か
い
て
ヤ
マ
ト
と
読
ま
せ
る
、

そ
の
日
本
人
の
使
命
に
つ
い
て
古
神
道
・

言
霊
か
ら
の
観
点
も
含
め
て
再
認
識
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
の
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い
て
、
こ
の

分
野
に
知
識
の
深
い
鈴
木
氏
の
御
講
演

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
鈴
木
俊
輔
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
生
ま
れ
、
芝
浦
工
業
大
学
大
学

院
修
了　

工
学
修
士
。
日
産
自
動
車
中

央
研
究
所
時
代
に
は
金
属
合
金
設
計
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
物
性
、
触
媒
の
研
究
に

従
事
。
つ
い
で
多
機
能
金
属
触
媒
「
バ

イ
オ
カ
ル
ム
」
を
開
発（
日
本
表
面
処
理

学
会
柴
田
賞
受
賞
）。

1
9
9
6
年
㈲
テ
ク
ノ
ク
エ
ス
ト  

代

表
取
締
役
社
長  

バ
イ
オ
カ
ル
ム
の
応

用
研
究
と
音
響
技
術
を
は
じ
め
と
す
る

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
現
在
に
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至
る
。
環
境
計
量
士
・
一
級
建
築
施
工

管
理
技
師
・
騒
音
公
害
防
止
管
理
者
で

あ
り
こ
れ
ま
で
の
発
明
特
許
は
1
0
0

件
を
超
え
る
。
独
自
の
水
の
研
究
、
波

動
装
置
の
研
究
と
い
う
科
学
技
術
屋
で

あ
る
同
時
に
古
神
道
・
言
霊
の
研
究
家

で
も
あ
る
。
近
著
に
「
サ
ト
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
お
話
」（
静
岡
出
版
）、「
こ
と
だ

ま
の
科
学
」（
明
窓
出
版
）が
あ
る
。

日
時　

平
成
23
年
9
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
報
告

新
た
な
予
防
医
学
を
目
指
し
て

　
　
　
講
師
　
宇
治
橋
　
泰
志 

氏

�

（
免
疫
整
体
　
こ
こ
一
番
）

両
国
で
任
意
波
動
発
生
器
、
A
W
G

と
い
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
電
子
を
活
用

し
た
物
理
的
な
施
術
法
に
取
り
組
ん
で

か
ら
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、

ま
も
な
く
足
掛
け
8
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
約
千
人
を
超
え
る

方
々
の
施
術
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
電
子
に
よ
る
物
理
療
法
の
利
点

は
、
脳
溢
血
や
痴
呆
症
な
ど
頭
の
て
っ

ぺ
ん
か
ら
心
臓
疾
患
や
足
の
水
虫
に
至

る
ま
で
、
広
い
範
囲
に
渡
る
多
く
の
疾

病
に
対
応
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

手
術
や
投
薬
、
放
射
線
等
に
頼
る
近
代

医
学
の
対
症
療
法
は
、
多
く
の
専
門
家

と
高
価
で
大
が
か
り
な
設
備
や
用
具
類

が
必
要
で
す
が
、
A
W
G
施
術
法
で
は

大
し
て
そ
れ
ら
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
事
故
や
致
命
的
な
副
作
用
は
8

年
間
を
通
し
て
、
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
費
用
の
件
で
す
け
れ
ど
も
、

効
果
対
費
用
で
考
え
ま
す
と
、
安
価
な

も
の
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
保
険
制
度
を
と
る
日
本

の
医
療
費
は
伸
び
続
け
て
35
兆
円
に
達

す
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
は
国
家
予
算
の

実
に
40
%
を
超
え
て
お
り
、
毎
年
増
加

す
る
一
方
で
、
将
来
が
ま
っ
た
く
見
え

な
い
状
態
で
す
。
こ
れ
を
打
破
す
る
に

は
僭
越
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
こ
そ
安

全
で
安
価
な
医
療
体
制
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
現
医

療
体
制
を
大
き
く
変
革
す
る
よ
う
な
新

し
い
発
想
で
の
医
療
方
法
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
A�

W
G
施
術
法
な
ど
の
物
理
療
法
は
そ
の

良
い
一
例
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
予
防
医
学
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
肝
要
で
す
。

こ
の
予
防
医
学
は
本
日
の
テ
ー
マ
の

一
つ
で
、
後
ほ
ど
詳
し
く
ふ
れ
て
参
り

ま
す
が
、
今
ま
で
の
予
防
医
学
は
栄
養

素
と
運
動
を
指
導
す
る
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
お
医
者
さ
ん
な
ど
専
門
家
任
せ

の
消
極
的
な
方
法
で
し
た
。
今
後
は
例

え
ば
、
外
部
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

て
改
善
す
る
物
理
療
法
な
ど
の
積
極
的

で
簡
単
な
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
今
回
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
子

宮
体
ガ
ン
な
ど
で
A
W
G
施
術
法
だ
け

で
改
善
さ
れ
た
事
例
等
を
紹
介
し
な
が

ら
、
合
わ
せ
て
そ
の
効
果
を
証
明
す
る

た
め
、
従
来
と
違
っ
た
角
度
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
、
疾
病
に
対
す
る
新
し
い

理
論
を
、
前
回
に
引
き
続
き
さ
ら
に
食

い
込
ん
で
ご
披
露
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
予
防
医
学
を
目
指
し
て

（
1
）
地
球
の
環
境
問
題

皆
さ
ん
は
本
年
の
9
月
に
名
古
屋
で

開
か
れ
た「
C
O
P
10
（
生
物
多
様
性

条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
）」
を
ご
存
知

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会
議
の
目
的
は

地
球
上
の
多
様
な
生
き
物
や
生
息
環
境

を
守
り
、
そ
の
恵
み
を
将
来
に
渡
っ
て

活
用
す
る
も
の
で
す
。
私
達
の
住
む
地

球
上
の
生
態
系
は
実
に
多
様
性
に
満
ち

て
い
ま
す
。
地
球
上
に
存
在
す
る
確
認

さ
れ
た
生
物
は
一
七
五
万
種
類
と
言
わ

れ
て
お
り
、
未
知
な
る
生
物
を
含
め
る

と
、
三
〇
〇
〇
万
種
類
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
地
球
上
の
約
40
億
年
も
の

進
化
の
過
程
で
、
環
境
に
適
応
、
多
様

化
し
て
同
化
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
生
命
の
種
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
に
応
じ
て
相
互
の
環
境
を
築
き
な

が
ら
、
多
様
な
生
態
系
を
形
成
し
、
地

球
環
境
と
私
達
人
間
の
暮
ら
し
を
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の

問
題
点
は
、
世
界
中
で
多
く
の
野
生
生

物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

現
在
一
年
間
に
四
万
種
の
生
物
の
種

が
滅
び
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
種
が

大
量
に
滅
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
七
五
年
頃
か
ら
な
の
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
一
年
間
に
一
種
類
く
ら
い
が
消

え
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
恐

竜
が
大
量
に
滅
び
た
時
期
の
ス
ピ
ー
ド
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よ
り
も
早
い
そ
う
で
す
。
そ
の
原
因
の

ほ
と
ん
ど
が
開
発
や
乱
獲
、
外
来
種
の

持
ち
込
み
な
ど
人
間
の
活
動
に
あ
る
わ

け
で
す
。
人
間
は
地
球
生
態
系
の
一
員

と
し
て
、
他
の
生
物
と
の
共
存
を
求
め

ら
れ
て
い
る
の
に
、
一
方
的
に
生
物
に

影
響
を
与
え
、
絶
滅
の
危
機
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
、
そ
れ
は
や
が
て
必
ず
人

類
に
降
り
か
か
っ
て
い
る
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。

日
本
で
も
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を
怖
が

っ
て
す
べ
て
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
現
在
は
鹿
や
猿
等
が
増
え
て
、

様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
今
後

地
球
環
境
問
題
や
公
害
問
題
な
ど
環
境

に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
、
人
類
は
さ

ら
に
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
達
の
子
供
や
孫

達
へ
物
事
を
継
承
さ
せ
た
い
と
い
う
誰

で
も
共
通
の
願
い
か
ら
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

（
2
）
体
内
の
環
境
問
題

実
は
地
球
環
境
問
題
と
同
様
に
体
内

に
も
環
境
問
題
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

体
内
に
は
カ
ビ
よ
り
さ
ら
に
小
さ
な
生

命
の
世
界
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

世
界
は
多
形
態
の
秩
序
で
成
り
立
っ
て

い
て
、
そ
こ
に
疾
病
の
主
因
も
隠
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
ん
で
す
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
現
在
の
生
物
学
や
医
学
の
世
界

で
は
、
そ
の
世
界
を
全
く
知
ら
な
い
か
、

全
く
無
視
し
て
お
り
ま
す
。
当
時
の
研

究
者
達
も
そ
の
事
実
の
証
明
を
試
み
ま

し
た
が
、
既
存
の
権
威
の
前
で
は
激
し

い
抵
抗
に
遭
い
、
葬
り
去
ら
れ
て
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
一
番
の
理
由
は

こ
の
小
さ
な
生
命
体
の
世
界
が
、
特
殊

な
顕
微
鏡
で
な
い
と
見
え
な
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
は
今
日

は
そ
の
世
界
を
皆
さ
ん
と
覗
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
3
）
体
内
共
生
微
生
物
と
疾
病
の
関
係

①
暗
視
野
顕
微
鏡
で
の
世
界

病
気
の
原
因
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

加
齢
、
偏
っ
た
食
生
活
、
ス
ト
レ
ス
、

睡
眠
不
足
、
悪
い
住
環
境
等
か
ら
体
内

環
境
の
悪
化
が
生
じ
、
体
内
に
毒
素
や

老
廃
物
が
蓄
積
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
血

液
が
汚
く
な
る
現
象
と
な
り
、
そ
れ
が

さ
ら
に
進
む
と
体
内
共
生
微
生
物
の
異

常
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
病
気

の
発
症
が
起
こ
る
と
い
う
、
全
く
新
し

い
発
想
が
あ
り
ま
す
。

パ
ス
ツ
ー
ル
な
ど
が
唱
え
た「
病
気

は
病
原
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
」
と
い
う

こ
れ
ま
で
の
考
え
方
に
対
し
て
、
ペ
シ

ャ
ッ
プ
や
エ
ン
ダ
ー
レ
ン
が
唱
え
た
の

は「
疾
病
の
原
因
は
体
内
環
境
に
あ
る
」

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
私
共
は
こ
の

考
え
方
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
世
界
は
あ
ま
り
に
も
小
さ
す
ぎ

て
特
殊
の
顕
微
鏡
が
必
要
で
、
位
相
差

顕
微
鏡
と
暗
視
野
顕
微
鏡
が
あ
り
ま
す
。

暗
視
野
顕
微
鏡
は
大
変
強
い
光
源
を
乱

反
射
さ
せ
て
、
血
液
の
微
少
な
部
分
ま

で
見
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

※
暗
視
野
顕
微
鏡
に
よ
る
血
液
の
画
像

　

を
紹
介
す
る

赤
血
球
の
大
き
さ
は
7
・
5
ミ
ク
ロ

ン（
1
ミ
ク
ロ
ン
＝
千
分
の
1
ミ
リ
）

に
対
し
て
、
血
漿
の
中
を
動
き
回
る
有

機
体
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ド
の
大
き
さ
は
0
・

0 

1
ミ
ク
ロ
ン
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

②
エ
ン
ダ
ー
レ
ン
と
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ

ン
の
理
論
に
つ
い
て

エ
ン
ダ
ー
レ
ン
が
名
付
け
た
血
液
中

の「
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ド
」
と
い
う
有
機
体

を
、
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
は「
ソ
マ
チ

ッ
ド
」
と
名
付
け
て
お
り
ま
す
。
二
人

と
も
こ
れ
は
生
命
活
動
に
不
可
欠
な
も

の
だ
と
断
定
し
て
お
り
ま
す
。

ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
の
研
究
に
よ
り

ま
す
と
、
ソ
マ
チ
ッ
ド
は

1
．
ど
ん
な
強
酸
で
も
死
な
な
い

2 

．
固
形
に
な
る
と
マ
イ
ナ
ス
30
度
で

も
、
ま
た
二
〇
〇
度
以
上
の
熱
で
も

耐
え
ら
れ
る

3 

．
5
万
レ
ム
の
放
射
線
に
も
耐
え
ら

れ
る

4 

．
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ン
デ
ン
サ
で
あ

る
5 

．
ソ
マ
チ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
は
全
部
で

16
形
態
あ
り
、
最
初
の
微
少
な
3
形

態
が
健
康
な
状
態
で
あ
る

16
形
態
は
第
一
段
階
の「
ソ
マ
チ
ッ

ド
原
型
」
か
ら
、
第
2
段
階
の「
胞
子
」、

第
3
段
階
の「
二
重
胞
子
」
ま
で
が
非

病
原
性
で
、
第
4
段
階
以
降
、
バ
ク
テ

リ
ア
形
態
、
二
重
バ
ク
テ
リ
ア
形
態
、

棒
状
形
態
、
二
重
胞
子
を
持
つ
バ
ク
テ

リ
ア
形
態
、
粒
状
の
二
重
胞
子
を
持
つ

バ
ク
テ
リ
ア
形
態
、
球
状
の
細
菌
形
態
、
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そ
れ
が
破
裂
し
て
酵
母
形
態
、
子
嚢
胞

子
形
態
、
子
嚢
形
態
、
菌
糸
体
形
態
と

な
り
、
次
々
と
16
の
か
た
ち
に
変
わ
っ

て
い
く
。
そ
し
て
変
化
の
最
後
の
菌
糸

体
形
態
が
壊
れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
再
び

小
さ
な
た
く
さ
ん
の
ソ
マ
チ
ッ
ド
が
生

ま
れ
出
て
、
そ
の
後
に
菌
糸
状
の
も
の

が
繊
維
状
の
葉
状
体
に
変
化
し
て
残
さ

れ
る
。
以
上
が
16
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
か

ら
な
る
ソ
マ
チ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
で
す
。

ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
は
健
康
を
取
り

戻
す
た
め
ソ
マ
チ
ッ
ド
を
小
さ
く
す
る

方
法
を
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
薬
を
試

し
、
楠
の
樹
液
か
ら
確
保
し
た
も
の（
ナ

フ
タ
リ
ン
）
を
薄
め
て
、
そ
け
い
リ
ン

パ
に
打
つ
こ
と
で
元
気
を
回
復
さ
せ
た

そ
う
で
す
。

エ
ン
ダ
ー
レ
ン
も
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ド
の

形
態
の
非
病
原
性
か
ら
病
原
性
ま
で
の

様
々
な
変
化
を
観
察
し
、
解
説
し
て
お

り
ま
す
。
結
核
菌
や
連
鎖
球
菌
、
ぶ
ど

う
球
菌
も
内
部
か
ら
変
化
し
て
発
生
す

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
当
院
が
観
察
し
た
比
較
血
液
像

　
※ 

暗
視
野
顕
微
鏡
に
よ
る
、
い
ろ
い
ろ

な
病
状
に
対
応
し
た
血
液
中
の
ソ
マ

チ
ッ
ド
の
形
態
を
解
説
す
る

④
A
W
G
治
療
器
に
つ
い
て

A
W
G
治
療
器
は
任
意
波
動
発
生
器

と
い
っ
て
、
松
浦
優
之
博
士
が
ウ
イ
ル

ス
を
撲
滅
す
る
目
的
で
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
25
年
を
か
け
て
、
世
界
中
の
学
者

さ
ん
と
協
力
し
て
膨
大
な
実
験
を
繰
り

返
し
て
、
低
周
波
で
69
種
類
の
有
効
な

周
波
数
を
発
見
し
ま
し
た
。
M
A
X
20

ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
、
12
・
5
ボ
ル
ト
と
い

う
安
全
な
弱
電
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
類
は
電
気（
電
子
）
で
照
明
を
し
、

電
車
を
動
か
し
、
テ
レ
ビ
で
画
像
を
表

示
し
、
0
と
1
の
信
号
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
も
で
き
た
の
に
、
人
間
に
は
電
気
椅

子
し
か
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

人
間
も
電
子
で
で
き
て
い
る
の
に
、
こ

れ
は
お
か
し
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
周
波
数
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
、
有
効
な
周
波

数
が
分
か
れ
ば
治
療
や
健
康
維
持
に
も

使
え
る
は
ず
で
す
。
臨
床
実
験
で
述
べ

3
万
人
以
上
の
治
療
実
績
が
あ
り
、
副

作
用
も
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん

は
電
極
を
貼
っ
て
横
に
な
っ
て
い
れ
ば

い
い
の
で
、
気
持
ち
よ
く
睡
眠
を
取
ら

れ
る
方
も
多
い
で
す
。

A
W
G
治
療
器
の
効
果
は
、
血
液
環

境
を
良
く
し
、
新
陳
代
謝
を
高
め
る
、

体
内
の
解
毒
作
用
を
促
し
て
免
疫
力
を

高
め
る
、
副
交
感
神
経
に
働
き
か
け
る

の
で
ス
ト
レ
ス
の
解
消
・
軽
減
を
す
る
、

慢
性
的
な
病
気
の
痛
み
の
改
善
を
し
、

ケ
ガ
の
痛
み
に
つ
い
て
は
即
効
性
が
あ

る
、
身
体
の
根
本
か
ら
改
善
す
る
の
で
、

病
気
予
防
に
も
な
る
、
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ

は
自
然
治
癒
力
の
向
上
に
よ
っ
て
病
気

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
定
の
周
波
数
を
体
内
に

あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
の

ク
リ
ス
タ
ル
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
の
皮
膜
を
内

部
か
ら
破
壊
し
、
生
体
細
胞
は
傷
つ
け

な
い
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

ガ
ン
に
対
し
て
は
、
D
N
A
の
損
傷

部
に
対
し
て
免
疫
力
で
修
復
す
る
よ
う

に
働
き
、
マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
た

周
囲
に
血
液
中
の
プ
ラ
ス
の
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
が
集
ま
り
、
そ
こ
に
電
子
を
当
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ガ
ン
細
胞
を
死
滅

さ
せ
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。

⑤
M
R
S
施
術
法
に
つ
い
て

A
W
G
治
療
器
は
目
に
見
え
な
い
電

子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
装
置
な
の
で
、
患
者

さ
ん
に
不
安
感
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
証
明
し
よ
う
か
と

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
、
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ

ン
の
ソ
マ
チ
ッ
ド
を
知
り
、
暗
視
野
顕

微
鏡
で
血
液
と
ソ
マ
チ
ッ
ド
を
観
察
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

暗
視
野
顕
微
鏡
に
よ
る
検
査
方
法
の

利
点
は
、
生
き
た
血
液
を
観
察
で
き
る

の
で
、
従
来
の
明
視
野
顕
微
鏡
で
は
見

え
な
い
血
液
状
態
と
体
内
共
生
微
生
物

を
観
察
で
き
ま
す
。

血
液
の
状
態
を
見
る
こ
と
で
、
患
者

さ
ん
の
体
調
、
病
状
を
推
測
で
き
ま
す

し
、
ガ
ン
等
重
病
の
予
兆
を
見
え
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
病
院
で
の
検
査
を
勧

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
A
W
G
施
術
法
に
よ
る
血
液
の

変
化
を
、
患
者
さ
ん
本
人
と
共
に
す
ぐ

目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
ま
と
め
ま
す
と
、
人
間
は
体
内

共
生
微
生
物
と
共
存
し
て
い
る
、
共
生

微
生
物
は
体
内
環
境
に
応
じ
て
変
化
す

る
、
病
気
の
原
因
は
共
生
微
生
物
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
と
き
に
発
生
す
る
、

病
気
は
体
内
環
境
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

で
回
復
す
る
、
体
内
環
境
の
改
善
は
血

液
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
達
成
で
き
る
、

血
液
は
A
W
G
治
療
器
に
よ
っ
て
も
改

善
で
き
る
、
施
術
効
果
は
暗
視
野
顕
微

鏡
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
A
W
G
治
療
器
の
効
果
が
刻

々
と
確
認
で
き
る
の
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
だ
と
思
い
ま
す
。

● ❻●



（
4
）
こ
れ
か
ら
の
医
療
と
予
防
医
学
に

　
つ
い
て
考
え
る

病
気
に
な
っ
た
と
き
の
願
い
は
、
早

く
改
善
す
る
、
痛
く
な
い
、
身
辺
の
ダ

メ
ー
ジ
が
少
な
い
、
副
作
用
が
な
い
、

安
く
済
む
こ
と
、
そ
れ
に
は
体
内
環
境

の
改
善
、
体
内
に
お
け
る
共
生
の
原
理

を
基
本
と
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
手
法

が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
疾
病
の
原
因
は
、
体
内
共
生

微
生
物
等
が
よ
り
安
定
し
よ
う
と
し
て

ロ
ッ
ク
オ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
体
内
P
H
を
7
・
38
～

7
・
40
の
ベ
ス
ト
の
状
態
に
調
整
し
、

適
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、
最
後
は

共
生
微
生
物
の
力
に
任
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
安
全
で
副
作
用
も
な
く
、
安
価
で
効

果
の
大
き
い
方
法
と
し
て
A
W
G
施
術

法
は
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
五
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「 

脳
科
学
と
健
康
…
代
替
医
療
の

疑
問
解
消
か
⁉

～
4
の
法
則
（
脳
／
心
／
身
体
／

栄
養
）
か
ら
考
え
る
」

　
　
　
　
講
師
　
下
村
　
和
弘 

氏

�

（
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

と
き　
　

平
成
23
年
2
月
19
日（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

下
村
氏
は
1
9
6
0
年
愛
知
県
生
ま

れ
。
名
城
大
経
営
管
理
論
専
攻
。
1 

9�

8 

8
年
名
古
屋
の
総
合
商
社
に
勤
務
。

健
康
・
環
境
事
業
に
従
事
、
独
自
に
生

態
電
気
測
定
な
ど
を
始
め
、
1
9
9
0

年
頃
か
ら
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
現
在

独
立
し
、
健
康
関
連
企
業
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
。「
生
命
場
の
科

学
」「
電
子
理
論
」
の
研
究
を
基
に
健
康

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
全
国
数
千
人
の

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
、「
4
の
法
則
／
自

然
の
摂
理
」
な
ど
を
構
築
。「
脳
科
学
と

健
康
」
を
テ
ー
マ
に
大
学
な
ど
全
国
各

地
で
講
演
活
動
中
。

厚
生
労
働
省
が
2
0
0
0
年
に
「
健

康
日
本
21
」
と
銘
打
ち
、
予
防
医
学
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
掲
げ
て
か
ら
抜

本
的
な
成
果
の
無
い
ま
ま
10
年
が
過
ぎ

た
が
、
現
在
の
「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
を

代
表
と
す
る
病
ん
だ
時
代
は
、
明
確
な

解
決
策
も
な
い
ま
ま
進
展
し
て
お
り
、

心
因
性
疾
患
や
慢
性
疾
患
も
増
え
続
け

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
問
題
化
し
た

課
題
に
対
し
て
、
新
し
い
切
り
口
で
脳

科
学
の
観
点
か
ら
斬
新
な
考
察
を
導
き

出
し
て
い
る
。

新
聞
に
よ
る
と
中
1
の
鬱
病
は
10
%

で
あ
る
。
ま
た
精
神
科
の
数
は
全
国
で

5
1
4
4
、
心
療
内
科
の
数
は
3

�
0
�9�

2
に
達
し
て
い
る（
2
0
0
5
年
）。

原
因
と
し
て
社
会
構
造
の
複
雑
化
や

い
じ
め
の
陰
湿
化
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
る
が
、
い
じ
め
は
昔
か
ら
あ
り
、
最

悪
と
言
わ
れ
る
無
視
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
学
校

や
会
社
へ
は
行
っ
て
お
り
休
む
こ
と
は

な
か
っ
た
。
現
代
は
い
じ
め
等
に
よ
り

出
て
行
け
な
く
な
る
事
で
目
立
ち
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の

「
行
け
な
く
な
る
」
所
に
原
因
が
隠
れ

て
い
る
。

ま
た
成
人
病
の
若
年
化
も
進
ん
で
い

る
が
、
心
因
性
疾
患
増
加
と
同
様
の
原

因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
代
医
学
の
問
題
点
は
病
気
の
原
因

を
考
え
て
い
な
い
。
ガ
ン
の
手
術
も
ガ

ン
を
取
っ
た
と
い
う
だ
け
で
ガ
ン
を
治

し
た
と
は
言
わ
な
い
。

私
は
か
つ
て
測
定
器
L
F
T
や
Ba
を

使
い
、
年
間
1
0
0
0
人
程
度
の
測
定

実
験
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
じ
よ
う
な

症
状
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
方
法
で
対

応
し
て
も
効
果
が
違
う
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
被
験
者
に
対
し

て
食
生
活
な
ど
い
く
つ
か
の
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

は「
脳
、
身
体（
細
胞
）、
栄
養
、
心
」の

4
つ
の
条
件
を
満
た
す
事
だ
と
気
付
か

さ
れ
た
。
健
康
だ
け
で
な
く
世
の
中
の

事
象
を
検
証
し
て
み
る
と
4
つ
の
条
件

か
ら
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
以
来
「
4

の
法
則
／
自
然
の
摂
理
」
と
し
て
提
唱

し
て
き
た
。

基
本
的
に
脳
が
身
体
に
信
号
を
送
り

臓
器
や
組
織
、
ホ
ル
モ
ン
や
免
疫
機
能

は
働
い
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
症
状

に
対
し
医
師
は
不
調
を
訴
え
る
部
位
の

検
査
に
止
め
、
脳
を
調
べ
よ
う
と
は
し

な
い
。

●❼ ●



先
進
医
学
の
現
実
を
み
る
と
、
日
本

の
医
学
、
特
に
基
礎
医
学
は
遅
れ
て
い

る
。
医
療
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の

腰
痛
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は「
身
体
の
構

造
変
化
と
慢
性
腰
痛
の
因
果
関
係
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
あ
る
。

福
島
県
立
医
科
大
学（
2
0
0
8
年

発
表
）
の
慢
性
腰
痛
者
の
調
査
に
よ
る

と
骨
な
ど
の
異
常
が
見
ら
れ
る
の
は

15
%
し
か
無
く
、
原
因
究
明
の
結
果
、

腰
痛
の
85
%
は
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
脳

の
異
常
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
。

海
外
で
は
、
病
気
の
改
善
に
は「
身

心
を
制
御
す
る
技
術
、
信
念
体
系
の
確

立
、
身
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
あ

る
」
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
で
も

教
育
さ
れ
、
ま
た
ブ
ル
ー
ス
・
リ
プ
ト

ン
博
士
に
よ
る
医
学
の
常
識
を
変
え
た

考
え
方
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
信
念
は
細
胞
を
変
え
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
科
学
と
ス
ピ
リ
ッ
ト

の
橋
渡
し
を
す
る
生
物
学
で
、
遺
伝
子

は
単
な
る
設
計
図
に
す
ぎ
な
い
。「
食
と

思
考
」
が
細
胞
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
遺

伝
子
の
振
る
舞
い
を
変
え
る
と
い
う
驚

く
べ
き
真
実
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
ー
バ
か
ら
遺
伝
子
を
取
っ
て
も

そ
の
ま
ま
元
気
に
生
き
て
い
る
。
分
裂

し
な
い
だ
け
で
あ
る
。
細
胞
へ
の
影
響

度
は
食
が
1
に
対
し
思
考
が
10
で
あ
る
。

こ
れ
は
私
の
研
究
履
歴
と
一
致
し
て
い

る
。
腰
痛
保
有
者
の
大
半
の
骨
は
正
常

で
あ
る
事
も
頷
け
る
。

さ
ら
に
「
老
化
は
病
気
」
と
い
う
の

が
ア
メ
リ
カ
の
最
先
端
の
考
え
か
た
で

も
あ
る
。
老
化
と
い
う
病
気
の
合
併
症

で
い
ろ
ん
な
病
気
が
起
き
て
い
る
。
肉

体
の
若
さ
は
脳
の
若
さ
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
こ
と
か
ら
脳
の
老
化
を
改
善
す

る
こ
と
で
結
果
と
し
て
病
気
が
消
え
る

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
考
え
方
で
あ
る
。

●
脳
と
病
気
の
関
係
に
つ
い
て（
脳
幹

の
一
部
を
紹
介
）

脳
の
異
常
の
原
因
と
し
て
は

1
．
酸
化
、
老
化
、
サ
ビ

2
．
24
時
間
の
リ
ズ
ム
の
乱
れ

3 

．
ス
ト
レ
ス
、
ダ
メ
ー
ジ

　

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

視
床
下
部
・
・
・
自
律
神
経
の
中
枢

と
し
て
免
疫
、
臓
器
、
ホ
ル
モ
ン
、

組
織
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

② 

松
果
体
・
・
・
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
関

わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
マ
ス
タ
ー

ホ
ル
モ
ン
の
肩
書
き
を
持
つ
メ
ラ
ト

ニ
ン
を
分
泌
す
る
。
メ
ラ
ト
ニ
ン
は

夕
方
暗
く
な
っ
て
か
ら
分
泌
が
始
ま

り
、
睡
眠
中
3
時
間
く
ら
い
続
く
深

夜
3
時
以
降
は
出
に
く
く
な
る
。
夜

10
時
過
ぎ
に
起
き
て
い
る
3
才
児
が

今
や
半
数
で
あ
る
。

メ
ラ
ト
ニ
ン
と
は

1
．
抗
酸
化
物
質
で
あ
る
。

2
．
24
時
間
の
リ
ズ
ム
や
睡
眠
を
促
す
。

3 

．
ス
ト
レ
ス
や
ダ
メ
ー
ジ
を
緩
和
す

る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
脳
細
胞
の
保
護
薬

と
さ
れ
て
い
る
。
分
泌
は
3
才
か
ら
思

春
期
ま
で
が
ピ
ー
ク
と
さ
れ
る
。

③ 

扁
桃
核
・
・
・
1
9
3
0
年
こ
ろ
か

ら
研
究
さ
れ
て
い
て
一
目
ぼ
れ
や
と

き
め
き
、
ま
た
イ
ラ
イ
ラ
、
カ
チ
ン

な
ど
の
感
情（
情
動
）の
時
に
働
く
脳

だ
と
わ
か
っ
て
き
た
。
ス
ト
レ
ス
の

入
口
と
言
え
る
。
こ
れ
を
除
去
す
る

と
瞬
間
的
な
感
情
の
反
応
が
無
く
な

る
。
使
い
過
ぎ
る
と
萎
縮
し
、
う
つ

病
と
な
る
。
先
の
尖
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
つ
ぶ
れ
る
と
統
合
失
調
症
、
精

神
分
裂
病
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
40
才
で

は
4
分
の
1
か
ら
10
分
の
1
に
減
少
す

る
。
丁
度
厄
年
に
あ
た
る
頃
で
も
あ
る
。

自
律
神
経
失
調
症
、
更
年
期
障
害
、
う

つ
、
睡
眠
障
害
、
か
つ
て
成
人
病
と
言

わ
れ
た
病
気
の
多
く
は
こ
の
頃
か
ら
増

え
る
病
気
だ
っ
た
。
ま
た
60
才
を
過
ぎ

る
と
計
測
不
能
レ
ベ
ル
ま
で
低
下
す
る
。

認
知
症
の
一
般
的
な
原
因
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
多
発
梗
塞
型
と
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
と
し
て
知
ら
れ
、
前
者
は
脳

の
細
か
な
血
管
の
詰
ま
り
に
よ
る
も
の
、

後
者
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
タ
ン
パ
ク

に
よ
る
脳
の
縮
み
と
さ
れ
て
い
る
。
ア

ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
タ
ン
パ
ク
の
高
次
構

造
を
修
飾
す
る
こ
と
か
ら
メ
ラ
ト
ニ
ン

と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
が
関
係
し
て
い
る

事
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
患
者
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
著
し
く
減

少
し
て
い
る
。
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
抗
酸
化

作
用
を
持
つ
強
力
な
神
経
細
胞
保
護
薬

で
あ
る
。

メ
ラ
ト
ニ
ン
は
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
の

消
去
作
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
脳
細
胞
を

守
る
保
護
薬
と
言
え
る
。

●
血
液
脳
関
門
に
つ
い
て

栄
養
素
は
脳
に
は
殆
ど
入
ら
な
い
。

血
液
関
門
と
い
う
血
管
が
特
殊
な
フ
ィ

ル
タ
ー
で
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
存
在

に
よ
る
が
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
抗
酸
化
物

質
と
し
て
血
液
脳
関
門
を
通
過
で
き
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て

販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
薬
品

● ❽●



分
類
で
認
可
さ
れ
て
な
い
。
メ
ラ
ト
ニ

ン
の
実
験
の
多
く
は
牛
か
ら
採
取
さ
れ

て
い
た
15
年
以
上
前
の
デ
ー
タ
で
あ
る

た
め
、
現
在
入
手
出
来
る
化
学
薬
品
や

植
物
由
来
の
抽
出
・
乾
燥
サ
プ
リ
で
は

同
じ
効
果
が
期
待
で
き
に
く
い
。

●
海
馬
、
扁
桃
核
が
萎
縮
・
・
・
痴
呆

お
こ
す
脳
の
器
官
解
析
!

1
9
9
6
年
3
月
11
日
東
北
大
学
の

研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
が
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
見
出
し
で
あ

る
。
3
万
人
の
検
査
の
結
果
か
ら
発
表

さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
認
知
症
は
未

だ
大
脳
の
病
気
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
扁
桃
核
や
海
馬
が
原
因
な
ら
大

脳
と
違
い
代
謝
す
る
組
織
な
の
で
改
善

の
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
ス
ト
レ
ス

ダ
メ
ー
ジ
が
緩
和
す
れ
ば
扁
桃
核
は
再

生
す
る
。
松
澤
大
樹
氏
の
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
患
者
の
治
療
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

進
行
が
止
ま
る
94
%
、
改
善
が
始
ま
る

79
%
、
元
の
生
活
に
戻
る
の
が
54
%
で

あ
っ
た
。

W
H
O
の
警
告
に
よ
る
と
、
前
立
腺

ガ
ン
や
乳
ガ
ン
は
、
交
代
勤
務
者
に
多

い
、
そ
れ
は
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
が
抑

制
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
メ
ラ
ト
ニ
ン

が
抑
制
さ
れ
る
と
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
進
む
。
ま
た
コ
ン
ビ
ニ
や
読
書
に
よ

る
4
6
0
n
m
の
光（
蛍
光
灯
、
パ
ソ
コ

ン
、
テ
レ
ビ
）は
メ
ラ
ト
ニ
ン
を
抑
制
す

る（
産
総
研
）。

生
活
習
慣
病
が
成
人
病
と
言
わ
れ
て

い
た
、
精
神
疾
患
も
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
時
代
に
我
が
家
で
勉
強

す
る
と
き
は
電
気
ス
タ
ン
ド
が
必
要
だ

っ
た
事
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

1
9
5
8
年
に
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
発
見

さ
れ
て
か
ら
約
半
世
紀
を
経
て
天
然
で

液
体
の
ま
ま
と
る
対
策
と
し
て
タ
ル
ト

チ
ェ
リ
ー
に
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
多
く
含
ま

れ
る
こ
と
が
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
発

見
さ
れ
た
。「
米
タ
ル
ト
チ
ェ
リ
ー
に
は

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
も
た
ら
す
多
量

の
メ
ラ
ト
ニ
ン
を
含
ん
で
い
る
」
と
メ

ラ
ト
ニ
ン
第
一
人
者
ラ
ッ
セ
ル
ラ
イ
タ

ー
博
士
。

タ
ル
ト
チ
ェ
リ
ー
の
成
分
は
、
マ
ル

チ
ビ
タ
ミ
ン
、
マ
ル
チ
ミ
ネ
ラ
ル
、
マ
ル

チ
抗
酸
化
物
質
で
あ
る
。「
4
の
法
則
」

す
べ
て
に
タ
ル
ト
チ
ェ
リ
ー
は
当
て
は

ま
る
こ
と
に
な
る
。

前
述
の
細
胞
に
影
響
を
与
え
る
の
は

思
考
10
、
食
1
の
比
率
か
ら
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
物
を
取
り
入
れ
て
も
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
で
摂
取
し
て
い
て

は
効
果
が
少
な
い
。

1
9
6
0
年
代
に
Dr
モ
ル
ツ
に
よ
り

発
見
さ
れ
た
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
の
観
点

か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
力
を
活
用
す
る
事
は

人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
イ

メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
プ
ラ
ス
思

考
で
、
潜
在
意
識
を
活
用
す
る
の
は
常

識
で
あ
る
。
脳
は
イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の

区
別
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
力
を
簡
単

に
で
き
る
方
法
は「
も
し
も
」
を
つ
け
れ

ば
よ
い
。「
も
し
も
○
○
が
で
き
た
ら
ど

う
す
る
ん
だ
ろ
う
?
」
と
・
・
・
。

そ
し
て
思
考
は
重
要
だ
が
そ
の
源
、

脳
を
守
っ
て
い
る
の
が
メ
ラ
ト
ニ
ン
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
天
然
で
液
体
の
メ

ラ
ト
ニ
ン
が
取
れ
る
の
は
2
0
1
1
年

現
在
タ
ル
ト
チ
ェ
リ
ー
の
み
で
あ
る
。

1
9
8
0
年
頃
か
ら
心
因
性
の
医
療

施
設
が
急
増
し
て
い
る
。
メ
ラ
ト
ニ
ン

が
減
少
し
て
し
ま
う
原
因
を
知
れ
ば
そ

の
原
因
は
明
ら
か
と
な
る
。

① 
夜
更
か
し
し
て
明
る
い
と
こ
ろ
に
い

る
と
分
泌
は
抑
制
さ
れ
る
。

② 
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
の
鎮
痛
剤
、
ア
ス

ピ
リ
ン
、
イ
ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン
な
ど
は

分
泌
量
を
概
ね
4
分
の
1
程
度
に
抑

え
て
し
ま
う
。

③ 

電
磁
波
が
メ
ラ
ト
ニ
ン
を
減
ら
す
。

1 

9 

8 

0
年
頃
に
は
蛍
光
灯
の
進
化

で
家
庭
内
が
以
上
に
明
る
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
家
電
製
品
が
充
実
し
や
が
て

95
年
、W

indow
s 95 

の
発
売
以
降

ま
す
ま
す
夜
更
か
し
は
増
え
テ
レ
ビ

も
24
時
間
放
映
を
始
め
た
。
脳
の
保

護
薬
メ
ラ
ト
ニ
ン
不
足
の
時
代
到
来

で
あ
る
。

最
後
に
メ
ラ
ト
ニ
ン
に
限
ら
ず
天
然

成
分
の
多
く
が
、
医
療
認
可
さ
れ
て
な

い
理
由
に
つ
い
て
は
成
分
の
認
可
を
と

っ
て
も
天
然
成
分
は
ド
イ
ツ
な
ど
で
は

特
許
に
な
る
が
、
日
本
で
は
法
律
に
よ

り
構
造
特
許
が
取
れ
な
い
た
め
、
膨
大

な
費
用
と
時
間
が
必
要
に
も
関
わ
ら
ず

独
占
販
売
が
で
き
ず
、
開
発
費
用
を
回

収
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

病
は
気
か
ら
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

現
代
生
活
に
お
け
る
脳
の
不
自
然
な
働

き
が
そ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
更
に
老
化
は
当
然
自
然
現
象
で

あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
そ
れ
も
ひ
と
つ

の
病
気
で
あ
る
と
い
う
。
我
々
は
気
の

持
ち
方
で
健
康
で
長
寿
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
で
あ
る
。

●❾ ●



当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非

会
員
23
名
、
合
計
35
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話

0
7
9
7
・
2 
2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�
河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
六
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「 

日
本
人
の
生
き
方
と
21
世
紀

の
未
来
」

　
　
　
　
講
師
　
重
松
　
昭
春 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
3
月
19
日（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

古
今
東
西
の
諸
学
を
学
ん
で
も
、
私

達
は
多
く
の
混
乱
し
た
意
見
に
支
配
さ

れ
て
今
日
ま
で
形
成
し
た
壮
大
な
地
球

文
明
も
根
本
的
に
変
革
せ
ず
に
は
私
達

の
明
日
は
無
い
と
い
う
状
況
に
至
っ
て

い
ま
す
。

精
神
世
界
か
ら
「
苦
」
の
解
決
と
人

間
の
進
歩
を
め
ざ
し
た
佛
教
も
「
縁
起
」

と
「
空
」
の
二
つ
の
次
元
か
ら
私
達
の

現
実
を
と
ら
え
よ
う
と
し
な
が
ら
失
敗

し
、
未
だ
に
「
般
若
心
経
」
の
ま
と
も

な
理
解
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
多
年
の
能
力
開
発
の
実
践

的
探
求
か
ら
以
上
の
見
解
に
達
し
た
重

松
氏
よ
り
、
問
題
解
決
の
構
図
を
サ
イ

科
学
的
研
究
の
必
要
性
の
問
題
も
含
め

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

重
松
氏
は
1
9
3
0
年
大
連
生
ま
れ
。

能
力
開
発
の
本
質
的
探
究
を
す
る
株
式

会
社「
S
L
I
」
代
表
。
意
識
開
発
フ
ォ

ー
ラ
ム「
メ
タ
ワ
ー
ク
ナ
ウ
」
主
宰
。
著

書「
無
明
の
闇
を
照
ら
す
般
若
心
経
」（
朱

鷺
書
房
）

日
本
の
政
治
家
・
官
僚
・
学
者
・
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
本

格
的
な
エ
リ
ー
ト
と
も
い
え
る
人
が
な

か
な
か
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

日
本
に
は
欧
米
に
比
べ
て
本
格
的
な

エ
リ
ー
ト
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
無
い

か
ら
で
あ
る
。
本
格
的
な
エ
リ
ー
ト
と

は
、
本
格
的
な
生
き
方
の
哲
学
と
そ
れ

に
基
づ
い
た
戦
略
を
確
立
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
活
動
が
で
き
る
人
物
を
い
う
。

欧
米
の
大
学
に
は
そ
う
い
う
エ
リ
ー
ト

を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。　

欧
米
で
は
本
格
的
な
エ
リ
ー
ト
に
な

る
人
物
は
大
学
入
学
後
の
四
年
間
は
ま

ず
伝
統
的
な
思
想
や
哲
学
に
触
れ
て
生

き
方
の
根
本
を
考
え
、
そ
の
上
で
更
に

大
学
院
で
実
践
的
な
研
究
を
重
ね
な
が

ら
常
に
戦
略
的
な
思
考
を
学
ぶ
。
だ
か

ら
欧
米
の
大
学
で
獲
得
で
き
る
学
位
の

称
号
は
た
い
て
いPh.D

つ
ま
り
ド
ク
タ

ー
オ
ブ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
で
あ
り
、
日
本

語
で
は
哲
学
博
士
と
か
学
術
博
士
と
訳

さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な

学
位
は
な
い
。

今
の
日
本
の
大
学
で
哲
学
は
教
養
課

程
の
中
で
ほ
ん
の
一
部
を
学
ぶ
だ
け
で

あ
り
、
哲
学
は
大
抵
文
学
部
の
中
の
哲

学
専
攻
の
人
が
ま
ず
学
ぶ
学
問
に
過
ぎ

な
い
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
差
が
生
ま
れ
る
の
は
、

日
本
で
は
欧
米
の
大
学
の
形
式
だ
け
を

ま
ね
た
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
学
問
的
研
究
の
伝
統
に
つ
い
て
の

深
い
関
心
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
欧
米
で
の
学
問
は
、
も
と
も

と
昔
か
ら
社
会
の
支
配
階
級
や
王
侯
・

貴
族
と
言
わ
れ
る
立
場
の
人
が
関
心
を

も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
生
き
方

と
戦
略
を
考
え
る
こ
と
が
、
自
分
た
ち

の
将
来
を
考
え
る
に
当
っ
て
大
切
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
実
務
に
つ
い

て
は
実
務
的
な
研
究
に
詳
し
い
人
た
ち

を
登
用
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
欧
米
の
大
学
で
は
、
思
想
・

哲
学
の
根
本
を
学
ぶ
の
に
ギ
リ
シ
ャ
哲

学
と
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
結
合
し
た
ス

コ
ラ
学
を
基
盤
に
し
て
、「
神
」（
ゴ
ッ

ド
）
と
称
す
る
存
在
が
書
い
た
書
物
を

研
究
す
る
と
い
う
形
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
こ
に
い
う
「
神
」
の
書
い
た
書

物
と
は
、
一
つ
に
は「
聖
書
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は「
自
然
」
で
あ
っ
た
。「
聖

書
」
を
読
み
解
く
技
術
と
し
て
尊
重
さ

れ
た
も
の
は
、
文
法
・
論
理
学
・
修
辞

学
と
い
う
三
つ
の「
自
由
教
科
」
で
あ

っ
た
。
ま
た
、「
自
然
」
を
読
み
解
く
技

術
と
し
て
は
、
天
文
学
・
音
楽
・
幾
何

学
・
数
式
を
学
ぶ
四
つ
の「
自
由
教
科
」

が
あ
り
、
両
者
あ
わ
せ
て
七
つ
の「
自

由
教
科
」（
セ
ブ
ン　

リ
ベ
ラ
ル　

ア
ー

ツ
）
の
研
究
か
ら
欧
米
の
大
学
は
ス
タ

ー
ト
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
そ
こ
で
は
「
見
え
な
い
世

界
」（
オ
カ
ル
ト
・
形
而
上
の
世
界
）
の

研
究
の
伝
統
の
上
に
、
よ
り
具
体
的
な

「
見
え
る
世
界
」（
形
而
下
の
世
界
）
を

と
り
上
げ
る
と
い
う
形
で
近
代
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
科
学
研
究
が
発
達
し
た
。

そ
の
中
で
今
日
、
最
も
古
い
大
学
と
し

て
は
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
大
学

と
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
大
学
が
有
名
で
あ

る
。
つ
い
こ
の
間
の
こ
と
で
あ
る
が
、

パ
リ
大
学
の
シ
ョ
シ
ャ
ー
ル
教
授
は
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「
人
間
は
誤
っ
て
つ
く
ら
れ
た
生
物
で
は

な
い
が
、
誤
っ
て
教
育
さ
れ
た
生
物
で

あ
る
」
と
嘆
息
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、

長
い
間
に
欧
米
で
も
本
当
の
人
間
探
求

に
も
問
題
が
生
じ
た
事
情
が
う
か
が
わ

れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
明
治
維

新
以
後
、
欧
米
の
大
学
の
形
式
だ
け
を

取
り
入
れ
た
大
学
教
育
が
生
ま
れ
た
。

と
は
い
え
、
日
本
に
は
古
く
か
ら
縄
文

以
来
の
「
古
神
道
」
と
、
途
中
か
ら
伝

来
し
た
「
仏
教
」
が
結
合
し
て
「
神
仏

習
合
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
宗
教
文
化

が
人
間
の
生
き
方
の
根
幹
と
し
て
形
成

さ
れ
た
。
そ
れ
は
自
然
や
人
間
が
一
体

化
し
て
共
生
と
循
環
を
す
る
日
本
人
の

生
き
方
を
形
成
し
、
さ
ら
に
「
共
生
・

共
育
・
共
創
」
を
生
み
だ
す
「
場
」
の
文

化
を
発
達
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
後
の
日
本
の

政
治
家
は
日
本
文
化
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
欧
米
の
文
化
を

受
け
容
れ
る
あ
り
方
に
偏
向
し
て「
古

神
道
」
を
ゆ
が
め
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の

あ
り
方
を
ま
ね
て「
国
家
神
道
」
を
つ

く
り
上
げ
、
他
方
で
は
徳
川
幕
府
の

政
治
の
中
で
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て

い
た「
仏
教
」
を
弾
圧
し
て
、「
廃
仏
毀

釈
」の
形
を
つ
く
り
だ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な

「
神
仏
習
合
」
の
文
化
を
形
骸
化
さ
せ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
、
さ
ら
に
日

本
が
第
2
次
世
界
大
戦
で
敗
北
し
て
か

ら
、
占
領
軍
の
洗
脳
政
策
を
強
制
さ
れ

て
実
質
的
に
は
独
立
し
て
自
立
し
た
国

家
と
は
な
り
難
い「
日
本
国
憲
法
」
と
、

日
本
人
に
戦
争
の
罪
悪
感
を
植
え
つ
け

る
「
東
京
裁
判
」の
押
し
つ
け
と
、
そ
の

上
に
日
本
人
の
精
神
文
化
を
崩
壊
さ
せ

る
こ
と
を
狙
っ
た「
神
道
指
令
」
に
よ
っ

て
、
い
び
つ
な
「
国
家
神
道
」
ま
で
放
棄

さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
日
本
独
特

の
宗
教
文
化
は
、
単
な
る
習
俗
と
し
て

続
く
だ
け
に
止
ま
り
、
日
本
人
の
生
き

方
の
根
本
を
確
立
で
き
な
い
現
象
が
ど

れ
だ
け
出
現
し
た
こ
と
か
。

と
は
い
え
、
日
本
人
の
生
き
て
い
る

風
土
の
お
か
げ
と
、
日
本
人
の
中
に
古

く
か
ら
受
け
つ
が
れ
て
い
る
多
様
な
D�

N
A
と
、
身
土
不
二
の
日
本
食
を
食
べ
、

古
く
か
ら
日
本
人
の
中
に
受
け
つ
が
れ

て
多
彩
に
発
達
し
て
き
た
ハ
イ
コ
ン
テ

キ
ス
ト
の
日
本
語
を
日
本
人
が
使
っ
て

い
る
限
り
、
日
本
人
は
独
特
の
思
考
形

式
を
持
ち
、
日
本
人
が
形
成
し
て
き
た

い
わ
ば
素
質
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、

い
ぜ
ん
と
し
て
日
本
人
の
中
に
存
在
し

続
け
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
は
色
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

背
負
い
な
が
ら
も
経
済
的
に
は
驚
異
的

な
発
達
を
と
げ
た
。

私
は
長
年
、
人
間
の
能
力
開
発
の
問

題
を
探
究
し
て
き
た
。
そ
の
過
程
の
中

で
、
私
は
学
習
と
は
何
か
、
教
育
と
は

何
か
を
伝
統
的
な
見
方
、
考
え
方
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
と
ら
え
よ
う
と
し
、

人
間
の
可
能
性
は
結
局
、
人
間
の
中
に

働
く
生
命
力
の
発
動
の
問
題
と
し
て
、

人
間
と
は
何
か
、
人
間
の
生
き
方
と
は

い
か
な
る
も
の
か
を
、
探
究
す
る
こ
と

か
ら
人
間
の
能
力
開
発
を
と
ら
え
よ
う

と
し
て
き
た
。

こ
の
探
究
は
、
当
初
、
脳
生
理
や
催

眠
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
間
の
意
識
と

は
何
か
と
い
う
問
題
と
結
び
つ
い
て
な

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
重
要
な
テ
ー
マ
は
、

人
間
の
自
立
の
あ
り
方
を
問
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
催
眠
は
他
者
に

暗
示
を
か
け
て
も
ら
っ
て
、
自
分
の
問

題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
、
人
間
の
依

存
心
を
生
み
出
し
、
他
方
で
は
、
暗
示

を
か
け
る
人
が
他
者
を
支
配
す
る
と
い

う
傾
向
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
人
間
の

自
立
の
あ
り
方
を
阻
害
す
る
こ
と
に
気

が
つ
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
人

間
の
深
層
意
識
が
、
人
間
の
生
理
・
行

動
を
支
配
す
る
傾
向
を
知
り
、
し
か
も

人
間
は
、
自
分
の
存
在
す
る
社
会
的
あ

る
い
は
自
然
的
条
件
の
中
で
、
い
つ
も
、

何
か
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
る
傾
向
に
あ

り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
る
「
思
い
こ
み
」

の
中
で
、
多
く
の
人
が
生
き
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
「
自
分
」
と
は

一
体
何
か
。
何
に
対
し
て
「
自
分
」
と

い
う
言
葉
を
使
う
の
か
。
そ
の
「
自
分
」

は
、
何
を
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う

な
「
自
分
」
へ
の
問
い
か
け
こ
そ
は
、

人
間
の
特
質
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
問

い
か
け
を
生
み
出
す
意
識
の
本
質
、
秘

密
と
は
何
か
、
を
も
っ
と
深
く
知
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
探
求
は
、
い
つ
の
ま
に
か
、
人
間
の

存
在
の
意
味
、
人
間
の
生
き
方
と
世
の
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中
の
根
本
構
図
と
の
関
係
を
知
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
、

私
に
「
仏
教
」、
と
り
わ
け
「
般
若
心
経
」

へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
に
仏
陀
の
深
い
洞
察
力
と
智

慧
を
見
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
実
の
問
題
と
し
て

私
自
身
が
人
生
の
難
問
に
直
面
し
た
だ

け
で
な
く
、
私
に
多
く
の
人
が
、
常
識

で
は
解
決
で
き
そ
う
も
な
い
色
々
な
難

問
の
解
決
の
相
談
を
も
ち
こ
ん
で
き
た

こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
し
て
、

私
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、

仏
陀
は
、
私
た
ち
の
「
無
明
」
に
よ
っ

て
私
た
ち
が
「
苦
」
の
存
在
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
と
解
き

明
か
さ
れ
た
。

「
無
明
」
と
は
、
私
た
ち
が
「
自
分
」

を
知
ら
ず
そ
の
た
め
に
「
自
分
」
の
中

に
働
く
こ
の
世
の
根
本
理
法
が
わ
か
ら

ず
そ
の
よ
う
な
「
無
知
」
に
も
気
が
つ

か
な
い
私
た
ち
の
意
識
の
未
成
熟
さ
を

い
う
。

仏
陀
は
、こ
の
世
の
根
本
構
図
を「
縁

起
」
と
「
空
」
の
二
つ
の
視
点
か
ら
と
ら

え
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。「
縁
起
」
と

は
、
こ
の
世
の
現
象
が
多
く
の
変
動
す

る
「
縁
」の
和
合
に
よ
っ
て
生
成
・
消
滅

す
る
こ
と
を
い
い
、
こ
の
世
の
根
本
構

図
を
、
具
体
的
・
現
象
的
な
視
点
か
ら

と
ら
え
る
認
識
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、「
空
」
と
は
、
こ
の
世
の
根
本
構
図

を
「
縁
起
」
を
超
え
る
抽
象
的
・
本
質

的
視
点
か
ら
と
ら
え
る
認
識
を
示
す
。

私
た
ち
の
存
在
す
る
現
実
を
、
こ
の
両

方
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
世
の
根
本
構
図
を
仏
陀
は
明

ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
縁
起
」
と
「
空
」
の
関
係
を
た
と
え

れ
ば
、「
空
」
は
大
き
な
川
の
流
れ
を
示

し
、「
縁
起
」は
そ
の
川
の
流
れ
の
中
で
、

多
数
の
泡
が
生
成
・
消
滅
す
る
こ
と
に

相
当
す
る
。
こ
の
「
縁
起
」
と
い
う
現

象
と
し
て
出
現
す
る
個
々
の
泡
は
、
大

き
な
川
の
流
れ
全
体
か
ら
み
れ
ば
皆
一

つ
に
つ
な
が
っ
て
個
々
の
泡
と
し
て
は

存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、「
空
」
自
体
の
中
に
は

「
縁
起
」
上
の
現
象
は
存
在
せ
ず
、「
縁

起
」
上
生
ず
る
「
苦
」
も
存
在
し
な
い
。

そ
し
て
「
縁
起
」
も
「
空
」
を
基
盤

と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私

た
ち
に
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
自
覚
さ

せ
、
私
た
ち
の
意
識
を
成
熟
し
た
状
況

に
も
た
ら
す
智
慧
と
し
て
佛
教
は
「
般

若
心
経
」
に
お
い
て
「
般
若
波
羅
密
多
」

と
称
す
る
「
呪
」（
こ
と
だ
ま
）
の
実
践

を
説
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
「
般
若

心
経
」
の
叙
述
に
素
直
に
従
っ
た
実
践

に
よ
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

私
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
世
に
出
現
す
る

す
べ
て
の
問
題
は
、
本
来
解
決
を
求
め

て
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
通
し
て
私

た
ち
は
人
間
と
し
て
進
歩
す
る
道
を
歩

む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
に
到
達

す
る
。

こ
こ
で
必
要
な
こ
と
は「
般
若
心
経
」

の
叙
述
に
で
き
る
だ
け
素
直
に
な
っ
て

接
し
て
そ
の
主
題
と
構
成
を
捉
え
る

こ
と
と
私
た
ち
の
中
に
働
く
意
識
に
つ

い
て
の
「
サ
イ
科
学
的
」
理
解
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
日
本
中
に
示
さ

れ
た
「
般
若
心
経
」
の
理
解
は
、
残
念

な
が
ら
「
般
若
心
経
」
を
尊
重
せ
ず
勝

手
な
「
思
い
込
み
」
で
な
さ
れ
て
い
る

も
の
ば
か
り
で
「
サ
イ
科
学
的
」
理
解

に
も
あ
ま
り
に
も
無
知
過
ぎ
る
も
の
が

多
か
っ
た
。
私
た
ち
の
意
識
に
つ
い
て

の
「
サ
イ
科
学
的
」
な
理
解
に
つ
い
て

は
今
日
で
は
世
界
の
医
療
の
ト
ッ
プ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
著
名
な
リ
ン
・

マ
ク
タ
ガ
ー
ド
が
「
フ
ィ
ー
ル
ド
‐
響

き
あ
う
生
命
・
意
識
・
宇
宙
」（
イ
ン

タ
ー
シ
フ
ト
）
に
お
い
て
「
量
子
真
空
」

の
問
題
と
し
て
「
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
フ
ィ

ー
ル
ド
」
の
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
こ

と
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
実
践
的
な
探
究
に
よ
っ
て
私
た

ち
は「
自
分
」
と
称
す
る
存
在
が
量
子

的
レ
ベ
ル
か
ら
原
始
生
命
体
・
一
片
の

生
き
た
細
胞
・
脳
細
胞
・
そ
し
て
個
と

し
て
の
肉
体
的
な
存
在
を
超
え
て
、
こ

の
世
の
す
べ
て
と
一
つ
に
な
り
得
る
い

わ
ば
全
宇
宙
的
な
全
体
的
な
「
自
分
」

に
ま
で
認
識
を
広
げ
、
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て「
縁
起
」
と「
空
」
の

関
係
は
、
こ
の
世
の
全
存
在
に
お
い
て

色
々
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て「
自
己
相
似

的
」（
フ
ラ
ク
タ
ル
）
な
関
係
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
認

識
に
至
れ
ば
、
私
た
ち
は「
な
ぜ
、
人

を
殺
し
て
は
い
け
な
い
の
か
」「
な
ぜ
、

盗
ん
で
は
い
け
な
い
の
か
」「
な
ぜ
、
嘘

を
つ
い
て
は
い
け
な
い
の
か
」
と
い
う

問
題
に
対
し
て
も
深
く
解
き
明
か
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
私

た
ち
が
、
こ
の
世
で
何
を
し
て
い
る
の

か
も
深
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
は
い
え
現
実
の
私
た
ち
日
本
人
は

た
い
て
い
今
の
と
こ
ろ
「
自
分
」
と
は

何
か
に
つ
い
て
充
分
な
自
覚
を
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め「
縁
起
」

上
の
個
と
し
て
の
「
自
分
」
を
「
自
分
」

● �●



と
見
る
「
思
い
込
み
」
か
ら
開
放
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
当
然
の
帰
結
と
し
て

私
た
ち
は
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
支
配
さ

れ
、
敗
戦
以
後
二
十
有
余
年
を
経
過
す

る
間
に
日
本
人
と
し
て
の
「
自
分
」
の

生
き
方
を
自
覚
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
そ
し
て
日
本
人
の
「
素
質
」
を
維

持
し
な
が
ら
も
、
日
本
人
と
し
て
は
劣

化
し
た
状
況
に
あ
り
「
縁
起
」
上
の
注

目
す
べ
き
「
縁
」
で
あ
る
「
マ
ネ
ー
」
に

依
存
し
、「
マ
ネ
ー
」
に
支
配
さ
れ
る

人
生
を
送
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
何
も
日
本
に
特

有
の
現
象
で
は
な
く
、
今
日
地
球
上
の

全
体
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
は
は
る

か
昔
か
ら
こ
の
地
球
上
に
お
い
て「
マ

ネ
ー
」
と
い
う
便
利
な
も
の
を
中
心
に

お
い
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
中
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
を
参
加
さ
せ
て
、
こ
の
世
を
支
配
し

よ
う
と
し
て
き
た
国
際
金
融
資
本
の
画

策
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。

私
た
ち
が
今
日
こ
の
地
球
上
に
築
き

上
げ
て
き
た
文
明
は
、
一
方
で
は
こ
の

地
球
自
然
の
恩
恵
に
あ
や
か
り
な
が
ら
、

他
方
で
は
こ
の
地
球
自
然
を
食
い
つ
ぶ

し
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
盗
み
を
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
地
球
自
然
に
返
す
こ
と
な

く
続
け
て
き
た
文
明
で
あ
り
し
か
も
こ

の
文
明
を
こ
の
ま
ま
維
持
し
発
展
さ
せ

る
こ
と
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
文
明
の

基
盤
を
破
壊
し
、
や
が
て
文
明
の
あ
り

か
た
を
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
と
い
う
自

己
矛
盾
の
活
動
を
続
け
し
か
も
そ
の
中

核
に
マ
ネ
ー
を
中
心
に
し
た
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
地
球
全
体
を
支
配
し
よ
う
と

す
る
国
際
金
融
資
本
の
活
動
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
こ
の
世
の
人
間
の
あ
り
方
を
探

究
す
る
哲
学
・
思
想
は
象
徴
的
に
は
近

代
の
欧
米
に
お
い
て
「
自
由
・
平
等
・

友
愛
」
と
い
う
理
念
を
生
み
出
し
た
が
、

人
類
が
「
自
己
探
究
」
を
深
め
な
い
限

り
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
支
配
に
よ
っ
て

「
自
由
」
と
「
平
等
」
は
対
立
す
る
傾
向

を
招
き
、
社
会
体
制
的
に
は
「
自
由
」

を
象
徴
す
る
「
資
本
主
義
体
制
」
と「
平

等
」
を
象
徴
す
る
「
社
会
主
義
体
制
」

の
対
立
を
地
球
上
に
生
み
出
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
現
実
の
問
題
と
し
て

は
「
ロ
シ
ヤ
革
命
」
に
よ
っ
て
象
徴
的

に
生
み
出
さ
れ
た
「
社
会
主
義
体
制
」

は
国
際
金
融
資
本
の
援
助
が
あ
っ
て
実

現
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
球
上
に
お
け

る
「
資
本
主
義
」
と
「
社
会
主
義
」
の
対

立
の
構
図
は
国
際
金
融
資
本
の
地
球
支

配
の
両
建
て
戦
略
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
全
体
の
傾
向
は
結
局
、
仏
陀
の
眼

か
ら
見
れ
ば
私
た
ち
が
「
自
分
」
を
知

ら
ず
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
支
配
さ
れ
る

限
り
「
縁
起
」
に
依
存
し
「
縁
起
」
に
支

配
さ
れ
る
傾
向
と
し
て
、
私
た
ち
人
間

の
あ
り
方
が
、
今
だ
に
「
苦
」
か
ら
解

放
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
を
生
み
出
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

も
し
私
た
ち
が
こ
の
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
「
自
分
」
を

知
り
私
た
ち
を
生
か
す
自
然
と
一
体
化

し
共
生
・
循
環
の
あ
り
方
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
日
本
人
の
生

き
方
の
可
能
性
が
、
日
本
だ
け
で
な
く

地
球
全
体
の
問
題
を
解
決
す
る
基
盤
と

な
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
日
本
人
が
昔
か
ら
実
現
し
て
い
た

「
神
仏
習
合
」
の
生
き
方
を
既
に
分
析
し

た
佛
教
の
本
格
的
な
理
解
を
ベ
ー
ス
と

し
て
、
も
う
一
度
構
築
し
直
し
、
そ
の

中
で
私
た
ち
の
新
し
い
文
明
を
作
り
上

げ
る
根
本
問
題
と
し
て
、
地
球
・
自
然

を
食
い
つ
ぶ
す
こ
と
な
く
、
自
然
と
共

生
・
循
環
で
き
る
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
活
用
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ

の
点
で
既
に
紹
介
し
た
「
ゼ
ロ
ポ
イ
ン

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
を
自
覚
し
て
い
る
ス
チ
ー
ブ
ン
・
グ

リ
ア
博
士
の
「
U
F
O
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

隠
蔽
工
作
」（
め
る
く
ま
ー
る
社
）
に
私

た
ち
は
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

今
回
は
般
若
心
経
を
基
本
に
広
く
日

本
人
の
生
き
方
を
説
い
て
頂
い
た
。
日

本
人
の
特
質
に
想
い
を
い
た
し
、
充
実

し
た
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非

会
員
19
名
、
合
計
33
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話

0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

7 

月
16
日（
土
）
高
尾
征
治
氏
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
正
32
面
体
図
象
に

潜
む
驚
異
の
浄
化
パ
ワ
ー　

日
本
各

地
を
巡
る『
み
ろ
く
』奉
納
紀
行
に
学

ぶ
―
」

9 

月
17
日（
土
）
井
出　

治
氏
「
未
知
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

10 

月
15
日（
土
）
阿
久
津　

淳
氏
「
2 

0�

1 

2
年
問
題
と
サ
イ
科
学
的
進
化
」

　
“PSIentific Evolution &

 2012

”

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）
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◆
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（2）この時のD2は3.82以下になる。また、（3）
指尖脈波のカオス解析からは、交感神経並び
に副交感神経が、同時に、次第に増加してい
る。しかし通常人（非訓練者）の場合には、リ
ズムは無く、D2はより大であり、（3）に見ら
れる様な変化は存在しない。なお、以上の
D2は、別に、相関次元とも言い、カオスを生
み出すに必要な変数（雑音）の数を意味してい
る。また（3）は、集中とリラックスを同時に
進行させる事を意味している。D2の減少傾
向は、雑念の数（変数）を減少させる事により
意識を集中させ、そして次第に零意識に近づ
ける。リズム変動後の、次のD2の増加は、
無意識から来る変数（雑音）の増加を意味する
のであろう。また、通常人も訓練すれば（1）
～（3）を得る事ができる事が判っている。

5）未知現象の発生点
念写の発生には零場が必要である。その条

件として（1）既存のサイ情報（素粒子群）が残
在していない更地（さらち）の場の局所。これ
は「無」や「零」を意味しているので、新たに、
様々な素粒子群（例えば、PSI-spinペアー等）
が参入・存在し得る。（2）零場の中の零点を
境にして、どんな現象でも産出・変換し得る。
例えば右旋回と左旋回、拡大と縮小、（+）方
向と（−）方向、実と虚、現世と来世、精神と
物質、その他。これを、念写の場合でいうと、
様々な画像（人物、風景、建築物等）や色彩、
書や数字等（サイ情報）への気エネルギーの変
換と生起を意味する。具体的な一例として、
零場を造る場合を検討する。例えば（+100）+

（−100）=0。単なる数字でなく、要素がぶつ
かり合う実態の有る場合を想定する。つまり、
これに実体の（+10）+（−10）=0等を追加し
て、

（+10）+（+100）+（−10）+（−100）=0
 ・・・・・・（1）

これより、零には多種多様な場合（内容）の有
る事が判る。いま（+100）を電子、（−100）を
陽電子とし、（+10）を陽の微細粒子（（+）オー
ラ等）、（−10）を陰の微細粒子（（−）オーラ）と
する。式（1）を書換えてベクトル表示する。
電子のベクトル（↑）を（+）とする。この電子

には「反対方向のベクトルの（−）微細粒子
（↓）」。此と対になる陽電子（↓）には「微細粒
子ベクトル（+）の（↑）」が組み合されている

（例、超心理学研究、13 -1、pp.8 -17 ,参照）。
これらの素粒子を加算させる事により、より
安定な状態の素粒子群が形成される事になり、
これらの集団を特定な素粒子群（サイ情報、
外気）と仮称する。気が集積している場所、
つまり「気場」では低線量放射線（ガンマー線）
の高い値、通常は0.035～0 .045μSv/hr程度
なのに、0.09～0 .12μSv/hrもの値が測定さ
れている。

量子論によると、ガンマー線等の高ネル
ギーをミクロの真空に放射すると、電子と陽
電子が対発生してくる、と言う理由から（断
層付近の）気場では電子の反粒子としての陽
電子の存在する確率が高く、これが未知現象
の起こり易さに関係してくる。この陽電子が
空気中の電子と作用し合って安定なスピン対
になり、此に零意識形成時に生体から放出さ
れる極微細粒子（エーテル層、アストラル層
等）等と作用して、さらにより安定なPSI-pair
群集団を形成する事になる（例、式1）と考え
ている。なお気場以外でもバック・グラウン
ドとしての上記の低線量放射線は存在してお
り、これが式（1）のそれぞれに相当する部分
を担当する事になる。このサイ情報（外気）が
スカラー波（零の粗密波）を搬送波にして、
チャクラ等から放射された微細素粒子群（サ
イ情報、PSI-spinペア群）と連絡し、共振（共
鳴）して、未知現象が生起するのであろう。

零場を形成させる手法は、気（サイ）のカオ
ス・アトラクターが描く軌跡の密度増大に基
づく消失（干渉相互作用による消失、窓、空
白部、零）を用いる。他方、スカラー波の周
波数成分は様々であり、スカラー波は対流や
相互作用のある場所・場合に生成し、（+）と

（−）が互いに打ち消し合って零となり、粗密
波（縦波）として存在する事になる、と判断し
ている。
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3）暗箱内に湧出した光
宮内力、福田豊らはサイ能力者（超能力者、

MK）を対象にして、1975年1月～1976年9月
の1.8年間、322回にわたって実験を実施した

（念写・念電現象の物理学的研究、1977、念
写協会）。光センサーにはフォトセル（太陽電
池）、記録にはペン・レコーダーを用いている
が、現象の有無を主目的にしたので記録は短
時間（1秒以内）が多く、実験成功率は約50%
であった。さらにポラロイド・フィルムに念
写像が写る事とペン・レコが同時に動く事か
ら、暗箱内に量子光が湧出している。フォト
セルの一個を閉（黒ビニールで包み込む）、一
個を開（通常）にした実験から、暗箱内で光が
湧出する事実、そして湧き出した後の光は、
影を造る通常の光である事等を確かめた。

一方、暗室内での実験において、放心状態
（うつら、うつら寝る）の時、ペンレコの（+）
方向微小振動の中に（−）方向の変動が現れ
た。つまり、フォトセルに負（−）方向出力が
現れる様になった。これらが端緒となり、逆
方向にも光を湧出させる事が出来るように
なった。宮内らは、別に、ポラロイド・フィ
ルム「写れ」、ペンレコ「等閑視」の時は、ポラ
ロイドのみに像が出た（光の湧き出し）が、ペ
ンレコは動かない。これの逆も可能であった。
なお2個のフォトセルの受光面を腹合わせに
して黒ビニールテープで包み込み、室内光で
テストした時、片方に正、片方に負の電流が
生じている。

これらから判断して宮内らは能力者の注意
の範囲内に対象物が入った時にのみ、サイ

「気」が存在させられる（光湧き出し）空間が成
立する、と判断した。筆者らのほぼ同種類の
実験の場合にも、フォトセルの順方向ならび
に逆方向起電力の発生、ネガおよびポジ像の
念写像の生起等、並びに暗箱内に指向性の極
めて強い光が存在している実験結果を得てい
る。それらは、気が素粒子群類似で、コヒー
レンシーの強い光である事に関係するのであ
ろう、と考えている。

他方、能力者は、はじめは「写れー」と強く、
大きく、気合いをかけて統一送念したが、慣
れると、腹気合いで、ただ「うん」と呼吸・送
念するだけでテストが出来る様になった。

以上の研究結果から、ごく短時間に集中し
て気を放出している事情からみて、パルス状
に湧出させた光は、素粒子群類似で、位相の
揃った状態（例、PSI-pair）で、被験者の意念

（ASC)に指示されて、出現してくるものと考
えている。

4）念球発生と意識変化
佐々木茂美、小川雄二、苗鉄軍ら（1978～

2010）はフォトセル（太陽電池）とデジタルメ
モリ（メモリースコープ）、カオス解析装置等
を用いて暗缶内に発生した念球（光子群）の発
生、諸変化、性質等を調べた。念球（光子群）
はゆらぎを伴っており、複雑系としてのカオ
ス解析を実施することによって、その性質を
知る事が出来る。念球（光子群）のカオス・ア
トラクターはレスラー系の低次元決定論的な
カオスとして表示されており、アトラクター
のフラクタル次元D2は、D2=1 .94～2 .25で
あった。

急速でしかも大量に気（サイ）を放出し、未
知現象を出現させる為には、呼吸をコント
ロールする等の手法を用いて（自律神経変化）
リラックス集中の状態、つまり知性や理性を
薄めて変性意識状態（ASC）になり、そして強
く意念する事が前提条件になる。具体的には、
雑念を取り去り、集中を強めて意識と無意識
を拮抗・対峙させて零意識（未知現象生起時
のASC）にするとよい。

気（サイ）を放出させる為の音声的、意識的
な条件設定の一例をみる。体内の背骨付近に
中脈と言われる気の通路がある。その上に7
個（体内は6つ）の脈輪（チャクラ、気エネル
ギー・センター）があり、体内の気の調和を
果たしている。例えば、「六字真言」等、「オン」

「マ」「ニ」「ペ」「メ」「ホン」等を発声し、その
音声の振動を体のチャクラへ響かせて共鳴を
起こす。励起させた共鳴振動は各チャクラの
振動となり（固有なカオス的振動数）、これが
発生源となり、体の内外に拡散して、気エネ
ルギーの波動となる。訓練上達者の実験結果
をみると、六字の音声の順番①-②-③-④-
⑤-⑥に対応して、（1）フラクタル次元D2は、
↓小-↑大-↓小-↑大-↓小-↑大、という
様に、交互にリズムを伴って変化している。
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1）はしがき
意識と体外にある物質とが、直接、相互作

用し合う現象をPK（念力）という。別報では、
通常現象に上乗せしてサイ現象を生起させる
場合（メタル・ベンド、念写）を取扱った。本
報は、体外の局所に零場（零点）を作り、そこ
に未知現象を生起させる場合（例、念写、
Thoughtography）について、検討することに
した。

2）気功師の実験
「気功」は主として身体（体内）の医学的な現

象を取扱っており、「サイ科学（特異功能）」は
精神的並びに体外の現象を取扱っている。し
かし、基礎的な部分では共通性が多いと言え
よう。中国では、林厚省師の気功治療中の「手
の平」から変動リズムのある赤外線放出が、
顧函森によって測定された（1977）。これが

「気（サイ）」実験・科学研究の発端となり、中
国や日本で実験が開始された。例えば、町好
雄らはサーモグラフィーを用いて気功師と相
手との間の「気」の相互作用を、画像によって
可視化している（気を科学する、東京電機大
出版、1993）。研究によると、触れずに、気功
師の手の熱（血液流）が相手に伝達される傾向
がある。経穴（ツボ）には血管や神経が無いの
に、相手方の経穴部の皮膚がより敏感に反応
して、高温になっている。放出される赤外線
は極微弱な60～70μWatt程度であり、これ

が搬送波となって1.2Hz程度の気のシグナル
と考えられる情報を上乗せしている。また外
気放出時には1～5Hzの音も出ている、これ
は恐らく、血液が血管内を流れる時に、低周
波音を発生させた為であろう、と言う。「気」
放出へのスイッチは呼吸であり、気功師は呼
吸を制御して、自律神経に働きかけている。
一方、（−）方向変化（温度低下）の場合があり、
さらに静電気や微弱な磁気を発生させる事も
出来る等と報告している。この実験・観測結
果の理由として、気は素粒子類似のエネル
ギーであり、皮膚や経穴（ツボ）を介して相手
に伝達されたのであろうと推定している。

河野貴美子らは気功師と相手の脳波を測定
している（例、仲里誠毅、気の科学、ナツメ社、
2010）。気功を始めると、α波が脳全体に広
がるが、気功師の脳波は一般人よりも小さい。
これは静気功の場合であり、知性や理性を薄
める事に関係しているのであろう、と筆者ら
は考えている。右脳で気をコントロールして
いるが、特に自律神経にかかわる前頭葉部分
が活発化している。また気功師と相手の気功
中の心拍数、血圧、脳波が同調・変動してい
る、等と報告している。これらとほぼ同一傾
向の結果を、筆者らも得ている。さらに、硬
気功（武術）や念力（PK）として外気を放出す
る時には呼吸、心拍数、血圧も高まり、脳波
のα波も局部的に大になるのであろう、と判
断している。

念写像の形成過程の分析念写像の形成過程の分析
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九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

『
3
・
11 

新
文
明
の
幕
開
け
』

　
～
日
本
人
の
使
命
～

　
　
　
　
講
師
　
鈴
木
　
俊
輔 

氏

先
の
3
・
11
、
東
日
本
大
震
災
は
未

曾
有
の
大
災
害
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

こ
の
天
譴
と
も
い
え
る
大
災
害
が
何
ゆ

え
に
日
本
に
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

整
然
と
一
〇
〇
人
以
上
も
列
を
成
し
て

食
料
を
求
め
る
被
災
者
の
姿
に
、
海
外

の
メ
デ
ィ
ア
は
瞠
目
し
ま
し
た
。

略
奪
・
暴
動
も
な
い
そ
の
秩
序
だ
っ

た
日
本
人
の
そ
の
姿
に
世
界
中
が
唖
然

と
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
全
て
の
日
本

人
が
今
、「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
レ
よ
し
の
姿

は
払
拭
さ
れ
、
一
億
三
千
万
の
愛
念
意

識
が
被
災
地
一
点
へ
と
集
中
し
ま
し
た
。

は
っ
き
り
い
っ
て
、
新
文
明
の
幕
開

け
な
の
で
す
。
日
本
人
の
偉
大
な
意
識

が
覚
醒
し
て
、
そ
の
内
な
る
こ
こ
ろ
か

ら
、
外
側
の
世
界
は
創
ら
れ
ま
す
。
大

き
な
和
と
か
い
て
ヤ
マ
ト
と
読
ま
せ
る
、

そ
の
日
本
人
の
使
命
に
つ
い
て
古
神
道
・

言
霊
か
ら
の
観
点
も
含
め
て
再
認
識
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
の
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い
て
、
こ
の

分
野
に
知
識
の
深
い
鈴
木
氏
の
御
講
演

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
鈴
木
俊
輔
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
生
ま
れ
。
芝
浦
工
業
大
学
大
学

院
修
了 

工
学
修
士
。
日
産
自
動
車
中
央

研
究
所
時
代
に
は
金
属
合
金
設
計
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
物
性
、
触
媒
の
研
究
に
従

事
。
つ
い
で
多
機
能
金
属
触
媒
「
バ
イ

オ
カ
ル
ム
」
を
開
発（
日
本
表
面
処
理
学

会
柴
田
賞
受
賞
）。

1
9
9
6
年
、
㈲
テ
ク
ノ
ク
エ
ス
ト 

代
表
取
締
役
社
長 

バ
イ
オ
カ
ル
ム
の
応

用
研
究
と
音
響
技
術
を
は
じ
め
と
す
る

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
現
在
に

至
る
。
環
境
計
量
士
・
一
級
建
築
施
工

管
理
技
師
・
騒
音
公
害
防
止
管
理
者
で

あ
り
こ
れ
ま
で
の
発
明
特
許
は
1
0
0

件
を
超
え
る
。
独
自
の
水
の
研
究
、
波

動
装
置
の
研
究
と
い
う
科
学
技
術
屋
で

あ
る
同
時
に
古
神
道
・
言
霊
の
研
究
家

で
も
あ
る
。
近
著
に
「
サ
ト
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
お
話
」（
静
岡
出
版
）、「
こ
と
だ

ま
の
科
学
」（
明
窓
出
版
）
が
あ
る
。

日
時　

平
成
23
年
9
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年
記
念

　

大
会
の
お
知
ら
せ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
十
一
月
本
部
例
会
予
告

◎ 

第
5
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
報
告

◎
二
月
本
部
例
会
報
告

◎
五
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
五
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
秋
の
大
会

◎
未
知
能
力
・
現
象
の
出
現
状
況（
1
）
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円　
　
　
　

小
牧
昭
一
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

信
太　

民
久　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　
お
願
い

☆ 

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

  

　
　
　
　
　
講
師
　
井
出
　
治 

氏

日
時　

平
成
23
年
9
月
17
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
2
0
1
2
年
問
題
と

　
　
　
　
サ
イ
科
学
的
進
化
」

“PSIentific Evolution &
 2012

”

　

　
　
　
講
師
　
阿
久
津
　
淳 

氏

日
時　

平
成
23
年
10
月
15
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
23
年
9
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

 

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病

院
北
イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
一
月
本
部
例
会
予
告

心
霊
現
象
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

今
年
の
三
月
十
一
日
、
東
日
本
で
は

未
曾
有
の
大
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ま
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
で
異
常

気
象
に
よ
る
津
波
、
猛
暑
、
干
ば
つ
、

台
風
、
洪
水
等
々
の
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
原
発
事
故
は

言
う
に
及
ば
ず
、
環
境
汚
染
や
自
然
破

壊
な
ど
の
影
響
で
私
た
ち
の
住
む
地
球

環
境
は
急
速
に
悪
化
し
、
生
命
の
危
機

に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
為
的

災
害
で
あ
り
、
ま
さ
に
人
類
が
自
ら
の

手
で
自
分
の
首
を
絞
め
る
よ
う
な
行
為

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
政
治
の
混
乱
、
経
済
の
破
綻
、

教
育
の
荒
廃
、
モ
ラ
ル
の
低
下
、
家
庭

の
崩
壊
な
ど
混
迷
の
一
途
を
辿
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
凶
悪
犯
罪
は
激
増
し
、

毎
年
自
殺
者
も
三
万
人
を
超
え
て
い
る

現
状
で
す
。

い
ま
は
改
革
、
激
動
の
時
代
と
い
わ

れ
、
旧
来
の
価
値
観
が
打
破
さ
れ
、
新

し
い
価
値
観
へ
と
変
革
す
る
陣
痛
の
時

↓
（
４
頁
に
続
く
）

● ❷●



●❸ ●

★日本サイ科学会　創立３５周年記念大会★
　　　　　　　（特別協賛：サトルエネルギー学会）

大会趣旨：日本サイ科学会は１９９５年に分科会のサイ実測研究会が、中国
元極学の張志詳会長を日本に招いて東京や長野県で講演会を催したときに、
長野県の長谷村（現在伊那市に合併）にある分杭峠が元極学の基地に匹敵する
パワースポットであるという「お墨付き」をいただいたことがきっかけで、現在
日本でも有数のパワースポットとして分杭峠に多くの人々が訪れております。
　そのことも含めまして、パワースポットの現状や科学的な立場で検討する
シンポジウムをプログラムのメインテーマに致しました。

　（日時）　2011年10月9日（日）　10：00～16：45
　（会場）　北とぴあ7階第2研修室
　（交通）　 ＪＲ京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の 

階段を下り改札口を出て見える高層ビル
　（会費）　会員　￥2,000　 一般　￥3,000　 学生　￥1,000
　 　※上記会員はサトルエネルギー学会会員も含む

  　　＜プログラム＞　（敬称略）

9：30   開場
10：00−10：10 開会の言葉
10：10−11：10　 特別講演　　苗　鉄軍
   「生体複雑性に基づいたパワースポットの評価法」
11：10−12：10 特別講演　　佐々木　茂美
   「未知能力・現象の出現状況（願い事を叶える科学）」
12：10−13：20 昼休み
13：20−16：40 シンポジウム　テーマ　「パワースポット」
　大会委員長　　小牧昭一郎
　パネラー発表　 久保田昌治　鯰江勇　苗鉄軍　佐々木茂美　小牧昭一郎
   （途中休憩１５分）
   ＜パネルディスカッション＞
16：40−16：45 閉会の言葉
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な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
2 

0 

1 
2
年
問
題
の「
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い

わ
れ
る
次
元
上
昇
と
符
合
す
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。

明
日
が
見
え
な
い
現
代
、
私
た
ち
は

何
を
指
針
に
生
き
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

人
は
必
ず
死
ぬ
運
命
に
あ
り
ま
す
。

死
ん
だ
ら
肉
体
は
灰
と
な
り
一
貫
の
終

わ
り
と
考
え
る
か
、
肉
体
と
い
う
衣
を

脱
ぎ
捨
て
霊
魂
は
存
続
し
て
あ
の
世
へ

旅
立
つ
と
考
え
る
か
。

  「 

霊
魂
と
は
?　

死
後
の
存
続
と
は
?

  
 

輪
廻
転
生
と
は
?　

現
世
の
意
味
と

は
?
」

こ
の
問
題
は
有
史
以
来
、
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
、
文
化
、
宗
教
、
哲
学
上
で

さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
人
生
最
大
の
命
題
を
解
く
カ
ギ
が
、

い
ま
や
宗
教
や
哲
学
で
な
く
心
霊
現
象

の
研
究
に
あ
る
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
心
霊
現
象
の
映
像
を
試

写
し
な
が
ら
解
説
を
行
い
、
そ
こ
か
ら

何
を
学
び
と
る
か
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒

に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
キ
ー
局
で
長
年
心
霊
関
係
も
含

め
た
多
く
の
番
組
を
制
作
さ
れ
た
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
御
講
演
で
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。

㈶
日
本
心
霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

J
M
C
相
談
役
。

東
京
生
ま
れ
。
旧
東
京
写
真
大
学（
現

東
京
工
芸
大
学
）
技
術
科
、
慶
應
義
塾

大
学
哲
学
科
心
理
学
専
攻
。
フ
ジ
テ
レ

ビ
で
は
主
に
番
組
の
企
画
制
作
に
従
事

し
、
ド
ラ
マ
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
な
ど

で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
制
作
部
長
を
務
め
る
。

大
阪
万
博
、
筑
波
科
学
万
博
な
ど
の

企
画
に
も
携
わ
り
、
現
在
は「
オ
ー
ブ
」

や「
特
異
能
力
」の
研
究
に
努
め
て
い
る
。

日
時　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回
　
U
F
O
・
オ
ー
ブ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

（
第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
）

平
成
23
年
7
月
31
日（
日
）
午
前
・

午
後
と
か
け
て
、
品
川
健
康
セ
ン
タ
ー

会
議
室
で
開
催
。
緊
急
来
日
さ
れ
た

ト
ロ
ー
ル
・
ト
フ
テ
ネ
ス
助
監
督
に
よ

る
解
説
付
き
で「
ザ
・
デ
イ
・
ビ
フ
ォ

ア
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
」の
上
映
も

行
わ
れ
た
。
参
加
者
の
投
票
か
ら
第
5

回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
賞
は
井
出
治
氏
が

受
賞
さ
れ
、
ま
た
異
能
分
野
の
優
れ
た

研
究
者
に
贈
ら
れ
る
第
3
回
マ
ー
ジ
ナ

ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
賞
は
ト
ロ
ー
ル
・
ト

フ
テ
ネ
ス
氏
に
決
定
!　

以
下
は
講
演

内
容
で
あ
る
。

山
口
カ
ー
ラ（
フ
ォ
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
）「
S
P
I
R
I
T 

O
F 

M
U
」

中
津
川　

昴（
サ
イ
キ
ッ
ク
・
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
）「
最
新
U
F
O
情
報
」

ロ
ン
・
薄
葉（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー

ラ
ー
）「
オ
ー
ブ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

田
村
良
一（
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）「
エ

ー
テ
ル
モ
ー
タ
ー
と
U
F
O
」

宮
本
一
聖（
宇
宙
・
科
学
・
超
常
現
象
研

究
家
）「
U
F
O
・
宇
宙
人
撮
影
研
究

日
記　

総
集
編
・
最
新
情
報
」

ア
カ
イ
☆
コ
ウ
ジ（
キ
ャ
ス
タ
ー
）「
エ

リ
ア
5
反
田
か
ら
」

川
崎
利
男（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）「
2

0
1
1
年
前
半
オ
ー
ブ
総
括
―
福
島

原
発
・
セ
シ
ウ
ム
オ
ー
ブ
研
究
中
―
」

井
出　

治（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
所
長
）「
脱
原
発
と
第
三
起
電
力
」

岩 

崎
士
郎（
反
重
力
研
究
家
）「
U

 
S
 O 

8
0
0
と
反
重
力
」

宮 

内
輝
幸（
医
師
）「
ス
キ
ニ
ー
ボ
ブ
の

真
贋
」
ほ
か

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

二
月
本
部
例
会
報
告

世
紀
末
的
神
示
と
予
言
の

　
　
　
　
　
陰
陽
道
的
思
考

　
　
　
　
講
師
　
石
川
　
和
孝 

氏

実
は
陰
陽
道（
お
ん
み
ょ
う
ど
う
）と

い
う
の
は
元
々
日
本
の
独
特
の
体
系
な

の
で
す
。
平
安
期
の
天
武
天
皇
の
時
代

に
で
き
た
も
の
で
す
。
天
武
天
皇
と
い

う
の
は
、
謎
の
人
物
な
の
で
す
。
お
そ

ら
く
日
本
の
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

陸
か
ら
渡
っ
て
来
た
人
が
天
智
天
皇
の

跡
を
継
い
で
天
武
天
皇
に
な
っ
た
と
思

● ❹●



わ
れ
ま
す
。

何
故
か
と
い
う
と
、
天
武
天
皇
の
時

代
に
大
陸
的
な
文
化
を
大
い
に
取
り
入

れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
造
り
が
行
わ
れ

た
の
で
す
。
た
と
え
ば
伊
勢
神
宮
の
20

年
ご
と
に
行
わ
れ
る
遷
宮
の
制
度（
次

回
は
2
0
1
2
年
）
は
、
天
武
天
皇
の

時
代
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
遷
宮

は
な
ぜ
20
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
も
、
あ
る
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

陰
陽
道
と
い
う
の
は
天
文
学
で
あ
り
、

気
象
学
で
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー

タ
を
集
め
て
か
ら
、
官
庁
の
立
場
で
暦

を
作
っ
た
り
占
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
陰
陽
師（
お
ん
み
ょ
う
じ
）
と

い
う
の
は
、
古
代
日
本
の
官
職
の
一
つ

な
の
で
す
。

陰
陽
道
と
い
う
と
安
倍
晴
明
が
有
名

で
す
が
、
呪
術
家
と
し
て
悪
霊
と
戦
う

話
が
で
て
き
ま
す
が
、
実
際
に
そ
う
い

う
事
で
は
な
く
て
、
天
文
博
士
の
立
場

だ
っ
た
の
で
す
。
平
安
時
代
と
い
う
の

は
世
の
中
が
不
安
定
期
に
入
り
、
京
都

と
い
う
所
は
、
特
殊
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
た
土
地
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
現

象
が
起
こ
り
、
安
倍
晴
明
が
亡
く
な
っ

た
後
、「
今
昔
物
語
」
や
「
宇
治
拾
遺
物

語
」
で
神
秘
化
さ
れ
脚
色
さ
れ
て
、
神

秘
的
な
逸
話
が
作
ら
れ
た
の
で
す
。

た
だ
宇
宙
の
運
行
と
人
間
の
身
体
と

い
う
の
は
非
常
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

現
在
地
球
は“
温
暖
化
”
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
冬
は
暖

冬
で
し
ょ
う
か
、
み
な
さ
ん
!　

違
う

で
し
ょ
う
。
だ
っ
て
去
年
ま
で
の
数
年

間
太
陽
の
黒
点
が
一
度
も
観
測
さ
れ
な

い
日
が
異
常
に
増
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。

黒
点
が
現
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
太

陽
活
動
が
非
常
に
低
下
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の

効
果
が
地
球
全
体
に
現
れ
る
の
は
3
年

後
か
ら
6
年
後
く
ら
い
の
タ
イ
ム
ラ
グ

が
あ
り
ま
す
。

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に
低
下
す

る
と
、
地
球
の
内
部
の
マ
ン
ト
ル
が
膨

張
し
て
マ
グ
マ
が
上
昇
し
て
き
て
、
地

熱
は
熱
く
な
り
、
温
度
が
上
が
っ
た
海

水
も
上
が
っ
て
き
ま
す
が
、
上
空
は
冷

え
て
い
る
の
で
、
雨
や
雪
が
多
く
な
り
、

今
年
大
雪
が
降
っ
た
の
も
そ
の
影
響
で

し
ょ
う
。

2
0
1
1
年
は
辛
卯（
か
の
と
・
う
）

の
年
で
す
が
、
辛
は
陰
陽
五
行
で
の

「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
の
金（
か
ね
）

の
年
と
な
り
、
金
は
鉱
物
も
表
し
ま
す

か
ら
、
火
山
の
噴
火
や
地
震
も
増
え
ま

す
。
こ
れ
が
陰
陽
道
的
な
予
測
で
あ
り
、

こ
う
い
う
ふ
う
な
現
象
が
起
こ
る
だ
ろ

う
と
い
う
ふ
う
に
な
る
の
で
す
。

だ
か
ら
私
は
い
ろ
い
ろ
な
土
地
に
行

っ
て
何
を
す
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
土

地
が
ど
う
い
う
ふ
う
な
地
龍
で
動
い
て

い
る
の
か
を
自
分
の
身
体
を
使
っ
て
観

測
を
し
て
い
ま
す
。
地
龍（
マ
グ
マ
の
流

れ
）や
水
龍（
地
下
に
流
れ
て
い
る
伏
流

水
）
を
診
て
、
判
断
し
ま
す
。
そ
れ
が

私
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
高
圧
電
線
の
下
に
住
む
の
は
避

け
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
は
ど
ん
ど
ん

電
気
化
さ
れ
て
、
現
在
で
は
ど
こ
に
い

て
も
高
圧
電
流
の
近
く
に
い
る
の
と
同

じ
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
電
製
品

や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
に
囲
ま
れ
、

そ
し
て
オ
ー
ル
電
化
、
電
気
自
動
車
が

普
及
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

我
々
の
身
体
も
電
子
の
流
れ
で
成
り

立
っ
て
お
り
、
自
然
の
中
で
地
龍
や
水

龍
も
電
子
の
流
れ
で
す
か
ら
、
そ
の
流

れ
を
身
体
で
感
じ
て
い
た
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
こ
の
ま
ま
周
囲
が
ど
ん
ど
ん

電
気
化
さ
れ
て
い
く
と
、
身
体
の
電
子

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
狂
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。オ

ー
ル
電
化
の
家
な
ん
て
恐
い
で
す

よ
。
敢
え
て
自
分
の
家
族
の
話
を
し
ま

す
が
、
私
の
家
内
が
ガ
ン
に
な
り
、
明

日
に
で
も
し
れ
な
い
命
で
あ
り
、
今
日

も
私
は
病
院
か
ら
来
て
い
る
ん
で
す
ね
。

実
は
今
の
家
に
移
っ
て
か
ら
4
年
半
で

家
内
の
ガ
ン
が
発
病
し
た
の
で
す
が
、

実
は
そ
の
家
は
オ
ー
ル
電
化
な
ん
で
す
。

そ
こ
は
好
ん
で
購
入
し
た
の
で
は
な
い

の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
仕
方
な
く
そ

こ
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
オ
ー
ル
電
化
で
誰
で
も
ガ

ン
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
で
電
子
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
、

そ
う
い
う
苦
難
か
ら
は
の
が
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
昔
か
ら
仙
術
等
い
ろ
い

ろ
な
行
法
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
あ
い
っ

た
も
の
は
自
然
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
す
な
わ
ち
自
分
の

身
体
の
中
の
電
子
状
態
を
普
通
に
保
て

る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

よ
く
霊
の
作
用
と
い
い
ま
す
が
、
そ

う
い
っ
た
も
の
は
な
い
で
す
よ
。
こ
う

言
う
と
霊
能
者
に
恨
ま
れ
ま
す
が
、
霊

の
作
用
で
人
間
の
身
体
が
お
か
し
く
な
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っ
た
り
、
水
子
の
霊
が
た
た
る
と
言
い

ま
す
が
、
一
番
最
初
の
経
典
に
先
祖
の

霊
と
か
水
子
の
霊
と
か
書
い
て
あ
り
ま

せ
ん
よ
。
あ
あ
い
う
も
の
は
商
業
仏
教

の
脅
し
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
昔
飢
饉

が
あ
っ
た
と
き
は
、
仕
方
な
く
子
供
を

間
引
い
た
り
す
る
こ
と
は
一
杯
あ
っ
た

わ
け
で
、
そ
の
水
子
達
が
た
た
っ
て
い

た
ら
、
今
の
日
本
人
は
皆
た
た
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
よ
。

我
々
が
お
経
は
死
者
に
あ
げ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
は
お
経

は
生
き
て
い
る
人
の
た
め
の
も
の
な
の

で
す
。
自
分
が
生
き
る
上
に
お
い
て
、

ど
う
す
れ
ば
釈
迦
牟
尼
仏
が
最
終
的
に

悟
り
を
開
い
た
境
涯
に
立
て
る
か
と
い

う
道
程
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ

れ
を
死
ん
だ
人
に
あ
げ
て
ど
う
な
り
ま

す
か
。
死
ん
だ
人
に
今
か
ら
修
行
し
な

さ
い
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
な
の
で

す
。
我
々
が
肉
体
を
も
っ
て
修
行
で
き

る
の
は
三
次
元
の
世
界
で
す
。

古
神
道
と
神
道
の
違
い
に
つ
い
て
、

仏
教
の
伝
来
以
前
と
以
後
の
違
い
だ
と

た
い
て
い
の
書
物
に
は
書
か
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
古
神
道
の
体
系
と
い

う
も
の
は
な
い
の
で
す
。
教
典
も
も
ち

ろ
ん
な
い
で
す
し
、
何
も
示
す
も
の
が

な
い
の
で
す
。
古
神
道
と
い
う
の
は
実

は
新
し
い
の
で
す
。
こ
れ
は
国
学
と
し

て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
賀
茂
真
淵
や
本

居
宣
長
ら
の
国
学
者
に
よ
っ
て
体
系
づ

け
ら
れ
た
も
の
で「
復
古
神
道
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

古
神
道
と
い
う
の
は
む
し
ろ“
自
然

神
道
”
と
い
っ
て
も
よ
く
、
自
然
が
相

手
の
い
わ
ゆ
る
「
神
な
が
ら
の
道
」の
こ

と
を
本
来
は
仏
教
以
前
の
も
の
、
神
の

集
ま
る
場
所
＝
杜（
も
り
）が
神
社
で
あ

っ
た
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
れ
以
後

の
い
わ
ゆ
る
お
社（
や
し
ろ
）
を
造
っ
て

ど
う
の
こ
う
の
と
な
っ
た
の
が
、
今
の

神
道
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

特
に
伊
勢
神
宮
は“
神
明
造
り
”
と

い
う
も
の
で
す
か
ら
、
神
様
し
か
住
め

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

と
こ
ろ
が
神
魂
神
社（
か
も
す
じ
ん
じ

ゃ
）
や
出
雲
大
社
は“
大
社
造
り
”
と
い

っ
て
、
こ
れ
は
玄
関
が
あ
っ
て
、
階
段

が
あ
っ
て
、
上
に
お
社
が
あ
り
、
そ
の

ご
本
殿
の
中
に
は
人
が
住
め
る
よ
う
に

区
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
雲
大
社
の
場
合
も
ご
神
座
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
ご
神
座
に
お
供

え
物
を
す
る
と
き
に
必
ず
箸
を
備
え
ま

す
。
出
雲
大
社
の
大
国
主
命
は
実
際
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
を
神
様
と
し
て
お

祀
り
し
て
い
ま
す
の
で
。

天
照
大
神
を
お
祀
り
す
る
伊
勢
神
宮

は
神
明
造
り
と
い
っ
て
、「
心
の
御
柱
」

と
い
う
も
の
が
立
っ
て
い
て
、「
心
の
御

柱
」
の
周
り
に
五
色
の
絹
の
織
物
が
巻

か
れ
て
い
て
、
こ
こ
に
神
が
宿
れ
て
い

る
。
ご
神
体
は
鏡（
八
咫
鏡
:

ヤ
タ
ノ

カ
ガ
ミ
）だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
鏡

は
ご
神
体
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

遷
宮
と
い
う
の
は
、
太
陽
と
い
う
の

が
移
動
す
る
神
な
の
で
、
そ
の
昔
は
実

際
に
移
動
さ
せ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

「
元
伊
勢
」
と
い
う
の
が
全
国
あ
ち
こ

ち
に
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
伊
勢
神
宮

に
落
ち
着
く
ま
で
に
、
何
度
も
各
地
を

移
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
太
陽
信
仰
と
い
う
の
は
全
国
各

地
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
太
陽
神

の
先
頭
に
な
っ
て
祭
司
を
司
っ
た
の
は

巫
女
で
す
。
女
性
し
か
神
様
は
お
り
て

こ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

太
古
の
昔
か
ら
「
日
の
巫
女
」
つ
ま
り

「
卑
弥
呼
」
と
呼
ば
れ
た
方
が
必
ず
太
陽

に
向
か
っ
て
、
祭
司
を
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
太
陽
の
光
を
自
分
の
身
体
に

集
光
す
る
の
に
も
ち
い
ら
れ
た
の
が
鏡

で
す
。「
御
神
鏡
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。神

社
や
神
棚
に
鏡
が
あ
る
の
は
、
あ

れ
は
太
陽
を
反
射
さ
せ
て
自
分
に
集
光

さ
せ
る
た
め
の
道
具
と
し
て
あ
る
の
で

す
。
で
す
か
ら
必
ず
神
棚
と
い
う
の
は
、

太
陽
の
入
っ
て
く
る
東
側
か
南
側
を
向

い
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い

う
と
、
太
陽
の
光
を
あ
の
鏡
に
反
射
し

て
自
分
の
と
こ
ろ
に
も
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。

御
神
鏡
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
か
ら
買
っ
て
き
た

ら
、
朝
皆
さ
ん
が
太
陽
を
背
に
向
け
て
、

鏡
を
前
に
し
て
反
射
し
た
光
を
女
性
の

場
合
は
胸
で
受
け
ま
す
。
男
性
は
反
射

し
た
光
を
お
で
こ（
眉
間
）
で
受
け
ま

す
。
こ
こ
に
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
光

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
体
の
中

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に
強
く
な
り
ま

す
。
い
わ
ば
太
陽
電
池
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

だ
か
ら
昔
か
ら
の
修
法
の
中
で「
太

陽
の
印
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
両
手
の

指
で
三
角
形
を
作
り
、
そ
れ
を
自
分
の

額
に
あ
て
て
そ
こ
に
太
陽
の
光
を
集
光

さ
せ
る
の
が
、
男
性
の
古
神
道
の
行
法

の
一
つ
で
す
。
す
べ
て
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ま
ず
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
に
日
の
出
と
日
の
入
り
の
太
陽
光

は
す
ご
く
大
き
な
意
味
合
い
が
あ
り
ま

す
。
日
の
出
の
と
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

こ
れ
か
ら
先
自
分
の
体
を
活
性
化
し
よ

う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
逆
に
日

の
入
り
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
自
分
の

体
が
陰
の
方
向
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え

る
と
き
で
す
。
で
す
か
ら
仕
事
の
場
合

● ❻●



は
仕
方
が
な
い
に
せ
よ
、
夜
中
に
身
体

を
激
し
く
活
動
す
る
の
は
健
康
に
も
精

神
的
に
も
よ
く
な
い
で
す
ね
。
従
っ
て

夜
中
と
い
う
の
は
、
自
分
の
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
収
縮
さ
れ
る
の
で
、
考
え
方

自
体
も
非
常
に
陰
に
こ
も
っ
た
も
の
に

な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
活
力
を
ほ
し
い
と
き
は

日
の
出
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
入
れ
な
さ
い

と
い
う
の
が
陰
陽
道
の
行
法
の
中
に
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
陰
陽
道
で
は
、
死
者

を
生
き
返
ら
せ
る
方
法
と
し
て
、
夜
中

の
丑
三
つ
時（
午
前
2
～
4
時
）に
そ
の

人
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
肉
体
に
戻
ら

せ
て
、
日
の
出
の
と
き
に
も
う
一
度
そ

の
人
を
復
元
さ
せ
る
行
法
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
我
々
陰
陽
師
が
依
頼
を
受

け
て
重
い
病
気
の
方
な
ど
を
回
復
さ
せ

よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
時
間
帯

を
使
っ
て
祈
祷
し
ま
す
。

祈
祷
と
い
う
の
は
、
何
も
神
様
や
仏

様
に
お
願
い
し
て
ど
う
こ
う
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
要
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い

か
に
し
て
そ
の
相
手
方
に
届
け
て
や
る

か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
移
動
を
い
か
に
し
て
時
空
を

超
え
て
相
手
に
届
け
る
か
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
技
術
が
あ
り
ま
す
。

我
々
は
病
気
回
復
な
ど
の
祈
祷
を
す

る
と
き
、
よ
く
相
手
の
髪
の
毛
を
戴
き

ま
す
。
髪
の
毛
に
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

ま
だ
残
留
し
て
い
る
場
合
は
、
回
復
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
身
体

も
“
自
然
”で
す
か
ら
、
陰
陽
道
の
古
い

文
献
を
た
ど
る
と「
木
・
火
・
土
・
金
・

水
」
と
日
・
月
と
い
う
七
つ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
複
合
体
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の

複
合
体
の
気
が
も
っ
て
い
る
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
ど
こ
ま
で
あ
る
か
を
診
断
し

行
法
を
行
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
人
の
寿

命
が
分
か
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
報
告

「
最
新
脳
科
学
と
透
視
能
力
」

　
　
　
　
　
講
師
　
赤
松
　
瞳 

氏

※ 

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
一
月
研
究

集
会
報
告
と
重
な
る
所
が
あ
り
ま
す
。

私
は
脳
科
学
と
か
潜
在
意
識
と
か
い

わ
ゆ
る
心
の
中
の
勉
強
を
10
年
く
ら
い

し
て
き
ま
し
た
。
一
番
最
初
は
こ
う
い

っ
た
精
神
世
界
の
こ
と
は
あ
ま
り
関
心

が
な
か
っ
た
と
い
う
か
、
ち
ょ
っ
と
疑

い
深
い
人
で
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
10
年
間
ほ
ど
勉
強

し
、
大
学
院
で
講
師
の
仕
事
を
し
て
い

る
と
き
に
、
超
能
力
者
を
警
察
で
雇
っ

て
、
行
方
不
明
者
を
探
し
当
て
た
り
、

遠
隔
透
視
を
さ
せ
た
り
し
て
い
る
の
を

実
際
に
見
ま
し
た
。
私
の
大
学
の
先
生

が
犯
罪
心
理
学
や
催
眠
療
法
の
専
門
家

で
あ
り
、
超
感
覚
的
な
分
野
の
研
究
も

し
て
お
り
、「
ポ
リ
ス
・
サ
イ
キ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
る
超
感
覚
的
能
力
を
持
ち
つ

つ
警
察
で
働
い
て
い
る
人
々
を
私
が
現

場
で
最
初
に
見
た
と
き
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

        （
デ
ジ
タ
ル
2
）

こ
う
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
世
界
と

か
私
達
が
物
理
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
以

上
の
も
の
を
、
私
達
は
心
と
か
脳
を
通

し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
大
学
院

レ
ベ
ル
で
研
究
対
象
と
し
て
や
っ
て
い

く
こ
と
が
出
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
大
学
の
先
生
方
と
集
ま
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
俗
に
言
う
「
超
能
力
」
と

い
わ
れ
る
分
野
を
科
学
的
方
面
か
ら
研

究
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
私
も
「
前
世
療
法
」
な
ど
、
人

の
過
去
世
を
見
る
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

将
来
を
見
た
り
、
ま
た
瞑
想
や
ト
ラ
ン

ス
の
状
態
を
通
し
て
、
真
意
を
自
分
で

見
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
誘
導
瞑
想

と
か
催
眠
療
法
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
日
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
研
究

で
す
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
関
し

て
は
、
心
と
か
脳
と
か
潜
在
意
識
と
か

超
能
力
な
ど
の
分
野
に
関
し
て
の
研
究

が
も
の
す
ご
く
進
ん
で
お
り
ま
す
。
私

も
世
界
中
い
ろ
い
ろ
な
国
に
行
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
最
近
非
常
に
霊
的
な
も

の
に
目
覚
め
て
い
る
大
人
達
が
多
い
で

す
ね
。
前
世
を
記
憶
し
て
い
る
人
々
や

未
来
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
人
々
、
意

識
で
空
中
か
ら
物
を
物
質
化
す
る
人
々
、

壁
の
通
り
抜
け
が
で
き
る
人
々
な
ど
、

そ
う
い
っ
た
人
々
に
私
は
実
際
に
会
っ

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
研
究
対

象
に
し
た
り
し
ま
し
た
。

今
日
ご
紹
介
す
る
す
る
ロ
シ
ア
の
M 
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I
H
メ
ソ
ッ
ド
と
い
う
の
は
、
脳
科
学

と
か
精
神
世
界
と
か
超
能
力
研
究
の
大

変
発
達
し
て
い
る
ロ
シ
ア
が
旧
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
の
時
代
か
ら
、
国
が
巨
額
の
お

金
を
か
け
て
研
究
を
続
け
、
完
成
し
た

方
法
で
す
。
私
が
ロ
シ
ア
に
留
学
し
た

と
き
に
実
際
に
見
た
人
々
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
例
え
ば
、
目
と
い
う
感
覚
を
使

わ
ず
に
も
の
を
見
た
り
す
る
能
力
を
、

医
療
や
障
害
者
教
育
に
応
用
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

私
達
は
実
際
、
脳
の
機
能
の
3
%
か

ら
5
%
く
ら
い
し
か
使
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
大

学
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
大
学
の
研

究
に
よ
り
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
超
能
力

を
も
っ
て
い
る
人
々
の
脳
の
活
性
化
度

を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
我
々
が
使
っ
て

い
な
い
部
分
の
脳
を
使
っ
て
い
た
り
、

使
っ
て
い
る
脳
の
範
囲
が
広
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
特
殊
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
、

教
育
方
法
を
施
す
と
、
実
際
使
っ
て
い

な
い
部
分
の
脳
を
活
性
化
す
る
こ
と
で

脳
の
使
う
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
拡
げ
て

あ
げ
る
と
10
%
、
20
%
、
50
%
以
上
の

脳
機
能
を
使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

科
学
者
達
の
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、
念

力
や
透
視
能
力
、
予
知
能
力
等
の
超
能

力
、
超
感
覚
的
能
力
は
元
々
皆
さ
ん
の

脳
に
備
わ
っ
て
い
て
、
誰
で
も
訓
練
を

積
め
ば
、
そ
れ
ら
の
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
か
ら
お
見
せ
す
る
ビ
デ
オ
は
、
実

際
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
体
系
だ
っ
た

教
育
を
施
す
こ
と
で
、
そ
う
い
う
能
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

が
、
そ
れ
を
障
害
者
教
育
に
応
用
し
た

例
で
す
。

●
ビ
デ
オ
紹
介

ビ
デ
オ
1
:
2
0
1
0
年
1
月
お
正
月

番
組
T
B
S
「
最
新
脳
科
学
X
最
強
超

能
力
」

「
元
障
害
者（
全
盲
、
聴
覚
障
害
、
身

体
機
能
不
全
な
ど
）
で
あ
る
ロ
シ
ア
人

男
性
サ
ー
シ
ャ
・
レ
ビ
ッ
ト
君
が
紹
介

さ
れ
る
。
能
力
開
発
を
受
け
た
人
の
例

と
し
て
、
サ
ー
シ
ャ
君
は
、
ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
日
本
の
取
材
班
が
も
っ
て
き

た
絵
本
の
内
容
を
説
明
す
る
。
サ
ー
シ

ャ
君
は
9
歳
で
能
力
開
発
学
校
へ
通
う
。

サ
ー
シ
ャ
君
に
よ
る
と
、
見
え
な
い
世

界
を
み
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
ま
ず
意

識
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
対
象

物
の
輪
郭
や
色
が
ぼ
ん
や
り
見
え
始
め
、

そ
こ
に
さ
ら
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
す
る
と

詳
細
も
次
第
に
見
え
て
く
る
、
と
い

う
。」

科
学
的
に
脳
の
後
頭
部
と
中
脳
を
う

ま
く
つ
な
げ
て
あ
げ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

す
れ
ば
、
目
を
使
わ
ず
と
も
物
を
見
れ

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
実
際
こ
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
か
障
害
者
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
、
全
盲
の
人
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

施
す
こ
と
で
色
を
認
知
し
た
り
と
か
、

物
の
場
所
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
り
と

か
、
文
字
ま
で
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
目
で
は
な
く
て
、
脳
の

と
あ
る
一
部
分
を
使
っ
て
あ
げ
る
と
、

実
際
に
物
理
的
な
目
以
上
の
も
の
が
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。

例
え
ば
、
皆
さ
ん
も
普
通
に
暮
ら
し

て
い
て
“
気
配
”
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
こ
ち
ら
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
目
の
見
え
な

い
お
子
さ
ん
に
ま
ず
感
じ
る
と
い
う
感

覚
範
囲
を
拡
げ
る
練
習
を
さ
せ
て
あ
げ

る
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
さ
ら
に
色
を
感

じ
る
練
習
を
さ
せ
て
あ
げ
る
と
、
だ
ん

だ
ん
色
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。
さ
ら
に
脳
力
開
発
を
続
け
て

い
く
と
、
物
の
形
と
か
色
を
認
識
出
来

る
以
上
に
、
細
か
い
模
様
が
見
え
て
、

さ
ら
に
は
文
字
ま
で
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
る
こ
と
で
、
先
ほ
ど
の
ビ
デ
オ
の
サ

ー
シ
ャ
君
は
元
々
目
が
見
え
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
超
感
覚
的
に

も
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
て
、
さ

ら
に
な
お
か
つ
物
理
的
な
視
力
も
回
復

し
た
と
い
う
例
で
す
。

そ
し
て
次
に
お
見
せ
す
る
ビ
デ
オ
で

は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
授

業
の
風
景
を
お
見
せ
し
ま
す
。

ビ
デ
オ
2
:

　
ロ
シ
ア
　
モ
ス
ク
ワ
の

能
力
開
発
学
校
の
授
業
風
景

「
学
校
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
代
替

視
力
を
育
て
る
た
め
に
、
ア
イ
マ
ス
ク

を
使
っ
て
視
覚
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
脳
内
視
力
を
育
て
、
脳
の
後

頭
部（
視
覚
視
野
）で
見
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
。
脳
内
視
力
が
育
っ
た
後
に

は
、
外
部
視
力
が
発
達
す
る
。
ロ
シ
ア

で
は
化
学
的
に
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン（external vision

）と
い
う
。

（
ロ
シ
ア
で
い
う
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
は
、
米
国
で
い
う
リ
モ
ー
ト
・

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ［rem

ote view
ing

］
よ

り
広
範
囲
の
定
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
）。

　

授
業
で
は
身
体
の
回
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
ず
る
練
習
を
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

（
生
体
磁
場
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
気
功

● ❽●



の
よ
う
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し
て
い
る
。

脳
内
視
力
を
鍛
え
る
た
め
に
、
瞬
間

記
憶
（
カ
メ
ラ
記
憶
）（photographic 

m
em

ory
）
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
る
様
子
や
グ
リ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る

方
法
を
学
習
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
と
脳
内
の
情
報
処

理
が
は
や
く
な
る
。
こ
の
訓
練
を
行
う

こ
と
で
未
使
用
の
脳
が
開
発
さ
れ
、
超

感
覚
的
能
力
が
高
ま
る
と
い
う
。
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
女

生
徒
は
、
一
目
で
解
剖
学
の
本
を
見
た

だ
け
で
、
そ
の
本
の
ペ
ー
ジ
を
い
と
も

簡
単
に
読
み
上
げ
て
い
る
。
夢
を
見
る

時
や
、
考
え
る
時
の
脳
の
解
析
に
よ
り
、

脳
科
学
や
医
学
の
根
拠
に
基
づ
い
た
方

法
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。」

脳
を
直
接
使
う
こ
と
で
外
の
も
の
を

見
た
り
認
識
し
た
り
す
る
、
い
わ
ゆ
る

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
と
か
千
里
眼

と
呼
ば
れ
て
い
る
能
力
は
、
17
歳
以
下

の
子
供
達
で
あ
れ
ば
3
ヶ
月
く
ら
い
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
１
0
0
%
全
員
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出

て
い
ま
す
。
科
学
者
達
が
声
を
揃
え
て

言
う
こ
と
に
は
、
こ
の
ビ
デ
オ
に
出
て

い
る
子
供
達
は
ご
く
普
通
の
子
供
達
で

あ
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と

で
こ
う
い
っ
た
超
感
覚
的
な
能
力
が
身

に
つ
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
17
歳
以

上
の
方
々
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
地
道

に
続
け
て
い
け
ば
、
全
員
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
参
加
者
か
ら
の
質
問

「
今
の
訓
練
で
も
目
を
使
わ
な
い
で
も

の
を
見
る
と
い
う
の
は
、
脳
そ
の
も
の

が
受
容
器
官
で
あ
り
か
つ
処
理
器
官
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
目
と
は
別
の
感
覚

器
官
を
通
し
て
脳
が
見
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。」

脳
そ
の
も
の
が
受
信
す
る
器
官
と
し

て
考
え
て
も
い
い
で
す
し
、
脳
以
上
に

い
わ
ゆ
る
私
達
の
魂
と
か
意
識
そ
の
も

の
が
見
て
い
る
と
い
う
理
論
が
あ
り
ま

す
。
実
際
こ
ち
ら
の
教
育
機
関
に
お
い

て
は
、
死
後
の
世
界
や
魂
的
な
も
の
や

意
識
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
教
育
方
法
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

元
々
物
理
的
な
器
官
の
脳
と
い
う
も

の
を
見
て
み
ま
す
と
、
赤
ち
ゃ
ん
と
し

て
生
ま
れ
た
と
き
に
、
ま
だ
身
体
は
未

発
達
な
の
で
ど
ん
ど
ん
体
の
器
官
、
臓

器
が
造
ら
れ
て
い
く
過
程
で
、
目
と
い

う
臓
器
も
脳
が
成
長
し
て
染
み
出
し
て

出
て
き
た
も
の
が
目
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
。
で
す
か
ら
目
は
脳
と
繋
が
っ
て

お
り
、
元
々
目
は
脳
の
一
部
と
い
え
ま

す
。私

達
が
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
は
感
覚
器

官
が
ま
だ
未
分
化
の
状
態
で
、
ま
だ
全

部
複
合
し
て
く
っ
つ
い
て
い
る
状
態
な

の
で
、
例
え
ば
赤
ち
ゃ
ん
に
音
を
聞
か

せ
る
と
色
が
見
え
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
子
供
達
が
描
く
絵
を
い
う
の
は
、
非

常
に
抽
象
的
で
目
と
か
口
だ
け
を
描
い

た
り
し
ま
す
よ
ね
。
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き

に
は
感
覚
器
官
が
複
合
し
た
状
態
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
で

す
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
物
を
あ
げ
る
と
、

ま
ず
触
っ
て
物
を
認
識
し
よ
う
と
す
る

と
同
時
に
、
に
お
い
で
も
認
識
し
よ
う

と
し
、
同
時
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ん
で
い
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
私
達
の
感
覚
器
官

が
分
化
し
て
い
っ
て
脳
が
成
長
し
て
い

く
の
で
す
が
、
こ
こ
で
の
M
I
H
メ
ソ

ッ
ド
に
お
い
て
は
、
私
達
が
元
々
赤
ち

ゃ
ん
だ
っ
た
と
き
の
脳
と
感
覚
器
官
が

未
分
化
の
状
態
ま
で
も
っ
て
い
っ
て
、

そ
し
て
そ
の
部
分
か
ら
ま
た
発
達
さ
せ

て
い
く
と
い
う
練
習
を
す
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
に
お
い
を
嗅
ぐ
と
い
う
器
官

と
か
、
触
る
と
い
う
感
覚
範
囲
を
拡
げ

て
あ
げ
て
、
そ
う
す
る
と
私
達
が
小
さ

い
と
き
に
誰
で
も
超
感
覚
的
能
力
が
発

達
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
部

分
に
戻
っ
て
さ
ら
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

続
け
て
い
く
と
、
そ
う
い
っ
た
感
覚
を

戻
せ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

ビ
デ
オ
3
:
ド
イ
ツ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
の
紹
介

「
ほ
と
ん
ど
の
受
講
者
が
能
力
開
発

に
成
功
し
て
い
る
。
感
覚
の
範
囲
が
拡

が
り
自
分
の
周
囲
を
3
6
0
の
範
囲
で

認
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
言
語
能
力
も

向
上
す
る
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
生
徒
は
大
学
の
成
績
も
良
く
な

る
。
脳
の
ど
の
チ
ャ
ネ
ル
を
使
っ
て
い

る
か
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
開
発
に

は
霊
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
受
け
て
お
り
、

チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
聖
者
の
協
力
も
あ
る
。

人
類
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
開
発

さ
れ
て
い
る
。

大
人
で
も
習
得
可
能
で
あ
る
。
17
歳

以
下
な
ら
1
0
0
%
向
上
す
る
。
80
代

で
も
本
人
の
継
続
の
努
力
が
あ
れ
ば
可

能
で
あ
る
。

今
は
初
歩
的
研
究
で
あ
る
。
い
ず
れ

材
料
工
学
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
材
料
の

開
発
と
か
人
体
内
部
の
研
究
な
ど
応
用

範
囲
は
広
い
。

目
隠
し
し
て
合
気
道
を
行
う
こ
と
も

あ
る
。
本
物
の
剣
で
の
試
合
も
行
っ
て

い
る
。」

●❾ ●



●
赤
松
氏
に
よ
る
透
視
実
験
　

実
験
に
先
立
っ
て
、
目
を
覆
う
ア
イ

マ
ス
ク
を
多
く
の
会
場
参
加
者
に
穴
な

ど
な
い
か
点
検
し
て
も
ら
い
、
赤
松
氏

が
部
屋
の
外
に
出
た
後
、
長
机
の
上
に

参
加
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
物
品
20
点
を

き
れ
い
に
並
べ
て
か
ら
、
赤
松
氏
に
ア

イ
マ
ス
ク
を
し
て
部
屋
に
入
っ
て
い
た

だ
い
た
。

出
題
品
は
、
扇
子
、
リ
ッ
プ
ス
テ
ィ

ッ
ク
、
双
眼
鏡
、カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
、
櫛
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
定
期
ホ
ル
ダ
ー
、
パ

ワ
ー
ス
ト
ー
ン
、
手
帳
、
本
、
五
千
円

札
、
お
守
り
、
写
真
等
。

赤
松
氏
は
右
手
を
上
げ
て
、
ア
ン
テ

ナ
の
よ
う
に
前
に
か
ざ
し
な
が
ら
、
端

か
ら
一
つ
一
つ
見
え
る
物
の
特
徴
を
述

べ
な
が
ら
、
参
加
者
が
目
で
見
て
も
何

か
分
か
る
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
の
名

を
具
体
的
に
当
て
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
見
て
も
何
か
よ
く
分
か
ら
な
い
物
は

そ
の
見
え
る
形
や
質
感
の
特
徴
を
か
な

り
詳
細
に
述
べ
ま
し
た
。
定
期
券
の
持

ち
主
の
小
さ
い
文
字
で
の
名
前
と
電
話

番
号
ま
で
読
み
上
げ
た
の
は
驚
き
で
し

た
。透

視
実
験
が
大
成
功
で
終
わ
っ
た
後
、

参
加
者
か
ら
「
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
え

る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
集

中
力
を
要
し
ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
顕
微

鏡
で
焦
点
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、

だ
ん
だ
ん
詳
細
が
見
え
て
く
る
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
赤
松
氏
は
数
年
の
訓

練
で
こ
の
能
力
を
身
に
つ
け
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

        （
デ
ジ
タ
ル
3
）

私
は
ま
だ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な

っ
て
経
験
は
浅
い
ほ
う
で
す
が
、
私
の

先
生
方
と
か
M
I
H
メ
ソ
ッ
ド
の
第
3

段
階
目
の
授
業
を
卒
業
し
た
方
は
、
例

え
ば
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た
ま
ま
で
、

本
棚
に
あ
る
本
を
直
接
手
に
ふ
れ
ず
に

一
字
一
句
、
す
べ
て
の
内
容
を
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
の
集
中

力
と
か
フ
ォ
ー
カ
ス
力
と
か
脳
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
と
、
間
違
わ
ず
に

全
部
見
え
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ア
ー
が

い
た
ら
、
書
類
の
文
章
も
読
め
ま
す

し
、
も
っ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
と
、

物
質
の
分
子
構
造
、
原
子
構
造
、
さ
ら

に
素
粒
子
の
世
界
ま
で
見
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
透
視
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の

方
々
が
、
例
え
ば
キ
エ
フ
大
学
の
材
料

工
学
科
で
雇
わ
れ
て
、
物
質
の
分
子
構

造
を
透
視
す
る
こ
と
で
新
し
い
材
料
を

作
り
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
り
、
さ

ら
に
空
気
中
の
分
子
構
造
に
意
識
的
に

働
き
か
け
て
、
空
の
コ
ッ
プ
の
中
に
水

を
出
現
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。普

通
の
化
学
の
実
験
で
、
原
子
の
配

列
や
分
子
の
配
列
を
熱
や
力
を
加
え
た

り
化
合
す
る
こ
と
で
変
え
て
、
新
し
い

物
質
が
で
き
た
り
し
ま
す
が
、
私
達
の

意
識
も
実
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
意
識
と
い
う
も
の
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
い
方
を
学
ぶ
と
ち
ょ
っ
と
だ

け
押
す
こ
と
で
念
力
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ

が
可
能
に
な
っ
た
り
、
新
し
い
物
質
を

意
識
的
に
作
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。

ビ
デ
オ
4 

:
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
障
害
者
教

育
セ
ン
タ
ー
（IAH

D

セ
ン
タ
ー
）

「
元
米
大
統
領
ク
リ
ン
ト
ン
と
ヒ
ラ
リ

ー
夫
人
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
障
害
者
教
育
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
際
の
ビ
デ
オ
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
代
替
医
療
の
状
況
を

説
明
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
脳
性
麻
痺

の
方
々
の
回
復
実
例
、
眼
球
の
な
い
方

が
代
替
視
力（EX

V

）
を
得
て
本
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
実
例

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
超
能
力
の
研
究
は
、
軍

事
目
的
が
主
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
社
会
福
祉
と
か
障
害
者
補

助
と
か
、
医
学
へ
の
応
用
が
大
事
で
あ

る
。
米
大
統
領
が
、
創
始
者
の
先
生
ら

に
米
国
で
の
市
民
権
の
移
動
も
含
め
開

発
提
案
が
あ
っ
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側

は
断
っ
て
い
る
。
米
国
の
軍
事
仕
様
で

あ
っ
た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ（
ス
タ

ー
ゲ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
も
も
と
も
と

は
ロ
シ
ア
の
超
能
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

礎
に
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
障
害
者
教
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
人
が
持
っ
て

い
る
自
然
回
復
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
気
の
流
れ
を
よ
く
す
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
紹
介
し
て
い
る
。
回
復
実
例

が
紹
介
さ
れ
た
。
:

脳
性
麻
痺
で
手
足

の
不
自
由
な
子
供
た
ち
が
元
気
に
歩
い

た
り
走
っ
た
り
し
て
い
る
様
子
、
糖
尿

病
の
大
人
や
子
供
の
回
復
、
全
盲
の
子

供
た
ち
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
周
囲
の

人
物
の
着
衣
を
当
て
る
、
耳
の
聞
こ
え

な
い
子
供
た
ち
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な

る
、
な
ど
。

気
の
流
れ
を
整
え
、
能
力
開
発
を
施

し
、
心
身
の
回
復
が
な
さ
れ
る
だ
け
で

● �●



は
な
く
、
結
果
的
に
大
人
も
子
供
も
超

能
力
を
習
得
し
た
様
子
が
う
か
が
え

た
。」

　

な
ぜ
こ
う
い
う
す
ご
い
教
育
方
法
が

今
ま
で
日
本
と
か
英
語
圏
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
米
国
か

ら
も
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
開
発
し
た
先
生

方
を
招
聘
し
て
、
教
育
セ
ン
タ
ー
を
建

て
て
、
病
院
も
造
っ
て
、
米
国
市
民
と

し
て
遇
す
る
お
話
し
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
先
生
方
が
そ
の
意
図
を
透
視
し
た

と
こ
ろ
、
軍
事
や
戦
争
の
方
向
に
使
う

こ
と
が
見
え
た
の
で
、
お
断
り
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
七
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
誰
で
も
で
き
る

　
一
日
で
で
き
る
気
の
活
用
」

　
　
　
　
講
師
　
芳
野
　
武
人 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
4
月
9
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

芳
野
氏
経
歴

T
Y（
と
っ
て
も
よ
い
も
の
）
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ク
ラ
ブ
主
宰
。
上
海
中
医
薬
大

学
認
定
漢
方
診
断
士
。
中
医
薬
養
生
指

導
士
。
エ
ゴ
ス
キ
ュ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
認

定
セ
ラ
ピ
ス
ト
。
バ
ン
ク
シ
ア
・
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス（
T
H
D
）
講
師
。
人
呼
ん
で

気
の
達
人
。

気
全
般
に
つ
い
て

気
と
は
何
か
。
気
の
付
く
言
葉
を
考

え
る
。

中
国
で
は
?　

イ
ン
ド
で
は
?　

ハ
ワ
イ
で
は
?　

ア
メ
リ
カ
で
は
?

気
の
特
質
・
・
・
形
で
動
く
、
言
葉

で
動
く
、
意
識
で
動
く

な
ど
の
お
話
と
、
気
の
活
用
技
術
を
実

践
し
て
頂
い
た
。

「
気
」
を
扱
う
に
は
コ
ツ
が
あ
る
。
そ

れ
は

1 

．「
気
」の
性
質（
特
質
）を
知
る
こ
と
。

・
・
・
見
え
な
く
て
も
性
質
が
あ
る
。

2 

．
同
じ
方
向
性
を
目
指
す
仲
間
を
作

る
こ
と
。・
・
・
同
じ
方
向
を
持
っ
た

仲
間
と
一
緒
に
や
る
と
、
ひ
と
つ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
が
で
き
る
。
シ
ン

ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ（
共
時
性
）
と
気
づ
き

が
高
ま
る
。

3 

．
時
代
が
「
気
」
を
認
識
し
た
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
。
気
が
使
え
る
時
代
に

な
り
、
気
は
市
民
権
を
得
た
。
気
の

世
界
で
は
1
0
0
匹
目
の
猿
現
象
は

始
ま
っ
て
い
る
。
以
前
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

4 

．
楽
し
み
な
が
ら
や
る
こ
と
。
ワ
イ

ワ
イ
楽
し
く
や
る
と
高
い
気
と
パ
ッ

と
つ
な
が
る
。

こ
れ
ら
を
認
識
し
て
、
練
習
を
し
て

い
く
と
1
日
で「
気
」
が
扱
え
る
よ
う
に

な
り
、
1
ケ
月
も
経
つ
と
気
の
使
い
手

に
な
る
。

こ
こ
で
先
生
の
指
導
に
よ
り
全
員
実

技
を
行
う
。

両
手
を
身
体
の
前
に
出
し
、
両
手
の

爪
ど
う
し
を
合
わ
せ
て
1
分
間
ほ
ど
擦

る
。
両
手
を
5
㎝
ほ
ど
離
し
て
合
掌
の

形
を
作
る
。
両
手
を
頭
の
上
へ
上
げ
、

ひ
じ
を
曲
げ
て
、
両
手
の
間
に
気
の
ボ

ー
ル
を
作
り
頭
の
上
に
置
く
。

こ
れ
ら
4
つ
の
コ
ツ
に
つ
い
て

1 

．「
気
」の
性
質（
特
質
）を
知
る
こ
と
。

性
質
の
前
に
、
少
し
「
気
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
と
、
日
本
語
に
は「
気
」の

付
く
言
葉
が
非
常
に
多
く
あ
る
。
辞
書

に
は
1
，
0
0
0
以
上
も
あ
る
。

　

 

天
気
・
電
気
・
空
気
・
気
候
・
気
象
・

高
気
圧
・
低
気
圧
・
陽
気
・
陰
気
・

運
気
・
精
気
・
気
性
・
元
気
・
病
気
・

気
持
ち
が
良
い
・
気
が
い
い
・
気
を

つ
け
る
・
気
が
つ
く
・
気
が
狂
う
・

気
が
散
る
・
気
が
多
い
・
気
が
め
い

る
・
気
が
短
い
・
や
る
気
・
気
を
も

む
・
根
気
…
等
々
。

「
気
」
の
付
く
言
葉
は
、
日
本
人
に
と

っ
て
は
昔
か
ら
身
近
な
も
の
で
、
気
づ

か
ぬ
ま
ま
に
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
。

「
気
」
を
辞
書（
広
辞
苑
）
で
引
い
て

み
る
と
、

イ 　

天
地
間
を
満
た
し
、
宇
宙
を
構
成

す
る
基
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。

ロ 　

生
命
の
原
動
力
と
な
る
勢
い
。

ハ 　

心
の
動
き
・
状
態
・
働
き
を
包
括

的
に
表
す
語
。

●� ●



ニ 　

は
っ
き
り
と
は
見
え
な
く
て
も
、

そ
の
場
を
包
み
、
そ
の
場
に
漂
う
と

感
ぜ
ら
れ
る
も
の
。

ホ 　

そ
の
も
の
本
来
の
性
質
を
形
作
る

よ
う
な
要
素
。

と
あ
る
。

分
か
る
よ
う
な
分
か
ら
な
い
よ
う
な

表
現
で
あ
る
。

で
は
、
外
国
で
は
気
を
ど
う
扱
っ
て

い
る
か
。

中 

国
:

気
と
書
い
て
ヒ
ま
た
は
チ
と
呼

ん
で
い
る
。
中
国
古
典
の
哲
理
で
あ

る
陰
陽
五
行
説
で
は
、
一
切
の
万
物

は
陰
陽
二
気
に
よ
り
生
じ
、
森
羅
万

象
は
、
五
行（
性
質
の
異
な
る
五
つ

の
基
本
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
関
係

に
よ
っ
て
起
こ
る
、
と
し
て
い
る
。

イ 

ン
ド
:

プ
ラ
ー
ナ（
生
命
の
元
）
と
呼

ん
で
い
る
。
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
70

年
間
飲
ま
ず
食
わ
ず
に
す
ご
し
た
人

が
い
る
と
言
わ
れ
る
。

ハ 

ワ
イ
:

マ
ナ（
聖
な
る
気
）
と
呼
ん
で

い
る
。
ホ
･
オ
ポ
ノ
ポ
ノ
の
ハ
の
呼
吸

法
を
行
う
と
呼
吸
と
一
緒
に
入
っ
て

く
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
聖
者
が
行
う
も
の

に
も
よ
く
似
た
呼
吸
法
が
あ
る
。

ア 

メ
リ
カ
:

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
見

え
な
い
微
細
な
力
の
総
称
と
し
て
呼

ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い

て
も
、
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
。

も
う
一
度
、
広
辞
苑
を
引
い
て
気
を

読
み
返
し
て
み
る
と
、

「
気
」
は
、「
も
の
」
に
も
「
心
」
に
も

「
場
」
に
も
「
生
命
」
に
も
一
切
の
も
の

に
関
与
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
う
し
て
み

る
と
、「
天
気
は
天
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
状

態
」「
電
気
は
、
い
な
び
か
り（
電
）
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
空
気
は
空
間
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
病
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
止（
病
）

ん
だ
状
態
」「
元
気
は
元
々
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
状
態
」
と
解
釈
す
る
と
だ
ん
だ
ん

分
か
り
易
く
な
っ
て
く
る
。

気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
特
徴
を
掴
ん
で
お
こ
う
。

粒
子
性
と
波
動
性
と
い
う
二
つ
の
性

質
を
も
っ
て
い
る
。

波
動
性
の
特
徴
と
し
て
、
①
優
位
は

劣
位
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
言
い
方

を
変
え
れ
ば
高
い
気
が
低
い
気
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
。
②
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の
法
則
。
良
い
気
を
出
せ
ば
良
い

気
が
返
り
、
悪
い
気
を
出
せ
ば
悪
い
気

が
返
っ
て
く
る
。
憑
依
現
象
は
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
法
則
か
ら
見
れ
ば
、
じ
つ

は
発
信
者
が
悪
い
気
を
出
し
た
も
の
が

返
っ
て
き
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
防

ぐ
に
は
高
い
気
と
つ
な
が
れ
ば
よ
い
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
高
い

気
と
つ
な
が
っ
て
地
中
深
く
導
け
ば
よ

い
。
一
種
の
ア
ー
ス
で
あ
る
。

ざ
っ
と
こ
ん
な
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
、

「
気
」
の
性
質
に
触
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　

気
の
性
質
（
特
質
）

1 

．
気
は
形
で
動
く

2 

．
気
は
言
葉
で
動
く

　

 

こ
の
こ
と
を
参
加
者
に
O
リ
ン
グ
法

で
確
認
し
て
も
ら
っ
た
。

　

 

相
手
を
罵
倒
す
る
言
葉
は
自
分
に
返

る
。

　

洗
心
の
言
葉
を
使
う
の
が
よ
い
。

3 

．
気
は
意
識
で
動
く

　

 

意
識
を
向
け
た
と
こ
ろ
へ
気
は
流
れ

る
。

　

 

悲
惨
な
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
る
と

体
調
を
崩
す
。

こ
こ
で
全
員
実
技
を
行
っ
た
。

気
の
ボ
ー
ル
を
作
り
頭
の
上
か
ら
下

へ
降
ろ
す
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
色（
光
）
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

の
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

白　

黄
金（
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
時
）

　

黄
金
律（
三
次
元
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
）

気
は
、
形
、
言
葉
、
意
識
、
以
外
に
も

光
・
色
・
音
・
香
と
も
共
振
共
鳴
す
る
。

気
が
流
れ
て
か
ら
、
血
液
が
流
れ
、

リ
ン
パ
液
が
流
れ
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
気
の
流
れ
る
回
路
が
あ
る
。

こ
こ
で
芳
野
氏
は
か
な
り
時
間
を
か

け
て
、
参
加
者
全
員
に
対
し
て
一
人
ず

つ
気
の
流
れ
を
良
く
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
作
業
を
行
っ
た
。

三
次
元
の
肉
体
か
ら
出
る
気
が
大
事

で
あ
る
。

基
礎
と
な
る
必
要
な
も
の
は
体
を
動

か
す
こ
と（
体
操
）で
あ
る
が
、
そ
れ
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
体
操（
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
）、
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
入
れ
る
体
操
と
が
あ
る
。
云
う
に
及

ば
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー（
気
）
を
取
り
入
れ

る
体
操
が
重
要
で
あ
る
。

気
を
だ
す
方
法

1 

．
言
霊　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

な
ど
の
関
先
生
の
言
わ
れ
た
洗
心
の

中
の
言
葉
が
よ
い
。

2 

．
意
識
、
イ
メ
ー
ジ　

思
い　

（
宇
宙
の
中
心
か
ら
の
）
白
光
が
自
分

の
頭
に
燦
々
と
降
り
注
ぐ
。

● �●



気
は
手
か
ら
も
出
る
が
目
か
ら
も
出

る
。実

際
全
員
で
行
い
、
レ
モ
ン
に
気
を

入
れ
て
味
の
変
化
が
起
こ
る
こ
と
を
全

員
確
か
め
た
。

ま
た
O
リ
ン
グ
法
に
よ
る
確
認
も
行

っ
た
。

気
を
入
れ
る
に
は
、
手
で
入
れ
る
、

目
で
入
れ
る
、
イ
メ
ー
ジ
で
入
れ
る
、

の
三
つ
の
方
法
が
あ
る
。
例
え
ば
食
物

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
順
位
の
高
い
気
を
入
れ

る
と
味
が
変
わ
る
。

聖
書
で
は
神
が
人（
ア
ダ
ム
）
を
つ

く
る
と
き
に
息
吹
か
ら
出
る
気
で
作
っ

た
。
味
は
ま
ろ
や
か
と
な
る
の
が
多
い
。

風
呂
に
や
る
と
よ
い
。
酒
、
ワ
イ
ン
に

も
効
果
が
あ
る
。
ジ
ュ
ー
ド
カ
リ
バ
ン

量
子
力
学
学
者
、
考
古
学
者
、
ヒ
ー
ラ

ー
は「
癒
し
は
超
物
理
的
な
因
果
性
と

い
う
段
階
か
ら
始
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
っ
て
流
れ
始
め
る
。」
と
い
っ
て
い
る
。

心
と
身
体
と
宇
宙
を
つ
な
ぐ
も
の
、
そ

れ
が
気
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
想
い
が

実
現
す
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

気
が
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、
さ

ら
に
気
を
出
す
実
験
、
そ
の
気
を
感
ず

る
実
験
、
ま
た
味
を
変
え
る
実
践
で
気

が
出
て
い
る
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
各
人
の
体
の
気
の
回
路
を

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
頂
い
た
。
今
後
更

に
自
分
で
応
用
を
深
め
た
い
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
13
名
、
合
計
27
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

9
月
17
日
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＜サトルエネルギー学会主催 ＇11秋の大会（日本サイ科学会協賛）のお知らせ＞

秋の大会テーマ 　新生（神聖）日本が世界を変える　（大会委員長　米田　晃）

講演・実演者（予定） 倭 瑠七、森 美紀子、添谷 まり子、帯津 良一、
　　（敬称略）  根岸 秋吉、天野 聖子、神矢 真悟、植田 睦子

日時：平成23年10月8日（土）　開場12 :00　開演12 :50　終演18 :40

会場：（財）修養団SYDホール　 JR「代々木駅」徒歩5分（東京都渋谷区千駄ヶ谷4−25−2）

公式サイト　URL：http://www.subtle-eng.com/index.html

【お申込み要領】　FAX　03−5730−6451　サトルエネルギー学会　シンポ大会係

　　FAX記載項目：氏名・住所・TEL・チケット枚数・合計金額

　　料金：予約料金：サイ科学会員・サトル会員価格同一　￥4,000　（一般予約￥6,000）　

【振込先】　お申込みと同時に下記宛お振込み下さい。ご入金確認後チケットを送付します。

　　郵便振込み先：00170−1−196569　サトルエネルギー学会

主催：お問合せ 　サトルエネルギー学会　03−5730−6450
  　E-mail　infomation@subtle-eng.com



の反応も返ってこないはずです」、と書いて
ある。

（5 ）身体まわりに「生体磁気」を発生させる能力
のある事で有名なTS師の、ご自身による未
知能力講演会が2010年2月20日に開催され
た（サイ科学会月例会）。感銘を受けたが、
一部分のみを報告する。（5−1）携帯が発す
る電波や、物を叩いた時の音に、つまり、物
に乗せて気を飛ばすとよい。（5−2）気が出
る時は、両耳が聞こえなくなる。（5−3）植
物への気の注入は、水を介して行う。一般
に、水にカルキが混入している場合には注
入出来ない、しかし植物灰を入れるとカル
キは取れて注入できる。（5−4）何も感じて
いない時に外気が注入される（無念無想）。

（5−5）外気がくると、耳鳴りがする。また
腸が痛くなる。（5−6）気について水と音は
大切である。（5−7）はだか火（燃す）がある
と、気は動きやすい。（5−8）暗いと身体が
動いている感じになる。速度大の乗り物は
苦手である。その他。

（6 ）研究者と能力者（訓練による）を兼ねている
HA師からロシアやウクライナに於ける未知
能力開発学校、並びに實習・訓練の報告・
講演があった（2011年5月14日、サイ科学会
月例会）。感銘を受けたので一部分を報告す
る。（6−1）意識集中により、未使用の脳部
位を使用する事（5から80%に）による非眼
視覚（透視、RV）開発訓練である。（6−2）感
覚を磨く為に「めかくし」をする。（6−3）音
を色でみる。文字や図形を感覚でみて答え
る。つまり、形、色、模様などを感じ取る。

（6−4）感覚の焦点を絞り込むと、分子、原
子、素粒子等視覚の範囲を越えて見えてく
る。（6−5）イメージで見る、または感覚的
にみる。（6−6）訓練として、チャクラや生
体エネルギーの流れを手かざしで調整する。
オーラはその人自身であり、指紋のように、
個々別化されている。（6−7）脳科学研究と
して国の助成金を得て、通常科学として、
体系化がすすんでいる。17才以下の子供は
ほぼ100%が可能である。病院や学校で訓練
しており、障害者訓練にも応用されており、
HA師はインストラクターでもある。講演や

紹介されたビデオをみると、中国が実施し
ている気功や、催眠を用いた我々の能力開
発の訓練と、基礎的な部分では、共通性が
あり、又は同一であるともいえる。

（7 ）来日中の趙偉、干永昌、張永詳の3名の気
功師にお願いして、練功中の生体の電気特
性として脳波、皮膚表面上の機械振動

（MV）、経穴のポテンシャル（本山式AMI）
を測定した（佐々木茂美、小林泰樹、サイ科
学、1989 , 12 -1 , pp. 17 -24）、結果として、
外気放出時には経絡系は平衡安定化し、大
脳や皮膚などではリラックスと緊張が同時
に進行する傾向にある。気功師と受け手間
の変化をみると、経絡系では送り手と受け
手の間でシーソーゲーム状の電気ポテン
シャル変化があり、気功師は、揺すぶりを
かけて受け手の気を流通させている様子が
推定される。また自律神経変化は経絡系と
は別である事が判った。さらに受け手の外
気放出時の機械振動（MV）をみると、高並
びに低周波域まで拡張し、さらにパワーもよ
り大になる傾向があることが判った（ibid、
12-1, pp.25-32 .）。

4）検討と考察
上記を纏める、（a）心理的な条件が重要であ

る（1、2−1、2−3、2−4）。（b）無意識（シーター
波）に関係する（2−1、2−2、3、4、5−2、5−4、
5−5、5−8）。（c）感覚とイメージが重要（2−2、
2−3、2−4、2−5、6−1、6−2、6−3、6−5）。

（d）意識や感覚の集中が必要（6−1、6−4、7）
（e）縦波（音）や横波（電磁波）を搬送波として
伝達する（5−1、7）。（f）生体エネルギー（チャ
クラ）やオーラ（エネルギー層）に関係する

（6−6、7）。（g）水や活性化（火）に関係する
（5−3、5−7、5−8）、事がわかる。以上より、
未知現象生起には心理的な条件設定が必要で
あり、リラックス集中を行い、意識を薄めて変
性意識状態（無意識に接近）となり、体内の生
体エネルギーを活性化して、音や電波を仲介

（搬送波）して、気を放出している、と推定す
る事が出来る。

● �●



生命体の先頭にあると言われる人間は肉体
（物）と心（意識）を持ち、マクロな物質世界で
生活している訳であるが、この奧には、物質を
構成するミクロな素粒子の世界があり、理性
や知性としての意識（常識、心）の奧にはこれ
を支える無意識層や集合的無意識層の世界が
ある。これらの奧の世界は、我々の住む世界
とは別の異質の世界なので、常識では推定す
る事すら出来ず、また「見えず、聞こえず」な
ので、再現性や因果律が成立し難い面がある。
しかし、真の満足は無意識層を浄化すること
にあると言う意見もある。奧の世界を構成する

「素粒子と無意識層の相互間の作用に、どの様
な機構が隠されているのか」、「それらをどの様
に究明するのか」、｢人々の幸福と、それらは、
どの様な関係にあるのか｣が問題になる。

著者らは、これらの問題を取り扱いたいと希
望している。一例として、人々の集合的な意識

（無意識）と感情は、ランダムに放出される素粒
子に働きかけて、そのランダム性を壊し、秩序
化する事実のある事が判り、地球規模（約100
個所）の意識・感情調査プロジェクト（GCP）
が、今、進行中である。これは集合的な精神（無
意識、感情）と物質（素粒子）の相互作用を調
査している事を意味している。

まれではあるが、我々が直接経験する現象
の一つにマクロPK（念力）である。研究によれ
ば、この未知現象の根底には素粒子と無意識
層の相互作用の存在が推定されている。さら
なる機構の解明や証明には、数多くの事実や
実験結果が必要である。しかし、上述したよ
うに、未知現象はまれにしか生起しないので、
個々の事例は貴重なものとなる。

3）未知能力生起の事情
福来友吉（1910）によって透視・念写が発見

された（㈳福来超心理学研究所報告、No. I、
昭和36年）。

（1 ）心理条件が微妙に影響するので、信頼さ
れ、好意をもって貰う為に、いろいろの面で
努力する必要がある（その他、文献参照）。

（2 ）実験（1974～2010年）の条件設定として、
著者らが知り得た事例を略述する。ただし、
記憶が不完全の場合もあると思う。（2−1）実

験者や立ち会い人の意識（無意識）が実験結
果に現れることがある。つまり、MK師の念
写テストの際、例えば「3枚目に上から下方
向に光を入れる」と、実験者が念じ、誰にも
話さないでおく。これがMK師（功能者）に
反映して、その通りの結果が得られた。別
に2回経験した。なお福来実験の場合にも同
一内容の結果があった（福来著書、参照）。

（2−2）実験者が計画・希望するような結果
を、被験者が感じ取って、その様な結果を
出してしまう。つまり実験者が変わると、同
じ実験でも結果が変わる場合がある（例、宮
内力と佐々木茂美）。他の場合も含めて、

（2−3）実験を成功させる為には、動機付け、
納得して貰う、なんの為に、等を理解して
貰う（例、研究目的、物を貰う。約束を果た
す、興味を持って貰う、ああそうか、等）。

（2−4）実験者と被験者間にラポール形成が
有るとよい（恋人同士間の状況）。（2−5）勇
気づける（ほめる、びっくりする）。（2−6）リ
ラックス集中が必要。実験の雰囲気が緊張
していると、サイ（気）は出てこない。例え
ば、知らない人が1人加わると（周りに）、雰
囲気が変わり、サイ（気）は出てこない。談
笑しながら、4～5時間程度も待たせると、
実験者と監視人のみんなの気がそろい、サ
イ（気）は出てくる様になる。

（3 ）政木和三師は、様々な未知能力を保持して
いた（サイ科学、32-1, pp.186～7）。昼間の
普通の生活（言動）でも、意識（常識）と無意
識（幻覚、夢）を併置している発明者・未知
能力者の雰囲気を持っており、常識と非常
識が同居している行為があったと思う。また
本人は「私の脳はいつもシーター波だ、シー
ター波が重要だ」と述べていた。

（4 ）TBSテレビ未知能力取材班が4年間（1990
～3）にわたって報道した番組「ギミア ぶれ
いく」等で活躍した少年、少女の一人、T.T
チャンの 透 視 時 の 様 子 が「人 体 科 学 会
NEWSLETTER, No.5、1996 , p.36」に報告
されている（治部真里）「そのときのT.Tちゃ
んの目は、瞳が開いているのにもかかわら
ず、まるで何も映っていないかのようでし
た。たとえ目の前で手をふったとしても、何

●� ●



1）はしがき
未知現象は精神（感情）と物質に関係してお

り、その出現（生起）はまれな事象なので、観
測・経験した事実を「データ・ベース」として
歴史に残すべきであると考えております。未
知能力を保持している未知能力者並びに関係
者は、保持する様々な事実並びに観察した事
実等を公表して戴きたい、とお願いする次第
です。
「心を科学する博物館の設立準備委員会」で

は、事業の一部として、「未知能力のデータ・
ベース化」を実施しております。今までは主と
して研究者と未知能力指導者が登場しており
ましたが、これからは気功師や未知能力者（功
能者）にもお願いし、さらにお許し頂ければ国
単位にまで範囲を広げさせて戴きたいと考え
ております。一方、重要ではありますが、論
文に書き難い問題、例えば「準備、雰囲気、感
情、仕草、思い、等」因果律や再現性にそぐわ
ない問題も重要であると思います。本稿では、
筆者らが知り得た「未知能力と未知現象の出現
の状況」、「それの検討と解釈」等を記述するこ
とに致します。

2）問題の存在
近代科学は何時、どこで、誰でも、何回やっ

ても、同じ結果が得られると言う再現性と因
果性を基礎にしている。我々の住む生活空間

は、縦、横、高さから成るマクロな3次元空間
であり、時間は昨日､ 今日、明日と言われるよ
うに「時間の矢」（一方向に）として、流れてい
る。作用や機能としては、エントロピー増大

（無秩序化）への方向性をもっていて、基礎に
なっているのは、古典的と言われる物理学や
電磁気学等である。約400年も昔の17世紀の
デカルトによって、物と心を分けて解釈する二
元論が提案された。それ以降の現在にいたる
物質科学は、意識（心、精神）面を除外して、
我々に空前の進歩と繁栄をもたらし、多くの
人々は衣、食、住の基本的欲望の満足をほぼ
満たす事が出来る様になってきた。

しかしこれで総てが充分できるかと言うと、
そうではなく、心と物のバランスが必要であ
る。心底からの「安らぎ」や「リラックス」等、
優しさと精神面の充実が求められることにな
る。真の満足と幸福は、精神面を充足する事
によって得られる、と言われている。例えば我
が国において心の傷害、雇用、その他様々な
理由から自殺する人達が年間3万人以上もい
て、しかも壮年層が多く、これが13年以上も
続いている、との事である。他方、別の面を
見ると、これらとは異なり、微生物や植物なら
びに動物や人間等の生命体は、生きると言う
目的に向かって成長するというエントロピー減
少（秩序化）への方向性等を持っている。つま
り、生命と物は別である事がわかる。

未知能力・現象の出現状況（1）未知能力・現象の出現状況（1）
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月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

◎
十
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
14
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
二
月
忘
年
の
放

　

談
会
の
お
知
ら
せ

◎
一
月
本
部
例
会
予
告

◎
六
月
本
部
例
会
報
告

◎
六
月
通
常
総
会
報
告

◎
第
三
五
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
五
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
未
知
能
力
・
現
象
の
出
現
状
況（
2
）

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。

（
財
）
日
本
心
霊
科
学
協
会
常
任
理
事
。

J
M
C
相
談
役
。

東
京
生
ま
れ
。
旧
東
京
写
真
大
学（
現

東
京
工
芸
大
学
）
技
術
科
、
慶
應
義
塾

大
学
哲
学
科
心
理
学
専
攻
。
フ
ジ
テ
レ

ビ
で
は
主
に
番
組
の
企
画
制
作
に
従
事

し
、
ド
ラ
マ
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
な
ど

で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
制
作
部
長
を
務
め
る
。
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大
阪
万
博
、
筑
波
科
学
万
博
な
ど
の

企
画
に
も
携
わ
り
、
現
在
は「
オ
ー
ブ
」

や「
特
異
能
力
」の
研
究
に
努
め
て
い
る
。

日
時　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
10
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
十
万
円　
　
　
　

佐
々
木
茂
美　

様

金
六
万
円　
　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
一
万
五
千
円　
　

佐
藤　

禎
花　

様

金
二
千
二
百
円　
　

カ
ー
リ
ー
山
口
様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　
お
願
い

☆ 

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
予
告

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。

今
回
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
発
表

し
た
い
方
一
、二
名
に
20
分
位
ず
つ
で

口
火
を
切
っ
て
頂
い
て
、
引
き
続
い
て

出
席
者
の
皆
様
か
ら
自
由
に
発
表
し
て

頂
き
ま
す
。

皆
様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
V
H
S
テ
ー
プ
等
も
お

持
ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ

さ
い（
V
H
S
テ
ー
プ
や
D
V
D
等
を

お
見
せ
し
た
い
方
は
、
装
置
予
約
の
た

め
早
め
に
事
務
局
に
お
知
ら
せ
願
い
ま

す
）。ス

プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※ 

最
初
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
い
方
は
、

事
務
局
に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
F
A
X

願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
23
年
12
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
5
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
14
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
　
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

2
0
1
1
年
12
月
21
日
（
水
）

　
　
　

午
後
6
時
～
9
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7
）

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

 

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会
員
会
費　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

● ❷●



陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
）

 
※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

マ
ヤ
の
長
期
暦
が
終
焉
を
迎
え
る
2

0
1
2
年
ま
で
、
泣
い
て
も
笑
っ
て
も

あ
と
1
年
!　

世
界
の
政
治
体
制
は

2
0
1
2
年
に
ガ
ラ
リ
と
改
変
し
ま
す
。

2
0
1
1
年
は
東
日
本
大
震
災
、
台
風

12
号
の
猛
威
、
円
高
等
々
で
ニ
ッ
ポ
ン

も
混
乱
を
極
め
ま
し
た
。
激
動
の
時
代

に
あ
っ
て
、
我
々
ニ
ッ
ポ
ン
ジ
ン
は
ど

う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
?　

そ
う
い
っ
た

問
題
を
見
据
え
て
、
今
年
も
ま
た
ア
セ

ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「 

菅
原
道
真
公
の
知
ら
れ
ざ
る

秘
話
、
篆
書
（
て
ん
し
ょ
）
の

持
つ
パ
ワ
ー
、
た
つ
（
龍
・

竜
・
辰
）
の
字
の
不
思
議
」

  

　
　
　
講
師
　
塩
小
路
　
光
孚 

氏

日
時　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
〇
一
一
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
23
年
12
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

      

0 

6
・
6
4
4
3
・
0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※
参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

　

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※
12
月
7
日
（
水
）
ま
で
に
、
事
務
局

　

木
村
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

　

0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
予
告

縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル

　
　
　
講
師
　
ミ
ッ
ツ
ィ 

植
田 

氏

3
・
11
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
生
き

方
・
物
の
見
方
・
価
値
観
が
劇
的
に
変

化
し
ま
し
た
。
今
こ
そ
日
本
人
が
D
	N	

A
の
中
に
持
っ
て
い
る
真
の「
日
本
人

魂（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）」
の
底
力
を
発
揮
す

る
と
き
が
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は「
サ
バ
イ
バ
ル
」
で
す
。
自
分
の
生

存
を
他
者
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

農
地
の
確
保
、
水
の
確
保
、
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
食
料
の
備
蓄
、
サ
バ
イ
バ
ル

に
必
要
な
情
報
を
共
有
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
な
ど
、「
自
給
自
足
」

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
転
換
す
る
こ
と

が
、
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
で

す
。戦

争
も
な
く
、
思
い
や
り
・
分
か
ち

合
い
で
共
存
共
栄
の
社
会
を
1
万
6 

5	

0 

0
年
も
継
続
し
た「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ

ト
」
の
智
慧
に
学
び
、
日
本
人
が
こ
の

原
点
に
戻
れ
ば
サ
バ
イ
バ
ル
可
能
で
す
。

マ
ヤ
の
予
言
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
縄
文

遺
跡
、
リ
モ
ー
ト
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
、
直

観
力
の
鍛
え
方
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
提
言
し

ま
す
。

※
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
氏
と
も
親
し
く
貴

重
な
お
話
が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
ミ
ッ
ツ
ィ
植
田
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・（
株
）U
I
C　

代
表
取
締
役

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
グ
協
会

会
長

京
都
市
生
ま
れ
。
大
学
を
卒
業
後
、

渡
米
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
航
空
学
院
卒
。

独
自
に
開
発
し
た
脳
力
ア
ッ
プ
法
で
、

米
国
の「
自
家
用
飛
行
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
」

「
地
上
教
官
」
免
許
を
異
例
の
2
カ
月
で

同
時
ス
ピ
ー
ド
取
得
。

米
国
F
A
A
連
邦
航
空
局
の
最
難
関

国
家
試
験
と
言
わ
れ
る
「
運
航
管
理
者

免
許
」
日
本
人
女
性
初
の
合
格
者
。
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
航
空
で
運
行
管
理
者
と

し
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
携
わ
る
。

現
在
、
教
材
開
発
、
通
訳
、
翻
訳
、

●❸ ●



作
家
活
動
を
行
う
か
た
わ
ら
、「
脳
力

開
発
セ
ミ
ナ
ー
」「
超
英
語
法
セ
ミ
ナ

ー
」
リ
モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
手
法

を
使
っ
た「
直
観
力
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。

著
作
に「
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
が
語
る
リ

モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
世
界
」、「
ヘ

ミ
シ
ン
ク
入
門
」、「
浄
化
準
備
」、「
覚

醒
準
備
」、「
あ
な
た
も
残
り
5
%
の
成

功
者
に
な
れ
る
」、「
ミ
ッ
ツ
ィ
の
夢
が

か
な
う
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」、
D
V
D

「
チ
ャ
ク
ラ  

こ
の
神
秘
な
る
輝
き
～
覚

醒
へ
の
レ
イ
ン
ボ
ウ
・
ブ
リ
ッ
ジ
～
」、

C
D「
自
宅
で
で
き
る
簡
単
イ
ル
カ
セ
ラ

ピ
ー
」、「
ミ
ッ
ツ
イ
の「
夢
が
か
な
う
」

魔
法
の
音
♪
」

日
時　

平
成
24
年
1
月
14
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

 

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
本
部
例
会
報
告

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
講
師
　
井
出
　
治 

氏

（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
）

今
日
は
私
が
3
月
の
震
災
直
後
に
出

席
し
た
米
国
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大

学
の
ほ
う
で
、
最
近
で
き
た
イ
ン
バ
ー

タ
の
結
果
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

前
半
は
そ
の
内
容
を
中
心
に
お
話
し
し
、

後
半
は
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
の
お
話
を
し
ま

す
。

※
最
初
に
以
前
開
発
し
て
い
た「
エ
ー

テ
ル
エ
ン
ジ
ン
」の
動
画
を
紹
介
す
る
。

3
月
に
私
が
出
席
し
た
国
際
会
議

「Space Propulsion and E
nergy 

Science International F
orum

 
2011

」
は
米
国
の
国
防
総
省
やN

A
SA

、

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
空
軍
研
究
所
が
バ
ッ

ク
で
主
催
す
る
宇
宙
航
空
関
係
の
学
会

で
す
。
ち
ょ
う
ど
一
年
前
に
知
り
合
い

の
何
人
か
に
イ
ン
バ
ー
タ
を
公
開
実
験

し
た
時
に
、
知
り
合
い
の
一
人
か
ら
こ

の
国
際
会
議
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
早
速
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
を

投
稿
し
ま
し
た
ら
、
3
日
も
経
た
な
い

う
ち
に
是
非
と
も
発
表
し
ろ
と
い
う
返

事
が
来
ま
し
た
。

会
議
は
3
月
15
日
～
17
日
開
催
で
、

私
は
16
日
の
メ
イ
ン
発
表
の
時
間
帯
で

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

外
国
人
の
発
表
は
私
と
ド
イ
ツ
人
の
二

人
だ
け
で
し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
3

月
11
日
は
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
日
本
を
出
発
し
た
13
日
は
ぎ

り
ぎ
り
電
車
が
動
い
て
く
れ
て
絶
妙
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
発
で
き
ま
し
た
。

発
表
す
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
た
の
で

す
が
、
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
投
稿
の
後
、

ド
ラ
フ
ト
ペ
ー
パ
ー（
簡
単
な
論
文
）
を

9
月
ま
で
に
提
出
せ
よ
と
来
て
、
何
と

か
間
に
合
わ
せ
た
ら
、
ア
ク
セ
プ
ト
、

す
な
わ
ち
「
あ
な
た
の
論
文
は
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
で
発
表
し
て
O 

K
」
が
来

ま
し
た
。
そ
の
後
メ
ー
ル
で
の
質
問
が

大
量
に
来
て
そ
れ
に
対
応
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で「
効
率
は
?
」
と
い
う
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
私
は
ド
ラ
フ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
段
階
で
は
一
〇
〇
%
以
上
の
超
効

率（H
yper Effi

ciency

）
の
こ
と
を
隠

し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
伝

え
て
、「
こ
の
内
容
で
学
会
発
表
で
き
る

か
?
」
と
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
ら
、「
い

っ
た
い
ど
う
い
う
方
法
で
ど
ん
な
機
械

を
使
っ
て
そ
う
い
う
デ
ー
タ
を
出
し
た

の
か
?
」
と
詳
細
に
聞
い
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
き
っ
ち
り
答
え
る
こ
と
で「
発

表
は
O 

K
だ
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
サ
イ
科
学
会
は
別
で
す
が
、
日

本
の
通
常
の
学
会
で
し
た
ら
、
超
効
率

を
言
っ
た
時
点
で
、
一
〇
〇
%
拒
否
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
が
日
本
の
学
者

の
ダ
メ
な
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
学

会
は
し
っ
か
り
詳
細
を
問
い
合
わ
せ
て

き
て
、
納
得
す
れ
ば
最
後
に
O
K
を
出

す
の
が
、
偉
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
日
本
語
訳

す
る
と
、「"Positive EM

F
"

で
駆
動

さ
れ
て
、
な
お
か
つ
過
渡
現
象
と
の
相

互
作
用
に
よ
っ
て
、
駆
動
さ
れ
る
超
効

率
の
イ
ン
バ
ー
タ
」で
す
が
、
こ
う
い
う

内
容
で
堂
々
と
発
表
で
き
る
の
が
、
ア

メ
リ
カ
の
す
ご
い
と
こ
ろ
で
す
。

イ
ン
バ
ー
タ
と
い
う
の
は
直
流
電
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源
を
交
流
電
源
に
変
換
す
る
装
置
で
、

我
々
の
日
常
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
や
他
の
電
気
製
品
の
ほ
ぼ
す

べ
て
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
イ
ン
バ
ー
タ
の
特
徴
は
、
高
速

の
ス
パ
イ
ク
波
と
反
発
磁
場
を
使
い
、

過
渡
現
象
と
過
渡
現
象
を
重
ね
合
わ
せ

て
駆
動
す
る
こ
と
で
、
現
在
は
通
常
の

イ
ン
バ
ー
タ
の
4
倍
の
効
率
が
出
て
い

ま
す
。

"Positive EM
F

"

と
い
う
言
葉
は
、

私
の
創
り
だ
し
た
起
電
力
の
概
念
で
し

て
、
私
の
最
初
の
米
国
応
用
物
理
学
会

の
論
文
に
出
て
き
ま
す
が
、「
特
殊
な
磁

場
構
造
を
も
っ
た
共
振
回
路
に
お
い
て

非
常
に
異
常
な
電
圧
が
発
生
す
る
」と
い

う
内
容
の
論
文
で
す
。
こ
の
中
で
私
が

言
い
た
か
っ
た
の
は「
未
知
の"Positive 

EM
F

"

が
存
在
す
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

"Positive EM
F

"

は
正（+

）の
起
電

力
す
な
わ
ち
入
力
電
流
と
同
一
方
向
で

あ
っ
て
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
逆
起
電
力
と

は
逆
方
向
と
な
り
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電

力
か
ら
は
独
立
し
て
お
り
ま
す
。

通
常
の
E
M
F（
起
電
力
）
は
イ
ギ

リ
ス
の
科
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ラ
デ

ー
が
電
磁
誘
導
と
し
て
発
見
し
た
も
の

で
す
が
、
こ
れ
は
大
変
な
発
見
と
な
り

ま
す
。
我
々
が
現
在
使
用
し
て
い
る
電

気
は
す
べ
て
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
電
磁
誘

導
の
法
則
か
ら
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

水
力
・
火
力
・
原
子
力
発
電
で
あ
ろ
う

と
、
自
転
車
灯
の
発
電
器
で
あ
ろ
う
と
、

車
の
発
電
器
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
フ

ァ
ラ
デ
ー
が
一
八
〇
年
く
ら
い
前
に
原

理
を
見
つ
け
た
も
の
を
、
い
ま
だ
に
使

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
聞
い
て
意

外
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
発
電
方
法
に
は
何
一
つ
進
歩

が
な
い
の
で
す
。
フ
ァ
ラ
デ
ー
は
も
う

一
つ
大
事
な
起
電
力
で
あ
る「
単
極
誘

導
」
を
発
見
し
ま
し
た
。
フ
ァ
ラ
デ
ー

の
電
磁
誘
導
の
実
験
装
置
は
現
在
で
も
、

イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
で
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で

は
重
要
な
科
学
的
発
見
を
し
た
も
の
を
、

し
っ
か
り
残
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
も

そ
の
精
神
は
見
習
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

"Positive EM
F

"

の
論
文
を
ア
メ
リ

カ
の
応
用
物
理
学
会
で
発
表
し
ま
し
た

ら
、
N 

A 

S 

A
の
ラ
ン
グ
レ
ー
研
究
所

か
ら
も
案
内
が
き
ま
し
て
こ
ち
ら
で
も

発
表
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
こ
の「
非
線
形

電
磁
誘
導
理
論
」
と
い
う
も
の
を
創
っ

た
ば
か
り
で
し
た
の
で
、“
渡
り
に
船
”

と
い
う
こ
と
で
早
速
論
文
を
出
し
ま
し

た
。
1 

9 

9 

9
年
12
月
に
サ
ン
タ
バ
ー

バ
ラ
に
行
っ
て
、
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
2
回
目
に
発
表
し
た
論
文
は「
フ

ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
と
は
独
立
し
た
起

電
力
が
存
在
す
る
」
と
い
う
内
容
で
す
。

な
ぜ
こ
こ
ま
で
言
っ
た
か
と
い
う
と
、

1
回
目
の
論
文
で
見
つ
け
た"Positive 

EM
F

"
に
は
法
則
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
見
つ
け
た
と
い
う
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
フ
ァ

ラ
デ
ー
の
法
則
は
、
磁
束
の
時
間
に
よ

る
一
次
微
分
な
の
で
す
が
、"Positive 

EM
F

"

は
磁
束
の
時
間
に
よ
る
二
次
微

分
以
上
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

上
図
の
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
の
K	

1
の
数
値
は
1
と
な
り
ま
す
が
、
フ
ァ

ラ
デ
ー
は
単
極
誘
導
も
発
見
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
る
起
電
力
は

こ
の
2
つ
だ
け
な
の
で
す
。
私
は
こ
れ

に
対
し
て
起
電
力
は
こ
ん
な
も
の
で
は

な
く
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
の
も
う

ひ
と
つ
上
の
高
次
項
に
符
号
が
+
の
第

三
の
起
電
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

こ
れ
を
仮
定
す
る
と
今
ま
で
出
て
き
た

現
象
が
説
明
で
き
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
起
電
力
は
こ
ん
な
も
の
で

は
な
く
、
さ
ら
に
磁
束
の
三
次
以
上
の

微
分
が
マ
イ
ナ
ス
と
プ
ラ
ス
交
互
で
続

く
無
限
級
数
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
を
出
し
ま
し
た
。
自
然
現
象

は
リ
ニ
ア
ー（
直
線
性
）で
は
な
く
多
く

が
無
限
級
数
で
よ
り
精
密
に
説
明
さ
れ

ま
す
。

二
次
微
分
以
降
は
未
知
の
起
電
力
と

な
り
ま
す
が
、
私
が
非
常
に
興
味
を
も

っ
て
い
る
の
は
、
プ
ラ
ス
方
向
の
第
三

の
起
電
力
で
あ
り
、
こ
れ
を
う
ま
く
引

っ
張
り
出
す
よ
う
に
す
れ
ば
、
す
な
わ

ち
こ
れ
を
使
う
発
電
機
を
創
れ
ば「
永
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久
機
関
」が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
上
が
N
A
S
A
の
ラ
ン
グ
レ
ー
研

究
所
で
発
表
し
た
内
容
で
す
。

こ
の
後
、
私
は「
エ
ー
テ
ル
エ
ン
ジ

ン
」
の
研
究
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
モ
ー
タ
ー
系
は
機
械
損

失
が
生
じ
る
の
で
や
っ
か
い
な
問
題
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
消
す
た
め
に
、
完

全
に
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
状
態
で
発
電
機

が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
を
追
求
し
た
の
が
二
〇
〇
〇
年
以

降
や
っ
て
い
る
研
究
で
す
。

や
り
始
め
た
直
後
に
1
2
0
%
以
上

の
効
率
が
出
た
の
で
す
が
、
再
度
実
験

す
る
と
再
現
性
が
な
い
の
で
す
。
そ
れ

で
も
一
度
甘
い
汁
を
吸
っ
た
の
で
も
う

止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
続
け
た

の
で
す
が
、
1
0
0
%
出
る
か
出
な
い

か
の
す
れ
す
れ
の
状
態
が
9
年
間
続
き

ま
し
た
。
そ
し
て
2
0
0
9
年
に
1 

1	

0
%
の
効
率
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
る

よ
う
に
な
り
、「
や
っ
た
!
」
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
ま
た
出
な
く
な
っ

て
、
ガ
ッ
ク
リ
し
た
の
で
す
。
そ
う
い

う
こ
と
が
何
回
か
続
い
た
後
、
一
昨
年

の
12
月
の
終
わ
り
に
、
大
き
く
頭
の
切

り
替
え
を
行
い
、
特
別
な
方
法
で
行
け

そ
う
だ
と
分
か
り
、
昨
年
1
月
の
初
旬

に
す
べ
て
の
も
の
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
状
態
は
今
で
も
続
い
て
お
り
ま
し

て
、
ま
だ
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
だ
け
は
再
現
性
が
一
年
半
以

上
続
い
て
お
り
ま
す
。

後
半
は
家
内
を
通
し
て
交
信
し
た
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
で
す
。

そ
れ
は
別
宇
宙
の
異
星
人
と
別
空
間
の

何
種
類
か
の
地
底
人
な
ど
で
す
。
宇
宙

人
は
4
、
5
種
類
と
交
信
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
受
け
て
面
白
か
っ
た
の
は
銀

河
連
合
か
ら
来
た
宇
宙
人
で
す
。
漫
画

み
た
い
な
話
で
す
が
、
ま
と
も
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。
宇
宙
に

い
る
“
意
識
体
”
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

戴
き
ま
す
。

来
て
う
れ
し
い
も
の
と
う
れ
し
く
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
う
れ
し

い
の
は「
聖
母
マ
リ
ア
」
の
聖
霊
で
す
。

よ
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
な
ど
に
あ
る

絵
画
の
な
よ
っ
と
し
た
感
じ
で
は
な
く
、

目
鼻
立
ち
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
え

ら
も
張
っ
て
い
て
耳
が
と
ん
が
っ
て
い

ま
す
。

と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
存
在
が
来
ま

す
が
、
私
の
研
究
に
関
係
す
る
人
で
は

ニ
コ
ラ
・
テ
ス
ラ
や
ボ
ル
タ
電
池
の
ア

レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ル
タ
、
ま
た
聖
霊

レ
ベ
ル
で
は
、
白
龍
、
黒
龍
、
青
龍
、

白
蛇
な
ど
、
坂
本
龍
馬
や
私
の
先
祖
ら

し
い
の
で
す
が
河
野
水
軍
の
武
士
な
ど

も
来
ま
し
た
。

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
と
関
係
し
て
こ
こ
一

年
で
経
験
し
た
不
思
議
な
、
あ
る
い
は

面
白
い
お
話
を
し
ま
す
。
先
日
京
都
に

お
花
見
に
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
銀

閣
寺
の
近
く
に
あ
る
、
私
が
学
生
時
代

に
よ
く
散
歩
し
た「
哲
学
の
道
」で
の
お

話
で
す
。
家
内
と
二
人
で
歩
い
て
い
ま

し
た
ら
、
前
の
ほ
う
に
可
愛
い
白
い
猫

が
い
た
の
で
見
て
い
た
ら
、
猫
が
疎
水

の
中
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
声
を
か
け
た
ら
猫
独
特
の
ツ
ン
と
し

て
、
向
こ
う
を
向
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
内
に
「
じ
ゃ
あ
行
こ
う
!
」
と
行
っ
て

歩
い
て
い
た
ら
、
家
内
が
「
あ
っ
猫
が
つ

い
て
く
る
!
」
と
言
っ
た
の
で
、「
え
っ
」

と
私
が
見
た
瞬
間
、
私
の
足
も
と
で
そ

の
猫
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

家
内
が
ち
ょ
っ
と
不
気
味
に
な
っ
て
、

ホ
テ
ル
に
向
か
い
夜
く
つ
ろ
い
で
い
た

ら
、
二
条
城
の
人
柱（
男
）
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
悪
い
怨
念
を
も
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
が
、「
二
条
城
に
は

来
る
な
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
猫
の

件
も
聞
き
ま
し
た
ら
、「
京
都
で
は
物
の

怪
も
一
杯
い
る
の
で
そ
ん
な
こ
と
は
当

た
り
前
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
昔
か
ら
U
F
O
を
よ
く
見
る
の

で
す
が
、
数
日
前
に
ま
た
オ
レ
ン
ジ
色

の
月
の
大
き
さ
く
ら
い
の
U
F
O
を
家

内
と
見
ま
し
て
、
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
し
て

い
る
宇
宙
人
に
、「
あ
れ
は
君
の
か
?
」

と
聞
き
ま
し
た
ら
、「
い
や
違
う
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ

を
し
て
い
る
聖
霊
の
誰
で
も
崇
拝
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
友
達
感
覚
で
つ

き
合
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
人
は
す
ぐ

何
で
も
崇
拝
し
て
し
ま
う
の
は
悪
い
傾

向
で
、
民
度
が
発
展
し
な
い
の
で
す
。

ま
た
昨
年
の
夏
の
こ
と
で
す
が
、
夜

中
に
洗
面
所
の
壁
に
か
け
て
あ
っ
た
ド

ラ
イ
ヤ
ー
が
勝
手
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ

て
回
り
始
め
た
の
で
、
家
内
に
何
か
変

な
も
の
が
来
て
い
な
い
か
見
て
く
れ
と

言
っ
た
ら
、
別
に
悪
い
感
じ
は
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
洗
面
所
に
行
っ
て
、

関
係
な
い
ス
イ
ッ
チ
を
触
っ
た
ら
、
ド

ラ
イ
ヤ
ー
が
オ
フ
に
な
っ
た
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
不
気
味
に
な
っ
て
、
仲
の

い
い
聖
霊
に
聞
い
て
み
た
ら
何
も
言
わ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
後
に
宇
宙
人

に
「
君
が
や
っ
た
の
か
?
」
聞
い
た
ら
、

「
夏
の
夜
の
納
涼
だ
!
」
と
答
え
た
の
で

す
。
そ
う
い
う
付
き
合
い
方
を
し
て
い

る
の
で
す
が
、
面
白
い
で
し
ょ
う
! 

と

き
ど
き
彼
ら
は
存
在
の
証
拠
を
3
次
元

の
世
界
に
出
し
て
く
る
の
で
す
。

私
の
今
回
の
研
究
に
関
し
ま
し
て
も
、

宇
宙
人
、
地
底
人
が
関
わ
っ
て
い
る
の
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で
す
が
、
す
ぐ
そ
ば
で
私
の
実
験
を
見

て
い
る
の
が
分
か
っ
た
の
は
、
帰
宅
し

て
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
た
と
き
に
、「
こ
こ
の
部
品
が
壊
れ
て

い
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
翌
日
研
究
所

へ
行
っ
て
み
る
と
、
確
か
に
そ
こ
が
壊

れ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
、
宇
宙
人
も

地
底
人
も
私
の
疑
問
や
問
題
に
対
し
て
、

答
え
を
そ
の
ま
ま
言
う
こ
と
は
絶
対
あ

り
ま
せ
ん
。
答
え
に
つ
な
が
る
よ
う
な

こ
と
を
婉
曲
的
に
言
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
や
は
り
本
人
が
自
分
で
答
え
を

見
つ
け
な
い
と
つ
ま
ら
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

◎
平
成
22
年
度
本
部
事
業
報
告

1
． 

会
員
の
現
状
（
平
成
23
年
5
月
末

日
現
在
）

　

維
持
会
員　
　
　
　

7
名

　

正
会
員　
　
　

2
0
2
名

　

学
生
会
員　
　
　

2 

9
名

　

準
会
員　
　
　
　

5 

8
名

　

賛
助
会
員　
　
　
　

1
名

　

合　

計　
　
　

2
9
7
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
21
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
12
回
の
集
会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会
（
敬
称
略
）

　

期
日　

講
演
者　

講
演
タ
イ
ト
ル

平
成
22
年

4
月
10
日
（
土
）
根
本
泰
行
「
映
画
『
ウ

オ
ー
タ
ー
』
に
み
る
水
の
真
実
」

5
月
8
日
（
土
）
堤 

裕
司
「
レ
イ
ラ
イ

ン
と
富
士
塚
信
仰
」

6
月
20
日
（
日
）
久
保
田
昌
治
「
水
と

は
・
・
・
水
は
生
体
内
で
は
勿
論
の

こ
と
自
然
界
で
も
今
我
々
が
考
え
て

い
る
よ
り
は
る
か
に
重
要
な
働
き
を

し
て
い
る
。」

7
月
10
日
（
土
）
木
下
次
男
「
福
島
県

飯
野
町
『
千
貫
森
謎
空
間
』 

補
足
：

U
F
O
学
に
つ
い
て
」

9
月
11
日
（
土
）
浪
平
博
人　

苗
鉄
軍

小
林
泰
樹
「
感
じ
ら
れ
る
“
サ
イ
”

―
3
種
類
の
サ
イ
デ
バ
イ
ス
・
ソ
フ

ト
体
験
会
―
」

10
月
10
日
（
日
）
第
21
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
2
0
1
2
年
問
題

と
サ
イ
」

11
月
14
日
（
日
）
秋
山
眞
人
「
夢
診
断

と
未
来
予
測
」

12
月
12
日
（
日
）
宇
治
橋
泰
志
「
新
た

な
予
防
医
学
を
目
指
し
て
」

平
成
23
年

1
月
8
日
（
土
）
新
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

2
月
12
日
（
土
）
石
川
和
孝
「
世
紀
末

的
神
示
と
予
言
の
陰
陽
道
的
思
考
」

○
分
科
会

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

2
0
1
0
年

7
月
17
日
（
土
）
第
11
回
「
第
4
回
U	

F
O
&
O
R
B
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
21
日
（
月
）
第
12
回
「
ア
セ
ン
シ

ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
」

3
．
総
会

　

平
成
22
年
6
月
20
日

　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
22
年
6
月
20
日

　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室
で
開
催

5 

．
本
部
理
事
会

　
 

第
1
5
4
回
～
第
1
6
1
回
を
4
月
、

5
月
、
7
月
、
9
月
、
11
月
、
12
月
、

1
月
、
2
月
と
8
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物
「
サ
イ
科
学
」
第
32
巻

　

第
1
号
を
発
行
し
た
。　
　

「
サ
イ
の
広
場
」
は
「
サ
イ
科
学
」
と

合
本
し
た
。

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」第
3
9
0
号
か

ら
第
3
9
6
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
本
部
事
業
計
画

・
10
月
に
創
立
35
周
年
記
念
大
会
を
開

催
す
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

・
月
例
会
を
8
回
（
5
、
6
、
7
、
9
、

11
、
12
、
1
、
2
月
）
開
催
す
る
。

・
本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議
員

会
を
開
催
す
る
。

・
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・「
サ
イ
科
学
（
+
サ
イ
の
広
場
）」
を

発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
資
料

を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
イ
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

●❼ ●



深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・
理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

●
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
佐
佐
木
　
康
二

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
22
年

　
（ 

会
場
は
5
月
、
6
月
以
外
は
仙
台

市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
）

4
月
10
日　

総
会
及
び
第
1
7
2
回
研

究
会

　

「
平
成
21
年
度
事
業
報
告
、
平
成
22

年
度
事
業
計
画
」

　

「
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
p
s
i

能
力
を
発
揮
す
る
!
」
佐
佐
木
康
二

5
月
3
日
「
念
写
実
験
会
」
佐
佐
木
康

二（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
催
）

（
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ
）

5
月
4
日
「
仙
台
瞑
想
会
H
22
G
W
研

修
会
」
へ
の
協
力
（
超
能
力
発
揮
実

験
）（
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ
）

6
月
12
日　

第
1
7
3
回
研
究
会

「
ソ
ウ
ル
メ
イ
ト
や
因
縁
が
わ
か
る

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」
佐
佐
木
康
二
（
旭

ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
）

8
月
12
日
「
念
写
実
験
会
」 

佐
佐
木
康

二（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
催
）

8
月
14
日　

第
1
7
4
回
研
究
会

「
さ
わ
ら
ぬ
邪
霊
に
タ
タ
リ
な
し　

霊
の
『
物
理
』」
佐
佐
木
康
二

10
月
9
日　

第
1
7
5
回
研
究
会

「
地
球
は
類
魂
だ
っ
た
!　

U
F
O

と
2
0
1
2
年
問
題
」
佐
佐
木
康
二

12
月
11
日　

第
1
7
6
回
研
究
会

「
カ
ル
マ
の
結
び
目
を
『
リ
ー
マ
ン

予
想
』
で
解
く
」
佐
佐
木
康
二

平
成
23
年

2
月
12
日　

第
1
7
7
回
研
究
会

「
方
位
は
“
神
様
”
の
価
値
観
の
現
れ

だ
っ
た
」
佐
佐
木
康
二

◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人
及

び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る
だ

け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的
に

持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人
に

成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本
質

的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指
し
、

次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

　

 

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

考
慮
す
る
。

2 

．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」
の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

　

 

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
念
写
計
」

等
の
開
発
、
気
・
意
識
の
種
類
の
見

分
け
方
、「
念
写
」
写
真
・「
オ
ー
ブ
」

画
像
等
の
分
析
・
検
証（
福
来
心
理

学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
）、
意
識
純

化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、
地
震
予

知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性
の
研

究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
研

究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

　

 

「
念
写
実
験
会
」、「
大
震
災
と
意
識

の
歪
み
」
等
の
テ
ー
マ
で
8
月
に
講

演
会
を
開
催
す
る（
福
来
心
理
学
研

究
所
、
仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

5 

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6 
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
山
田
　
哲
三

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
22
年
4
月
10
日
（
土
）

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

内
容　

 

丹
羽
氏
、
小
川
氏
、
高
田
氏
、

磯
部
氏
、
山
田
氏
発
表
（
22

名
の
参
加
）

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
22
年
9
月
11
日
（
土
）

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

内
容　

会
員
3
名
の
発
表

◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画

内 

容　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

を
中
心
に
出
席
者
で
勉
強
会
を
行
う
。

日
程　

 

第
1
回　

平
成
23
年
5
月
14
日

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　
　
　

第
2
回　

平
成
23
年
9
月
予
定

　
　
　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
佐
藤
　
禎
花

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
22
年
8
月
29
日（
日
）

「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
と
は
何
か
～
ダ
ウ
ジ
ン

グ
か
ら
医
療
ダ
ウ
ジ
ン
グ
ま
で
～
」

堤
裕
司（
日
本
ダ
ウ
ザ
ー
協
会
会
長
、

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
医
学
協
会
理
事
）

● ❽●



◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画

平
成
23
年
6
月
26
日（
日
）

第
1
部　

基
調
講
演
「
2
0
1
2
年
問

題
と
サ
イ
」
阿
久
津 

淳

第
2
部　

U
F
O
ト
ー
ク
バ
ト
ル

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
「
U
F
O
の
最
新

情
報
」
竹
本 

良

ガ
チ
ン
コ
ト
ー
ク
バ
ト
ル
「
U
F
O

問
題
と
人
類
の
未
来
」
飛
島
竜
一
×

竹
本 

良

講
師　

阿
久
津
淳
先
生
（
日
本
サ
イ
科

学
会
理
事
・
科
学
問
題
研
究
家
）

竹
本 

良
（
科
学
問
題
研
究
家
）

飛
島
竜
一
先
生
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

平
成
23
年
度
の
計
画
に
関
し
ま
し
て

は
、
6
月
、
11
月
、
3
月
の
予
定
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
河
野
　
明
夫

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
22
年
度
は
下
記
の
よ
う
に
8
月
、

12
月
を
除
き
、
22
年
4
月（
3
4
7
回
）

か
ら
23
年
3
月（
3
5
6
回
）の
10
回
開

催
し
た
。
参
加
者
は
会
員
1
2
4
名
非

会
員
2
2
3
名
合
計
3
4
7
名
で
、
非

会
員
が
伸
び
て
い
る
。

平
成
22
年

4
月
17
日
（
土
）
吉
田
信
啓
「
最
新
資

料
の
石
造
遺
跡
の
サ
イ
科
学
的
比
較

考
察
」

5
月
15
日
（
土
）
鶴
田
光
敏
「
幸
福
へ

の
波
動
」

6
月
19
日
（
土
）
天
野
聖
子
「
自
己
実

現
は
大
い
な
る
自
己
（
真
我
・
高
我

ま
た
は
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
）
と
の
対

話
で
達
成
で
き
る
」

7
月
17
日
（
土
）
林 

和
也
氏
「
言
葉
は

天
か
ら
の
お
く
り
も
の
」

9
月
18
日
（
土
）
北
村
皓
一
「
日
本
建

国
の
神
々
と
ユ
ダ
ヤ
」

10
月
30
日
（
土
） 

古
村
豊
治
「
な
ぜ
あ

な
た
に
大
き
な
奇
跡
が
お
こ
ら
な
い

の
か
」

11
月
20
日（
土
）淺
川
嘉
富「
U
F
O
・

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
・
ア
セ
ン
シ
ョ

ン
」

平
成
23
年

1
月
15
日
（
土
）
赤
松 

瞳
「
最
新
脳
科

学
と
透
視
能
力
」

2
月
19
日
（
土
）
下
村
和
弘
「
脳
科
学

と
健
康
…
代
替
医
療
の
疑
問
解
消

か
⁉　

～
4
つ
の
法
則
（
脳
／
心
／

身
体
／
栄
養
）
か
ら
考
え
る
」

3
月
19
日
（
土
）
重
松
昭
春
「
日
本
人

の
生
き
方
と
21
世
紀
の
未
来
」

◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画
（
敬
称
略
）

平
成
23
年
度
は
下
記
の
よ
う
に
8
月

と
12
月
を
除
き
、
23
年
4
月（
3
5
7

回
）
か
ら
24
年
3
月（
3
6
6
回
）
の
10

回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
23
年

4
月
19
日
（
土
）
芳
野
武
人
「
誰
で
も

で
き
る
一
日
で
で
き
る
気
の
活
用
」

5
月
21
日
（
土
）
瀬
尾
泰
範
「
東
日
本

大
震
災
と
今
後
の
世
界
に
つ
い
て
占

星
学
的
解
釈
と
予
測
」

6
月
18
日
（
土
）
サ
ア
ラ
「
科
学
と
霊

性
の
融
合
す
る
時
代
」

7
月
16
日
（
土
）
高
尾
征
治
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
正
32
面
体
図
象
に

潜
む
驚
異
の
浄
化
パ
ワ
ー　

日
本
各

地
を
巡
る
『
み
ろ
く
』
奉
納
紀
行
に

学
ぶ
―
」

9
月
17
日
（
土
）
井
出 

治
「
未
知
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

10
月
15
日
（
土
）
阿
久
津 

淳
「
2

	
0
	1	

2
年
問
題
と
サ
イ
科
学
的
進
化

"PSIentific Evolution &
 2012"

」

以
降
11
月
、
1
月
、
2
月
、
3
月
研
究

集
会
開
催
予
定
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
金
子
　
輝
夫

◎
平
成
22
年
度
事
業
報
告

九
州
部
会
と
し
て
の
事
業
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
事
業
計
画

世
話
役
を
得
て
、
で
き
ま
し
た
ら
講

演
会
を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
平
成
23
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

　
構
成
（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

会
長　
　

佐
々
木 

茂
美

理
事
長　

浪
平 

博
人

顧
問　
　

窪
田 

啓
次
郎
、
品
川 

次
郎
、

　
　
　
　

西
條 

一
止

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
佐
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

山
田 

哲
三
＊

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤 

禎
花

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

河
野 

明
夫

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

金
子 

輝
夫
＊

理
事
（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
、
大
木 

高
伸
、

　

大
谷 

宗
司
＊
、
久
保
田 

昌
治
、

●❾ ●



　

小
林 

泰
樹
＊
、
小
林 

信
正
、

　

小
牧 
昭
一
郎
、
佐
々
木 

律
子
、

　

志
賀 
一
雅
＊
、
志
村 

則
夫
、

　

徳
永 
康
夫
＊
、
中
島 

敏
樹
＊
、

　

鯰
江 

勇
＊
、
本
間 

修
二
、

　

前
田 

知
則
、
苗 
鉄
軍
＊
、

　

渡
辺 

宙
明
＊

幹
事

　

飯
見 

勇
、
吉
田 

一
美

評
議
員

　

薄
葉 

達
夫
＊
、
占
部 

浩
一
、

　

加
納 

愛
信
、
鴨
川 

裕
司
＊
、

　

小
久
保 

孝
行
＊
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
＊
、

　

杉
立 

繁
、
高
橋 

至
誠
＊
、

　

谷
口 

五
月
＊
、
飛
田 

洋
子
、

　

前
田 

稔
＊
、
三
浦 

良
江
＊
、

　

屋
敷 

益
男

監
事

　

和
田 

守
央
＊

（
1
）
本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

事
長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
幹
事
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2
）
常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ
る

本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事
を

示
す
。

（
3
）
常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の
自

己
申
告
に
よ
る
。

［
平
成
22
年
度
決
算
報
告
］

［
平
成
23
年
度
予
算
］

◎
基
幹
論
文
賞
・
功
労
賞
表
彰

●
基
幹
論
文
賞

東
京
都　

佐
々
木　

茂
美　

殿

　
　
　
　

昭
和
5
年
2
月
11
日
生

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に

対
し
基
幹
研
究
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意

を
表
し
ま
す

　

平
成
23
年
6
月
12
日

　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長 
佐
々
木 

茂
美

研
究
活
動
:「
相
殺
零
場
の
発
見
」

2
要
素
間
に
零
を
造
り
、
変
曲
点
ま

で
活
性
化
し
て
不
安
定
状
態
を
造
る

と
、
未
知
現
象
が
発
生
し
や
す
く
な
る

事
を
発
見
し
た

学
会
賞

（
1
）
目
的
:
本
会
の
理
念
に
ふ
さ
わ
し

い
学
術
研
究
、
実
践
活
動
に
対
し
て

授
与
す
る
。

（
2
）
対
象
:
論
文
、
著
書
並
び
に
実
践

活
動
に
た
い
し
て
。

（
3
）
選
考
方
法
:

（
3
・
1
）
自
薦
ま
た
は
他
薦
と
す
る
。

（
3
・
2
）
顧
問
、
会
長
、
理
事
、
専
門

家
で
審
査
の
上
、
理
事
会
で
受
賞
予

定
者
を
き
め
る
。

（
4
）
表
彰
:
年
次
大
会
時
の
総
会
で
受

賞
者
を
決
定
す
る
。

●
功
労
賞

　
　
　
　
　

河
野　

明
夫　

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
員
（
関

西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
、
日
本
サ
イ

科
学
会
副
会
長
、
理
事
）
と
し
て　

永

年
に
わ
た
り
研
究
と
啓
蒙
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た 

本
学
会
の
輝
か
し
い
発
展
は
あ
な
た

の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大
で
あ
り
ま
す

● �●

項目 予算 決算 項目 予算 項目 決算
ジャーナル発行 700,000 699,330 会費 2,000,000 会費（正） 1,469,000
会誌発行 300,000 393,876 例会 300,000 会費（学生） 168,000
人件費 1,500,000 1,531,000 寄付 400,000 会費（準） 261,500
例会会場費 100,000 127,320 本・他 200,000 会費（維持） 200,000
講師謝礼 200,000 190,000 繰越金 2,477,739 会費（賛助） 50,000
事務用品 200,000 103,967 合計 5,377,739 入会費 42,000
郵送・配送料 100,000 65,870 例会収入 509,000
通信費 100,000 77,224 本会寄付 528,000
会議・打合せ 80,000 85,907 本・他 186,630
交通費 60,000 45,700 広告料 0
事務所維持費 110,000 106,543 前年度繰越金 2,477,739
郵便・銀行振込料 20,000 22,770 合計 5,891,869
予備（予稿集印刷代） 100,000 117,680
来期繰越金 1,807,739 2,324,682
合計 5,377,739 5,891,869

項目 金額 項目 金額
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会誌発行 350,000
寄付 400,000 人件費 1,530,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000
繰越金 2,324,682 講師謝礼 200,000
合計 5,324,682 事務用品 150,000

郵送・配送料 70,000
通信費 80,000
会議・打合せ 80,000
交通費 50,000
事務所維持費 110,000
郵便・銀行振込料 20,000
予備 100,000
来期繰越金 1,864,682
合計 5,324,682

支出 収入

収入 支出

項目 予算 決算 項目 予算 項目 決算
ジャーナル発行 700,000 699,330 会費 2,000,000 会費（正） 1,469,000
会誌発行 300,000 393,876 例会 300,000 会費（学生） 168,000
人件費 1,500,000 1,531,000 寄付 400,000 会費（準） 261,500
例会会場費 100,000 127,320 本・他 200,000 会費（維持） 200,000
講師謝礼 200,000 190,000 繰越金 2,477,739 会費（賛助） 50,000
事務用品 200,000 103,967 合計 5,377,739 入会費 42,000
郵送・配送料 100,000 65,870 例会収入 509,000
通信費 100,000 77,224 本会寄付 528,000
会議・打合せ 80,000 85,907 本・他 186,630
交通費 60,000 45,700 広告料 0
事務所維持費 110,000 106,543 前年度繰越金 2,477,739
郵便・銀行振込料 20,000 22,770 合計 5,891,869
予備（予稿集印刷代） 100,000 117,680
来期繰越金 1,807,739 2,324,682
合計 5,377,739 5,891,869

項目 金額 項目 金額
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会誌発行 350,000
寄付 400,000 人件費 1,530,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000
繰越金 2,324,682 講師謝礼 200,000
合計 5,324,682 事務用品 150,000

郵送・配送料 70,000
通信費 80,000
会議・打合せ 80,000
交通費 50,000
事務所維持費 110,000
郵便・銀行振込料 20,000
予備 100,000
来期繰越金 1,864,682
合計 5,324,682

支出 収入

収入 支出

項目 予算 決算 項目 予算 項目 決算
ジャーナル発行 700,000 699,330 会費 2,000,000 会費（正） 1,469,000
会誌発行 300,000 393,876 例会 300,000 会費（学生） 168,000
人件費 1,500,000 1,531,000 寄付 400,000 会費（準） 261,500
例会会場費 100,000 127,320 本・他 200,000 会費（維持） 200,000
講師謝礼 200,000 190,000 繰越金 2,477,739 会費（賛助） 50,000
事務用品 200,000 103,967 合計 5,377,739 入会費 42,000
郵送・配送料 100,000 65,870 例会収入 509,000
通信費 100,000 77,224 本会寄付 528,000
会議・打合せ 80,000 85,907 本・他 186,630
交通費 60,000 45,700 広告料 0
事務所維持費 110,000 106,543 前年度繰越金 2,477,739
郵便・銀行振込料 20,000 22,770 合計 5,891,869
予備（予稿集印刷代） 100,000 117,680
来期繰越金 1,807,739 2,324,682
合計 5,377,739 5,891,869

項目 金額 項目 金額
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000
例会 400,000 会誌発行 350,000
寄付 400,000 人件費 1,530,000
本・他 200,000 例会会場費 120,000
繰越金 2,324,682 講師謝礼 200,000
合計 5,324,682 事務用品 150,000

郵送・配送料 70,000
通信費 80,000
会議・打合せ 80,000
交通費 50,000
事務所維持費 110,000
郵便・銀行振込料 20,000
予備 100,000
来期繰越金 1,864,682
合計 5,324,682

支出 収入

収入 支出



よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学
会
功
労
賞
を

贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま
す

　

平
成
23
年
6
月
12
日

　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
々
木 

茂
美

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
八
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「 

東
日
本
大
震
災
と
今
後
の
世
界
に

つ
い
て
占
星
学
的
解
釈
と
予
測
」

　
　
　
講
師
　
瀬
尾
　
泰
範 

氏

　
　
　
　
　（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

と
き　
　

平
成
23
年
5
月
21
日（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

瀬
尾
泰
範
氏
は
1
9
5
1
年
静
岡
県

生
ま
れ
。
京
都
大
学
工
学
部
卒
業
後
、

航
空
会
社
、
民
間
の
研
究
所
、
予
備
校

講
師
を
経
て
、
1
9
9
1
年
才
能
開
発

研
究
所
を
設
立
。

心
理
学
、
占
星
学
に
よ
る
個
人
の
才

能
・
感
性
・
運
勢
診
断
を
行
い
、
ま
た

す
べ
て
の
人
が
持
つ
心
の
潜
在
能
力
の

研
究
と
開
発
を
進
め
る
。
日
本
サ
イ
科

学
会
理
事
。

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス

の
時
代
」（
潮
文
社
）、「
自
分
の
隠
れ
た

才
能
が
見
つ
か
る
本
」（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）

今
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
か
ら
お

話
し
を
戴
い
た
と
き
は
、「
2
0
1
2
問

題
」
を
メ
イ
ン
に
、
世
界
に
対
す
る
海

王
星
の
影
響
力
の
観
点
か
ら
今
後
の
予

測
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
お
り

ま
し
た
が
、「
3
・
11
東
日
本
大
震
災
」

が
起
こ
り
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
ま
し
て
、

世
界
に
対
す
る
天
王
星
の
影
響
力
の
観

点
か
ら
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

私
は
以
前
か
ら
関
東
大
震
災
が
い
つ

起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
っ
て

覚
悟
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
東
日
本

大
地
震
が
起
こ
っ
て
ビ
ル
の
上
層
階
が

大
揺
れ
し
た
と
き
、
予
備
校
で
授
業
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、「
あ
っ
、
来
た

な
！
」
と
い
う
こ
と
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら

ず
に
、
ビ
ル
の
倒
壊
も
な
い
と
判
断
し

て
そ
の
部
屋
に
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
1
時
間
後
く
ら
い
に
携
帯
の

ワ
ン
セ
グ
で
見
た
津
波
は
予
想
外
の
も

の
で
び
っ
く
り
し
、
ま
た
そ
の
後
報
道

さ
れ
た
福
島
の
原
発
事
故
は
自
分
の
恐

れ
て
い
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
非
常
に
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

工
学
部
の
出
身
で
あ
る
私
は
、
以
前

か
ら
原
子
力
発
電
に
も
興
味
を
も
っ
て

い
て
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
そ
の
危

険
性
を
知
り
、
京
都
大
学
原
子
炉
実
験

所
助
教
の
小
出
裕
章
先
生
の
本
を
読
ん

だ
と
き
、
原
子
力
の
プ
ロ
が
「
原
発
は

止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
主

張
を
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
そ
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

要
す
る
に
ど
ん
な
装
置
で
も
事
故
や

故
障
の
起
こ
ら
な
い
も
の
は
な
く
、
原

発
が
事
故
っ
た
と
き
に
は
、
誰
も
そ
ば

に
近
づ
け
な
く
な
る
の
で
、
修
理
が
で

き
ず
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な
く
な

る
の
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
れ
ば
誰
も
想

像
が
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
危
険
性
が
と

て
つ
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
れ
ば
、

原
子
力
発
電
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

事
故
云
々
の
前
に
原
発
の
放
射
性
廃

棄
物
の
一
〇
〇
%
安
全
な
処
理
が
で
き

な
い
の
で
す
か
ら
、
普
通
の
理
性
で
考

え
て
も
原
子
力
発
電
は
始
め
て
は
い
け

な
い
技
術
な
の
に
、
お
金
を
ジ
ャ
ブ
ジ

ャ
ブ
ま
か
れ
て
、
誰
も
止
め
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
「
も
ん
じ
ゅ
」
や
「
柏

崎
刈
羽
原
発
」
な
ど
重
大
な
事
故
も
含

め
て
原
発
事
故
は
何
件
も
起
き
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
重
大
性
は
正
確
に
報
道

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
回
犠
牲
に
な
っ
た
多
く
の
皆
様
に

は
大
変
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
日
本

人
が
こ
れ
だ
け
の
犠
牲
を
払
っ
て
、
世

界
に
原
子
力
発
電
が
N
G
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。運

命
学
の
基
本
原
理
を
4
つ
に
ま
と

め
ま
す
と
一
つ
目
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ（
性
格
、
才
能
、
習
慣
）が
運
命
を
つ

く
る
」
と
い
う
も
の
で
、
な
ぜ
西
洋
占

星
学
で
運
命
が
分
か
る
か
と
申
し
ま
す

と
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
診
断
に
優
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
才
能
診
断
に
関
し

ま
し
て
も
、
私
は「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理

論
」
を
研
究
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
か

ら
創
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ャ
ー
ト
で
才

能
の
診
断
も
で
き
ま
す
。

二
つ
目
は「
人
間
は
潜
在
意
識
に
お
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い
て
、
自
分
が
い
つ
も
思
っ
て
い
る
よ

う
な
人
間
に
な
る
」
と
い
う
も
の
で
、

三
つ
目
の「
内
面（
心
の
世
界
）
が
外
面

（
現
実
社
会
）
に
反
映
す
る
」
と
合
わ
せ

る
と
、
四
つ
目
の「
い
つ
も
未
来
を
強
く

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
生
き
る
人
間
は

そ
の
通
り
に
な
り
、
そ
う
で
な
い
人
間

は
周
囲
の
人
々
や
環
境
に
振
り
回
さ
れ

る
」
と
い
う
法
則
に
な
り
ま
す
。

要
す
る
に
潜
在
意
識
で
は
外
に
働
き

か
け
る
P
K（
念
力
）
を
四
六
時
中
、
出

し
て
い
ま
す
か
ら
、
は
っ
き
り
「
こ
う

し
た
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
出
し
て
い

る
人
は
外
界
に
そ
れ
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
う
で
な
い
人
は
周
囲
に

流
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
前
歌
手
の
永
ち
ゃ
ん
が
C
M
で「
未

来
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
今
を
生
き
て
い
る

か
?
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い

ま
し
た
が
、
人
間
は
い
つ
も
自
分
の
未

来
を
描
い
て
生
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い

よ
、
と
言
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

案
外
人
間
は
周
囲
任
せ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

西
洋
占
星
学
の
本
格
的
な
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
診
断
に
つ
い
て
概
略
を
お
話
し
し

ま
す
。

「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
」
と
は
日
本
語
で

「
出
生
天
宮
図
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
地

球
中
心
で
周
囲
に
12
星
座
の
あ
る
円
形

チ
ャ
ー
ト
の
内
側
に
、
そ
の
人
の
生
年

月
日
、
出
生
時
刻
、
出
生
地
か
ら
計
算

さ
れ
た
太
陽
系
の
星
の
位
置
を
割
り
振

っ
た
も
の
で
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
診
断
に
使
わ
れ
る
要
素

は
、
大
き
く
分
け
る
と
4
つ
あ
り
ま
す
。

1
．
太
陽
、
月
を
含
め
た
太
陽
系
の
主

要
な
星
達
10
個
と
上
昇
宮（
A
S
C
）、

南
中
（
M
C
）
等
の
感
受
点

2
．
春
分
点（
春
分
の
日
に
太
陽
が
来

る
黄
道
上
の
位
置
）
を
基
準
に
し
た

12
星
座

3
．
上
昇
宮（
出
生
時
に
お
け
る
東
の

地
平
線
に
あ
る
星
座
）
や
南
中（
黄

道
の
最
上
方
ポ
イ
ン
ト
）
を
基
準
に

し
た
12
ハ
ウ
ス

4
．
星
や
感
受
点
同
士
の
地
球
中
心
か

ら
み
た
特
定
の
相
互
角
度（
ア
ス
ペ

ク
ト
）

※ 「
黄
道
」
と
は
正
式
に
は
地
球
か
ら
見

て
太
陽
が
通
る
天
空
上
3
6
0
度
の

大
円
ラ
イ
ン
で
、
10
個
の
星
達
は
ほ

ぼ
黄
道
の
近
辺
を
移
動
し
て
い
ま
す
。

以
上
4
つ
の
要
素
は
す
べ
て
、
診
断

を
受
け
る
方
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
診
断
の
柱
は
、

1
．
星
達
や
感
受
点
が
ど
の
星
座
に
あ

る
か
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
各
要
素

（
気
質
、
性
格
、
情
緒
性
、
行
動
面
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
男
性

性
、
女
性
性
、
等
）
の
特
徴
が
つ
か

め
ま
す
。

2
．
星
達
や
感
受
点
が
12
ハ
ウ
ス
の
ど

こ
に
入
る
か
で
、
人
生
に
お
け
る
自

己
表
現
の
方
向
性（
仕
事
、
勉
学
、

研
究
、
恋
愛
、
結
婚
、
家
庭
、
遊
び
、

経
済
等
）
が
分
か
り
ま
す
。

3
．
星
や
感
受
点
同
士
の
形
成
す
る
ア

ス
ペ
ク
ト（
特
定
の
相
互
角
度
）
を
み

る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
と
運
勢
が
診
断
出
来
ま
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
が
人
に
よ
っ
て
千
差

万
別
と
な
る
大
き
な
要
素
で
す
。

私
は
12
星
座
と
い
う
の
は
、
地
球
の

地
軸
が
23
度
30
分
傾
い
て
い
る
こ
と
に

よ
り
太
陽
と
地
球
の
相
対
的
な
位
置
関

係
か
ら
生
じ
る
地
球
の
周
囲
の
12
種
類

の
波
動
を
も
っ
た
オ
ー
ラ
場
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
12
種
類
の
オ
ー
ラ

場
の
ど
こ
か
ら
各
星
達
の
光
線
が
来
る

か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
千
差
万
別
に
な
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
12
星
座
に
は「
支
配
星
」
と
呼

ば
れ
る
“
大
家
さ
ん
”
に
あ
た
る
星
が
一

つ
あ
り
、
そ
の
星
座
の
性
質
と
近
い
10

個
の
星
達
が
割
り
振
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
日
お
話
し
す
る
外
惑
星
に
関
し
ま
し

て
は
、
天
王
星
が
水
瓶
座
、
海
王
星
が

魚
座
、
冥
王
星
が
蠍
座
を
支
配
し
て
い

ま
す（
水
星
、
金
星
は
2
つ
の
星
座
の

支
配
星
と
な
り
ま
す
）。

巷
で“
星
占
い
”
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
、
実
は
そ
の
人
が
生
ま
れ
た
と
き
に
、

太
陽
が
ど
の
星
座
に
あ
る
か
で「
○
○

座
生
ま
れ
」
が
決
ま
る
わ
け
で
す
。
誕
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生
時
に
太
陽
が
入
る
星
座
の
性
質
は
、

そ
の
人
の
性
格
の
土
台
と
な
る
も
の
な

の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
あ
る
程
度
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
診
断
は
で
き
ま
す
が
、

本
格
的
な
診
断
は
太
陽
系
の
10
個
の
星

と
2
つ
の
感
受
点
が
ど
の
星
座
に
あ
る

か
も
み
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
描
い
て
み
て
び
っ

く
り
し
た
の
は
、
天
王
星
が
ほ
ぼ
春
分

点（
牡
羊
座
の
0
度
）に
入
っ
た
時
点
で

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
春
分
点
は
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
の
12
星
座
の
起
点
と
な
る
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
天
王
星
は
84
年
で

12
星
座
を
一
周
す
る
の
で
、
す
ご
く
希

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
地
震
は
起
こ
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

天
王
星
は
水
瓶
座
を
支
配
し
て
お
り

ま
す
が
、
天
王
星
の
影
響
力
が
強
い
方

は
個
人
に
つ
い
て
は
、
人
と
違
う
こ
と

を
し
よ
う
と
す
る
個
性
の
強
い
方
、
た

と
え
ば
発
明
家
と
か
科
学
者
に
も
よ
く

み
ら
れ
ま
す
。

天
王
星
の
世
の
中
に
対
す
る
影
響
は

数
年
持
続
す
る
ブ
ー
ム
や
突
然
の
出
来

事
、
事
故
や
地
震
に
関
わ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

過
去
の
い
く
つ
か
の
大
地
震
で
見
ら

れ
る
天
王
星
の
配
置
を
調
べ
て
み
ま
す

と
、
天
王
星
が
他
の
星
と
、
ほ
ぼ
同
じ

位
置
に
来
る
と
き
に
起
き
や
す
い
、
ま

た
天
王
星
が
他
の
星
と
ハ
ー
ド
ア
ス
ペ

ク
ト（
地
球
中
心
で
90
度
、
1
8
0
度

の
相
互
角
度
）
を
形
成
す
る
と
き
に
起

き
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
と
同
様
、
19

世
紀
以
降
の
天
王
星
が
春
分
点
近
辺
に

あ
る
時
期
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
3
期

間
連
続
で
大
地
震
が
起
き
て
い
ま
す
。

・
1
8
4
3
年
4
月
20
日
、
天
王
星
が

牡
羊
座
に
入
り
、
4
月
25
日
に
十
勝

沖
地
震
（
M
8
・
0
、
死
者
46
人　

厚
岸
に
津
波
）
が
起
こ
る

・
1
9
2
7
年
3
月
31
日
、
天
王
星
が

牡
羊
座
に
入
る
少
し
前
、
3
月
7
日

に
奥
丹
後
地
震
（
M
7
・
3
、
死
者

2
9
2
5
人
）
が
起
こ
る

・
2
0
1
1
年
3
月
12
日
、
天
王
星
が

牡
羊
座
に
入
り
、
前
日
3
月
11
日
14

時
46
分 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
東
日
本
大
震
災
M
9
・
0
、
死
者

行
方
不
明
者
2
万
数
千
人
）
が
起
こ

る天
王
星
の
世
の
中
に
与
え
る
影
響
力

に
つ
い
て
過
去
数
十
年
に
日
本
に
起
こ

っ
た
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
、
分
析
し
て
み

ま
し
た
。

天
王
星
は
一
つ
の
星
座
を
約
7
年
か

け
て
通
過
し
ま
す
が
、
そ
の
影
響
力
は

突
発
的
・
先
鋭
的
で
世
の
中
を
ひ
っ
く

り
返
す
力
が
あ
る
の
で
、
ブ
ー
ム
な
ど

比
較
的
影
響
力
が
見
え
や
す
い
の
で
す
。

た
と
え
ば
1
9
7
5
年
か
ら
天
王
星

は
蠍
座
に
入
り
ま
し
た
が
、
1
9
8
1

年
射
手
座
に
抜
け
る
ま
で
の
7
年
間
で
、

1
9
7
4
年
の
ユ
リ
ゲ
ラ
ー
来
日
を
き

っ
か
け
に
、
超
能
力
、
超
常
現
象
ブ
ー

ム
が
起
こ
り
、
1
9
7
6
年
に
日
本
サ

イ
科
学
会
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
欧
米

で
は
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
運
動
が
広
ま
っ

た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
蠍
座
は
陰
に

隠
れ
た
も
の
を
探
し
だ
そ
う
、
見
え
な

い
力
・
見
え
な
い
も
の
を
探
求
し
よ
う

と
す
る
欲
求
と
能
力
が
あ
る
星
座
で
す
。

こ
の
時
期
の
私
の
思
い
出
と
し
ま
し

て
は
、
佐
々
木
茂
美
先
生
が
教
授
を
さ

れ
て
い
た
電
気
通
信
大
学
の
大
学
祭
に

行
っ
た
と
き
に
、
当
時
話
題
に
な
っ
た

“
ス
プ
ー
ン
曲
げ
”
の
で
き
る
子
供
達
も

何
人
か
来
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
に
い
ろ

い
ろ
質
問
し
た
の
で
す
が
、
皆
U
F
O

を
か
な
り
間
近
に
目
撃
し
て
い
る
の
を

聞
い
て
、
驚
い
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま

す
。そ

の
こ
と
に
つ
い
て
私
の
解
釈
と
し

ま
し
て
は
、
他
の
進
歩
し
た
惑
星
か
ら

来
た“
宇
宙
人
”が
人
類
に
こ
う
い
う
能

力
が
あ
る
の
だ
か
ら
戦
争
ば
か
り
し
て

い
な
い
で
、
こ
う
い
う
分
野
の
研
究
を

し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
1
9
7
7
年
に
は
、
今
後
占

星
学
の
診
断
で
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
、「
キ
ロ
ン（
ケ
イ
ロ
ン
）」

と
い
う
星
が
、
土
星
と
天
王
星
の
中
間

の
軌
道
で
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
キ

ロ
ン
は
一
言
で
い
え
ば
、“
サ
イ
”
の
星

で
私
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
で
も
東
の
地
平

線
上
に
き
て
い
ま
す
。

●� ●



1
9
8
1
年
か
ら
1
9
8
8
年
ま
で
、

天
王
星
は
射
手
座
を
通
過
し
、
こ
の
期

間
日
本
は
バ
ブ
ル
経
済
ま
っ
た
だ
中
で
、

い
け
い
け
ど
ん
ど
ん
で
し
た
。
射
手
座

の
影
響
力
の
強
い
方
は
冒
険
が
好
き
で

経
営
者
に
な
る
方
も
多
い
星
座
で
す
。

1
9
8
8
年
か
ら
1
9
9
5
年
ま
で
、

天
王
星
は
山
羊
座
を
通
過
し
、
こ
の
期

間
に
日
本
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、

世
界
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
分
裂
し
、
ベ

ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ
、
東
欧
の
社
会
主

義
国
が
資
本
主
義
国
に
転
換
し
ま
し
た
。

山
羊
座
は
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
中
で“
社

会
”
を
象
徴
し
、
ま
た
制
限
と
抑
制
の

星
で
も
あ
り
、
山
羊
座
の
影
響
力
の
強

い
方
は
、
社
会
に
お
け
る
地
位
や
立
場

を
重
視
し
ま
す
。

一
番
注
視
し
て
ほ
し
い
の
は
、
1 

9	

9 

6
年
か
ら
2
0
0
3
年
ま
で
天
王
星

は
自
分
が
支
配
し
て
い
る（
サ
ッ
カ
ー
で

言
う
“
ホ
ー
ム
”
に
あ
た
る
）
水
瓶
座
を

通
過
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
皆
さ
ん
も

記
憶
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
世
界
的

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
時
期

で
す
。
特
に
21
世
紀
に
入
り
、
多
く
の

女
性
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
よ
う

に
な
り
、
楽
天
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
も
伸
び
た
時
期
で
す
。

支
配
星
が
天
王
星
で
あ
る
水
瓶
座
は
、

革
新
力
と
個
性
尊
重
、
通
信
・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
を
象
徴
し
、
水
瓶
座
の
影

響
力
の
強
い
方
は
、
縦
の
人
間
関
係
よ

り
も
友
人
等
、
横
の
人
間
関
係
を
重
視

す
る
タ
イ
プ
で
す
。

2
0
0
3
年
か
ら
2
0
1
1
年
ま
で
、

天
王
星
は
魚
座
を
通
過
し
、
こ
の
期
間

に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
が
起
こ
り

ま
し
た
。
最
初
に
占
い
の
細
木
数
子
氏
、

そ
し
て
霊
能
者
の
江
原
啓
之
氏
、
美
輪

明
宏
氏
の
オ
ー
ラ
の
泉
、
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
、
パ
ワ
ー
グ
ッ
ズ
、
私
も
ブ
ー
ス

を
出
し
た
こ
と
の
あ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
、
魚
座
が

象
徴
す
る
分
野
が
改
め
て
人
々
の
関
心

を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
3
月
12
日
か
ら
始
ま
る

天
王
星
が
牡
羊
座
を
通
過
す
る
期
間
は
、

2
0
1
8
年
～
2
0
1
9
年
ま
で
続
き

ま
す
。
日
本
で
は
初
頭
で
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
世
界

的
に
目
立
つ
現
象
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ア

ラ
ブ
諸
国
で
始
ま
っ
た
民
衆
に
よ
る
独

裁
者
の
追
放
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
予
測
が
入
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
前
回
天
王
星
が
牡
羊
座
を

通
過
し
た
1
9
2
7
年
か
ら
1
9
3
5

年
の
期
間
の
日
本
と
世
界
の
歴
史
を
み

て
み
ま
す
。
前
年
の
1
9
2
6
年
に
昭

和
天
皇
が
即
位
、
1
9
2
7
年
に
蒋
介

石
の
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
り
、
1 

9	

2 

8
年
日
本
で
は
治
安
維
持
法
改
正
、

特
別
高
等
警
察（
特
高
）
設
置
、
そ
し

て
有
名
な
世
界
経
済
恐
慌
が
1
9
2
9

年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
1
9
3
1
年
満

州
事
変
、
1
9
3
2
年
上
海
事
変
、
日

本
で
は
五・一
五
事
件
、
1
9
3
3
年
ド

イ
ツ
に
ヒ
ト
ラ
ー
内
閣
が
成
立
し
、
ナ

チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
が
始
ま
り
ま
す
。

日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
日
本
と
世
界
は
第
2
次
世

界
大
戦
に
向
か
っ
て
、
対
立
を
深
め
て

い
る
の
が
不
気
味
で
す
が
、
天
王
星
の

牡
羊
座
通
過
の
影
響
力
を
考
え
ま
す

と
、
牡
羊
座
の
戦
闘
的
な
特
質
か
ら
、

社
会
の
中
で
の
闘
争
や
世
界
に
お
け
る

戦
争
、
大
い
な
る
経
済
混
乱
な
ど
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
面
で
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

に
、
自
然
の
大
災
害
を
引
き
起
こ
す
き

っ
か
け
も
つ
く
り
ま
す
。

牡
羊
座
は
12
星
座
の
ト
ッ
プ
に
あ
り
、

身
体
で
対
応
す
る
の
は「
頭
」
な
の
で
、

天
王
星
が
そ
こ
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、

い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
こ
れ
ま

で
の
世
の
中
の
仕
組
み
や
秩
序
を
ひ
っ

く
り
返
す
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

海
王
星
の
影
響
力
を
考
え
る
前
に
、

冥
王
星
が
自
分
の
支
配
星
座
、
す
な

わ
ち
ホ
ー
ム
で
あ
る
蠍
座
を
通
過
し
た

（
冥
王
星
の
最
高
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
し

た
）1
9
8
4
年
か
ら
1
9
9
5
年
の

期
間
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
す
。

こ
の
時
期
、
新
興
宗
教
が
盛
り
上
が

っ
た
時
期
で
幸
福
の
科
学
や
オ
ウ
ム
真

理
教
が
会
員
を
大
幅
に
増
や
し
た
時
期

で
す
。
1
9
8
5
年
に
出
版
し
た
私
の

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の

時
代
」で
も
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
の
中

で
宗
教
も
詳
し
く
取
り
上
げ
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
海
王
星
が
自
分
の
支
配
星
座

で
あ
る
魚
座
に
一
旦
入
っ
た
の
が
、
今
年

の
4
月
4
日
か
ら
8
月
5
日
ま
で
で
、

一
時
水
瓶
座
に
逆
行
し
た
後
、
2

	
0
	1	

2
年
2
月
3
日
か
ら
2
0
2
5
年
3
月

30
日
ま
で
約
13
年
間
継
続
し
て
魚
座
を

通
過
し
ま
す
。

こ
の
海
王
星
が
ホ
ー
ム
を
通
過
し
、

最
高
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
期
間
に
お

け
る
影
響
力
を
、
西
暦
7
0
1
年
以
降
、

1
8
6
2
年
ま
で
8
回
あ
っ
た
海
王
星

魚
座
通
過
期
間
に
お
け
る
日
本
と
世
界

の
歴
史
を
分
析
し
て
み
ま
す
。

①
7
0
1
年
～
7
1
6
年

②
8
6
5
年
～
8
7
9
年

③
1
0
2
9
年
～
1
0
4
3
年

④
1
1
9
2
年
～
1
2
0
7
年

⑤
1
3
5
6
年
～
1
3
7
1
年

● �●



⑥
1
5
2
0
年
～
1
5
3
5
年

⑦
1
6
8
4
年
～
1
6
9
8
年

⑧
1
8
4
7
年
～
1
8
6
2
年

こ
れ
ら
の
期
間
か
ら
共
通
の
事
象
を

分
析
し
ま
す
と
、
①
～
⑧
の
す
べ
て
の

時
期
に
お
い
て
、
古
い
国
家
体
制
が
瓦

解
し
、
ま
た
世
界
史
に
お
い
て
も
か
な

り
重
要
な
新
し
い
国
家
、
新
し
い
政
府

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
③
、
⑥
、
⑦
の
時
期
に
は
宗
教

を
土
台
に
し
た
集
団
の
パ
ワ
ー
が
強
く
、

政
治
的
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

⑦
、
⑧
の
時
期
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
自
然
科
学
の
父
と
言
わ
れ
る
ニ
ュ
ー

ト
ン
の『
万
有
引
力
の
法
則
』の
発
見
か

ら
本
格
的
な
科
学
が
発
展
し
、
ダ
ー
ウ

ィ
ン
に
よ
る『
種
の
起
源
』
か
ら
、
聖
書

を
離
れ
た
進
化
論
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
、

科
学
・
文
明
の
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ

が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
を
鑑
み
ま
す
と
、
占
星
学
的
に

判
断
し
て
、
2
0
1
2
年
以
降
2

	
0
	2	

5
年
ま
で
に
以
下
の
こ
と
が
始
ま
り
、

日
本
と
世
界
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
予
測
し
ま
す
。

◎
人
々
が
現
在
よ
り
も
っ
と
精
神
的
な

も
の
、
見
え
な
い
も
の
、
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
面
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、

真
の
生
き
甲
斐
を
求
め
、
利
益
追
求
で

は
な
い
社
会
的
な
活
動
に
多
く
の
人
々

が
赴
く
よ
う
に
な
る（
現
在
特
に
米
国

で
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
）。

こ
の
期
間
前
半
は
人
物
・
組
織
と
も

玉
石
混
交
だ
が
、
後
半
に
本
物
が
残
っ

て
い
く
。

◎
科
学
・
技
術
も
現
在
の
エ
コ
志
向
が

も
っ
と
高
ま
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

け
で
な
く
、
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め

た
画
期
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
技
術
が
生

ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
車
や
航
空
機
等
の

移
動
手
段
に
大
き
な
変
革
を
生
み
、
さ

ら
に
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
「
ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
」の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
も
使

わ
れ
、
日
本
で
は
少
子
化
に
よ
る
労
働

力
減
少
を
補
う
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
社
会

が
先
行
す
る
。

日
本
に
お
け
る
人
口
減
少
→
労
働
力

減
少
、
老
人
・
障
害
者
介
護
問
題
の
解

決
が
さ
れ
る
。

◎
現
在
の
脳
科
学
に
対
す
る
関
心
が

発
展
し
て
、
人
間
の
潜
在
意
識
、
潜
在

能
力
へ
の
関
心
と
研
究
が
大
き
く
進
展

す
る
。
装
置
の
開
発
や
実
験
に
よ
り
そ

れ
ら
が
科
学
的
に
実
証
さ
れ
、
一
般
の

人
々
の
理
解
と
訓
練
・
応
用
が
進
む
。

医
学
も
心
身
一
如
の
把
握
が
進
み
、

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
方
向
性
と
よ
り
先

進
的
な
装
置
も
開
発
さ
れ
て
、
予
防
医

学
体
制
が
進
む
。

一
般
の
人
々
が
使
え
る
脳
力
開
発
装

置
、
予
防
・
治
療
装
置
が
種
々
開
発
さ

れ
、
信
頼
・
認
知
を
得
る
。

◎
多
く
の
国
で
国
家
、
政
治
体
制
が
揺

ら
ぎ
変
動
し
、
新
し
い
国
家
、
政
治
社

会
形
態
が
模
索
さ
れ
、
先
進
国
か
ら
変

革
が
起
こ
る
。
中
国
や
北
朝
鮮
の
政
治

体
制
も
変
革
が
起
こ
る
。

テ
ロ
や
動
乱
も
続
き
、
完
全
な
世
界

平
和
ま
で
道
は
遠
い
が
、
共
存
共
栄
が

模
索
さ
れ
る
。

　
　
　
　

☆	

　
　

☆

占
星
学
に
つ
い
て
詳
し
く
話
し
て
頂

い
た
。
現
在
の
自
分
だ
け
を
考
え
る
と

星
と
未
来
と
は
関
係
な
い
よ
う
に
思
っ

て
き
た
が
、
別
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

未
来
の
事
項
も
含
め
て
全
て
は
決
定
さ

れ
て
お
り
全
宇
宙
は
全
て
関
わ
り
あ
っ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
も
思
え
て

く
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会

員
17
名
、
合
計
32
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円（
送
料

込
み
）
で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
九
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
科
学
と
霊
性
の
融
合
す
る
時
代
」

　
　
　
　
　
講
師
　
サ
ア
ラ 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
6
月
18
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

サ
ア
ラ
氏
は
宇
宙
の
記
憶
を
持
っ
て

生
ま
れ
、
14
才
で
宇
宙
人
と
コ
ン
タ
ク

ト
、
予
知
透
視
能
力
が
全
開
。
17
才
で

出
会
っ
た
マ
ス
タ
ー
の
指
導
で
自
己
回

帰
の
道
に
シ
フ
ト
。
そ
の
後
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
人
生
を
提
案
す
る Super 

Life Gallery 

を
設
立
し
主
催
。
精
神

世
界
の
科
学
で
奇
跡
を
起
こ
す zero 

point 

を
開
講
。
今
後
の
地
球
に
関
す

る
情
報
会
な
ど
を
開
催
。

著
書
「
宇
宙
セ
ン
ト
ラ
ル
に
吸
い
込

ま
れ
る
地
球 

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
超
し
く

み
」
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
。

古
代
文
明
の
神
官
達
は
天
文
学
者
、

数
学
者
で
あ
り
詩
人
で
あ
っ
た
。
物
事

の
探
求
を
科
学
と
霊
性
の
二
つ
の
方
法

で
行
っ
て
き
た
。
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
で

も
歳
差
運
動
の
周
期
の
2
6
0
0
0
年

●� ●



を
知
っ
て
い
た
。
や
が
て
科
学
と
霊
性

の
分
離
に
よ
り
科
学
技
術
を
失
い
貧
し

い
生
活
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
は
科
学
と
霊
性
が
融
合
す

る
。
そ
れ
は
貨
幣
経
済
が
人
に
チ
ャ
ン

ス
を
も
た
ら
す
と
共
に
真
実
か
ら
遠
ざ

け
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ス
や
仏
陀
の

世
界
は
科
学
的
宇
宙
観
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

私
サ
ア
ラ
は
宇
宙
人
の
意
識
を
持
っ

て
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
今
は
宇
宙
人

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
っ
ぴ
ら
に
い

え
る
時
代
に
な
っ
た
。

朝
起
き
た
ら
8
㎏
痩
せ
て
い
た
こ
と

も
あ
る
な
ど
一
般
の
方
と
肉
体
的
に
も

多
少
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

現
在
E
T
、
ソ
ウ
ル
、
ワ
ン
ダ
ラ
ー

と
呼
ば
れ
る
人
が
地
球
上
に
10
億
人
以

上
お
り
珍
し
い
存
在
で
は
な
い
が
宇
宙

人
の
意
識
に
目
覚
め
て
い
る
か
ど
う
か

は
分
ら
な
い
。

私
の
場
合
生
ま
れ
た
時
か
ら
生
ま
れ

る
前
の
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
視
覚
聴

覚
の
意
識
が
一
般
と
は
異
な
る
。

小
さ
い
時
は
三
次
元
世
界
よ
り
も
四

次
元
世
界
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
天

女
、
マ
リ
ア
、
ヨ
ゼ
フ
な
ど
が
仮
の
姿

で
毎
日
現
わ
れ
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

教
わ
っ
た
り
し
て
い
た
。
ほ
か
の
人
に

は
見
え
な
い
の
で
周
囲
は
私
が
何
を
し

て
い
る
か
分
ら
ず
困
っ
て
い
た
。

三
次
元
の
世
界
は
は
っ
き
り
わ
か
ら

ず
、
よ
く
物
に
つ
ま
ず
い
た
。
母
も
は

っ
き
り
分
ら
な
か
っ
た
の
で
家
族
で
な

い
人
と
手
を
つ
な
い
で
、
迷
子
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
。

あ
る
年
代
ま
で
育
っ
た
あ
る
日
か
ら

ス
イ
ッ
チ
し
て
三
次
元
世
界
の
方
が
は

っ
き
り
し
、
四
次
元
世
界
が
ぼ
ん
や
り

し
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
普
通
の
人
間
と

し
て
の
人
生
に
な
っ
た
。
今
は
両
方
の

世
界
に
な
れ
て
い
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

私
の
こ
と
を
似
非
科
学
者
と
い
う
人

も
い
る
が
、
そ
う
い
わ
れ
る
ひ
と
に
「
水

か
ら
の
伝
言
」
の
著
者
江
本
氏
が
お
り

3
月
に
話
し
た
が
彼
は
す
ば
ら
し
い
。

二
人
で
話
し
た
結
論
は
人
間
一
人
ひ
と

り
の
パ
ワ
ー
は
素
晴
ら
し
い
。
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
こ
こ
に
ム
ー
大
陸
が
あ
っ
た
。

人
が
記
憶
し
て
い
る
こ
と
は
実
際
に
あ

っ
た
こ
と
で
あ
り
や
が
て
証
明
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
こ
と
を
催
眠
術
を
か
け
ら

れ
て
喋
り
だ
す
こ
と
が
あ
る
。
人
の
小

脳
の
中
の
情
報
は
大
脳
よ
り
も
大
量
に

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

過
去
に
は
ム
ー
、
レ
ム
リ
ア
、
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
な
ど
の
時
代
が
あ
り
、
や

が
て
歴
史
に
現
わ
れ
る
シ
ュ
メ
ー
ル 

チ

グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ィ
ス
と
続
い
た
。

一
般
に
は
は
じ
め
の
時
代
は
イ
メ
ー

ジ
で
は
素
朴
な
感
じ
を
持
つ
が
、
そ
こ

に
は
す
ば
ら
し
い
文
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
代
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
さ
れ
た
水
の
灌
漑
施
設
等
も
あ
っ
た
。

私
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
行
を
す
る
家

系
に
38
回
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
記
憶

は
明
確
に
残
っ
て
い
る
。

当
時
巨
大
な
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
あ
り
手
許
に
は
パ
ソ
コ
ン
は
あ
り
、

画
面
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
3
D
で
空
中
に
出

る
。
パ
ソ
コ
ン
は
今
の
も
の
よ
り
小
さ

く
し
か
も
只
で
あ
っ
た
。

当
時
脳
科
学
も
進
ん
で
お
り
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
壁
画
の
中
に
脳
の
手
術
の
絵
や

頭
に
電
極
を
つ
け
て
治
療
し
て
い
る
も

の
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
混

じ
っ
て
パ
ソ
コ
ン
ら
し
き
も
の
が
見
ら

れ
る
。

教
育
シ
ス
テ
ム
は
今
と
は
全
然
違
っ

て
お
り
皆
が
優
秀
で
あ
っ
た
。

中
世
に
な
る
と
逆
に
退
化
し
た
感
じ

で
あ
る
。
地
球
に
は
1
億
3
千
年
前
か

ら
い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
の
宇
宙
人
が
沢

山
降
り
て
お
り
、
中
に
は
地
球
人
を
支

配
し
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、

目
的
達
成
の
た
め
暴
力
な
ど
も
使
っ
て

実
験
し
て
い
る
。
た
だ
宇
宙
に
は
善
悪

の
基
準
・
判
断
は
な
い
。
正
義
を
ふ
り

か
ざ
す
と
誰
か
が
傷
つ
く
。

レ
ム
リ
ア
で
は
精
神
性
が
高
く
、
所

有
の
概
念
は
な
か
っ
た
。
物
欲
が
無
く
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
面
が
高
く
科
学
の

探
求
を
行
っ
て
お
り
科
学
と
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
は
一
体
で
あ
っ
た
。

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
で
は
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
が
主
と
な
り
、
経
済
性
と
科
学
を
追

求
し
て
い
る
。

天
体
や
自
分
の
外
側
は
自
分
の
素
粒

子
と
共
振
す
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、

宇
宙
を
知
り
、
自
分
を
知
る
た
め
に
科

学
、
天
文
学
が
発
達
し
、
天
体
を
観
察

し
て
自
分
の
将
来
を
予
測
し
て
い
た
。

● �●



や
が
て
所
有
し
て
い
る
者
は
誰
か
。

労
働
と
対
価
の
問
題
を
作
り
、
一
部
の

者
が
権
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

中
世
ま
で
は
科
学
と
霊
性
の
間
は
分

れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
の
支
配
者
で

あ
る
教
会
が
科
学
書
を
制
約
し
禁
じ
て

い
た
。

デ
カ
ル
ト
の
二
元
論
は
科
学
と
は
何

か
。
科
学
者
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
疑

う
眼
を
持
つ
こ
と
、
実
験
に
よ
る
裏
づ

け
根
拠
の
必
要
性
を
論
じ
、
そ
れ
か
ら

そ
れ
ま
で
融
合
し
て
い
た
科
学
と
霊
性

が
分
離
す
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
が
科
学
を
無
機
質

な
味
気
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
が
江
本
氏
を
似
非
科
学
者
と
し
て

し
ま
う
よ
う
な
流
れ
に
繋
が
る
。

ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
世
界
で
は

種
々
の
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
が

中
々
表
に
で
な
い
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
実
験
で
は
時
間
空
間
の
瞬
間
移
動
実

験
が
あ
り
、
中
に
は
火
星
へ
の
移
住
者

を
見
た
り
、
地
球
製
U
F
O
の
見
聞
も

あ
る
。

フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
も
実
用

に
近
づ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
将
来
の

技
術
が
開
発
さ
れ
る
と
困
る
人
が
居
り
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
が
開
発
を
妨
げ
て
い
る
。

本
来
小
学
校
か
ら
量
子
力
学
を
教
え

る
べ
き
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
は

日
常
に
出
会
う
重
力
の
世
界
の
問
題
で

あ
る
か
ら
こ
と
さ
ら
教
え
る
必
要
は
な

い
だ
ろ
う
。

量
子
場
と
重
力
場
は
根
本
的
に
異
な

る
。
宇
宙
の
世
界
は
量
子
の
世
界
で
あ

り
、
面
白
い
振
る
舞
い
を
す
る
。
実
験

し
て
結
果
を
出
す
の
は
膨
大
な
装
置
が

必
要
で
金
が
か
か
る
。

量
子
の
世
界
観
は
仏
陀
も
教
え
て
い

る
。
量
子
場
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の
世

界
で
は
な
い
。
電
子
は
波
の
性
質
を
持

ち
分
身
の
術
の
よ
う
に
同
時
に
存
在
し

て
い
る
が
人
が
観
察
す
る
と
粒
に
な
る

（
今
の
私
は
霞
の
よ
う
な
電
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
）。

夫
々
の
人
生
に
お
い
て
未
来
は
別
々

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
は
今

こ
こ
に
あ
る
。

自
分
の
意
識
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
変

わ
る
。
移
動
も
あ
る
。
自
分
を
ど
う
思

う
か
に
よ
っ
て
自
分
が
影
響
さ
れ
て
い

る
。
自
分
は
き
れ
い
だ
。
自
分
は
足
が

長
く
て
見
た
目
に
よ
い
と
思
う
か
思
わ

な
い
か
に
よ
っ
て
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
変

わ
る
。　

つ
ま
り
日
々
の
考
え
方
で
生
活
が
異

な
っ
て
く
る
。
夫
々
の
意
識
が
支
配
す

る
世
界
で
あ
る
。

自
分
は
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

悔
い
の
無
い
生
活
を
意
識
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆	

　
　

☆

今
回
は
質
疑
応
答
の
時
間
が
充
分
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
出
て
皆
さ
ん

満
足
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
生

ま
れ
変
わ
り
に
当
た
っ
て
数
人
の
魂
が

ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
話
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

サ
ア
ラ
さ
ん
が
エ
ジ
プ
ト
で
生
ま
れ
変

わ
っ
た
時
は
魂
の
ミ
ッ
ク
ス
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

サ
ア
ラ
さ
ん
は
見
た
目
に
は
一
般
の

人
と
同
じ
で
あ
る
か
。
過
去
の
転
生
前

の
出
来
事
、
四
次
元
世
界
の
こ
と
な
ど

を
日
常
生
活
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
。

時
代
の
変
化
が
身
近
に
な
っ
て
き
た
こ

と
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

な
お
当
学
会
の
創
始
者
で
あ
る
故
関

英
男
博
士
は
論
文
で「
科
学
と
宗
教
は

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
人
は
宇

宙
の
創
造
主
ま
た
は
宇
宙
の
頭
脳
セ
ン

タ
ー
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ

と
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
17
名
、
非
会

員
52
名
、
合
計
69
名
、
手
話
通
訳
2
名

で
し
た
。
今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

11 

月
12
日（
土
）
塩
小
路
光
孚
氏
「
菅
原

道
真
公
の
知
ら
れ
ざ
る
秘
話
、
篆
書

（
て
ん
し
ょ
）
の
持
つ
パ
ワ
ー
、
た
つ

（
龍
・
竜
・
辰
）の
字
の
不
思
議
」

12
月
10
日（
土
）忘
年
放
談
会

1 

月
21
日（
土
）
檀
上
洪
司
氏
「
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る
―
潜
在
意

識
か
ら
宇
宙
意
識
へ
」

2 

月
18
日（
土
）
徳
永
康
夫
氏
「
宇
宙
か

ら
見
た
般
若
心
経
」

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●



けない中性の素粒子群が必要である。中性と
いうのは（正、負の和が零）を意味する。上の 
5）の（5）から推定出来る様に、発功時の経穴
からは電子（光子、e−）、チャクラからは（微
細身素粒子、オーラ）が放射されている。これ
らのパルス状放射が、周辺にあるγ線（低線量
放射線）と作用して、（c）として、陽電子（e+）
を生み出し､ 経穴から放出される電子（e−）、
とこの陽電子（e+）が組み合わされて中性のサ
イ（PSI-pair）を形成する、と考える事にした。
なお、これの裏付けとして、念力（PK）の生起
しやすい気場（外気集積地）として知られてい
る断層などでは、高い低線量放射線（0.12Sv/
hr程度）が測定されている。またそこにはバッ
クグラウンドとしての低線量放射線（0.04Sv/
hr）もある。経穴（主として光子群）からパルス
状に放出される電磁波（光子、e−）は、不確定
性原理により、極短時間（△tが小）の時は、エ
ネルギーは極大（△Eが大）となるので、γ線
を駆動して陽電子（e+）を産み出す事は可能で
あろう（γ線からの対生成）。さらに、これらの
裏付けとして、自然環境の中で、比較的安定
に存在し得る素粒子は電子（e−）である。そし
て、これらの諸変化は極短時間（△tが極小）
に行われるので、見かけ上は、経穴（e−）や
チャクラ（微細身エネルギー）から、サイ（気、
PSI-pair群）が放出される様に見えるのであろ
う。つまり、経穴やチャクラからは中性（零）
としてのサイ（気）の放出・吸収があると考え
ている。このサイ（気）は、電子、陽電子、微
細身素粒子から成り、これをPSI-pair 群、
PSI-spin群と呼んでいる。換言すれば、低線
量放射線として環境に存在しているγ線の消
失に関係する陽電子（e+）と経穴から放出され
る電子（e−）とを組み合わせたもの、さらに是
をより安定化する為の陰性ならびに陽性の極
性を持つ微細身素粒子（エーテル、チャクラか
ら放出）がPSI-pairを取り囲んで、より安定な
サイ（気、PSI-air群）を形成している（総合和
で零）。さらに、微細身エネルギー（オーラ）は
零意識状態の生体のチャクラ（エネルギーセン

ター）から発功時により多く放出されると判断
している。

以上、発功時の経穴（e−）やチャクラ（微細
身素粒子）からは、見かけ上、中性の外気（サ
イ、PSI-pair群）が放射されており、これが（b）
として直接原子の原子核に作用して、γ線等
の高エネルギーを放出させている、と考える
事が出来よう。

7）零場の形成方法
アルミ板（メタル）の引張り試験片に載荷重

方式で力を加えて、念力（PK）生起のエネル
ギー条件を求める為の実験を行った。試験中
の試験片の念力生起の局部には、相殺零場が
形成されている。相殺零場とは、内力（発生す
る内部力）と外力（外から加える載加重の力）と
を拮抗対峙させた局部の接触点で零になる範
囲（部分）を言う。実験によると、載荷重を次
第に大にしてゆき（零が大になる）、試験片の
性質が変わる変曲点（降伏点）に達すると、未
知現象が生起しやすくなる事がわかった。載
荷重方式というのは、オモリ（分銅、荷重）を
一つ、一つ載せて、力（荷重）を加算すること
であり、いくら慎重に行ったとしても、載荷重
の瞬間の衝撃力が試験片に作用する筈である。
静的な力とこの衝撃力の比は、最大で2～3倍
もある。つまり静的に作用させる場合の内力よ
りも2～3倍もの余分な力が試験片の内部に生
じ、これを補うために、局所の内部では、2～
3倍の衝撃に反発する力が発生する。この衝撃
反発力が零点における未知現象生起に関係す
ると判断している。これを、二要素間に生ずる
摩擦の場合に置き換えて考えてみる。摩擦力
に対する逆方向摩擦力が、もし、これが負性
の時は、乾性摩擦つまり反対方向摩擦となり、
現象をさらに進行させる方向に摩擦が働くこ
とになる。これに類する現象が、念力の進行
する過程にも影響する。同様に「ゆらぎ」又は

「カオス」にも関係する、と判断している。
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（むく）、サイコロ板の原子の価電子数、アル
ミ板の原子核の影響、アルミを基準とした
時の銅や銀の原子核の影響。鉛、ヘキサメ
チレンテトラミン、二酸化ウラン等との比較
検討、ならびに原子核の安定度との関係。
これらの多項目にわたる系統的な実験と解
析から、結論として、サイは原子の中の原
子核に作用して同位元素としての不安定な
中性子からエネルギーを得ていると結論し
た。つまりPKの対象物質の原子核の中から
念力生起の為のエネルギーを得ていると結
論した。

（4 ）中国人体科学会誌の編集局長のRunloong 
ZHUらは「人体科学における最新の進展状
況」の題目で、18年間にわたる中国人体科学
会の研究状況を報告している。本稿に関係し
た部分のみを紹介する。発功に伴う生体から
の放射を、（4−1）特異放射と（4−2）気功外
気放射に分類している。結果として、（4−1）
では、IL700型放射線検知器を用いて直接
感知したところ、幾人からは、360MHz（最
大値1GHz）の電磁波が測定された。また熱
ルミネセンス線量計（Type FJ-369）では、
最大放射線量として、120mRをえた。（4−2）
として赤外線、高エネルギー粒子、静電気、
磁気等が測定された（ISLIS、Vol.17、No.2 , 
1999、pp.244 -263）。

（5）電子（光子群）等の放出が認められた。
 （ 5−1）新技術開発事業団（生物フォトンプロ

ジェクト）の宇佐史らの報告によると、気功
師の発功に伴って鋭いパルス状の生物フォト
ンが計測された（1989年、日本・人体科学会
設立総会）。

 （5−2）上記の（4−2）参照。
 （ 5−3）日本念写協会の宮内力、福田豊による

と、MK師を被験者にしたとき、暗箱内にパ
ルス状の物理光の湧出しが認められた

（1977、念写。念電現象の物理学的研究、日
本念写協会）。

 （ 5−4）日本サイ科学会の佐々木茂美、小川雄
二らによると、MK師を被験者としてサイ実

験を行ったとき、暗缶内に光子群（念球）の
パルス状発生が生じた（サイ科学、Vol. 2、
No.1 , 1977、pp.7 -14）。
以上から、発功した時の気功師の皮膚から

間欠パルス状の電磁波の放出があった、と判
断する事が出来よう。

6）実験結果の検討と考察
以上の 5）の（1）～（4）の実験結果は、放射

線エネルギーとマクロPKとは関係が深い事を
暗示している。しかし、マクロPK生起の際に、
被験者の生体からガンマー線（γ線）程度の非
常に強い放射線が放出される、とは考え難い。
しかし、現実の実験では、推定できない程の
高い値のエネルギー値が測定されている。こ
れをどの様に判断すべきか?　結果として、念
力（PK）は原子核崩壊（原子変換）並びに放射
線エネルギーに関係していると考えることにす
る。周知の様に、放射性物質は、原子核の中
に余分な中性子を含み、不安定な状態にあり、
自然の環境条件下でβ線やγ線などのエネル
ギーを放出して安定化する。これを原子核崩
壊（自然崩壊、原子変換）という。また、ガン
マー線の生成・消滅には約500keVのエネル
ギー変化が必要であり、ふつうは、3通りの方
法を用いる。一つは（a）一対の電子（e−）と陽
電子（e+）を対衝突させてγ線を生成させる場
合、並びに、（b）不安定な原子核を励起させて
γ線エネルギーを放出させる場合。これとは
別に（逆に）、（c）γ線をミクロの真空に放射し
たときに電子（e−）と陽電子（e+）が対生成さ
れる場合、のある事が知られている。マクロ
PKの場合には、（b）の原子核の励起と（c）の
陽電子（e+）の生成がおもに関与しており、こ
れを駆動させるのにサイ（外気）が必要である、
と考える。原子核は陽子と中性子からなり、球
状で（+電位）をもつ。そして、外側にあって、

（−電位）の壁の役割を果たす雲状の電子に囲
まれて、一つの原子として存在している。従っ
て（b）のように、外部（外側）から原子核を励
起する為には、（−電位）の電子雲の抵抗を受

●� ●



5）生体からの外気放出
零意識状態（現象生起時のASC）に入った時

の能力者の経穴やチャクラ（エネルギー・セン
ター）からは、未知現象生起時に、パルス状の
様々な電磁波の放射が測定されている。

（1 ）上海原子核研究所の顧函森は、有名な趙偉
気功師が発功・放射した時の外気信号のエ
ネルギー分布曲線を、フィルターによって赤
外線から紫外線までを除去した放射線計量
器（シンチレーターと光電子増倍管から構
成）を用いて計測した。結果として、放出さ
れた放射線は1～9eV範囲内の約4.2eVに
ピーク値を持つエネルギー分布である事が
判った（1986年9月19日～22日、上海、第1
回国際気功セミナー）。

（2 ）中国科学院高エネルギー物理学研究所の陸
租蔭は、1987年に、高名な厳新気功師を被
験者として、放射性物質の原子核崩壊速度
と外気の関係を知る為のテストをした。体
外の物質「不安定な中性子を持つアメリシウ
ム241」に外気を直接放射してその変化を調
べた。ただしAm241の半減期（自然放出に
より、1/2に崩壊する）は458年であり、α
粒子（ヘリウム）、β線（電子）、γ線（電磁波）
として、59.6keV（26.4+32 .2eVなど）を放
出してネプツニウム237（Np237、半減期2.2
×106）に変化する事が判明している（陸租蔭

の説明）。テストは87年9月10日（第1回）と
10月6日（第2回）､ 発功は各20分、各1,2,3,4
次テスト､ 合計32試行であった。結果を見
ると、原子核の崩壊速度は（正）側または

（負）側に変化している。一般には、崩壊速
度は不変であると言われているが、発功・
放射によって自然崩壊とは別の崩壊速度の
加速並びに減速の変化が生じている。

（3 ）外気（サイ）が直接PK対象物に作用したと
考えられる場合がある。念力（PK）の対象と
なる物質を構成する原子核の中の中性子が、
被験者の意念に従ってエネルギーに変換さ
れてマクロPK現象が生起した、と考えられ
るものを紹 介 する。スウェーデン人の
H.Forwaldが、米国のDuke大学で1950年
代に行った16mm角のサイコロ投下のマク
ロPK実験が、超心理学会誌に印刷・報告さ
れている。実験は、サイコロを落としながら
被験者が念力を作働させ（精神統一して念じ
る）て、落ちる場所を決める、という内容で
ある。多数回行われた実験結果にはt検定な
どの統計処理が実施されており、サイコロ
に働く念力をエネルギーに換算して表示し
ている。PKの結果に及ぼす影響因子として、
木材（赤ぶな）を用いた時のサイコロの表面
の粗さ、そのサイコロに貼り付けるアルミ板
の厚さ、サイコロ全体をアルミにした場合

未知能力・現象の出現状況（2）未知能力・現象の出現状況（2）
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謹
賀
新
年
　
あ
け
ま
し
て
　
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が
良

い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
、
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
問

題
の
多
く
は
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る

3
・
11
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
与

え
ら
れ
た
と
言
え
ま
す
。
想
像
を
絶
す

る
程
の
大
変
な
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
の
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
し
、
同
時
に
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
衷
心
よ

り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

千
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
M
9
・
0

の
大
地
震
が
3
月
11
日（
金
）に
、
三
陸

沖
に
、
発
生
し
た
。
岩
手
、
宮
城
、
福

島
県
で
は
多
く
の
家
屋
が
崩
壊
し
、
続

い
て
押
し
寄
せ
た
10
m
余
の
大
津
波
に

よ
っ
て
流
出
し
、
行
方
不
明
や
死
亡
者

は
約
2
万
名
を
数
え
て
お
り
、
こ
れ
に

伴
っ
て
多
く
の
避
難
者
が
出
た
。
約
10

万
名
を
数
え
る
自
衛
隊
員
に
よ
る
援
助

活
動
、
米
軍
の「
と
も
だ
ち
作
戦
」、
各

種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
引
き
続
く
福
島
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
線
放
出
、
被
曝
に
よ
る
健
康
不

安
、
放
射
線
避
難
民
、
汚
染
に
よ
る
風

評
被
害
な
ど
、
未
曾
有
得
の
大
災
害
で

あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ま
も
続
い
て
い
る
。

震
源
地
近
く
の
東
北
地
方
の
住
民

は
、
M
5
以
上
の
二
〇
〇
回
以
上
を
数

え
る
余
震
の
為
に
、
い
つ
も
身
体
が
揺

れ
て
い
る
感
じ
が
し
た
り（
心
身
が
お

か
し
く
成
る
）、
ま
た
は
電
気（
計
画
停

電
も
あ
る
）、
水
、
食
料
、
通
信
、
ガ

ソ
リ
ン
、
移
動
・
搬
送
手
段
、
な
ど
多

く
の
生
活
ラ
イ
ン
を
失
い
、
心
底
か
ら

の
惨
め
な
思
い
を
経
験
し
た
。
特
に

放
射
線
汚
染
に
つ
い
て
の
情
報
不
足
と

※�

1
、
2
月
の
本
部
例
会
予
告
と
3
月

の
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告
は
、

2
頁
以
降
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
二
月
例
会
予
告

◎
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
15
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
六
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
六
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
未
知
現
象
を
発
生
さ
せ
る
（
注
意
）

不
正
確
、
並
び
に
風
評
被
害
は
多
大
の

不
安
と
心
配
を
呼
込
ん
だ
。
朝
、
起
き

る
と
す
ぐ
に
T
V
ニ
ュ
ー
ス
に
か
じ
り

付
き
、
安
心
し
た
り
、
あ
る
い
は
不
安

を
募
ら
せ
た
り
し
た
。
い
ま
も
多
く
の

市
民
は
、
本
当
に
大
変
な
思
い
を
し
て

い
る
。
除
染
、
放
射
廃
棄
物
処
理
、
低

線
量
被
曝
の
健
康
へ
の
影
響
な
ど
に
英
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年
頭
の
ご
挨
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会
長
　
佐
々
木
　

茂
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知
を
結
集
し
て
あ
た
っ
て
戴
き
た
い
。

近
く
に
あ
る
現
実
面
を
み
る
と
、
低
線

量
被
曝
地
の
校
庭
や
樹
木
等
を
い
く
ら

除
染
し
て
も
、
他
県
に
避
難
し
た
子
供

は
帰
り
た
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、
さ

ら
に
或
家
庭
で
は
福
島
産
の
水
は
飲
ま

な
い
、
食
料
も
食
べ
な
い
場
合
も
あ
る

と
い
う
。
低
線
量
被
曝
の
生
命
に
及
ぼ

す
影
響
の
研
究
促
進
が
望
ま
れ
る
所
以

で
あ
る
。
他
方
、
原
発
事
故
に
関
す
る

政
治
の
対
応
は
重
要
で
あ
る
。
我
が
国

の
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
、
管

理
、
消
費
。
電
力
の
需
給
等
の
政
策
を

ど
の
様
に
す
べ
き
か
。
原
発
に
代
わ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
供
給
が
早
急
に

望
ま
れ
て
い
る
。
電
力
が
不
足
す
る
場

合
に
は
、
現
在
の
我
々
の
生
活
程
度
を

切
り
下
げ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
物
造
り

の
拠
点
が
海
外
に
散
ら
ば
り
、
産
業
空

洞
化
が
進
む
事
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

大
震
災
以
外
の
記
憶
に
の
こ
る
「
陽
」

の
面
を
み
る
。
6
月
の
日
本
で
は
、
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー「
京
」8
6
4

台
の
す
べ
て
の
設
置
が
完
了
し
、
性

能
の
世
界
一
が
奪
還
さ
れ
た
と
言
う
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
7
月
に

は「
な
で
し
こ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
世
界
の

P
K
戦
で
米
を
破
り
、
W
杯
を
獲
得
し

た
と
い
う
快
挙
が
あ
り
、
9
月
に
な
る

と
、
光
よ
り
も
速
い
素
粒
子
が
観
測
さ

れ
、
相
対
性
理
論
の
矛
盾
が
議
論
さ
れ
、

物
理
学
の
根
底
が
覆
さ
れ
る
可
能
性
が

で
て
き
た
、
と
報
道
し
て
い
る
。

大
震
災
以
外
の「
陰
」
の
面
と
し
て
、

3
年
前
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
持
続

し
た
り
、
夏
の
ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
不
履

行
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
欧
州
諸
国
に

波
及
し
て
、
大
変
な
不
景
気
風
を
世
界

中
に
吹
き
込
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
中

近
東
等
の
政
治
不
安
が
あ
る
。
つ
ぎ
に

異
常
気
象
と
し
て
の
天
災
を
見
る
。
初

夏
に
は
、
50
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大

雨
に
よ
る
タ
イ
の
大
洪
水
が
あ
り
、
首

都
バ
ン
コ
ク
中
心
部
付
近
ま
で
浸
水
し

た
。
夏
に
は
猛
暑
と
干
ば
つ
、
10
月
に

は
ト
ル
コ
の
大
地
震（
M
7
・
2
）。
日

本
で
は
関
西
を
襲
っ
た
台
風
。
新
潟
や

福
島
の
大
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
が
あ
っ

た
。
一
方
、
我
が
国
の
教
育
の
荒
廃
、

モ
ラ
ル
の
低
下
、
円
高
、
デ
フ
レ
、
雇

用
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
年
金
の
不
正

受
給
と
消
え
た
高
齢
者
な
ど
の
家
庭
崩

壊
。
社
会
を
覆
う
不
景
気
風
。
凶
悪
犯

罪
の
増
加
、
経
済
外
交
面
の
国
際
的
地

位
の
低
下
、
等
々
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は

現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。

サ
イ
科
学
会
と
し
て
我
々
は
何
を
為

す
べ
き
か
?　

が
、
学
会
の
東
京
役
員

会
で
も
議
論
さ
れ
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

水
、
U
F
O
、
死
後
の
世
界
、
意
識
な

ど
。
対
処
の
方
法
と
し
て
、
実
用
性
と

関
連
さ
せ
る
、
ゲ
ー
ム
感
覚
を
取
り
入

れ
る
、
若
い
会
員
を
増
や
す
、
等
の
意

見
が
あ
っ
た
。
論
議
は
多
様
で
あ
り
、

何
れ
も
サ
イ
に
関
係
し
た
重
要
な
問
題

で
あ
る
。

さ
ら
に
小
生
は
、（
1
）
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
、（
2
）
ス
カ
ラ
ー
波（
ゼ
ロ
の
縦

波
）、（
3
）
サ
イ
を
用
い
た
放
射
線
の

有
効
利
用
、
の
研
究
を
提
案
し
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
の
性
質
、
測
定
法
、

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
正
の
面
と
負
の
面
、
等

を
国
の
協
力
を
基
に
し
て（
可
能
で
あ

れ
ば
）進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
原
発
事

故
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、（
4
）
放

射
線
を
有
益
な
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

換
す
る
。（
5
）原
子
核
の
崩
壊
速
度（
状

況
）
を
サ
イ（
中
性
、
ゼ
ロ
）
に
依
っ
て

制
御
す
る
。（
6
）
ラ
ド
ン
温
泉
な
ど
、

低
線
量
放
射
線
の
人
体
へ
の
作
用
の
研

究
促
進
。
つ
ま
り
「
毒
薬
を
生
命
源
に

転
換
す
る
」
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
具

体
的
に
は
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
で
議
論

を
す
る
予
定
に
し
た
い
。
会
員
の
皆
様

が
た
、
本
年
も
宜
し
く
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
三
十
万
円
也　
　

品
川　

次
郎　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル

　
　
　
講
師
　
ミ
ッ
ツ
ィ�

植
田�

氏

3
・
11
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
生
き

方
・
物
の
見
方
・
価
値
観
が
劇
的
に
変

化
し
ま
し
た
。
今
こ
そ
日
本
人
が
D
�N�

A
の
中
に
持
っ
て
い
る
真
の「
日
本
人

魂（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）」
の
底
力
を
発
揮
す

る
と
き
が
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は「
サ
バ
イ
バ
ル
」
で
す
。
自
分
の
生

存
を
他
者
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

農
地
の
確
保
、
水
の
確
保
、
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
食
料
の
備
蓄
、
サ
バ
イ
バ
ル
に

必
要
な
情
報
を
共
有
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
参
加
な
ど
、「
自
給
自
足
」
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
転
換
す
る
こ
と
が
、

生
き
抜
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

● ❷●



戦
争
も
な
く
、
思
い
や
り
・
分
か
ち

合
い
で
共
存
共
栄
の
社
会
を
1
万
6 

5�

0 

0
年
も
継
続
し
た「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ

ト
」
の
智
慧
に
学
び
、
日
本
人
が
こ
の

原
点
に
戻
れ
ば
サ
バ
イ
バ
ル
可
能
で
す
。

マ
ヤ
の
予
言
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
縄
文

遺
跡
、
リ
モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
、

直
観
力
の
鍛
え
方
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
提

言
し
ま
す
。

※
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
氏
と
も
親
し
く
貴

重
な
お
話
が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
ミ
ッ
ツ
ィ
植
田
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・（
株
）U
I
C　

代
表
取
締
役

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
グ
協
会

会
長

京
都
市
生
ま
れ
。
大
学
を
卒
業
後
、

渡
米
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
航
空
学
院
卒
。

独
自
に
開
発
し
た
脳
力
ア
ッ
プ
法
で
、

米
国
の「
自
家
用
飛
行
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
」

「
地
上
教
官
」
免
許
を
異
例
の
2
カ
月
で

同
時
ス
ピ
ー
ド
取
得
。

米
国
F
A
A
連
邦
航
空
局
の
最
難
関

国
家
試
験
と
言
わ
れ
る
「
運
航
管
理
者

免
許
」
日
本
人
女
性
初
の
合
格
者
。
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
航
空
で
運
行
管
理
者
と

し
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
携
わ
る
。

現
在
、
教
材
開
発
、
通
訳
、
翻
訳
、

作
家
活
動
を
行
う
か
た
わ
ら
、「
脳
力

開
発
セ
ミ
ナ
ー
」「
超
英
語
法
セ
ミ
ナ

ー
」
リ
モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
手
法

を
使
っ
た「
直
観
力
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。

著
作
に
「
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
が
語
る

リ
モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
世
界
」、

「
ヘ
ミ
シ
ン
ク
入
門
」、「
浄
化
準
備
」、

「
覚
醒
準
備
」、「
あ
な
た
も
残
り
5
%
の

成
功
者
に
な
れ
る
」、「
ミ
ッ
ツ
ィ
の
夢

が
か
な
う
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」、
D
V
D

「
チ
ャ
ク
ラ  

こ
の
神
秘
な
る
輝
き
～
覚

醒
へ
の
レ
イ
ン
ボ
ウ
・
ブ
リ
ッ
ジ
～
」、

C
D「
自
宅
で
で
き
る
簡
単
イ
ル
カ
セ

ラ
ピ
ー
」、「
ミ
ッ
ツ
イ
の「
夢
が
か
な

う
」
魔
法
の
音
♪
」

日
時　

平
成
24
年
1
月
14
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

 

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　
お
願
い

☆�

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る

潜
在
意
識
か
ら
宇
宙
意
識
へ

　
　
　
　
講
師
　
檀
上
　
洪
司�

氏

日
時　

平
成
24
年
1
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分
靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
例
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
か
ら
見
た
般
若
心
経

　
　
　
　
講
師
　
徳
永
　
康
夫�

氏

日
時
平
成
24
年
2
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分
靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❸ ●



二
月
本
部
例
会
予
告

サ
イ
科
学
に
関
係
し
た
電
気
・

磁
気
の
研
究
の
紹
介

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
正
典�

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
茨
城
大
学
）

平
成
23
年
度
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
二
編

の
論
文
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
タ
イ
ト
ル
が
「
ミ
ツ
バ
の

種
子
の
発
芽
に
及
ぼ
す
D
C
・
A
C
混

合
磁
場
処
理
水
の
効
果
」
で
す
が
、
ミ

ツ
バ
の
種
子
の
発
芽
に
及
ぼ
す
磁
界
の

影
響
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
周
波
数

7
・
8

Hz
シ
ュ
ー
マ
ン
共
振
と
地
磁
気
と

に
関
連
し
た
研
究
で
、
水
の
記
憶
と
関

連
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

二
つ
目
は
タ
イ
ト
ル
が
「
ゼ
ロ
場
と

特
異
等
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
線
の
図
形
の
性

質
」
で
す
が
、
点
電
荷
が
つ
く
る
静
電

場
の
中
の
ゼ
ロ
場
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
ゼ
ロ
場
の
点
を
と
お
る
等
電

位
線
の
実
に
均
衡
の
と
れ
た
美
し
い
図

形
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
で
き
れ
ば
、

電
気
や
磁
気
を
使
わ
な
い
で
宇
宙
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
と
ら
え
る
実
験
を
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
現
在
茨
城
大
学
の
教
授
を
さ
れ
て
お

り
、
関
英
男
先
生
や
佐
々
木
茂
美
先

生
の
論
文
も
沢
山
読
ま
れ
て
、
従
来
科

学
と
サ
イ
科
学
の
両
方
の
視
点
を
も
っ

て
お
ら
れ
る
興
味
深
い
お
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
小
林
正
典
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
22
年
6
月
新
潟
県
佐
渡
島
に
生

を
得
て
、
佐
渡
高
校
、
茨
城
大
学
工
学

部
電
気
工
学
科
に
学
び
、
修
士
、
助
手
、

講
師
、
助
教
授
そ
し
て
現
在
電
気
電
子

工
学
科
教
授
。
電
気
磁
気
学
、
電
磁
界

理
論
、
マ
イ
ク
ロ
波
工
学
、
磁
気
生
物

学
、
水
の
磁
気
処
理
、
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
を
研
究
。
1
9
8
1
年
工
学
博

士（
東
京
工
業
大
学
）。

関
英
男
様
ご
著
書
を
勉
強
中
。
黄
金

比
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
。

日
時　

平
成
24
年
2
月
11
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
15
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
西
洋
医
学
の
祖
。

品
川
の
桜
を
眺
め
な
が
ら
の
、
健
康
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
!　

激
動
の
2
0
1
2
年

で
如
何
に
健
康
を
保
つ
か
?　

皆
さ
ん
、

健
康
第
一
で
い
き
ま
し
ょ
う
!

日
時　

平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

 

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
報
告

な
ぜ
あ
な
た
に
大
き
な
奇
蹟
が

起
こ
ら
な
い
の
か
?

東
日
本
大
震
災
に
も
関
連
し
て

　
　
　
　
講
師
　
古
村
　
豊
治�

氏

今
回
日
本
サ
イ
科
学
会
で
の
お
話
は

2
回
目
な
の
で
す
が
、
今
日
初
め
て
私

の
お
話
を
聞
く
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
自
己
紹
介

を
兼
ね
て
、
五
、六
分
お
話
し
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

私
は
博
士
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
何

の
肩
書
き
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
一

番
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ど

ん
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
、
再
現
性
が
あ

る
こ
と
は
ど
ん
な
に
今
の
科
学
で
説
明

で
き
な
く
と
も
、
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま

す
と
、
今
は
常
識
が
昔
と
全
然
違
っ
て

い
ま
す
。
昔
の
常
識
と
い
う
の
は
、
い

わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
デ
カ
ル
ト
の
3

0 

0
年
前
か
ら
の
合
理
主
義
で
あ
り
ま
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す
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
量
子
力
学
の
世

界
で
し
て
、
今
か
ら
お
話
し
す
る
こ
と

が
何
か
変
な
お
話
だ
な
と
か
、
何
か
宗

教
の
よ
う
だ
、
と
思
わ
れ
た
ら
、
そ
の

方
々
は
今
日
か
ら
パ
ソ
コ
ン
も
携
帯
電

話
も
み
ん
な
お
止
め
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
ら
は
全
部
量
子
力
学
の
原
理

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
し
て
、
ニ
ュ

ー
ト
ン
、
デ
カ
ル
ト
の
合
理
主
義
だ
け

で
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
何
故
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
か

と
申
し
ま
す
と
、
大
学
で
い
わ
ゆ
る
文

系
で
は
な
し
に
理
系
の
方
に
行
か
れ
た

方
で
も
、
や
は
り
そ
の
専
門
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
い
な
い
と
、
量
子
力
学
的
な

こ
と
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
あ
く
ま
で
も
常
識
で
考
え
た
ら
、

「
何
だ
、
そ
れ
は
オ
カ
ル
ト
じ
ゃ
な
い

か
!
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
と
こ
ろ
が
そ
の
オ
カ
ル
ト

が
正
し
い
と
い
う
時
代
に
今
入
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
を
冒
頭
に
申
し
上
げ

て
お
き
ま
す
。

そ
れ
で
私
は
何
を
も
っ
て
正
し
い
か

と
申
し
ま
す
と
、
先
ほ
ど“
再
現
性
”
を

挙
げ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
私
が
た
ま
た

ま
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
う
ま
く
い
っ
た

と
き
に
、
あ
な
た
や
っ
て
ご
ら
ん
と
言

っ
て
で
き
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
お
か

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
誰
で

も
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
再
現
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

一
番
正
し
い
こ
と
だ
と
私
は
理
解
し
て

お
り
ま
す
。

        （
デ
ジ
タ
ル
2
）

そ
こ
で
私
が
特
別
皆
さ
ん
よ
り
も
ど

う
い
う
面
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
冒
頭
に
申
し
上

げ
て
お
き
ま
す
。
だ
れ
で
も
自
分
の
中

に
“
本
質
生
命
体
”
と
い
う
も
の
が
あ

る
わ
け
で
す
。
こ
の
“
本
質
生
命
体
”

か
ら
情
報
を
得
る
方
法
を
「
フ
ー
チ
」

と
言
っ
た
り
、「
O
リ
ン
グ
」
と
言
っ
た

り
し
ま
す
が
、
私
ど
も
は
「
I
F
テ
ス

ト
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。「
O
リ
ン
グ
」

は
通
常
何
か
に
触
れ
て
、
判
断
し
ま
す

が
、「
I
F
テ
ス
ト
」
は「
イ
メ
ー
ジ
フ

ィ
ン
ガ
ー
テ
ス
ト
」
の
略
で
、
ア
メ
リ

カ
に
い
る
A
子
さ
ん
の
胃
に
つ
い
て
診

断
す
る
場
合
は
、「
A
子
さ
ん
の
胃
」
を

イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
、「
O
リ
ン
グ
テ
ス
ト
」

が
で
き
る
方
法
で
す
。

振
り
子
を
使
っ
て
診
断
す
る
「
フ
ー

チ
」
と
い
う
の
は
中
国
の
呼
び
方
で
、

日
本
で
も
古
事
記
の
時
代
か
ら
あ
り
、

「
天
津
金
木
（
あ
ま
つ
か
な
ぎ
）」
と
い

い
ま
す
が
、
西
洋
で
は「
ペ
ン
ジ
ュ
ラ

ム
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

答
え
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
と
申
し
ま
す

と
“
本
質
生
命
体
”
か
ら
来
ま
す
。

し
た
が
っ
て
“
本
質
生
命
体
”
の
こ

と
を
、
あ
る
人
は
「
サ
ム
シ
ン
グ
グ
レ

ー
ト
」、
ま
た
あ
る
人
は「
ハ
イ
ア
ー
セ

ル
フ
」、
さ
ら
に
「
神
」
や
「
仏
」
と
呼

ぶ
人
も
い
ま
す
。
言
葉
は
な
ん
で
あ
れ
、

あ
な
た
の
奥
に
本
物
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
こ
か
ら
の
答
え
が
「
フ
ー
チ
」
で

あ
り
、「
I
F
テ
ス
ト
」
な
の
で
す
。
そ

れ
で
は「
I
F
テ
ス
ト
」
は
誰
で
も
で

き
る
の
か
、
と
申
し
ま
す
と
、
実
は
皆

さ
ん
の
心
に
ゴ
ミ
が
か
ぶ
っ
て
い
る
の

で
、“
本
質
生
命
体
”
か
ら
の
情
報
が
ゴ

ミ
に
よ
っ
て
、
曲
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を
す

べ
て
取
れ
れ
ば
、
全
部
正
し
い
情
報
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
に
あ
た
る
も
の
は
、
た
と
え
ば

憑
依
と
か
ノ
イ
ズ
と
か
過
去
世
の
カ
ル

マ
と
い
う
も
の
で
す
。
ノ
イ
ズ
の
種
類

は
、
心
の
中
に
あ
る
エ
ゴ
、
色
欲
、
怨

念
、
ト
ラ
ウ
マ
や
常
識
な
ど
で
、
こ
れ

ら
の
も
の
が
す
べ
て
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
量
子
力
学
で
は
す
べ
て

の
も
の
が
波
動
で
あ
っ
て
、
か
つ
粒
子

で
あ
る
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て

の
も
の
の
大
元
で
あ
る
素
粒
子
は
人
間

の
意
識
に
反
応
し
ま
す
。
た
と
え
ば
ガ

ン
も
素
粒
子
で
で
き
て
お
り
ま
す
か
ら
、

人
間
の
想
い
か
ら
ガ
ン
を
消
滅
さ
せ
る

こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

仏
教
で
も
「
す
べ
て
の
も
の
は
、
唯

心
所
現
で
あ
る
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

「
こ
の
世
の
中
は
た
だ
心
が
現
れ
る
と

こ
ろ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
キ
リ
ス
ト

教
で
は「
汝
等
欲
す
る
も
の
あ
ら
ば
、

す
で
に
そ
れ
を
得
た
り
と
信
ぜ
よ
。
し

か
ら
ば
汝
は
そ
れ
を
得
ん
。」
と
い
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
の
お
話
を
し
ま
す
と
、
2

�
0
�1�

1
年
か
ら
太
陽
フ
レ
ア
が
猛
烈
に
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
来
年
再
来
年
も
さ
ら

に
大
き
く
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
マ
ヤ
の
預
言
の
新
し
い
解
釈
と

し
て
、「
コ
ル
マ
ン
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」、

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
ブ
ロ

グ
な
ど
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
か
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ら
言
葉
を
収
集
解
析
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
膨
大
な
情
報
を
瞬
時
に
解
析
し
、
未

来
を
予
測
す
る
未
来
予
測
シ
ス
テ
ム

「
ウ
ェ
ブ
ボ
ッ
ト
」、
日
本
の「
日
月
神
示

（
ひ
つ
き
し
ん
じ
」、
さ
ら
に
「
聖
書
の

暗
号
」
か
ら
未
来
を
総
合
的
に
判
断
し

ま
す
と
、
80
%
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
4
つ
か
ら
今
後
を
占
い
ま
す
と
、

今
年
（
2
0
1
1
年
）
の
10
月
、
来
年

の
12
月
、
再
来
年
の
8
月
が
非
常
に
厳

し
い
時
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
実
は

こ
れ
ら
の
予
言
が
今
年
の
3
月
が
非
常

に
厳
し
い
と
出
て
い
た
の
で
、
私
も
「
フ

ー
チ
」
で
調
べ
ま
し
た
ら
、
そ
の
通
り

と
出
た
の
で
す
が
、「
3
・
11
東
日
本

大
震
災
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
ノ
イ
ズ
が
な
け
れ
ば
、“
本

質
生
命
体
”
の
答
え
で
み
る
と
、
す
べ

て
分
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
私
は
ゼ

ロ
か
ら
発
想
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
の
で
す
が
、
誰
か
が
言
い
出
し
た
こ

と
が
ど
の
程
度
当
た
っ
て
い
る
か
は
す

べ
て
分
か
り
ま
す
。

な
ぜ
か
と
言
い
ま
す
と
、
私
は
遠
い

過
去
世
か
ら
何
回
も
「
フ
ー
チ
」
を
や

っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で「
フ
ー
チ
」

を
始
め
た
ら
人
様
よ
り
は
同
じ
時
間
で

も
ど
ん
ど
ん
上
達
し
、
今
年
で
30
年
に

な
り
ま
す
。

ま
た
私
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
40
年
や
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
答
え
の
出
な
い
こ

と
を
や
る
の
は
大
嫌
い
で
、“
精
神
世
界

の
お
た
く
”
み
た
い
な
の
は
大
嫌
い
で

す
。
や
っ
た
ら
明
日
答
え
が
出
る
、
と

い
う
こ
と
し
か
や
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
私
が
今
日
お
話
し
し
た
や
り
方
で

答
え
の
出
な
い
と
い
う
こ
と
は
絶
対
あ

り
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
以
降
の
政
府
や
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
の
発
表
は
大
東
亜
戦
争
当

時
の
ラ
ジ
オ
放
送
「
大
本
営
発
表
」
の

如
く
で
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
原
発
事
故
で
東
京
電
力
が

「
節
電
」
を
訴
え
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
昔
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
過
去
の
電
気
の
供

給
量
が
分
か
り
ま
す
が
、
原
発
な
し
で

も
余
裕
の
あ
る
供
給
を
し
て
い
る
の
で

す
。
数
年
前
の
原
発
事
故
で
も
検
査
の

た
め
一
年
間
く
ら
い
多
く
の
原
発
を
止

め
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
節

電
し
ろ
と
い
う
話
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
京
電
力
が
「
節
電
」
を
訴
え
る
の
は
、

原
発
が
な
い
と
夏
も
暑
く
て
大
変
で
す

よ
、
と
反
原
発
を
押
さ
え
た
い
の
で
す
。

私
の
方
で
皆
さ
ん
に
是
非
分
か
っ
て

ほ
し
い
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
つ
は
「
一
承
顕
命
（
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
）
自
然
法
爾（
じ
ね
ん
ほ
う

に
）
に
頑
張
る
と
事
は
成
る
」
と
い
う

言
葉
で
す
が
、
私
の
造
語
の「
一
承
顕

命
」
の
「
一
」
は
「
す
べ
て
」
と
い
う

意
味
、「
承
」
は
素
直
に
受
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。「
あ
な
た
に
起
こ
っ
た
事
は

過
去
世
か
ら
今
生
ま
で
す
べ
て
自
分
に

責
任
が
あ
る
こ
と
な
の
で
、
そ
う
で
あ

れ
ば
す
べ
て
文
句
を
言
わ
ず
に
素
直
に

受
け
ま
し
ょ
う
!
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
顕
命
」
は
、
そ
う
す
る
と
命
が
顕
現

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
自
然

法
爾
に
」
と
い
う
こ
と
は「
す
べ
て
神
様

に
お
任
せ
し
て
」
と
い
う
意
味
で
、「
ご

て
ご
て
言
わ
ず
に
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い

る
と
事
が
成
る
よ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

す
べ
て
こ
れ
で
解
決
し
て
い
る
人
が
非

常
に
多
い
の
で
す
。

二
つ
目
は「
何
事
に
も
と
こ
と
ん
感

謝
す
る
こ
と
」
が
非
常
に
大
事
で
あ
り
、

ツ
キ
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
心

に
ノ
イ
ズ
が
な
か
っ
た
ら
、
自
然
に
つ

い
て
き
ま
す
。

「
な
ぜ
あ
な
た
に
大
き
な
奇
蹟
が
起

こ
ら
な
い
の
か
?
」
の
答
え
は
、
宇
宙

銀
行
へ
の
貯
金
が
足
ら
な
い
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
道
を
歩
い
て
い
て
ゴ
ミ
が
あ

っ
た
ら
自
分
で
掃
除
し
て
誰
に
も
ほ
め

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ほ
め
て

も
ら
っ
た
ら
貯
金
に
な
り
ま
せ
ん
。
過

去
に
貯
金
を
沢
山
し
て
あ
る
と
、
奇
跡

が
起
き
や
す
い
の
で
す
。
心
が
ノ
イ
ズ

だ
ら
け
で
貯
金
も
し
て
な
け
れ
ば
、
奇

跡
は
絶
対
起
こ
り
ま
せ
ん
。

宇
宙
銀
行
の
貯
金
は
ど
う
し
た
ら
増

え
る
か
?　

反
対
給
付
を
求
め
な
い
行

為
を
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
す
る
こ
と
で
す
。

自
分
が
困
っ
た
、
困
っ
た
と
い
っ
て
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
き
に
、
そ
れ
を
ほ
っ

て
お
い
て
誰
か
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

一
生
懸
命
や
っ
て
あ
げ
て
い
る
と
、
自

分
の
ほ
う
も
急
に
う
ま
く
い
く
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は「give &

 give

」の
時
代
で

あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か「give &

 give 
&

 give m
ore

」で
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

将
来
を
「
フ
ー
チ
」
で
調
べ
て
み
る

と
、
2
0
2
0
年
あ
た
り
に
は
地
球
も

す
ば
ら
し
い
時
代
が
来
る
で
し
ょ
う
。

「
虚
の
問
題
」
と
い
う
の
が
あ
り
、

こ
の
世
の
中
で
時
空
圏
的
に
波
動
的
に

病
気
等
問
題
が
解
決
し
て
い
て
も
、
三

次
元
に
結
果
が
現
れ
る
の
に
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
の
で
、「
ダ
メ
だ
ダ
メ
だ
」
と

思
っ
て
い
る
と
、
再
度
問
題
を
造
っ
て

し
ま
う
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
百
六
十
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
準
正
32

面
体
図
象
に
潜
む
驚
異
の
浄
化
パ

ワ
ー
　
日
本
各
地
を
巡
る「
み
ろ
く
」

奉
納
紀
行
に
学
ぶ

　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治�
氏

と
き　
　

平
成
23
年
7
月
16
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

高
尾
氏
は
1
9
4
3
年
6
月
24
日
生

ま
れ（
68
歳
）、
1
9
6
6
年
3
月
、
九

州
大
学
工
学
部
化
学
機
械
工
学
科
卒
、

1
9
8
3
年
月
工
学
博
士
取
得（
九
州

大
学
）、
2
0
0
7
年
3
月
定
年
退
官
。

現
在
所
属
：
哲
科
学
・
技
術
研
究
／

T
A
K
A
O
代
表
、
著
書『
宇
宙
生
命

三
都
物
語
』、
E
c
o
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

（
2
0
0
9
）

高
尾
氏
に
は
当
会
で
左
記
の
よ
う
に

過
去
二
回
講
演
し
て
頂
い
て
い
る
。

2 

0
0
4
年
9
月
11
日 

「
な
ぜ
自
然
に

原
子
転
換
が
起
き
る
の
か
」

2 

0
0
8
年
11
月
22
日 

「
言
葉（
意
識

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
は
水
中
希
薄
元
素

濃
度
を
変
え
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
」

共
同
研
究
者
の
安
藤
は
独
自
に
準
正

32
面
体
平
面
図
絵
画
を
描
い
て
お
り
、

そ
れ
は
農
産
物
の
生
育
に
優
れ
た
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
来

か
ら
そ
れ
を
日
本
各
地
の
聖
地
や
神
社

に
奉
納
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
周
辺
の
奉
納
・
埋
設
海

域
で
の
巨
大
渦
の
発
生
な
ど
不
思
議
な

現
象
が
観
測
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ

ら
の
科
学
的
理
由
を
高
尾
の
螺
動
ゼ
ロ

場
情
報
量
子
反
応
理
論
か
ら
解
き
明
か

さ
れ
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

15
、
16
年
前
か
ら
自
分
の
専
門
・
化

学
工
学
と
は
別
に
物
質
世
界
と
の
か
ね

あ
い
で
精
神
の
世
界
の
研
究
を
哲
学
的

に
進
め
る
こ
と
に
な
り
、「
弁
証
法
的
物

神
一
元
論
」
と
い
う
新
し
い
哲
学
的
世

界
観
を
世
に
送
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
大
学
の
他
の
教
室
に
持

っ
て
い
っ
て
も
門
前
払
い
さ
れ
る
よ
う

な
い
ろ
い
ろ
な
技
術
、
特
に
改
質
機
能

水
や
難
分
解
性
の
有
機
物
質
の
常
温
分

解
技
術
に
関
す
る
相
談
を
数
多
く
受
け

る
よ
う
に
な
っ
て
今
や
十
数
社
に
な
る
。

例
え
ば
I
C
P（
水
の
中
の
極
微
量
元
素

濃
度
の
測
定
器
）に
よ
り
浄
水
器
の
前
後

で
の
変
化
を
測
定
す
る
こ
と
で
原
子
転

換
の
事
実
を
つ
か
み
、
自
然
に
起
き
る

原
子
転
換
を
説
明
で
き
る
理
論
を「
量

子
水
学
説
」
と
し
て
体
系
化
し
て
い
る
。

宮
崎
県
の
安
藤
昭
三
氏
は
、
佐
川
急

便
の
九
州
支
部
を
立
ち
上
げ
た
経
営
者

で
も
あ
っ
た
。

3
年
前
の
福
岡
で
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
初
め
て
顔
を
あ
わ
せ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
、
観
音
様
の
指
示
に

よ
り
言
わ
れ
る
ま
ま
に
作
っ
た
図
面
を

持
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
準
正
32
面
体
の

図
面
で
あ
っ
た
。

図
に
つ
い
て
特
定
の
部
分
を
朱
色
に

せ
よ
と
か
中
心
を
黄
金
に
せ
よ
な
ど
と

の
指
示
を
受
け
た
と
い
う
。

こ
の
準
正
32
面
体
は
ダ
ビ
ン
チ
の
ス

ケ
ッ
チ
に
も
あ
る
も
の
で
重
要
な
意
味

が
あ
り
、
高
尾
の
量
子
水
学
説
の
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
に
言
う
形
態
波
動
共
鳴
説
の

基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
そ

の
形
態
の
中
心
が
ゼ
ロ
点
で
五
角
形
に

は
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
共
鳴
集
積
し
、

六
角
形
に
は
正
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
共
鳴

集
積
し
、
周
囲
の
炭
素
原
子
と
反
応
す

る
と
仮
定
し
て
い
る
。

同
僚
の
久
留
米
高
専
の
藤
先
生
の
研

究
室
に
在
籍
し
て
い
た
高
倉
氏
は
、
現

在
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
カ
ー
ボ
ン
㈱
の
副

社
長
に
な
っ
て
い
る
。
高
倉
氏
は
フ
ラ

ー
レ
ン
の
製
造
技
術
を
て
が
け
て
い
る

が
、
普
通
は
5
0
0
0
円
／
g
す
る
フ

ラ
ー
レ
ン
を
1
／
10
の
5
0
0
円
で
大

量
生
産
す
る
技
術
を
開
発
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
形
態

波
動
共
鳴
説
は
彼
の
講
演
を
聞
い
て
ひ

ら
め
い
た
。
こ
の
フ
ラ
ー
レ
ン
を
ボ
ー

リ
ン
グ
球
に
塗
り
こ
む
と
得
点
が
20
～

30
上
が
る
。
そ
れ
は
手
を
離
し
た
時
の

速
度
が
ピ
ン
に
衝
突
す
る
速
度
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
た
め
で
、
摩
擦
損
失
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
内
部
か
ら
補
わ
れ
る
と
考
え

る
以
外
に
な
い
。
そ
の
内
部
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
寄
与
し
た
の
が
、
フ

ラ
ー
レ
ン
と
い
う
物
質
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。

実
体
論
　
な
ぜ
ゼ
ロ
点
で
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
が
生
滅
す
る
の
か

●❼ ●



東
西
両
哲
学
の
公
理
、
有
は
無
か
ら

生
ま
れ
無
に
死
滅
す
る
を
科
学
的
に
証

明
す
る
に
は
?

現
代
物
理
学
は
、
真
空
中
で
は
正
反

粒
子
が
対
発
生
対
消
滅
し
て
い
る
と
見

て
い
る
。
正
、
反
粒
子
は
合
わ
せ
た
ら

ゼ
ロ
に
な
る
の
で
、
そ
れ
は
ゼ
ロ
か
ら

発
生
す
る
以
外
に
な
い
。

し
か
し
、
高
尾
は
、
真
空
条
件
は
不

要
と
考
え
て
い
る
。

気
の
科
学
で
も
ゼ
ロ
磁
場
の
考
え
方
が

あ
る気

の
実
態
と
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
同

じ
で
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
で
あ
る
。

ゼ
ロ
場
か
ら
の
対
創
生
、
対
消
滅

（
式
）
に
つ
い
て
は
ペ
ン
ロ
ー
ズ
も
言
及

し
て
い
る
。
彼
は
宇
宙
創
成
、
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
、
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
言
及

し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
の
物

理
学
界
で
は
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
こ
と
を
研

究
し
て
い
る
学
者
は
い
な
い
。

フ
ラ
ー
レ
ン
の
構
造

フ
ラ
ー
レ
ン
は
、
炭
素
が
60
個
集
ま

っ
て
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
直
径

が
10
の
マ
イ
ナ
ス
9
乗
m
相
当
の
ナ
ノ

サ
イ
ズ
で
、
5
員
環
す
な
わ
ち
五
角
形

の
形
を
し
た
も
の
が
12
個
と
6
員
環
す

な
わ
ち
六
角
形
の
形
を
し
た
も
の
が
20

個
か
ら
な
る
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
状
の
球

体
を
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
発
生

そ
こ
で
、
ナ
ノ
サ
イ
ズ
球
体
の
中
心

か
ら
正
、
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
湧
き
、

五
角
形
に
は
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
六
角

形
に
は
正
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
波
動
共
鳴

し
て
炭
素
原
子
に
衝
突
す
る
と
考
え
る
。

そ
の
結
果
、
フ
ラ
ー
レ
ン
や
カ
ー
ボ
ン

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
に
関
す
る
既
知
の
化
学

的
・
電
気
的
機
能
が
ま
と
ま
っ
て
説
明

で
き
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
よ
る
原
子
転
換

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
は
正
、
反
2
種
頼

あ
る
。
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
原
子
に
衝

突
す
る
と
原
子
核
内
の
陽
子
が
中
性
子

に
変
換
さ
れ
陽
電
子
が
発
生
す
る
。
原

子
番
号
は
陽
子
の
数
で
決
ま
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
結
果
、
原
子
番
号
が
一
つ

低
い
原
子
に
転
換
さ
れ
る
。
正
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
が
原
子
に
衝
突
す
る
と
原
子
核

内
の
中
性
子
は
陽
子
に
変
換
さ
れ
電
子

が
発
生
す
る
。
そ
の
結
果
、
原
子
番
号

が
一
つ
多
い
原
子
に
転
換
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
よ
り
、
原

子
番
号
が
プ
ラ
ス
1
・
マ
イ
ナ
ス
1
だ

け
変
化
す
る
原
子
転
換
が
起
き
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
発
生
要
因
と
効
果

プ
ラ
ト
ン
の
五
つ
の
立
体
模
型
は
い

ろ
ん
な
分
子
構
造
の
基
礎
に
な
っ
て
い

る
。

例正
四
面
体　

ゼ
オ
ラ
イ
ト
触
媒 SiO

2

正 

六
面
体　

パ
ラ
ジ
ウ
ム
、
ゼ
オ
ラ
イ

ト
触
媒（
珪
酸
ア
ル
ミ
）に
組
み
込
ま

れ
て
い
る

正 

八
面
体　

金
属
ハ
ラ
イ
ド
ク
ラ
ス
タ

ー
触
媒

正 

十
二
面
体　

準
結
晶
構
造
体
に
取
り

込
ま
れ
て
い
る

正 

二
十
面
体　

ウ
イ
ル
ス
の
キ
ャ
プ
シ

ッ
ド
の
構
造

正
三
十
二
面
体　

フ
ラ
ー
レ
ン
構
造

既
存
の
酵
素
・
触
媒
作
用
を
示
す
物

● ❽●

量子エネルギーニュートリノの
　　　　　　発生要因とその効果

ニュートリノ ニュートリノ

の発生要因 の効果

無誘導
コイル
（佐々木
会長）

気功

イヤシロ地

多角形
（四角形）
（五角形）
（六角形）

結晶等 円滑化現象

健康増進

量子エネルギー

ニュートリノ

の発生

リラックス状態

金粉発生

元素変換
（放射能消滅）

こづち・みろく
（高尾博士・安藤氏）
（五角形・六角形）

オーラコイル
（関博士・植原氏）

無限コイル
（丸山博士）

ゼオライト
　触媒
（四角形）

フラーレン
（五角形）
（六角形）

α脳波

燃費向上

ゼロ磁場



質
の
ナ
ノ
結
晶
構
造
や
ナ
ノ
化
学
構
造

は
、
こ
の
種
の
プ
ラ
ト
ン
立
体
か
、
そ

の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
お
り
、
従
来

科
学
で
は
仮
説
扱
い
の
酵
素
触
媒
作
用

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
本
質
が
、
こ
れ
ら
幾

何
学
立
体
の
中
心
の
ゼ
ロ
点
で
生
滅
す

る
情
報
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー（
光
子
、
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
、
電
子
）
で
あ
る
と
科
学
的

に
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明

正
二
十
面
体
を
上
か
ら
見
る
と
五
角

形
に
も
六
角
形
に
も
見
え
る
。

こ
の
角
頂
を
切
る
と
準
正
32
面
体
の

フ
ラ
ー
レ
ン
図
象
が
で
き
る
。
そ
の
酵

素
触
媒
作
用
は
正
20
面
体
と
は
異
な
る
。

水
素
微
泡
の
中
心
か
ら
水
中
に
向
か

っ
て
放
射
さ
れ
る
チ
ェ
レ
ン
コ
フ
光
の

写
真「

こ
づ
ち
」
上
の
マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
水
滴

か
ら
放
射
さ
れ
る
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

写
真「

こ
づ
ち
」
で
コ
ッ
プ
の
外
か
ら
触
れ

る
だ
け
で
酸
化
還
元
電
位
が
2
3
1

mv

か
ら
マ
イ
ナ
ス
86 

mv
へ
激
減
す
る
。

安
藤
式
波
動
器
具
で
育
成
し
た
ト
マ
ト

ト
マ
ト
の
切
断
面
に
は
白
い
光
の
粒

が
映
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
煮
て
も
揚

げ
て
も
消
え
な
い
。
そ
れ
は
、
量
子
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
生
滅
す
る
ゼ
ロ
点
の
証
し

で
あ
る
。

ト
マ
ト
中
の
含
有
成
分
を
比
較
す
る

と「
こ
づ
ち
」
で
育
成
し
た
ト
マ
ト
が
す

べ
て
に
勝
っ
て
い
る
。

折
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
が
く
っ
つ
く
。

の
り
の
養
殖
で
最
高
の
収
穫

車
の
燃
費
節
減　

「
み
ろ
く
」
が
車

の
中
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
斥
力
が
働
き

軽
く
な
る
の
か
。

長
年
に
わ
た
る
神
業
で
八
大
龍
王
神

か
ら
黄
金
の
玉
を
授
か
っ
た
安
藤
氏
で

あ
る
が
故
の
特
別
の
も
の
か
も
。

生
体
治
癒
効
果

傷
跡
の
激
減
、
組
織
が
瘡
蓋
と
な
り

ガ
ン
の
転
移
な
し
。

「
こ
づ
ち
」
結
界
に
よ
る
放
射
能
分
解

実
験珪

酸
を
入
れ
て
組
み
合
わ
せ
使
用
す

る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

「
こ
づ
ち
」
と「
み
ろ
く
」
を
奉
納
し
た

場
所
の
ス
ラ
イ
ド

宮
崎
、
宮
浦
、
江
田
社

大
阪
、
磐
船
、
星
田
妙
見

行
き
先
々
で
不
思
議
な
体
験

白
髭
神
社
で
現
わ
れ
た
猿
田
彦
大
神

と
天
宇
受
女

平
成
維
新
と
は

精
神
世
界
を
科
学
的
に
正
し
く
理
解

し
、
宗
教
と
科
学
の
融
合
統
一
を
は
か

り
、
物
質
世
界
か
ら
精
神
世
界
へ
の
国

開
き
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

虚
・
無
・
実
宇
宙
構
図
は
人
体
科
学

会
の
研
究
活
動
を
通
し
て
ま
と
ま
っ
た

も
の
で
あ
る
。

気
と
物
は
情
報
交
換
し
て
い
る
。
発

芽
す
る
と
き
は
発
熱
が
あ
る
こ
と
が
ひ

と
つ
の
証
拠
で
あ
る
。

ゼ
ロ
磁
場
と
螺
動
ゼ
ロ
と
は
同
じ
も

の
で
あ
る
。

従
来
科
学
で
言
及
で
き
て
い
な
い
斥

力（
＝
反
重
力
）
を
含
む
五
つ
の
力
が
統

一
さ
れ
ゼ
ロ
場
が
素
粒
子
が
質
量
を
獲

得
す
る
と
い
う
ヒ
ッ
ク
ス
場
で
あ
る
。

静
電
気
が
何
故
発
生
す
る
か
も
解
け

る
。ナ

ノ
コ
ロ
イ
ド
粒
子
で
な
ぜ
電
気
二

重
層
が
形
成
で
き
る
の
か
も
解
け
る
。

す
べ
て
の
衝
突
実
験
の
結
果
を
ま
と

め
て
説
明
で
き
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
公
式
か
ら
の
ゼ
ロ
点
導

出
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
ゼ
ロ
点
経
由
創
生

の
誘
導
過
程
を
示
す
。
式（
1
）か
ら
式

（
4
）
は
、
従
来
物
理
学
の
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
が
絡
む
四
大
公
式
で
あ
る
。
式（
1
）

は
中
性
子
の
β
崩
壊
、
式（
2
）は
逆
β

崩
壊
を
表
わ
す
。
す
な
わ
ち
、
中
性
子

（
n
）
は
寿
命
が
来
る
と
、
式（
1
）
の

よ
う
に
自
然
に
陽
子（
p
）、
電
子（
e-
）

反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ（
ν
）
に
崩
壊
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
陽
子
は
寿
命
が

来
る
と
、
式（
2
）
の
よ
う
に
中
性
子
、

限
電
子（
e+
）
正
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ（
ν
）

に
崩
壊
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ

れ
ま
で
、
式（
2
）は
観
測
で
き
て
い
な

い
。式（

3
）、（
4
）
は
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

と
原
子
核
内
中
性
子
や
陽
子
と
の
相
互

作
用
式
で
あ
る
。
正
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が

原
子
に
衝
突
す
る
と
、
式（
3
）の
よ
う

に
原
子
核
内
の
中
性
子
は
陽
子
に
変
換

さ
れ
電
子
が
発
生
す
る
。
反
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
が
原
子
に
衝
突
す
る
と
、
原
子
核

内
の
陽
子
が
中
性
子
に
変
換
さ
れ
陽
電

子
が
発
生
す
る
。

こ
こ
で
、
式（
1
）の
左
辺
に
正
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
を
加
え
る
と
、
式（
3
）
の

左
辺
と
同
じ
に
な
る
。
式（
1
）
と
式

（
3
）の
右
辺
は
等
し
く
な
る
に
は
、
式

（
1
）
の
正
、
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
和
は

ゼ
ロ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
動
的
に
と
ら
え
る
と
、
正
、

反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
ゼ
ロ
へ
対
消
滅
し
、

ゼ
ロ
か
ら
対
発
生
す
る
こ
と
を
意
味
す
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る
。
こ
こ
で
は
対
発
生
を
考
え
る
と
、

式（
5
）が
成
り
立
つ
。
そ
の
結
果
、
式

（
5
）
の
よ
う
に
、
ゼ
ロ
点
か
ら
正
、
反

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
発
生
す
る
と
い
う
式

が
導
か
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
公
式
か
ら
の
ゼ
ロ
点
導

出n 

→ 

p 

+ 

e- 

+ 

ν�
（
1
）

p 

→ 

n 

+ 

e+ 

+ 

ν�
（
2
）

ν 

+ 

n 

→ 

p 

+ 

e-�

（
3
）

ν 

+ 

p 

→ 

n 

+ 

e+�

（
4
）

（
式
（
1
） 

+ 

ν 

＝ 

式
（
3
）

　

∴
ν 

+ 

ν 

＝ 

0
）

0 

→ 

ν 

+ 

ν
（
発
生
）�

（
5
）

ν 

+ 

ν 

→ 

0
（
消
滅
）�

（
6
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
多
角
形
形
状
や
気

か
ら
発
生
し
、
物
質
の
転
換
に
そ
の
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
が
関
係
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
今
回
の
説
明
に
よ
れ
ば
放
射
性

物
質
を
変
換
し
て
非
放
射
性
化
す
る
こ

と
は
当
然
の
技
術
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
是
非
実
用
化
を
進
め
て
頂
き
た
い

も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
18
名
、
合
計
32
名
、
手
話
通
訳
3
名

で
し
た
。
今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
一
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
講
師
　
井
出
　
治�

氏

と
き　
　

平
成
23
年
9
月
17
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

井
出
氏
は
1
9
4
9
年
愛
媛
県
生
ま

れ
。
立
命
館
大
理
工
学
部
電
気
工
学
科

卒
。
1
9
7
2
年
よ
り
、
未
知
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
を
開
始
。
1
9
9
5
年
、

米
国
物
理
学
会
の「
応
用
物
理
学
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
に
論
文
掲
載
。
1
9
9
9
年
、

N
A
S
A
ラ
ン
グ
レ
ー
研
究
所
主
催
の

国
際
会
議
で
論
文
発
表
。

2
0
1
0
年
、
上
記
論
文
を
基
に
、

超
効
率
イ
ン
バ
ー
タ
を
試
作
。
2

�
0
�1�

1
年
、「
S
P
E
S
I
F
2
0
1
1
」
に

て
超
効
率
イ
ン
バ
ー
タ
を
発
表
。

今
回
は「
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
第

3
起
電
力
と
は
な
に
か
」
お
よ
び
試
作

「
超
効
率
イ
ン
バ
ー
タ
」
に
つ
い
て
解
説

し
て
頂
き
、
ま
た
本
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ

ン
グ
の
関
係
に
つ
い
て
も
お
話
し
さ
れ

た
。
著
書
「
パ
ン
ド
ー
ラ
の
遺
産
」
ビ
ジ

ネ
ス
社
。

近
刊
「
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
U
�F�

O
、
第
3
起
電
力
で
世
界
は
激
変
す
る
」

ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
。
他
共
著
、
雑
誌
記
事

多
数
。

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

私
は
、
1
9
8
4
年
以
来
、
26
年
間

も
未
知
の
新
電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
追
究

を
し
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
研
究
を
開

始
し
た
1
9
7
3
年
か
ら
の
期
間
を
含

め
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
40
年
近
く
こ
の

研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、

ほ
と
ん
ど
完
成
直
前
の
段
階
の
新
電
磁

エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
試
作
機
を
、
昨
年

（
2
0
1
0
年
）
1
月
中
旬
に
製
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
「
S
P
E
S
I
F
2
0
1
1
」
に

論
文
が
受
理
さ
れ
、
2
0
1
1
年
3
月

16
日
、
無
事
口
頭
発
表
を
し
て
、
N
�A�

S
A
を
中
心
と
す
る
米
国
の
科
学
の
中

枢
部
に
対
し
、
情
報
を
送
り
込
む
こ
と

が
で
き
た
わ
け
で
す
。

初
日
か
ら
、
私
は
幹
部
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
特
に

2
日
目
の
懇
親
会
の
あ
と
、
会
の
議
長

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
座
長
ら

に
別
室
に
呼
ば
れ
て
、
私
の
論
文
に
つ

い
て
細
か
い
質
問
を
、
長
時
間
に
わ
た

っ
て
受
け
ま
し
た
。
い
か
に
学
会
幹
部

が
、
私
の
研
究
論
文
に
、
強
い
関
心
を

示
し
て
い
た
か
想
像
で
き
ま
す
。

1
9
8
0
年
頃
モ
ー
タ
ー
の
試
作
機

の
実
験
中
、
偶
然
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
と
な
る
「
未
知
の
起
電
力
」
ら
し
き

現
象
を
発
見
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
所
に
お
い
て
、
そ
れ
を
再
現
さ
せ
る
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こ
と
に
成
功
し
、
1
9
9
5
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
物
理
学
会
の「
応
用
物
理
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
そ
の
論
文
を
掲
載
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
研
究
を
進
め
、
未
知

の
起
電
力
に
つ
い
て
詳
細
な
法
則
を
発

見
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
す
る
二
つ
目

の
論
文
を
仕
上
げ
、
1
9
9
9
年
12
月

に
は
、
N
A
S
A
ラ
ン
グ
レ
ー
研
究
所

主
の
学
会
で
発
表
を
し
ま
し
た
。

こ
の
段
階
ま
で
私
は
、
研
究
開
始
当

初
か
ら
、
常
に
あ
る
共
通
し
た
方
法
を

踏
襲
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で

は
、
私
に
と
っ
て
大
成
功
で
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
未
知
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
研
究
者
の
中
で
、
世
界
的
に
権
威

の
あ
る
学
会
誌
に
、
二
本
の
論
文
を
掲

載
で
き
た
人
は
い
な
い
か
ら
で
す
。

今
回
開
発
し
た
新
イ
ン
バ
ー
タ
ー

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
二
本
の
論
文
は
次
の
研
究
の
土
台

と
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

2
0
0
0
年
に
な
っ
て
か
ら
、
私
は

研
究
対
象
を
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
エ
ー
テ
ル
エ
ン

ジ
ン
、
つ
ま
り
モ
ー
タ
ー
の
研
究
か
ら

イ
ン
バ
ー
タ
ー
ヘ
と
切
り
替
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
モ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
機
械
的

な
可
動
部
分
、
す
な
わ
ち
回
転
部
分
が

あ
る
装
置
か
ら
、
可
動
部
分
の
ま
っ
た

く
な
い
装
置
で
あ
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー
に

切
り
替
え
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
頃
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

実
験
を
思
わ
せ
る
テ
ス
ラ
コ
イ
ル
の
実

験
が
暴
走
し
、
グ
ロ
ー
放
電
が
発
生
し

て
制
御
不
能
に
な
っ
た
と
い
う
実
験
を

聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
2

�
0
�0�

9
年
末
、
超
効
率
の
イ
ン
バ
ー
タ
が
出

来
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
1
月
5
日
頃
、
改
造
電

気
回
路
の
実
験
を
す
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
が
、
1
2
0
か
ら
1
4
0
%
得

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
試
作
し
た
イ
ン
バ
ー
タ
ー
と
い
う
こ

の
装
置
に
、
1
0
0
ワ
ッ
ト
の
直
流
電

気
を
入
れ
る
と
、
1
2
0
か
ら
1
4
0

ワ
ッ
ト
の
交
流
電
気
が
出
力
さ
れ
る
の

で
す
。

こ
れ
は
、
40
年
近
く
も
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
研
究
を
続
け
て
き
た
私
に
と
っ
て

は
、
長
年
の
夢
で
し
た
。

幸
い
に
も
、
新
し
い
イ
ン
バ
ー
タ
ー

は
、
再
現
性
を
保
持
で
き
ま
し
た
。

1
月
16
日
の
こ
と
で
す
。
実
験
中
、

驚
く
べ
き
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
イ

ン
バ
ー
タ
ー
の
出
力
波
形
が
、
急
に
大

き
く
増
大
し
た
の
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
を
示
す
数
値
を
み
る
と
、
1

�
4
�0�

%
か
ら
2
7
0
%
ま
で
急
上
昇
し
ま
し

た
。
一
瞬
、
な
に
が
起
こ
っ
た
の
か
理

解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
日
、
こ
の
現
象
を
「
雪
崩
現
象
」
と

名
付
け
理
論
も
仕
上
が
り
、
技
術
の
特

許
も
出
願
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
冒
頭
で

述
べ
た
、
3
月
16
日
の
米
国
に
お
け
る

「
S
P
E
S
I
F
2
0
1
1
」
で
の
論
文

発
表
に
繋
が
り
、
ま
た
論
文
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
特
徴
は
高
速
の

ス
パ
イ
ク
波
と
反
発
磁
場
で
す
。
こ
れ

で
通
常
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
2
倍
以
上

の
効
率
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
は
磁
場
の
変

化
の
一
次
微
分
に
比
例
し
ま
す
が
、
今

回
私
が
発
見
し
た
起
電
力
は
フ
ア
ラ
デ

ー
の
起
電
力
と
は
独
立
し
て
お
り
入
力

電
流
と
同
じ
方
向
で
磁
束
変
化
の
二
次

微
分
値
に
比
例
し
て
お
り
こ
れ
で
無
限

の
出
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
問
　
エ
マ
モ
ー
タ
ー
は
冷
た
く
な
る

と
き
い
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
ど
う

か
。

A
．
コ
ア
が
若
干
冷
え
、
コ
イ
ル
も
冷

え
る
。

新
電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
つ
く
る
未
来

現
在
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
駆
動
さ
れ

る
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
効
率
は
、
4

�
0
�0�

%
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
の
最
も
重
要
な
意
味
は
、
永
久

発
電
器
が
作
れ
る
こ
と
で
す
。
出
力
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
を
、
入
力
側

に
戻
せ
ば
可
能
で
す
。
こ
う
す
れ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
か
ら
解
放

さ
れ
た
永
久
発
電
装
置
が
出
来
る
わ
け

で
す
。
我
々
は
、
従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

保
存
則
に
縛
ら
れ
続
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

我
々
は
地
球
の
資
源
で
あ
る
化
石
燃

料
、
原
子
力
の
ウ
ラ
ン
か
ら
解
放
さ
れ

ま
す
。
ま
た
そ
の
代
替
用
と
い
わ
れ
る
、

ソ
ー
ラ
ー
発
電
や
風
力
発
電
の
よ
う
な

不
安
定
で
制
御
が
難
し
い
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
頼
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
こ
の
電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
新

し
い
宇
宙
推
進
の
原
理
に
到
達
で
き
る

で
し
ょ
う
。
膨
大
な
化
石
燃
料
を
浪
費

す
る
、
現
在
の
ロ
ケ
ッ
ト
や
ジ
ェ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ン
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、
あ

る
種
の
磁
場
に
よ
る
宇
宙
航
法
で
す
。

つ
ま
り
、
U
F
O
の
こ
と
で
す
。

私
に
と
っ
て
の「
バ
ン
ド
ー
ラ
の
遺

産
」
と
は
、
こ
の
技
術
が
確
立
で
き
る

段
階
ま
で
、
研
究
を
続
け
る
こ
と
で
す
。
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本
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

20
年
ほ
ど
前
か
ら
妻
が
チ
ャ
ネ
ラ
ー

の
能
力
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
の
遺
伝
で
し
た
。

上
位
の
霊
か
ら
の
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
は

い
い
が
、
下
位
の
霊
か
ら
の
チ
ャ
ネ
リ

ン
グ
の
場
合
は
重
た
く
感
じ
ま
す
。
で

き
る
な
ら
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
は
や
ら
な
い

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

2
0
0
7
年
3
月
か
ら
私
に
も
コ
ン

タ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
先
祖
の
過

去
帳
を
み
た
こ
と
が
供
養
に
な
り
、
私

の
周
り
に
あ
っ
た
ヴ
ェ
ー
ル
が
と
れ
た

よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
地
底
人
か
ら
の

コ
ン
タ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ン

タ
ク
ト
に
よ
る
と
別
の
空
間
が
数
多
く

あ
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の
会
場
に
も
一

杯
空
間
が
あ
る
よ
う
で
す
。

彼
ら
の
身
体
は
半
透
明
で
あ
り
、
排

泄
は
し
な
い
と
の
こ
と
。

我
々
の
概
念
を
超
え
た
存
在
が
数
多

く
あ
り
、
も
っ
と
上
の
空
間
か
ら
き
て

い
ま
す
。

彼
ら
は
私
・
井
出
を
通
じ
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
彼
ら
に
よ
る
と
今
ま
で
の

研
究
は
す
べ
て
進
歩
で
す
。
地
球
で
は

利
益
が
で
な
い
と
失
敗
と
い
う
が
彼
ら

は
研
究
に
失
敗
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

再
現
性
の
あ
る
も
の
も
、
再
現
性
の
な

い
も
の
も
両
方
価
値
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
空
間
の
デ
ー
タ
も
役
に
立
つ
の
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル

は
す
べ
て
こ
れ
ら
の
宇
宙
人
が
作
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
見
た
地
球
人

が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
を
研
究

し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
宇
宙
人
も
別

の
次
元
か
ら
観
測
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

い
い
ま
す
。

注※ 

イ
ン
バ
ー
タ
ー
：
直
流
電
力
か
ら
交

流
電
力
を
電
気
的
に
生
成
す
る（
逆

変
摸
す
る
）電
源
回
路
、
ま
た
は
そ
の

回
路
を
持
つ
電
力
変
換
装
置
の
こ
と

※ 

テ
ス
ラ
コ
イ
ル
：
高
周
波
・
高
電
圧

を
発
生
さ
せ
る
共
振
変
圧
器
の
こ
と

※ 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
実
験
：
1

�
9
�4�

3
年
8
月
12
日
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
沖
合
で
行
わ

れ
た
と
さ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

ス
テ
ル
ス
実
験
の
こ
と

戦
前
の
1
9
4
3
年
に
行
わ
れ
た
米

軍
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
実
験
は
、
駆

逐
艦
を
透
明
化
し
よ
う
と
い
う
実
験
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
の

ス
テ
ル
ス
機
の
よ
う
に
、
レ
ー
ダ
ー
の

電
波
を
反
射
し
な
い
方
法
で
は
な
く
、

強
力
な
磁
場
で
光
を
曲
げ
て
、
本
当
に

透
明
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
し
た
。

こ
の
実
験
に
使
わ
れ
た
駆
逐
艦
が
、

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
号
で
す
。
ま
た
艦
内
に

は
、
テ
ス
ラ
コ
イ
ル
ら
し
き
も
の
も
使

わ
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
結
果
は
、
青
緑
色
の
霧
が
発
生

し
て
、
な
に
か
制
御
不
能
の
空
間
の
暴

走
状
態
が
生
じ
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
号
は
、

不
可
視
状
態
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

本
当
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
港
か
ら
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、

3
2
0

km
離
れ
た
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
港
に

現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

い
よ
い
よ
原
子
力
に
代
わ
る
宇
宙
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
が
緒
に
つ
い
た
よ

う
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
学
会
で
は
こ
の
よ
う
な

未
来
の
技
術
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
日
本
の
学
会
は
そ
っ
ぽ

を
向
い
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
17
名
、
非
会

員
22
名
、
合
計
39
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円（
送
料

込
み
）で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

平 

成
24
年
1
月
21
日　

檀
上
洪
司
氏

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る　

潜
在
意
識
か
ら
宇
宙
意
識
へ
」

2 

月
18
日　

徳
永
康
夫
氏
「
宇
宙
か
ら

見
た
般
若
心
経
」

3 

月
17
日　

桜
井
喜
美
夫
氏
「
出
口
王

仁
三
郎
の
遺
言
」

4 

月
21
日　

久
保
田
昌
治
氏
「
水
の
は

な
し
活
性
水
・
機
能
水
と
は
」

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の

広
告
ご
出
稿
に
つ
い
て

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
広
告
出
稿
を

募
集
致
し
ま
す
。
掲
載
料
金
は
、
1
頁

を
4
段
と
し
た
場
合
、
1
段
分
が
1
万

円
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る

会
社
ま
た
は
個
人
で
も
事
務
局
に
メ
ー

ル
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故�関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　 送料
加速教育法（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2100円（310円）
加速学習法（1995：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2550円（210円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1995円（210円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1000円（160円）
念波（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800円（160円）
CD：生命と宇宙[講演録72分]（1998：船井メディア） ・・・・3000円（160円）
電気磁気学[加速教育用]（1983：加速学園出版部） ・・・・・・1340円（160円）
謎のオズマ計画  −UFOとの関連−（1976：USL） ・・・・・・・190円（120円）
FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版） ・・・・・・1000円（160円）

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
　深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2500円（210円）
　深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1800円（210円）
　深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2200円（210円）
　VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3000円（300円）
　VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3000円（300円）
　　※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

　御注文はそれぞれ定価+送料の合計料金を郵便局にある郵便振替用紙で以下の
　口座にお振り込み願います。
　　口座番号　00100−2−15344　　加入者名　日本サイ科学会

　★郵便振替用紙の「通信欄」に書籍名を必ずご記入願います。
　★郵便番号、住所、氏名、電話番号は楷書で読みやすくご記入願います。
　　（特に番地は算用数字でしっかり書いてください。）

　※お振り込みから4週間以内に発送致します。
　※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の電話またはFAX、 

E-mailで確認して頂いてから、お願い致します。
　※ 以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦 

願います。

　<お問い合わせ>
　日本サイ科学会事務局　〒271 -0047　千葉県松戸市西馬橋幸町41-506
　　　　　　　　　　　　TEL 047 -347 -3546　FAX 047 -330 -4091
　　　　　　　　　　　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp



度であるが、QEで繋がった後に、測定したと
きは20～30%にもなることがあります。つぎ
にQEとは何か?を検討します。

周知のように、QEは現代物理学で広く用い
られている言葉であり、「願い事」をする私と、
願い事をされる「対象物」の間を、素粒子で絡
み合う（結ぶ、繋げる）事を意味しています。
この時、両者の間を連絡する搬送波は縦波

（音、スカラー波、ゼロの粗密波）ならびに横
波（電磁波）であり、その対流が望まれていま
す。伝達の担い手はPSI-pair群であります。
つまり、上の2）で述べたASC（1）電子は、ゼ
ロ意識の時に、意念の命令に従ってチャクラ
から衝撃的に放出され、イマジナル（虚数）の
世界等から反粒子（陽電子）を呼び込み。そし
て、瞬間的に、ASC（1）電子と一対（ペアー）
を形成し、さらに経穴から放出される微細身
素粒子（正）、（負）と結合して、より安定な
PSI-pair群を形成することになる、と判断して
おります。このPSI-pair群はサイ（気）の基盤
であり、またQEの基盤でもあると考えており
ます。

QE形成を説明します。チャクラ等から放出
されたPSI-pair群は、搬送波に載せられて目
的物（対象物、ゼロ点：負に帯電）に到達し、
PSI-pair群のスピン半分のASC（1）と（負）微
細身素粒子ペアがゼロ点に捕まり、残り半分
スピンの、陽子と（正）微細身素粒子ペアが身
体側に戻される。これが繰り返されて、QEが
形成されることになる、と考えております。

6）心理的な条件（注意事項）

英国のケネス・バチェルダー（1988年死亡）
は、心理条件として有名な「とらえにくさ」等を
発表しております（笠原敏雄編、超常現象のと
らえにくさ、春秋社 1993参照）。実験にさいし
て、（1）現象発生時に厳密性を求めると、総て
は無になる。（2）同席者としては、打ち解けた、
気の合う仲間が良い。自然な会話や音楽も良

い｡ 顔ぶれが変わると、疑念が起こりやすい。
（3）意識的な努力はダメである。（4）必ず発生
させる、という完全なる信念が必要。（5）予め、
潜在意識に埋め込んでおいて、次ぎに、潜在
意識が此を実行する。以上が必要となる。さ
らに「とらえにくさ」として、（6）みられたくな
い。（7）かくす。（8）人のせいにする。これら

（6）～（8）を、予め、考慮しておく。
筆者らは、以上を参考にして実験を行って

おります。この条件も「願いを叶える」ためには
是非必要な注意事項であると考えております。

7）実施についての注意

「願い事」を叶える過程ならびに実験系に、
サイ（気）を呼びこんで、未知現象を発生させ
る場合を考えてください。この時、「アーチファ
クト」に関係した知識も大いに参考になりま
す。アーチファクトとは、「願い事」の目的また
は実験の目的。たとえば、線香の煙を「右に揺
らし、つぎに左に揺らす」を未知現象として、
意識のみで行う場合を想定します。本当は、
上に述べた方法に従って、サイ（気）を用いて
行うのですが、たまたま都合良く風が吹いた、
とか、誰かのいたずらで、そのようになった、
とする。これを見て、本人や同席者が「あー、
あー、・・・動いた、動いた」等と、ビックリし
たと仮定します。すると、本人はこれに＂ダマ
サレ＂て、緊張感が溶けて、大喜びする。まわ
りの雰囲気に喜びの安堵感が行き渡り、結果
として、本当にサイ（気）が出現することにな
る（手押し井戸ポンプの呼び水の様に）。これ
から後は、送念により、何時でも、何回でも、
容易にサイ（気）が出現する事になる。つまり

「アーチファクト」とは、通常現象を用いて「ダ
マス（意識をダマス）」事によって、サイ（気）の
出現を促す事を意味しております。これらも

「願い事」を叶える為に重要な要素となり得ま
す。この様に「思い込み」も重要であると判断
しております。

● �●



パワースポット（聖地）は神社や仏閣、巨岩
や霊水、山上や巨木など様々ですが、きっか
けは、上記のように、能力のある人（例、開祖）
の特種な感覚によって発見されたのではない
でしょうか。

2）心身の条件を整える

未知現象を発生させる為には、瞑想法や気
功法、腹式呼吸や三段式呼吸法、あるいは六
字真言をとなえる等によって、心身を整える必
要があります。方法は様々ですが、要するに

「リラックス集中」が必要になります。例えば、
呼吸を一時的に止めて、変性意識状態（ASC、
ゼロ意識）になる。すると、脳波は自然に7～
8Hzになります。そして（例えばMK師やHY
師は）、両目で脳天を見るようにすると良い状
態に集中しやすい、と言われております。この
時、意念の命令にしたがって、チャクラ（エネ
ルギーセンター）や経穴（ツボ）などから、
ASC（1）｛変性意識状態（1）｝電子（光子）や微
細身粒子（オーラ）がラセン状に放出されるこ
とになります。なおASC（1）電子とは、脳の働
き（ニューロン、シナプス）以前に動き出す意
識運動の原因の一部であり、反射神経的にす
ばやく作動する電子（光子）を意味しておりま
す。これがPSI-pair形成の基礎を担う事にな
ります。

3）意識を物に合わせる

意識を変性させた状態となり、無意識層の
さらに深いところに到達すると、ミクロの世界

（素粒子）のより深い所と同一になる。何れも、
極微細な素粒子状態であり、互いに交流して
いる、と判断できます。ここでは、心は物であ
り、物は心であり、物と心は一体であります。
感覚的に物は生きている、そして自己主張し
ている、というような物に対する親近感が必要
になります（MK師、HY師）。すると、物は私

（心）なので、心で念ずる事は、当然、物にも

通じて､ 物の変化として現れて来る、とイメー
ジします。この働きがマクロの世界に現れて、
奇跡として、未知現象が発生する事になりま
す。つまり、物に心を合わせる。または、相
手に自分を合わせる事が必要になる、といえ
ます。

4）ゼロを加算させる

未知現象はエネルギー及びゼロ一定条件で
発生しています。つまり、ゼロを加算してパ
ワーを増加し、不安定状態にする事が、始め
に、必要になります。「負の要素」と「正の要素」
をぶつけて加算するとゼロ（エネルギー）にな
りますが、これを少しずらせて重ねると、ゼロ
にはならないで、両要素は其の儘の状態で保
持されます。しかし、此を幾段も重ねると、全
体としては、ほぼゼロになります。願い事には
必ず「正」の面（約50%）と「負」の面（約50%）
があります。「願い事」を様々に、幾度も重ね
ると、ゼロはだんだんに累積されます。同じ人
が幾度も、幾度も。また様々な多くの人達の

「願い」が、幾度も、幾度も、重なると、ゼロ
が次第に集積されます。ゼロは非エネルギー
なので、ゼロ場には、無限に情報が集積され
ることになります。これらの大集団がサイ（気）
であると判断しております。この集団と私の心
が結ばれ、反応すると、未知現象としての奇
跡が起きることになります。なおゼロの集団
は、数多く重ねると、遂には、不安定になり、
別の現象に移る事になります。この時、カオス
現象の分岐が開始されます。

5）量子絡み合い（QE）の形成

「実験者効果」という言葉があります｡ 未知
現象がしめす結果は、極僅かな効果（通常、
10%程度）しか生じないが、実験者によっては、
此を2～3倍に高めた値、つまり20～30%の
効果を出す場合があります。つまり実験者と
対象物がQEで繋がらない場合は10～20%程

●� ●



パワースポットで「願いを叶える」ためには
どうしたら良いか、については「願いを叶える
為の科学（1）、（2）」で記述させて戴きます。し
かし､ 不十分な点があり、より丁寧にお話しし
た方がよいだろうと思いますので、未知現象
を発生させる為の「予備・注意事項」として、
ここで述べさせていただきます。

1）場所の選定

未知現象はゼロ場のなかのゼロ点で発生し
ております。ゼロ場とはパワースポットのこと
であり、ゼロ点とは現象の起きる変換点をいい
ます。パワースポットは意識と無意識、ならび
に物質のマクロ世界とミクロ世界に跨って存在
しております。呼吸法や瞑想法などを用いて、
知性や理性をうすめ、無意識に近づき、変性
意識状態（ASC）となり「願い事」を念ずると未
知現象が奇跡的におきる、と考えております。

このパワースポット（場所）をどの様に選ぶ
か、ですが、普通は近くにある「願い事」に合
うと思われる社寺仏閣などにお参りする事に
なります。ここでは、新たに科学的に設定す
る場合を想定する事にします。結論として、
相
そうさい

殺零場をみつけ、ここに「ゼロ」を積み重ね
て、不安定状態を造ることが求められます。
相殺ゼロ場とは、二要素間に、双方向から「正

方向」と「負方向」の力がぶつかりあい、静止し
ている状態（バランスの取れた状態）で、たと
えば、「甲」と「乙」の両力士が、土俵の中心で
ぶつかりながら、満身の力を込めて、押し合っ
ているが、動きが無い状態を想像してくださ
い。つまり、パワーはあるが、バランスが取れ
て静止している状態、を意味しております。こ
の状態は日本列島構造線（断層）上の分杭峠な
どにみられます。

具体的なパワースポット（ゼロ場）の選定は、
感覚の鋭い未知能力の保有者（気功師、シャー
マン、開祖等）の気感（感覚）によって見つけら
れる場合が多いといえます。分杭峠は中国、
元極学の張志祥師によって発見されました。
そこに行くと、パワーを感じる、気持ちが良い、
癒される、元気を貰う、等があります。そこは
地球表面上の断層で、花崗岩や玄武岩が無い
のにガンマー線の高い値の測定値が得られる

（普通は0.04μSv/hrなのに0.12μSv/hrもあ
る）。方向磁針が5～10分程度も狂う場所（局
所）がある。また地殻内に存在するヘリウム3
が地表上で見られた、さらに山中なのに塩（水）
温泉がある、等の異常が認められる、等の話
もあります。以上を総合し、地球内部からある
種の未知のエネルギー（気）が滲み出てきてい
るのだろう、と推定できます。

未知現象を発生させる（注意）未知現象を発生させる（注意）

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http：//homepage3.nifty.com/PSIJ/  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp
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四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

オ
ー
ブ
研
究
そ
の
後

　
　
　
　
講
師

　
ロ
ン 

薄
葉 

氏

　
　
　
　
　
　
　
川
崎 

利
男 

氏

2
0
0
6
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
日

本
サ
イ
科
学
会
全
国
大
会
で
の「
オ
ー

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
か
ら
5
年
半
が
経

ち
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
も
日
本
の
研

究
者
の
皆
様
の
精
力
的
な
オ
ー
ブ
研
究

は
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
や
は
り
長
年
オ
ー
ブ
研
究
を

継
続
さ
れ
て
い
る
二
人
の
先
生
に
御
講

演
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

是
非
、
最
近
の
オ
ー
ブ
研
究
の
進
展

を
皆
様
も
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
以
下
内
容
ご
紹
介
）

日
時　

平
成
24
年
4
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

「 

オ
ー
ブ
現
象
と
こ
れ
ま
で
の

歩
み
」

　
　
　
　
講
師

　
ロ
ン 

薄
葉 

氏

　
　
　
　（
日
本
サ
イ
科
学
会
評
議
員
）

今
回
は
、
オ
ー
ブ
現
象
研
究
を
手
掛

け
て
、
約
8
年
経
過
し
ま
し
た
現
在
、

ま
た
、
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
始
ま

り
ま
し
た「
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
」

に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ブ
現
象

報
告
と
研
究
内
容
の
発
表
を
振
り
返
り

ま
し
て
、
お
話
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
オ
ー
ブ
現
象
と
は
、
い
っ
た
い
何
な

の
か
」。
こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容
を
振
り

返
り
ま
し
て
、
何
を
ど
う
伝
え
れ
ば
良

い
の
か
、
常
に
、
考
慮
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
目
に
は
見
え
な
い
現

象
」
に
つ
い
て
、
一
般
の
方
々
か
ら
の

ご
意
見
お
よ
び
見
解
を
も
お
聞
き
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
著

者
の
力
量
不
足
も
一
因
し
て
か
、
8
年

経
過
し
ま
し
た
現
在
も
、
こ
れ
と
い
っ

た
内
容
評
価
や
成
果
も
得
ら
れ
て
い
な

い
、
そ
の
現
況
に
大
き
な
反
省
を
も
感

じ
て
い
ま
す
。

現
在
も
私
な
り
に
、
こ
の
オ
ー
ブ
現

象
を
探
求
し
て
い
ま
す
が
、
視
野
を
広

◎ 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

お
願
い

※ 

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

※ 

今
回
同
封
致
し
ま
し
た
別
紙
で
も
お

願
い
致
し
ま
し
た
が
、
3
月
で
2 

0
 

1 

1
年
度
が
終
了
し
、
4
月
か
ら
新

年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
日
本
サ
イ
科

学
会
は
会
員
の
皆
様
の
会
費
で
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
世
の
中
が
不
景

気
の
時
期
に
ご
負
担
を
か
け
て
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
会
費
に
よ
る

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

◎
第
15
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
四
月
例
会
予
告

◎
五
月
本
部
例
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
報
告

◎
十
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
六
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
六
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
春
の
大
会

◎�

指
尖
脈
波（
カ
オ
ス
解
析
）法
に
よ
る

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
計
測
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め
る
意
味
か
ら
、
現
在
は
、
海
外
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
ま
し
て
、
各
国

の
興
味
と
関
心
を
持
つ
方
々
と
の
意
見

交
換
を
通
し
て
、
こ
の
オ
ー
ブ
の
観
想

に
つ
い
て
お
聞
き
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
う
し
た
海
外
か
ら
の
オ

ー
ブ
現
象
評
価
を
交
え
な
が
ら
、
こ
の

現
象
の
意
味
合
い
、
ま
た
、
海
外
で
は

ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
る
現
象
な
の
か
を

お
伝
え
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ロ
ン
薄
葉
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

英
国
政
府
公
認　

英
国
心
霊
協
会　

準
ヒ
ー
ラ
ー
。
日
本
サ
イ
科
学
会　

評

議
員
。
オ
ー
ブ
現
象
研
究
家
、
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
家
、
気
功
施
術
師（
覇
気

導
引
功
修
得
）

栃
木
県
大
田
原
市
生
ま
れ
。
平
成
2

年
ま
で
は
、
大
手
外
食
産
業
の
会
社
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
勤
務
、
主
に
フ

ー
ド
関
係
の
仕
事
に
従
事
。
突
然
の
天

命
を
授
け
ら
れ
て
神
秘
な
る
意
識
の
覚

醒
が
始
ま
る
。
以
後
、
精
神
世
界
へ
と

導
か
れ
、
現
在
も
英
国
の
心
霊
協
会
と

の
親
睦
に
よ
り
、
国
内
で
ヒ
ー
ラ
ー
と

し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
活
動
と
普
及
推
進
に

力
を
注
ぐ
。
現
在
は
、
オ
ー
ブ
現
象
研

究
を
手
掛
け
な
が
ら
、
主
に
気
・
生
体

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
お

よ
び
次
元
問
題
を
研
究
探
索
中
。
地
元

活
動
で
は
、
高
齢
者
を
中
心
に
健
康
予

防
法
と
し
て
の
気
功
指
導
を
実
践
中
。

「 

オ
ー
ブ
観
察
7
年
間

　
そ
の

傾
向
と
残
さ
れ
た
課
題
」

　
　
　
　
　
講
師

　
川
崎 

利
男 

氏

　
　
　
　
　
　（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）

◎
オ
ー
ブ
は
霊
魂
か
?

私
が
初
め
て
オ
ー
ブ
を
撮
影
し
た
の

は
7
年
前
、
和
光
市
陸
上
自
衛
隊
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
軍
歌
祭
会
場
で
し
た
。

英
霊
の
霊
魂
か
と
言
う
疑
問
が
強
く
湧

い
て
き
ま
し
た
。
何
と
か
科
学
的
な
解

明
が
出
来
な
い
か
。
そ
れ
に
は
数
多
く

の
標
本（
オ
ー
ブ
写
真
）
を
集
め
て
全

体
像
の
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
だ
。
そ
れ

と
、
自
宅
前
の
十
字
路
で
の
定
点
観
測

で
す
。
毎
夜
8
時
に
東
西
南
北
そ
し
て

天
頂
と
合
計
約
50
枚
撮
影
。
平
均
的
に

5
%
の
確
率
で
オ
ー
ブ
を
撮
影
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
安
全
指
導
の
各
企
業
の
職

場
で
、
町
内
会
の
盆
踊
り
で
、
カ
ラ
オ

ケ
会
場
で
と
、
出
か
け
た
先
で
撮
影
を

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
オ
ー
ブ
は
賑
や

か
な
と
こ
ろ
で
出
現
す
る
傾
向
が
あ
る

事
が
再
現
性
を
持
っ
て
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

◎
煙
状
物
質
は
オ
ー
ブ
の
母
体
か
?

冬
期
、
定
点
撮
影
の
際
、
も
や
も
や

と
し
た
煙
状
物
質
が
撮
影
で
き
る
時
が

あ
り
ま
す
。
世
間
で
は
、
こ
れ
は
オ
ー

ブ
の
母
体
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

未
だ
誰
も
そ
の
証
拠
写
真
は
撮
影
し
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
2
月
5
日
、
オ
ー
ブ
誕
生
の
瞬

間
を
撮
影
で
き
ま
し
た
。
当
日
ご
覧
頂

き
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。�

●
川
崎
利
男
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
4
年
1
月
生
ま
れ
。
芝
浦
高
等

工
学
校
化
学
科
卒
。
T
D
K（
株
）
で

研
究
・
製
造
・
安
全
環
境
保
全
を
各
10

年
間
勤
務
。
定
年
後
、（
有
）
日
本
V
M

セ
ン
タ
ー
設
立
。
大
小
企
業
の
現
場
安

全
・
V
M
指
導
を
25
年
間
展
開
、
今
日

に
至
る
。
平
成
18
年
4
月
サ
イ
科
学
会

入
会
。
平
成
22
年
7
月
マ
ー
ジ
ナ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
賞
受
賞
。
趣
味
・
家
庭
菜
園
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
15
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
4
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
西
洋
医
学
の
祖
。

品
川
の
桜
を
眺
め
な
が
ら
の
、
健
康
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
!　

激
動
の
2
0
1
2
年

で
如
何
に
健
康
を
保
つ
か
?　

皆
さ
ん
、

健
康
第
一
で
い
き
ま
し
ょ
う
!

日
時　

平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0�

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

�

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
・

国
際
ヒ
ー
リ
ン
グ
看
護
協
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❷●



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
の
遺
言

　
　
　
　
講
師

　
桜
井 
喜
美
夫 

氏

日
時　

平
成
24
年
3
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
例
会
の
お
知
ら
せ

水
の
は
な
し

　
―
活
性
水
・
機
能

水
と
は
、
そ
の
生
体
へ
の
作
用
、

水
の
つ
く
こ
と
ば
な
ど
―

　
　
　
　
講
師

　
久
保
田 

昌
治 

氏

日
時　

平
成
24
年
4
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
予
告

命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若
心
経

の
探
検

　
　
　
　
　
講
師

　
徳
永 
康
夫 

氏

科
学
で
は
ま
だ
正
体
が
掴
め
て
い
な

い「
命
」
と
い
う
も
の
を
、
宗
教
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
難
解
な
哲
学
的
解

説
で
も
な
く
、
具
体
的
に
分
か
り
易
く

科
学
的
に
皆
様
と
ご
一
緒
に
探
検
し
て
、

解
明
し
ま
す
。

人
間
と
宇
宙
は
ど
ち
ら
も
二
重
構
造

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
人
間
は「
肉

体
」
と「
本
質
の
生
命
体
」
の
二
重
構

造
。
宇
宙
は「
こ
の
世
」
と「
あ
の
世
」

の
二
重
構
造
。
そ
し
て「
肉
体
」
は「
こ

の
世
」
に
属
し
、「
本
質
の
生
命
体
」
は

「
あ
の
世
」
に
属
し
て
い
た
の
で
す
。

何
だ
、
宗
教
だ
、
と
勘
違
い
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
真

実
だ
っ
た
の
で
す
。
最
先
端
の
量
子
力

学
の
一
部
も
ほ
ぼ
近
く
ま
で
到
達
し
て

い
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
2
5
0
0

年
前
の
般
若
心
経
は
と
っ
く
に
こ
の
事

実
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
科
学
を
超
え
て
い
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の「
命
」
に
、
不
思
議
な
超
微

小
生
命
体
の「
ソ
マ
チ
ッ
ト
」
が
、
重
要

な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
の
情
報
を

皆
様
に
す
べ
て
公
開
し
ま
す
。

●
徳
永
康
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
5
年
九
州
大
学
法
学
部
卒
。

50
歳
で
三
菱
商
事
退
職
後
、
東
洋
医
学
、

ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
、
物

理
、
生
物
学
、
天
文
学
、
量
子
力
学
、

釈
迦
の
経
典
、
新
約
・
旧
約
聖
書
の
研

究
、
水
・
波
動
・
気
・
輪
廻
転
生
な
ど

を
独
学
。
2
0
0
4
年
日
本
ソ
マ
チ
ッ

ト
学
会
設
立
に
参
画
、
理
事
に
就
任
。

2
0
0
8
年
ソ
マ
チ
ッ
ト
の
発
見
者
ガ

ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
を
カ
ナ
ダ
に
訪
問
。

N
P
O
統
合
医
療
臨
床
情
報
セ
ン
タ
ー

理
事
。
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。
㈱
恒

常　

代
表
取
締
役
。
著
書
に『
命
の
不

思
議
探
検
』
が
あ
る
。

日
時　

平
成
24
年
5
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
報
告

『
3
・
11 

新
文
明
の
幕
開
け
』

～
日
本
人
の
使
命
～

　
　
　
　
　
講
師

　
鈴
木 

俊
輔 

氏

こ
ち
ら
の
映
像
は
2
0
0
8
年
制
作

の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
「
2
0
1
2
」
で
す

が
、
今
年
の「
3
・
11
東
日
本
大
震
災
」

の
津
波
を
暗
示
す
る
映
像
が
出
て
来
ま

●❸ ●



す
。物

質
文
明
の
崩
壊
の
ポ
イ
ン
ト
は
2

0
0
1
年
の
米
国
「
9
・
11
ツ
イ
ン
タ

ワ
ー
の
崩
壊
」
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
新
し
い
文
明
の
幕
開
け
を

暗
示
さ
せ
る
の
が
、「
3
・
11
東
日
本

大
震
災
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。「
9
1
1
+
3
1
1
」
の
計
算
を

し
ま
す
と
、
な
ぜ
か
「
1
2
2
2
」
と

い
う
奇
妙
な
数
字
が
出
て
来
ま
す
。
奇

妙
な
数
字
と
い
い
ま
す
と
、
私
の
生
年

1
9
4
7
年
の
下
二
桁
「
47
」
と
今
年
の

誕
生
日
の
年
齢
「
61
」
を
加
え
ま
す
と
、

「
1
1
1
」
と
い
う
数
字
が
出
ま
す
。
こ

れ
は
皆
さ
ん
の
生
年
の
下
二
桁
と
今
年

の
年
齢
を
加
え
て
も
、
全
員
「
1
1
1
」

に
な
る
の
で
す
。
今
年
は
1
が
3
つ
並

ぶ「
ス
タ
ー
ト
の
年
」
を
暗
示
し
て
い
ま

す
。東

日
本
大
震
災
の
直
後
、
現
地
の
映

像
で
コ
ン
ビ
ニ
に
人
々
が
長
い
列
で
整

然
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
余
震
で

揺
れ
た
棚
か
ら
菓
子
パ
ン
が
落
ち
た
の

を
、
小
さ
な
女
の
子
が
拾
っ
て
元
の
棚

に
戻
し
た
映
像
も
世
界
中
に
放
映
さ
れ
、

日
本
人
の
秩
序
正
し
さ
が
感
銘
を
与
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
千
葉
の
田
舎
で
は
、

停
電
で
信
号
機
が
つ
か
な
く
な
っ
た
と

き
に
、
地
元
の
爺
さ
ん
婆
さ
ん
が
物
干

し
竿
に
布
を
巻
き
付
け
て
、
交
通
整
理

を
し
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま

す
。も

し
日
本
に
こ
う
い
っ
た
地
震
が
な

か
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
私
達
は
相

変
わ
ら
ず
飽
食
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
地
震
に
よ
り
一
億
三
千
万
の

人
間
が
こ
の
被
災
地
に
向
け
て
、「
さ
あ

こ
れ
か
ら
だ
、
頑
張
ろ
う
ぜ
!　

皆
手

を
取
り
合
っ
て
行
こ
う
ぜ
!　

立
ち
上

が
ろ
う
ぜ
!

」
こ
う
い
う
誓
い
の
思
い

を
皆
さ
ん
が
集
中
さ
れ
た
の
で
す
。
日

本
人
が
粛
々
と
し
て
、
列
を
乱
さ
ず
、

大
声
を
上
げ
ず
、
略
奪
も
せ
ず
、
何
と

か
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
映
像
が
全
世

界
に
流
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
も
し
こ

の
地
震
が
他
の
国
で
起
こ
っ
て
い
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
?　

や
は
り
日
本
で
起

こ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

大
地
震
、
大
津
波
、
原
発
事
故
の
ト

リ
プ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
な
け
れ
ば
、
相

変
わ
ら
ず
我
々
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
、

飽
食
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

不
思
議
な
も
の
で
日
本
と
い
う
国
は
、

広
島
と
長
崎
の
原
水
爆
を
人
類
最
初
に

体
験
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
た

こ
こ
で
原
子
力
発
電
の
恐
ろ
し
さ
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
か
日
本

人
と
い
う
の
は
、
ど
う
も
先
駆
け
で
や

ら
さ
れ
て
い
る
感
が
し
な
い
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
日
本
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
小

さ
な
山
に
で
も
神
社
や
祠（
ほ
こ
ら
）が

あ
り
ま
す
。
常
に
感
謝
す
る
民
族
で
あ

り
ま
す
。
2
0
1
3
年
に
は
伊
勢
神
宮

と
出
雲
大
社
が
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
遷
宮

さ
れ
ま
す
。
日
本
列
島
は
世
界
の
雛
形

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

田
村
珠
芳
氏
の
著
書
に
よ
る
と
、
富

士
山
の
御
祭
神
で
あ
る
木
花
咲
耶
姫

（
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
）
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、「
日
本
は
世
界
を
救
う
担
い

手
で
そ
の
責
任
が
あ
る
。
日
本
人
は
誠

実
、
勤
勉
、
和
の
心
な
ど
の
特
徴
を
も

つ
。
神
界
は
困
難
を
体
験
さ
せ
、
そ
の

目
覚
め
を
助
け
る
。
数
年
、
地
震
、
洪

水
が
現
れ
、
そ
れ
が
魂
の
浄
化
に
作
用

す
る
。
人
々
は
愛
し
合
い
、
富
は
独
占

で
は
な
く
、
分
か
ち
合
う
世
の
中
に
変

わ
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
物
金
の
世
は

直
に
崩
壊
し
、
宇
宙
と
の
交
流
が
始
ま

る
が
、
そ
の
前
に
大
き
な
浄
化
が
あ
る
。

そ
し
て
日
本
の
意
識
と
技
術
が
貧
し
い

国
々
を
救
う
。」
と
書
い
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
食
卓
は
季
節
を
い
た
だ
く
の

で
す
が
、
味
噌
汁
、
醤
油
、
漬
物
、
納
豆
、

日
本
酒
な
ど
発
酵
食
品
を
よ
く
食
し
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
放
射
能
の
体
内
汚
染

の
排
出
を
助
け
る
そ
う
で
す
。

ま
た
日
本
語
の
清
音
五
十
音
の
言
霊

は
現
象
を
も
た
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。人

と
は「
霊
止
」
と
書
い
て
、「
ひ
と
」

と
読
み
ま
す
。
こ
れ
が
古
神
道
上
で
の

考
え
方
で
あ
り
ま
す
。
命
と
体
と
心
の

三
位
一
体
が
あ
っ
て
初
め
て「
霊
止
」
が

形
成
さ
れ
る
わ
け
で
す
。「
命
」
は
周
り

を
照
ら
す
の
で
、
ま
さ
し
く
「
鏡
」で
あ

り
、「
体
」
と
は
立
ち
上
が
っ
て
歩
き
、

た
ち（
太
刀
）
さ
ば
き
判
断
す
る
の
で
、

ま
さ
に
「
剣
」
で
あ
り
、「
心
」
と
は
喜

怒
哀
楽
で
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
の
で
、
ま

る
で「
勾
玉
」で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

私
達
「
ひ
と
」
の
中
に
は「
鏡
、
剣
、
勾

玉
」
の
三
種
の
神
器
が
収
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。

「
は
じ
め
に
言
葉
あ
り
、
言
葉
は
光

な
り
、
光
は
神
な
り
」
と
い
う
文
章
が
、

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第
一
章
一
節
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の「
言
葉
」
は

“
宇
宙
創
造
神
”
の
意
識
と
解
釈
し
て

よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
「
言
霊（
こ
と
だ
ま
）」
と
い

う
の
は
、
私
が
今
マ
イ
ク
で
皆
さ
ん
に

空
気
振
動
で
耳
の
鼓
膜
を
揺
す
ら
せ
な

が
ら
、
同
時
に
私
の
意
識
を
意
識
波
動

と
一
緒
に
入
れ
て
い
ま
す
。
意
識
波
動

と
空
気
振
動
と
い
う
物
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
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と
一
体
に
な
っ
て
い
る
生
命
現
象
は「
言

霊
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

“
宇
宙
創
造
神
”
の
最
初
の
意
識
・
思

念
か
ら
生
命
体
が
生
ま
れ
、
同
時
に
万

物
万
象
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
こ
こ
で

重
要
な
こ
と
は
、
私
達
は
こ
の
神
様
の

子
供
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分

自
身
の
心
に
向
か
っ
て
嘘
を
つ
け
る
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
私
達
が
神
の
子
で
あ
る

か
ら
で
す
。“
宇
宙
創
造
神
”
の
思
念
か

ら
万
物
万
象
、
生
命
系
一
切
を
造
り
だ

し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
末
裔
で
あ
る
私

達
自
身
が
万
物
万
象
を
造
り
出
す
能
力

が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
最
も
言
い

た
い
の
で
す
。
実
は
こ
こ
が
皆
さ
ん
の

研
究
し
て
お
ら
れ
る
「
サ
イ
」
と
関
連
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

意
識
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
で
あ
り
ま

す
。
10
の
マ
イ
ナ
ス
33
乗
セ
ン
チ
メ
ー

タ
ー
の「
プ
ラ
ン
ク
長
」
以
下
の
世
界
は

粒
子
性
は
な
く
、
ま
さ
し
く
そ
こ
は
私

達
の
意
識
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
意
識
こ
そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
私
達
の
意
識
が
こ
の
物
理

空
間
に
向
か
っ
て
、
言
霊
を
発
し
て
空

気
振
動
と
共
に
一
体
に
な
っ
た
言
霊
の

発
言
そ
の
も
の
が
現
象
を
造
り
出
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
つ
い
こ
の
間
、
質

量
が
若
干
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
光
に

は
質
量
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
の
意
識

に
も
重
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
象
を

造
り
出
す
こ
と
は
可
能
で
す
。
私
達
は

目
を
つ
ぶ
っ
て
情
景
を
思
い
出
す
こ
と

は
可
能
で
す
。
例
え
ば
目
を
つ
ぶ
っ
て

京
都
の
桜
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
京
都
の
桜
と

い
う
映
像
を
認
識
す
る
、
つ
ま
り
光
を

見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は

眼
球
を
通
さ
ず
し
て
、
意
識
で
光
を
造

る
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
意
識
、
す
な
わ
ち
光
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
両
方
と

も
質
量
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
（
デ
ジ
タ
ル
1
）

“
宇
宙
創
造
神
”
と
い
う
の
は
、
こ
の

大
宇
宙
を
創
っ
た
何
か
見
え
な
い
神
様

だ
と
思
う
の
で
す
ね
。
私
は“
神
様
”
と

い
う
の
は
目
の
前
に
ス
ト
ー
ン
と
出
て

き
た
ら
、
神
様
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

目
に
見
え
る
そ
の
ま
ま
で
出
て
き
た
と

し
た
ら
、
三
次
元
で
す
。
三
次
元
の
と

こ
ろ
に
出
て
き
た
方
は
、
も
う
神
様
で

は
な
く
、
我
々
と
同
体
な
ん
で
す
。
で

す
か
ら
“
神
”
と
い
う
の
は
常
に
感
じ

る
、
心
の
中
で
も
っ
と
高
次
な
存
在
な

の
で
感
ず
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

と
り
わ
け
こ
の
大
宇
宙
を
創
ら
れ
た
方

と
い
う
の
は
、
す
べ
て
を
超
え
た
非
常

に
素
晴
ら
し
い
方
で
す
。

私
達
は
こ
の
地
球
上
に
自
分
自
身
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
非
常
に
不
思
議

に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
球
に
存
在

し
て
い
る
こ
と
す
ら
、
奇
跡
だ
と
思
い

ま
す
。
地
球
は
3
6
5・2
4
2
日
か
か

っ
て
、
太
陽
の
周
り
を
廻
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
系
の
一
番
外
側
の
方
を
廻
っ
て
い

る
冥
王
星
は
2
6
0
年
か
か
っ
て
太
陽

を
一
周
し
て
い
ま
す
。
そ
の
巨
大
な
太

陽
系
を
一
円
玉
の
大
き
さ
と
し
ま
す
と
、

我
々
の
太
陽
系
の
あ
る
銀
河
の
大
き
さ

は
日
本
列
島
の
本
州
の
大
き
さ
と
な
り

ま
す
。

そ
こ
か
ら
比
べ
る
と
我
々
自
分
自
身

は
実
に
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
で
あ
り
、
ま

た
奇
跡
的
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
厳
と
し
て
こ
こ
に
生
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
我
々
は
宇
宙
か
ら
選
ば
れ

て
存
在
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う

に
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

こ
の
事
実
に
気
が
つ
い
た
と
き
に
、
自

分
は
ど
う
生
き
た
ら
い
い
か
を
常
に
考

え
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
通
り
、

人
間
は“
宇
宙
創
造
神
”
の
末
裔
で
す
。

従
っ
て
生
き
る
目
的
は
何
か
と
い
う
と
、

「
わ
く
わ
く
、
生
き
生
き
、
キ
ラ
キ
ラ
と

生
き
る
」
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
心
が
ま
ず
現
象
を
造
り
ま
す
。

従
っ
て
環
境
を
変
え
る
の
は
あ
る
意
味

簡
単
で
す
。
自
分
の
心
を
変
え
れ
ば
い

い
か
ら
で
す
。
相
手
を
変
え
る
の
だ
っ

た
ら
、
自
分
を
変
え
れ
ば
い
い
か
ら
で

す
。
悲
し
い
環
境
と
い
う
ふ
う
に
自
己

認
識
す
れ
ば
、
環
境
は
悲
し
く
な
り
ま

す
。
い
や
楽
し
い
環
境
だ
と
意
識
が
シ

フ
ト
し
ま
す
と
、
現
象
が
変
わ
り
ま
す
。

想
念
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
物
質
化
す
る

の
で
す
。
私
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

発
見
し
た
式�E

=
m
c

2�

の
E
は
意
識
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
ま
す
。

そ
れ
が
質
量
m
を
生
み
出
す
の
だ
と
い

う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
想
念
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
宇
宙
法
則
に
従
い
調
和
的
建

設
的
に
集
中
固
定
化
す
る
と
、
物
質
化

現
象
化
し
ま
す
。
そ
れ
を
私
は「
言
霊

量
子
論（
こ
と
だ
ま
り
ょ
う
し
ろ
ん
）」

と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
空
海
は
そ
れ
を
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「
声
字
即
実
相（
し
ょ
う
じ
そ
く
じ
っ
そ

う
）」
と
い
う
表
現
を
し
ま
し
た
。

私
達
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
か

と
申
し
ま
す
と
、
も
ち
ろ
ん「
う
き
う

き
、
わ
く
わ
く
、
こ
の
人
生
を
楽
し
む

た
め
に
生
き
て
い
る
」
わ
け
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
必
ず
そ
こ
に
落
と
し
穴
が

あ
り
ま
す
。
進
化
す
る
た
め
に
は
、
必

ず
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
執

着
」
で
あ
り
ま
す
。「
人
よ
り
も
も
っ
と

物
を
も
ら
い
た
い
」、「
人
よ
り
も
も
っ

と
も
っ
と
美
し
く
な
り
た
い
」、「
人
よ

り
も
も
っ
と
も
っ
と
儲
け
た
い
」
と
い

う
よ
う
な
執
着
心
が
、
心
の
ス
パ
イ
ラ

ル
ア
ッ
プ
を
押
し
と
ど
め
て
し
ま
う
の

で
す
。

「
幸
福（
し
あ
わ
せ
）」
と
い
う
の
は
、

「
喜
び
」で
あ
り
、「
感
動
」で
あ
り
、「
心

の
充
実
」
で
あ
り
、「
感
謝
」
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
質
量
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
4
つ
を
合
わ
せ
て「
四
合
わ
せ
＝

幸
福
」
と
な
り
ま
す
。
私
達
は
幸
福
を

造
り
出
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
私
達
は
神
様
か
ら
今
存
在
さ
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
幸
福
を
造
り
出
す

の
が「
運
命
」
で
あ
り
ま
す
。「
い
の
ち

を
運
ぶ
」
と
書
い
て
、「
運
命
」
と
な
り

ま
す
。
運
命
を
良
質
な
も
の
に
変
え
て

い
く
の
が
、「
使
命
」
で
あ
り
ま
す
。
幸

福
を
造
る
と
い
う
こ
と
が
、
本
来
の
使

命
な
の
で
す
。

私
達
が
味
方
に
つ
け
た
い
の
は
、
家

族
で
あ
り
、
ソ
ウ
ル
メ
イ
ト
で
あ
り
、

会
社
の
社
長
で
も
あ
り
ま
す
が
、
本
当

に
味
方
に
つ
け
た
い
の
は
大
宇
宙
で
す
。

も
し
大
宇
宙
を
味
方
に
つ
け
れ
ば
、
一

切
大
丈
夫
で
あ
り
、
最
強
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
私
達
は
宇
宙
の
心
に
な
れ

ば
い
い
の
で
す
。

私
達
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
戴
い
て

い
ま
す
が
、
太
陽
か
ら
請
求
書
が
来
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
空
気
も
水
も
地

球
か
ら
無
料
で
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
「
光
と
熱
」「
空
気
」「
水
」の

命
の
三
要
素
は
す
べ
て
無
料
な
の
で
す
。

す
べ
て
見
返
り
が
な
く
与
え
る
の
が
宇

宙
の
心
な
の
で
す
。

宇
宙
を
肯
定
す
る
言
霊
の
一
つ
が
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
あ
る
い

は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

い
う
言
葉
で
す
。「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
霊
は
、
我
々
が
宇
宙
に
存
在
す
る

こ
と
の「
有
り
難
し
」か
ら
来
て
い
ま
す
。

従
っ
て「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
い
う
言
霊
が
、
宇
宙
の
心
と
同
調
し

ま
す
。
我
々
が
与
え
ら
れ
た
環
境
一
切

を
、
受
け
入
れ
る
、
あ
る
い
は
認
め
る

と
い
う
心
の
作
用
は
、「
愛
と
感
謝
」
そ

の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
生
に
一
切
無
駄
な
こ
と
な
ど
何
一

つ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
進
化
の
ハ
ー

ド
ル
と
な
り
、
す
べ
て
か
ら
学
ぶ
と
い

う
こ
と
で
す
。
愛
と
感
謝
が
あ
れ
ば
、

宇
宙
の
法
則
と
共
鳴
し
て
、
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
体
内
に
流
入
し
ま
す
。
生
命

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
内
に
流
入
し
ま
す
と
、

心
の
充
実
、
喜
び
が
あ
り
、
健
康
そ
の

も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
健
康
そ
の

も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
と
、
ま
た「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い
う
言
霊

を
大
宇
宙
に
発
し
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ク

ル
が
繰
り
返
し
ま
す
。

従
っ
て
、
日
本
語
の
最
強
の
祝
詞（
の

り
と
）
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
十
文
字
な
の

で
す
。
何
か
困
っ
た
と
き
に
、「
あ
ま
て

ら
す
お
お
み
か
み（
天
照
大
神
）」
の
十

文
字
で
も
い
い
の
で
す
が
、「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
方
が
、
も
っ
と
最

強
に
な
り
ま
す
。

幸
福
に
な
る
ス
パ
イ
ラ
ル
は「
感
謝

の
言
葉
、
肯
定
的
な
言
葉
を
使
う
」
で

す
が
、
そ
の
反
対
の
不
幸
に
な
る
ス
パ

イ
ラ
ル
は
簡
単
で
す
。「
汚
い
言
葉
を
使

う
」、「
一
切
を
否
定
す
る
」、「
目
の
前

の
現
象
を
否
定
す
る
」こ
と
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
一
月
本
部
例
会
報
告

心
霊
現
象
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
講
師

　
小
林 

信
正 

氏

心
霊
研
究
の
発
端
は
1
8
4
8
年
、

ア
メ
リ
カ
の「
ハ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
事
件
」
か

ら
で
す
。
こ
の
事
件
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
一
寒
村
ハ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
の
借
家

に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
フ
ォ
ッ
ク
ス
一

家
が
、
夜
毎
ラ
ッ
プ
音
や
家
具
な
ど
が

動
く
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
に
悩
ま

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
や
が
て

姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
妹
の
ケ
テ
ィ
が
、

目
に
見
え
な
い
者
と
交
信
す
る
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
地
下
室
や
壁
か
ら
人
骨

が
発
見
さ
れ
、
交
信
相
手
は
霊
魂
に
違

い
な
い
と
い
う
噂
が
拡
が
り
、
新
聞
で

大
き
く
報
道
さ
れ
、
騒
ぎ
が
拡
が
り
ま

し
た
。
こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

著
名
な
探
偵
小
説
家
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル

や
高
名
な
科
学
者
に
よ
る
心
霊
研
究
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
も
心
霊
研

究
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
で
の
心
霊
研
究
の
草
分
け
は
、

東
京
帝
国
大
学
の
福
来
友
吉
博
士
で
し

た
。
福
来
博
士
は
人
間
に
は
科
学
の
常
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識
を
越
え
た
能
力
が
あ
る
と
考
え
、
明

治
四
十
年
代
か
ら
透
視
能
力
者
の
御
船

千
鶴
子
や
透
視
・
念
写
能
力
を
も
つ
長

尾
郁
子
を
被
験
者
に
研
究
を
続
け
ま
し

た
が
、
二
人
の
不
幸
な
死
が
あ
り
、
福

来
博
士
も
大
学
を
追
わ
れ
る
身
と
な
り

ま
し
た
。

大
正
時
代
に
心
霊
科
学
研
究
会
を
発

足
し
た
浅
野
和
三
郎
は
、
多
く
の
傑
出

し
た
物
理
霊
媒
を
見
い
だ
し
、
物
質
化

現
象
や
霊
界
交
信
な
ど
数
々
の
実
験
に

挑
み
ま
し
た
が
、
昭
和
12
年
志
な
か
ば

に
し
て
、
世
を
去
り
ま
し
た
。

背
後
霊
団
と
は
、
霊
界
に
い
る
霊
魂

達
が
現
世
の
個
人
や
団
体
の
使
命
の
た

め
に
護
ろ
う
と
す
る
意
思
を
も
つ
霊
的

な
存
在
で
、
守
護
霊（
霊
界
の
先
祖
霊

で
守
護
す
る
役
の
霊
魂
）、
指
導
霊（
職

業
や
趣
味
の
技
術
面
で
指
導
す
る
霊

魂
）、
支
配
霊（
職
業
上
で
人
を
指
導
し

た
経
験
の
あ
る
霊
魂
）、
補
助
霊（
先
祖

霊
で
現
界
と
霊
界
の
仲
介
を
す
る
霊
魂
）

が
あ
り
ま
す
。
我
々
は
背
後
霊
団
の
高

級
霊
団
と
通
じ
る
と
運
勢
が
良
く
な
る

と
言
わ
れ
ま
す
。

低
級
霊
と
し
て
の
未
浄
化
霊
と
は
、

浮
遊
霊（
事
故
な
ど
で
死
を
認
め
ず
、

幽
界
で
さ
ま
よ
う
霊
魂
）、
自
縛
霊（
こ

の
世
に
執
着
し
て
い
る
霊
魂
）、
地
縛
霊

（
特
定
の
場
所
に
執
着
し
て
い
る
霊
魂
）、

憑
依
霊（
人
に
未
浄
化
霊
が
憑
い
た
も

の
）が
あ
り
ま
す
。
ま
た
因
縁
霊
は
、
土

地
・
家
屋
、
骨
董
・
刀
剣
・
人
形
等
、
先

祖
か
ら
の
因
縁
、
前
世（
カ
ル
マ
）か
ら

の
因
縁
か
ら
生
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

怨
霊
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
菅
原

道
真
の
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
、
京
都

に
北
野
天
満
宮
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
デ
ジ
タ
ル
2
）

私
は
オ
ー
ブ
に
も
非
常
に
興
味
を
持

っ
て
お
り
、
昔
か
ら
霊
魂
が
玉
と
し
て

見
ら
れ
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
1�
9 

9�

6
年
に
私
は
ビ
デ
オ
で
、
動
く
オ
ー

ブ
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
私
は
ア
メ
リ

カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
物
理
学

者
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ハ
イ
ネ
マ
ン
博
士
と

仲
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
博
士
は
オ
ー

ブ
を
霊
放
射
の
姿
で
、
高
度
に
進
化
し

た
知
性
的
な
も
の
と
み
な
し
て
い
ま
す
。

接
死
体
験
と
は
、
死
期
の
迫
っ
た
人

が
既
に
亡
く
な
っ
た
親
族
や
友
人
な
ど

を
、
あ
た
か
も
目
の
前
で
見
え
て
い
る

か
の
よ
う
な
意
識
状
態
を
い
い
ま
す
。

体
外
離
脱
は
魂
の
緒
が
切
れ
る
と
亡

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の

母
親
の
臨
終
の
と
き
に
、
霊
感
の
あ
る

私
の
娘
と
家
政
婦
さ
ん
が
、
母
の
魂
が

頭
か
ら
抜
け
て
天
井
に
い
る
こ
と
を
証

言
し
た
実
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
臨
死

体
験
は
、
安
ら
ぎ
・
幸
福
感
、
体
外
離

脱
、
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
、
光
り
輝
く
世

界
、
過
去
の
思
い
出
し
、
超
越
者
や
死

ん
だ
親
族
と
の
再
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
本
題
に
入
り
ま
す
が
、
過

去
世
と
い
う
か
カ
ル
マ
の
影
響
に
よ
っ

て
今
日
我
々
は
生
き
て
い
る
の
で
す
が
、

因
果
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
よ
く
言
い

ま
す
。
霊
能
者
の
先
生
、
中
に
は
イ
ン

チ
キ
の
方
も
お
り
ま
す
が
、
本
物
の
霊

能
者
は
、
先
祖
か
ら
の
因
縁
な
の
か
、

前
世
か
ら
の
カ
ル
マ
な
の
か
、
死
霊
に

よ
る
霊
障
か
、
生
き
霊
に
よ
る
災
い
か
、

神
仏
の
祟
り
か
、
土
地
の
因
縁
か
、
魂

の
萎
縮（
す
な
わ
ち
「
霊
障
だ
と
の
思

い
込
み
」
で
す
が
、
こ
れ
が
か
な
り
多

く
8
割
く
ら
い
い
ま
す
）、
自
己
の
所
行

（
自
分
の
蒔
い
た
種
）
か
、
を
鑑
定
し
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

◎
運
命
を
良
く
す
る
に
は

神
仏
に
対
し
て
は
敬
う
心
が
大
切
で

す
し
、
先
祖
霊
に
対
し
て
は
供
養
が
必

要
で
す
。
子
孫
の
た
め
に
は
善
行
を
積

み
禍
根
を
残
さ
な
い
、「
積
善
の
家
に
必

ず
余
慶（
よ
け
い
＝
幸
福
）
有
り
、
積
悪

の
家
に
は
必
ず
余
殃（
よ
お
う
＝
災
難
）

有
り
。」
と
い
う
中
国
の
故
事
成
語
が
あ

り
ま
す
。
要
す
る
に
自
分
が
蒔
い
た
種

の
通
り
の
花
が
咲
く
、
そ
れ
は
自
分
自

身
の
行
い
を
正
せ
ば
、
子
孫
も
良
く
な

る
し
、
自
分
自
身
の
運
勢
も
良
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

生
き
霊
に
対
し
て
は
相
手
に
恨
ま
れ

て
も
憎
ま
れ
て
も
自
分
は
無
償
の
愛
で

も
っ
て
返
す
。
自
分
が
ま
た
恨
め
ば
泥

仕
合
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
憑
依
霊
に

関
し
て
は
、
霊
能
者
な
ど
に
浄
化
し
て

も
ら
う
。
他
者
に
対
し
て
は
愛
と
感
謝

の
心
を
も
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と

は
、
超
一
流
の
政
界
・
財
界
人
・
ス
ポ
ー

ツ
選
手
が
よ
く
言
う
こ
と
で
す
。

宿
命
と
い
う
の
は
定
め
ら
れ
て
、
私

は
ど
こ
ど
こ
の
家
に
生
ま
れ
て
、
そ
こ

で
修
行
す
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
変

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
運

命
と
い
う
の
は
自
分
の
努
力
で
変
え
ら

れ
る
も
の
で
す
。

川
端
康
成
は「
意
味
が
な
い
運
命
な
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ど
な
い
。
今
の
運
命
は
自
分
自
身
が
創

造
し
た
も
の
で
あ
る
。
運
不
運
も
自
分

自
身
の
行
い
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。
過

去
現
在
未
来
も
自
分
自
身
で
選
択
し
た

も
の
で
あ
る
。
霊
魂
は
生
死
を
繰
り
返

し
て
、
こ
の
世
の
人
生
で
何
か
を
学
び

成
長
す
る
。」
と
書
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の「
何
か
を
学
ぶ
」
と
い
う
と
こ

ろ
が
重
要
で
し
て
、
何
を
学
ぶ
の
か
、

結
局
何
に
気
づ
く
の
か
と
い
う
こ
と
も

大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら

心
霊
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

魂
が
あ
り
、
来
世
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
で
気
づ
き
と
学
び
が
あ

り
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

心
霊
現
象
を
知
る
こ
と
は
目
的
で
は
な

く
手
段
で
あ
っ
て
、
心
霊
の
世
界
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
現
世
の
生
き
方
に
気

づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

結
局
今
の
世
の
中
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
地
位
、
名
誉
、
財
産
な
ど
す
べ

て
欲
に
か
ら
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
お

釈
迦
様
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
結
局
人

間
の
煩
悩
は
欲
で
固
ま
っ
て
い
る
の
で
、

欲
を
捨
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
凡
人
は
欲
を
捨
て
ら

れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
う
い
う
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
霊
的
と
い
う
の
は

本
当
に
そ
う
い
う
霊
魂
の
世
界
と
か
神

仏
の
世
界
が
あ
る
と
な
る
と
、
や
は
り

愛
と
か
真
心
と
か
寛
容
の
精
神
と
い
う

も
の
が
、
地
位
、
名
誉
、
財
産
な
ど
よ

り
も
、
霊
界
へ
行
く
と
も
っ
と
重
要
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

自
分
は
天
命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
、
だ
か

ら
自
分
で
命
を
絶
つ
こ
と
は
生
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
冒
涜
で
あ
る
、

人
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
は
自
分
を

活
か
す
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
以
前
か
ら
私
は
学
生
に
「
情
け
は

人
の
為
な
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
は
ど
う

い
う
意
味
か
知
っ
て
い
ま
す
か
?�

と
聞

き
ま
す
と
、
堂
々
と「
情
け
を
か
け
る

の
は
人
の
た
め
に
な
ら
な
い
ん
だ
」
と

い
う
答
え
が
6
割
か
ら
7
割
返
っ
て
き

て
驚
き
ま
す
。「
情
け
を
か
け
る
の
は
自

分
の
た
め
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
知

ら
な
い
の
で
、
結
局
そ
う
い
う
よ
う
な

世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
人
生
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
問
題

集
」
と
い
え
ま
す
。
お
釈
迦
様
は
人
生

に
お
け
る
「
四
苦
八
苦
」
を
挙
げ
て
い

ま
す
。「
生
老
病
死
」
の
四
苦
と「
愛
別

離
苦（
愛
す
る
人
と
も
い
つ
か
は
離
別

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
み
）」、「
怨

憎
会
苦（
嫌
い
な
人
で
も
会
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
苦
し
み
）」、「
求
不
得
苦

（
欲
し
い
も
の
が
得
ら
れ
な
い
苦
し
み
）」

「
五
蘊
盛
苦（
感
覚
・
心
身
の
乱
れ
か
ら

生
ず
る
苦
し
み
）」
の
四
苦
を
加
え
て
八

苦
と
な
り
ま
す
。

心
霊
科
学
協
会
の
あ
る
霊
能
者
が「
死

後
の
存
続
や
生
ま
れ
変
わ
り
が
事
実
な

ら
ば
、
不
幸
や
挫
折
と
い
う
も
の
は
重

要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
今
不
幸
だ
、

今
挫
折
し
て
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か

な
い
、
と
い
う
の
も
一
つ
の
運
命
で
あ
っ

て
、
そ
こ
で
何
か
を
感
じ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
た
だ
苦
し
い
、
苦
し
い
で
は

な
く
、
そ
こ
に
人
生
の
一
つ
の
宿
題
・

問
題
集
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
解
く
こ
と

に
よ
っ
て
自
分
の
魂
が
大
き
く
な
る
。

自
分
が
蒔
い
た
種
は
蒔
い
た
通
り
の
花

が
咲
く
。
人
生
の
試
練
と
い
う
の
は
、

悲
し
み
や
苦
し
み
や
絶
望
が
大
き
い
ほ

ど
魂
は
成
長
す
る
。
よ
く
平
々
凡
々
と

人
生
を
過
ご
す
、
す
な
わ
ち
何
の
大
過

も
な
く
過
ご
せ
ば
、
一
生
安
楽
で
良
か

っ
た
、
と
思
う
で
し
ょ
う
が
、
こ
う
い

う
心
霊
の
世
界
で
す
と
、
そ
れ
は
あ
ま

り
魂
の
成
長
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。」
と

言
い
ま
す
ね
。
む
し
ろ
こ
う
い
う
苦
難

が
あ
っ
て
、
特
に
若
い
と
き
に
苦
労
を

経
験
し
た
人
は
、
人
に
対
す
る
情
け
と

か
思
い
や
り
が
養
わ
れ
ま
す
。
ず
っ
と

エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で
き
た
人
は
、「
自
分

さ
え
良
け
れ
ば
」
と
い
う
輩
が
多
い
で

す
ね
。

だ
か
ら
不
幸
の
と
き
ほ
ど
、
気
づ
き

の
チ
ャ
ン
ス
だ
、
何
か
を
教
え
て
い
る

ん
だ
よ
、
と
。
病
気
の
時
で
も
そ
う
で

す
。
で
す
か
ら
私
は
、
人
の
喜
び
が
分

か
る
人
、
人
の
悲
し
み
が
分
か
る
人
、

人
の
苦
し
み
が
分
か
る
人
、
人
の
心
が

分
か
る
人
、
こ
う
い
う
よ
う
な
人
間
に

な
る
こ
と
が
理
想
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
な
に
苦
境
に
あ
ろ
う
と
も
、
苦

し
さ
の
中
で
自
ら
の
存
在
価
値
を
見
い

だ
し
た
人
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、「
自
分
は
何
の
役
に
も
立
た
な

い
、
社
会
に
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う

“
意
味
の
喪
失
”
を
感
じ
た
人
が
、
鬱
病

に
な
っ
て
自
殺
に
走
っ
た
り
し
ま
す
。

結
局
、
自
分
の
生
き
て
い
る
価
値
や

意
味
を
感
じ
る
と
き
、
自
分
が
人
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
、
人
の
お
役
に
立
っ

て
い
る
と
感
じ
る
と
き
、
つ
ま
り
人
生

に
お
い
て
自
分
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

自
覚
す
る
と
き
、
人
は
生
き
が
い
を
感

じ
る
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
世
の

た
め
人
の
た
め
、
何
か
人
の
役
に
立
つ

こ
と
を
少
し
で
も
す
る
こ
と
が
生
き
が

い
に
通
じ
る
わ
け
で
す
。

生
き
が
い
は
生
存
の
充
実
感
で
あ
り
、

喜
び
、
感
動
、
希
望
に
よ
っ
て
生
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
中
で
も
感
動

は
非
常
に
重
要
で
す
。
な
ぜ
、
こ
の
世

に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
と
、
結
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局
霊
的
な
魂
の
進
化
と
向
上
の
た
め
に

我
々
は
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
、
と
心
霊

の
世
界
で
は
い
い
ま
す
。

ま
ず
「
無
償
の
愛
」、「
感
謝
」、「
素

直
」、「
反
省
」
の
四
つ
の
心
が
大
切
で

す
。
ま
た
自
分
の
霊
的
向
上
に
よ
り
高

級
霊
と
つ
な
が
る
と
、
直
感
的
に
い
ろ

い
ろ
教
え
て
く
れ
ま
す
。
自
分
自
身
の

使
命
、
自
分
は
何
の
た
め
に
こ
の
世
に

生
ま
れ
て
き
た
の
か
、
を
知
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

以
前
国
会
議
事
堂
の
近
く
の
公
園
の

中
に
書
い
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
い

言
葉
な
の
で
メ
モ
っ
て
き
ま
し
た
。

考
え
方
が
変
わ
れ
ば
、
行
動
が
変
わ
る

行
動
が
変
わ
れ
ば
、
習
慣
が
変
わ
る

習
慣
が
変
わ
れ
ば
、
性
格
が
変
わ
る

性
格
が
変
わ
れ
ば
、
人
格
が
変
わ
る

人
格
が
変
わ
れ
ば
、
人
生
が
変
わ
る

要
は
ま
ず
自
分
自
身
の
考
え
方
を
変

え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
最
終
的
に
は

人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、

人
生
で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
達
成
し
た

か
よ
り
も
、
ど
れ
だ
け
の
人
々
に
役
に

立
っ
た
か
、
ど
れ
だ
け
の
人
々
に
感
動

を
与
え
た
か
、
が
重
要
で
す
。
人
の
役

に
立
つ
の
は
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
い
い
の
で
す
。
例
え
ば
目
の
不
自
由

な
人
が
横
断
歩
道
で
躊
躇
し
て
い
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
手
を
貸
し
て
あ
げ
る
と
か
、

電
車
の
中
で
お
年
寄
り
に
席
を
譲
っ
て

あ
げ
る
と
か
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い

う
人
へ
の
思
い
や
り
が
、
今
の
日
本
で

は
ま
だ
欠
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
沖
縄
の
あ
る
一
人
の
青
年（
匿

名
）の
半
生
を
書
い
た
本
「
目
覚
め
」
を

読
み
ま
し
た
。
自
分
で
起
業
し
景
気
が

良
か
っ
た
会
社
が
沖
縄
海
洋
博
後
に
倒

産
し
ま
し
た
。
そ
の
正
月
に
、
白
鷺
に

誘
わ
れ
る
よ
う
に
山
の
中
に
入
り
、
寒

中
な
の
に
な
ぜ
か
滝
行
を
し
た
く
な
り
、

そ
の
直
後
憑
き
物
が
落
ち
た
よ
う
に
非

常
に
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
、

ま
る
っ
き
り
人
生
観
が
変
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
当
時
全
国
的
に
荒
れ
て

い
た
学
校
を
鎮
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
費
以
外
は
す
べ
て
、

仏
の
教
え
を
描
い
た
絵
本
や
花
の
種
を

購
入
し
沖
縄
や
九
州
の
多
数
の
小
中
学

校
に
配
り
ま
し
た
。
彼
の
愛
に
満
ち
た

無
私
の
行
が
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与

え
、
そ
の
後
海
外
も
巡
礼
し
、
現
代
の

求
道
者
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
の“
目

覚
め
”
を
導
い
て
い
ま
す
。

第
三
百
六
十
二
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

2
0
1
2
年
問
題
と
サ
イ
科
学

的
進
化

“PSIentific�Evolution�&
�2012

”

　
　
　
　
　
講
師

　
阿
久
津 

淳 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
10
月
15
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

阿
久
津
淳（
あ
く
つ
・
じ
ゅ
ん
）
氏

は
、
日
本
サ
イ
科
学
会　

宇
宙
生
命
研

究
分
科
会
世
話
人
、
著
書
「
未
知
現
象

学
入
門
：
ス
ピ
リ
ト
ス
フ
ィ
ア
序
説
と

し
て
」、
他
に
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
：
異
能
科
学
者
列
伝
」「
医

聖
：
異
能
医
学
者
列
伝
」
な
ど
。

人
工
地
震
、
エ
レ
ー
ニ
ン
彗
星
の
地

球
衝
突
、
第
三
次
世
界
大
戦
な
ど
を
回

避
し
、
こ
の
激
動
の
時
代
を
如
何
に
生

き
る
べ
き
か
?　

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

か
ら
サ
イ
科
学
的
進
化
を
遂
げ
て
、
ホ

モ
・
コ
ス
ミ
ク
ス
に
至
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
?　

2
0
1
2
年
を
直

前
に
し
て［
2
0
1
2
年
問
題
の
核
心
］

に
迫
っ
て
頂
い
た
。

2
0
1
2
年
は
「
相
転
移
の
年
」
に
な

る
!2

0
1
2
年
問
題
と
い
う
の
が
浮
上

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
マ
ヤ
の
カ
レ

ン
ダ
ー（
長
期
暦
）
が
2
0
1
2
年
12

月
21
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
、
世
界
各
国
の
知
識
人
が
そ
の
わ

け
を
考
え
始
め
た
の
で
す
ね
。「
何
故

2
0
1
2
年
12
月
21
日
で
マ
ヤ
の
カ
レ

ン
ダ
ー
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
?
」「
世

界
あ
る
い
は
人
類
は
そ
こ
で
タ
イ
ム
ア

ウ
ト
な
の
?
」「
人
類
は
滅
亡
し
て
し
ま

う
の
か
?
」
等
々
、
い
ろ
ん
な
疑
問
が

湧
い
て
き
ま
す
。

本
屋
に
行
き
ま
す
と
、
2
0
1
2
年

関
連
の
本
が
幾
つ
か
並
び
始
め
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
く
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

私
は
仲
間
と
一
緒
に
ま
さ
に
5
年
前
に

当
た
る
2
0
0
7
年
12
月
22
日
に［
第

一
回
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
を

開
い
て
み
た
の
で
す
。
そ
の
時
、
不
思

議
大
好
き
人
間
た
ち
の
い
う
2
0
1
2

年
に
ま
つ
わ
る［
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
］の
意

味
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
一
体
全
体
、

こ
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
何
な
の
か
?�

と
、
日

夜
悩
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
し
ば

ら
く
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
私
な
り
に
答
え
が
で
ま
し
た
。
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解
答
は
ズ
バ
リ
「
相
転
移
」
で
し
た
。

相
転
移
と
は
大
雑
把
に
言
え
ば
、
水
か

ら
水
蒸
気
に
、
水
蒸
気
か
ら
水
に
、
水

か
ら
氷
に
変
化
す
る
、
固
体
・
液
体
・

気
体
の
相
の
転
移
の
こ
と
で
す
。
わ
か

り
や
す
く
箇
条
書
き
に
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
（
デ
ジ
タ
ル
3
）

1�

．
次
元
上
昇　

3
・
4
次
元
か
ら

4
・
5
次
元
へ

2
．
空
中
携
挙　

地
上
か
ら
空
中
へ

3�

．
ニ
ビ
ル
接
近　

安
定
し
た
地
球
か

ら
変
化
す
る
地
球
へ　

4�

．
フ
ォ
ト
ン
ベ
ル
ト　

地
球
発
想
か

ら
銀
河
発
想
へ

5�

．
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ　

常
態
か
ら

変
態
へ

6�

．
進
化　

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
か
ら
ホ

モ
コ
ス
ミ
ク
ス
へ

7�

．
ウ
チ
ュ
ウ
ジ
ン　

地
球
人
か
ら
ウ

チ
ュ
ウ
ジ
ン
へ

8�

．
地
球
温
暖
化　

環
境
破
壊
か
ら
環

境
浄
化
へ

9�

．
5
次
元　

物
質
次
元
か
ら
精
神
次

元
へ

10�

．
カ
タ
ス
ト
ロ
フ　

定
常
位
相
か
ら

相
転
移
へ

11
．
仙
人　

俗
人
か
ら
仙
人
へ

12�

．
宇
宙
政
治　

派
閥
政
治
か
ら
宇
宙

政
治
へ

13�
．
パ
ラ
ダ
イ
ム　

SCIEN
CE

か
ら

PSIence

へ

14�

．
物
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
観　

物
質
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
・
ダ
ー

ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

15�

．
チ
ャ
ク
ラ　

7
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
か

ら
無
限
チ
ャ
ク
ラ
（
カ
ー
ラ
チ
ャ
ク

ラ
）
へ

16�

．
脳
科
学　

ニ
ュ
ー
ロ
ン
か
ら
グ
リ

ア
細
胞
へ

17�

．
メ
ヴ
ィ
ウ
ス　

メ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
帯

か
ら
ク
ラ
イ
ン
の
壺
へ

18�

．
ア
ク
エ
リ
ア
ス　

魚
座
か
ら
水
瓶

座
へ

19�

．
食
生
活　

ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
か
ら

自
然
食
へ

20�

．
物
質
と
霊　

物
質
か
霊
か
?�

か

ら
半
霊
半
物
質
へ

21�

．
因
果　

ア
ル
パ
か
ら
オ
メ
ガ
へ
か

ら
ア
ル
パ
＝
オ
メ
ガ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

つ
ま
り
2
0
1
2
年
は［
相
転
移
］
が

あ
ら
ゆ
る
領
域
で
起
き
る
の
で
は
な
い

か
⁉�

と
い
う
こ
と
が
、［
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
を
4
回
開
催
し
て
み

て
、
感
じ
た
率
直
な
印
象
な
の
で
し
た
。

2
0
1
2
年
問
題
は
若
い
み
な
さ
ん
に

は
な
か
な
か
難
解
な
問
題
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
現
代
社
会
が
抱

え
て
い
る
数
多
く
の
矛
盾
や
政
治
経
済

的
な
も
の
か
ら
人
類
・
生
命
進
化
の
問

題
ま
で
生
物
・
社
会
・
宇
宙
領
域
に
及

ぶ
幅
広
い
問
題
だ
か
ら
で
す
。

よ
り
具
体
的
な
2
0
1
2
年
予
測
!

U
F
O
：
U
F
O
フ
リ
ー
ト
の
地
球
行

脚
も
そ
ろ
そ
ろ
終
焉
し
、
誰
に
で
も
わ

か
る
形
で
U
F
O
が
よ
り
積
極
的
に
出

現
!　

ク
ジ
ラ
の
フ
ァ
フ
ロ
ツ
キ
ー
現

象
の
よ
う
な
ア
ン
ビ
リ
ー
バ
ボ
ー
な
、

地
球
外
知
性
の
関
与
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
現
象
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
。

経
済
：
米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
の

経
済
破
綻
か
ら
世
界
恐
慌
に
な
っ
て
し

ま
う
。
ド
イ
ツ
と
ニ
ッ
ポ
ン
だ
け
が
か

ろ
う
じ
て
生
き
延
び
る
が
、
自
給
自
足

時
代
に
突
入
す
る
。
資
本
主
義
も
共
産

主
義
も
崩
壊
!　

宇
宙
情
報
自
由
主
義

に
移
行
す
る
!

政
治
：
イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
国
に
対
す
る

中
東
の
反
発
が
限
界
を
超
え
、
第
3
次

世
界
大
戦
が
始
ま
る
。

人
口
：
超
70
億
人
時
代
で
各
国
の
人
口

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
化
!

地
球
：
ポ
ー
ル
シ
フ
ト
が
進
行
し
、
地

質
学
的
変
化
が
起
こ
り
、
ム
ー
や
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
の
証
拠
も
出
現
す
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
で
は
東
京
湾
直
下
型
関
東
大

震
災
と
富
士
山
噴
火
の
予
兆
が
発
生
！

人
類
進
化
：
俯
瞰
的
あ
る
い
は
鳥
瞰
的

な
5
次
元
人
間
が
ぞ
く
ぞ
く
出
現
! 

こ
れ
ま
で
は
個
人
主
義
的
な
エ
ゴ
イ
ス

ト
が
跋
扈
し
て
き
た
が
、
2
0
1
2
年

以
降
は
利
他
主
義
的
な
正
直
者
が
先
頭

に
立
つ
。

第
3
の
眼
が
開
眼
さ
れ
、チ
ャ
ク
ラ
・

ク
ン
ダ
リ
ー
ニ
に
自
由
な
者
が
表
に
出

て
く
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆
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今
回
は［
2
0
1
2
年
問
題
の
核
心
］

に
迫
っ
て
頂
い
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非

会
員
18
名
、
合
計
28
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話

0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
三
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

菅
原
道
真
公
の
知
ら
れ
ざ
る

秘
話
、
篆
書
（
て
ん
し
ょ
）
の

持
つ
パ
ワ
ー
、
た
つ
（
龍
・

竜
・
辰
）
の
字
の
不
思
議

　
　
　
　
講
師

　
塩
小
路 

光
孚 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

塩
小
路
光
孚
氏
は
菅
原
道
真
の
38

代
目
の
直
系
の
子
孫
で
あ
る
。
現
在
菅

家
塩
小
路
篆
刻
道
、
菅
家
塩
小
路
流
書

道
、
菅
家
塩
小
路
流
文
道
の
家
元
と
し

て
日
本
、
海
外
で
活
躍
。
日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
会
員
、
日
本
徐
福
会
常
任
理
事
、

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
、
読
売
文

化
セ
ン
タ
ー
講
師
、
生
涯
教
育
連
盟
顧

問
、
三
元
会
会
長
。

著
書
「
菅
家
文
章
、
古
銅
印
、
印
の

押
し
方
」、「
気
を
呼
ぶ
字
」、「
恋
を
呼

ぶ
字
」
ほ
か
多
数
。
最
新
著
書
・
随
筆

「
東
風
吹
か
ば
―
神
聖
文
字
・
篆
刻
と

書
を
家
業
と
し
て
」。

　
　
　
　
（
デ
ジ
タ
ル
4
）

古
代
か
ら
篆
書
は
神
聖
文
字（
ヒ
エ

ロ
グ
リ
フ
）と
し
て
神
と
人
と
の
あ
い
だ

を
繋
ぐ
大
切
な
文
字
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
神
を
祭
り
、
お
願
い
ご
と
や
占

い
を
行
う
場
合
、
篆
書
を
用
い
る
こ
と

は
最
も
大
切
な
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
。

祭
り
や
占
い
の
家
と
し
て
も
良
く
知

ら
れ
て
い
た
塩
小
路
家
の
先
祖
「
土
師
」

氏
一
族
に
は
、
祭
り
、
祈
り
、
占
い
に

用
い
る
篆
書
や
篆
刻
の
具
体
的
な
用
例
、

用
法
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
各
種
の
行

事
や
儀
式
に
も
こ
の
方
法
が
用
い
ら
れ

て
き
た
。

平
安
の
初
期
、
こ
れ
ら
の
い
ろ
い
ろ

な
方
法
を
ま
と
め
整
理
し
た
の
が
、
菅

原
清
公
卿
、
菅
原
是
善
卿
、
菅
原
道
真

卿
の
三
代
の
と
き
で
あ
る
。

菅
原
清
公
卿
は
遣
唐
使
と
し
て
唐
に

渡
っ
た
。
唐
に
渡
っ
た
菅
原
清
公
卿
は

早
速
唐
の
朝
廷
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
、

儀
式
法
制
な
ど
の
収
集
を
積
極
的
に
行

っ
た
。

こ
の
中
で
特
に
重
要
視
し
た
こ
と
は

篆
書
、
篆
刻
と
、
儀
式
の
関
係
、
及
び

土
木
建
築
の
設
計
で
あ
る
。

儀
式
・
篆
書
・
呪
願
文
の
整
備
に
は

中
国
の
様
式
を
取
り
入
れ
る
必
要
の
あ

る
こ
と
を
清
公
卿
は
痛
感
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。

中
国
の
儀
式
は
、
佛
教
的
な
も
の
、

道
教
的
な
も
の
、
古
来
か
ら
の
自
然
崇

拝
、
星
占
い
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
、
非
常
に
複
雑

な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
複
雑
な
儀
式
を
、
苦
心
の
末
、

学
び
取
っ
て
、
我
が
国
へ
持
ち
帰
り
、

古
来
か
ら
の
儀
式
と
融
合
さ
せ
菅
原
家

三
代
の
努
力
に
よ
っ
て
、
我
が
国
独
自

の
も
の
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の
が
「
節
」

の
儀
式
と「
篆
書
」の
基
本
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

菅
原
氏
の
始
祖
は
、
天
穂
日
命（
あ

め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と
）で
あ
る
。
天
穂
日

命
は
天
穂
火
命
と
も
天
菩
此
命
と
も
書

く
。天

穂
日
命
と
は
、「
稲
穂
が
太
陽
の
光

に
よ
っ
て
美
し
く
輝
く
」
と
い
う
意
味

の
内
容
を
持
つ
。

日
本
人
の
文
化
の
基
本
は
、
稲
作
文

化
で
あ
る
が
、
こ
の
日
本
人
の
最
も
大

切
に
し
て
い
る
「
稲
穂
」
が
日
本
民
族
・

日
本
と
い
う
国
の
象
徴
で
も
あ
る
太
陽

に
よ
っ
て
美
し
く
輝
い
て
い
る
あ
り
さ

ま
を
そ
の
ま
ま
名
前
に
し
た
も
の
が
天

穂
日
命
な
の
で
あ
る
。

天
穂
日
命
の
一
七
世
の
孫
の
野
見
宿

禰
命（
の
み
の
す
く
ね
の
み
こ
と
）は
ふ

た
つ
の
大
き
な
仕
事
を
残
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
初
め
て
埴
輪
を
作

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
有
力
な
人

●� ●



が
亡
く
な
る
と
、
大
き
な
墓
が
作
ら
れ

た
。
そ
の
墓
に
は
多
く
の
殉
死
者
が
生

き
な
が
ら
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
。
野
見

宿
禰
命
は
、
埋
め
ら
れ
た
殉
死
者
の
縁

者
が
泣
き
悲
し
む
姿
を
見
て
、
時
の
天

皇
、
垂
仁
天
皇
に
家
伝
の「
命
の
」
火
を

用
い
て
焼
き
物
を
焼
き
、
こ
れ
を
墓
に

埋
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
殉
死
に
か
え
る

こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
れ
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
垂
仁

天
壇
の
皇
后
日
菓
酢
媛
命（
ひ
は
す
ひ

め
の
み
こ
と
）
が
亡
く
な
っ
た
時
、
殉

死
に
か
え
て
埴
輪
が
墓
に
埋
め
ら
れ
た
。

こ
の
功
績
に
よ
っ
て
天
皇
か
ら
土
師

臣（
は
じ
の
お
み
）
の
名
を
い
た
だ
き
、

焼
き
物
の
家
と
な
っ
た
。

同
じ
頃
、
大
和
地
方
の
当
麻
蹴
速（
た

い
ま
の
け
は
や
）
と
い
う
者
が
、
暴
れ

ま
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
天
皇
の
耳
に

聞
こ
え
、
野
見
宿
禰
命
が
召
さ
れ
た
。

野
見
宿
禰
命
は
、
こ
の
命
が
け
の
相
撲

で
勝
ち
、
奈
良
中
部
の
地
に
平
和
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
相
撲
の

始
ま
り
で
、
野
見
宿
禰
命
は
相
撲
の
祖

と
呼
ば
れ
、
後
、
神
聖
な
行
事
と
し
て

相
撲
の
行
わ
れ
た
七
月
七
日
に
相
撲
の

節
会
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
墓
は
大
事
に
保
存
さ
れ
気

が
保
た
れ
て
い
た
が
、
今
は
不
用
意
に

墓
が
開
か
れ
る
の
で
気（
そ
の
中
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
状
態
）
が
変
化
し
結
果
的
に

破
壊
さ
れ
て
い
る
。

道
真
は
そ
の
父
、
祖
父
と
同
様
詩
に

長
じ
て
い
た
。

塩
小
路
家
で
は
二
歳
か
ら
詩
を
教
え
、

字
を
書
か
せ
る
。
二
歳
で
座
る
練
習
を

す
る
こ
と
で
人
は
落
ち
着
い
た
人
に
な

っ
て
い
く
。

詩
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。
月
夜
に
梅

花
を
見
る
と
い
う
詩
が
あ
る
。
こ
れ
を

ど
う
解
釈
す
る
か
。
な
ど
か
ら
学
ぶ
の

で
あ
る
。

塩
小
路
家
で
は
西
側
の
窓
は
よ
く
な

い
と
す
る
。

篆
書
で
書
い
た
文
字
を
西
側
に
貼
っ

て
お
け
ば
、
い
ろ
ん
な
悪
い
も
の
が
よ

き
に
変
わ
る
。

こ
れ
ら
は
明
治
維
新
ま
で
は
日
常
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

今
科
学
は
科
学
教
と
で
も
い
う
べ
き

状
況
で
、
一
方
的
に
科
学
に
よ
り
か
か

っ
て
お
り
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
と
り
あ

げ
な
い
が
、
実
際
に
西
に
窓
が
あ
っ
て

不
幸
な
人
は
多
い
。
関
東
で
は
窓
か
ら

富
士
山
が
見
え
る
家
の
こ
と
で
あ
る
。

愛
と
い
う
字
は
中
心
に
心
が
あ
り
、

回
り
は
足
で
ゆ
っ
く
り
と
ぐ
る
ぐ
る
回

る
。
こ
れ
は
他
人
を
お
も
い
や
る
こ
と

を
表
す
。
現
代
で
は
愛
と
い
う
字
は
一

つ
し
か
な
い
が
、
篆
書
に
は
色
ん
な
状

況
に
相
当
す
る
愛
と
い
う
字
が
あ
る
。

人
の
心
を
傷
つ
け
ぬ
よ
う
そ
っ
と
歩
く

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
券
は
売
れ
た
が
入

場
者
は
少
な
い
と
の
話
が
あ
り
、
入
り

口
に
愛
の
篆
字
を
大
き
く
飾
り
そ
れ
か

ら
入
場
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
。

篆
書
の
文
字
数
は
多
い
の
で
あ
と
で

述
べ
る
よ
う
に
1
8
0
歳
位
ま
で
生
き

な
い
と
覚
え
ら
れ
な
い
。
月
の
篆
字
で

も
満
月
の
月
と
新
月
の
月
で
は
異
な
る
。

篆
書
は
完
成
さ
れ
た
字
で
あ
り
、
誰
で

も
書
く
も
の
で
は
な
い
。
面
白
お
か
し

く
書
く
も
の
で
も
な
い
。
神
と
繋
ぐ
も

の
で
あ
り
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
で
あ
る
。

恋
を
呼
ぶ
字
は
人
に
好
か
れ
る
。「
好

き
」
と
い
う
字
を
練
習
す
れ
ば
美
し
く

な
り
好
き
に
な
る
。

天
の
気
、
地
の
気
、
人
の
気
が
和
し

て
一
帯
に
満
ち
る
と
豊
穣
の
時
を
迎
え

る
。気

に
は
、
真
気
、
正
気
、
邪
気
の
三

種
類
が
あ
る
。

真
気
は
人
の
身
体
の
中
に
蓄
積
さ
れ

て
行
く
気
で
、
良
い
気
の
根
本
と
な
る
。

こ
の
気
が
増
え
れ
ば
健
康
に
な
り
寿
命

も
伸
び
る
。
正
気
は
良
い
気
で
あ
る
が

あ
ま
り
永
い
間
身
体
の
中
に
留
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
正
気
は
真
気

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
な
る
。
邪
気
は
ま

や
か
し
の
気
、
嘘
の
気
で
虚
風
と
も
い

い
、
人
を
傷
つ
け
る
気
で
あ
る
。

邪
気
は
い
っ
た
ん
身
体
の
中
に
入
れ

ば
体
の
中
に
深
く
し
み
込
み
、
し
か
も

自
然
に
排
出
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う

厄
介
な
気
で
あ
る
。

真
気
は
邪
気
が
増
え
る
と
減
る
。
正

気
は
気
が
動
く
。

展
覧
会
に
貼
っ
て
あ
る
字
は
気
を
吸

い
込
む
。

真
の
あ
る
字
は
真
気
を
吸
い
込
み
、

邪
の
あ
る
字
は
邪
を
吸
い
込
む
。

印
鑑
の
枠
は
○
よ
り
四
角
が
よ
い
。

そ
の
枠
が
方
角
を
表
す
か
ら
で
あ
る
。

方
向
が
違
う
と
違
う
形
の
気
と
な
る
。

な
く
な
る
訳
で
は
な
い
。

篆
書
は
神
と
結
ぶ
か
ら
特
別
な
力
が

あ
る
。
い
い
加
減
な
文
字
の
篆
書
は
よ

く
な
い
。

篆
書
は
よ
い
気
で
あ
る
こ
と
。
よ
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
書
く
と
よ
く
な
り
、

悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
書
く
と
悪
く

な
る
。

文
字
に
つ
い
て
、
最
近
の
字
引
は
悪
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い
も
の
不
吉
な
も
の
が
多
い
。
そ
れ
を

見
る
子
供
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
多
く
な

る
。十

干
、
十
二
支
に
つ
い
て
、
干
は
天
、

支
は
地
を
意
味
す
る
、
十
干
十
二
支
で

一
巡
り
す
る
と
60
年
で
あ
り
、
こ
の
60

年
を
一
元
と
い
う
。
本
来
人
間
は
上
元
、

中
元
、
下
元
の
三
つ
の
元
を
1
8
0
年

生
き
る
こ
と
で
、
充
分
な
経
験
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

「
龍
」
は
二
枚
貝
で
あ
る
。
龍
は
沢
山

い
て
そ
れ
が
力
を
持
っ
て
い
る
。
沢
山

の
も
の
が
い
る
こ
と
が
め
で
た
い
。

「
み
ず
の
え
」
は
一
定
の
も
の
が
ど
ん

ど
ん
増
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

文
字
は
気
と
形
か
ら
な
っ
て
い
る
。
水

の
中
に
沢
山
の
龍
が
い
る
図
を
現
し
て

い
る
。

文
字（
篆
字
）を
分
解
し
て
そ
の
字
の

持
つ
意
味
を
探
る
。

一
つ
の
文
字
を
沢
山
書
い
て
い
る
と

文
字
の
持
つ
意
味
が
分
っ
て
く
る
。

「
え
と
」
は
篆
書
を
辿
る
こ
と
で
意
味

が
は
っ
き
り
す
る
。

寿
の
文
字
は
1
0
0
0
字
く
ら
い
あ

る
。
長
生
の
字
で
あ
る
。

古
人
の
遊
び
は
篆
書
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
己
」
の
字
を
土
地
に
掘
り
水
を
流
す
。

こ
れ
に
気
を
集
め
て
そ
の
形
の
気
を
流

し
調
和
す
る
。

文
字
を
書
い
て
い
る
と
分
っ
て
く
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

今
回
は
篆
書
が
神
と
繋
が
る
文
字
で

あ
る
こ
と
、
現
代
我
々
が
一
つ
の
文
字

し
か
当
て
て
い
な
い
文
字
に
概
念
ご
と

に
異
な
る
文
字
が
創
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
興
味
深
い
話
で
あ
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非

会
員
12
名
、
合
計
25
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話

0
7
9
7
・
2�
2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

3�

月
17
日（
土
）
桜
井
喜
美
夫
氏
「
出
口

王
仁
三
郎
の
遺
言
」

4�

月
21
日（
土
）
久
保
田
昌
治
氏
「
水
の

は
な
し　
―
活
性
水
・
機
能
水
と
は
、

そ
の
生
体
へ
の
作
用
、
水
の
つ
く
こ

と
ば
な
ど
―
」

5
月
19
日（
土
）上
森
三
郎
氏

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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＜サトルエネルギー学会主催　’12春の大会（日本サイ科学会協賛）のお知らせ＞

春の大会テーマ　いよいよやってきた２０１２年　これからどうなる日本！
（大会委員長　井筒�貴康）

講演・実演者　　松尾�みどり、鈴木�眞之、和�真音、佐藤�清、藤原�和晃、竹本�良
　　（敬称略）

日時：平成24年4月15日（日）　開場9:45　開演10 :15　終演18 :30

会場：（財）修養団SYDホール　JR「代々木駅」徒歩5分（東京都渋谷区千駄ヶ谷4 -25 -2）

公式サイト　URL：http://www.subtle-eng.com/index.html

【お申込み要領】　FAX�03-5730-6451　サトルエネルギー学会　シンポ大会係

FAX記載項目：氏名・住所・TEL・チケット枚数・合計金額

　料金：予約料金：サイ科学会員・サトル会員価格同一　￥5,000　（一般予約￥7,000）

【振込先】　お申込みと同時に下記宛お振込み下さい。ご入金確認後チケットを送付します。

　郵便振替振込み先：00170-1-196569　サトルエネルギー学会　（※�3/1より受け付け開始）

　主催：お問合せ　サトルエネルギー学会　03-5730-6450　E-mail�information@subtle-eng.com



HFとLF、RR間隔のパワースペクトル解析等
は指尖脈波測定器（BACS）から画像出力され
てくる。他方、鹿児島大（医）の実験解析・研
究結果等をみると、脈診と指尖脈波のカオス
解析結果との間に有意性のあることが報告さ
れている。次に、著者らの実測結果をみる。

測定は2012年1月28～29日の2日間、パイ
ロット実験を行った。場所は駒ヶ根市の大御
食神社と分杭峠（入野谷､ 瞑想室）の2個所、
被験者はKH、YO、SJ、KN、SG、TMの6名（神
社3名、入野谷3名）で行われた。詳細は論文
報告する予定なので、本稿では略述する。神
社測定は28日（土）、14:00～15 :30、晴れであ
るが微風があった。深い杉木立の下で、残雪

（約5cm）のある境内なので、気温約5℃と極
寒く、悪条件であった。瞑想室測定は29日

（日）、11:00～12:00、晴れ、室温は約7℃、終
了時には約10℃（ストーブ点火）となる。底冷
えがあり、肌寒く、好条件とは言い難い。被
験者は、初めに家庭用の血圧計で、血圧測定
2回、次ぎBACS測定1回を行う。神社では散
歩やお参りをして、約30分間滞在する。瞑想
室では瞑想をして、約30分間それぞれの場所
に滞在する。その後、血圧2回、BACS1回を
行う。今回は、紙数の都合から1名の場合につ
いて述べる。

SGの場合（入野谷､ 瞑想室）｡ 血圧をみる
と、滞在前（前と略記）は182/84、170/81で
あるが､ 30分の滞在後（後と略記）は160/77、
160/74。全体として寒さの為に高めではある
が、入野谷瞑想室の滞在によりリラックス傾
向になったといえる。左手中指の指尖脈波を
BACSで測定する。加速度脈波（表示）の特徴
として、前に比べ、後では波形パターンと波
形指数（血管の硬化と循環度指数）a、b、c、d、e、
並びに血管硬化度（SDPTGAI）が極度に乱れ
ている。SDPTGAI変化の平均値でみると、前
は微変動で平均値は（約−0.2）なのに、後では
変動が大となり（約+0.4）となっている。つま
り、滞在により血管は弾力を失い、硬化して
いる。気場の効果は陰に出たと判断できる。

自律神経調整機能をみる。心拍数は、前と
後で、平均値と変動とも、ほとんど変化して
いない。心拍変動解析（パワースペクトル密
度）から求められる変化傾向を見る。前では緊
張（LF/HF）とリラックス（HF）変化が大で不
安定であるが、後ではそれらの変化は小にな
り落ち着く。この傾向はパワースペクトル密度
表示の図にも現れている。つぎに周波数領域
の数字で見る。前に比べ、後ではHF、VLF、
TPの数値が小になっている。これはリラック
スと緊張が共に減少し、身体全体のパワーが
小になる事を意味している。

アトラクタ表示をみる。図示（6個）されたア
トラクタは、入野谷瞑想室の滞在前と後では、
明らかに変化している。気場の気（サイ）が身
体に作用して、変化を与えた（気の「証」変換
か）のであろう。変化傾向をグラフ表示でみる。
リアプノフ指数の変化は、前と後とも､ 変動は
同程度であるが平均値は前が約0.2、後では1.4
となり大きな値がえられた。エントロピー変化
は、前は変動が小であり、後は変動が大で、
平均値は前が約7.9、後は約7.4となった。エ
ントロピーの数値でみると、前が0.2、後が1.1
で、より複雑化している。つまりカオス変化が
大であり、柔軟性（生命力）が大となる事を意
味している。これらは陽である。

以上､ 陰と陽があること、内容が複雑であ
る事は、今後の気制御に関して有意義である
といえよう。他の5名の場合は、複雑ではある
が様々な陽（或場合は陽陰）の結果が得られて
いる。

以上、BACSによる指尖脈波の測定により、
人体と気場の関係を観測・判断する事ができ
た。また駒ヶ根、伊那・長谷の気場としての
効果も有望であることが推定出来、それらの
最適活用方法も設計が可能である事が判明し
た。つぎの目標は「願い事を叶える」方法をど
の様に計画・設定するかであるが、これにつ
いては別に述べる予定にしている。お世話に
なり、ご指導戴いた長野県会議員佐々木祥二
先生に御礼申し上げます。

● �●



の量を受光ダイオードで計測して（毛細血管内
の血流を受光して）血流変化を記録している。
つまり、血流内のヘモグロビンが近赤外線を
吸収するために、透過する光の量が血液の増
減に従って増減する性質を用いている。脈診
の代わりに光電式センサーを用いる事により、
生体内を流れる気血（気、サイ）の状況が推定
出来るとされている。

他方、パワースポットと呼ばれる気場（聖地、
気の集積地）には、気（サイ）などのエネルギー
が潜在しており、このエネルギーが気場を訪
れる人達に作用して、気（サイ）を流動させる
事により、結果として「願い事」を叶えさせた
り、癒しを与えたり、元気づけている。例えば、
長野県の伊那市長谷の分杭峠には、狭い山道
や斜面に大勢の人達が押しかけている（一日
に、300～1200名）。多数の人達（約70%）には
効果が無く、僅かな人達のみに効果があり、

「願い事」が叶えられる様子である。推定する
と、或条件を満たした場合にのみ、パワース
ポット（気場）の気（サイ）と体内の気（サイ）が
作用しあって、体調を整え、「願いが叶う」と
いう効果が得られる様子である。本稿では、
第一段階として、効果が得られるか得られな
いかを判断する前提として、パワースポット

（気場）に参加（滞在）する事により、体内の気
（サイ）がどの様に変化するかについて、検討
する。

2）指尖脈波測定器による測定
パワースポット（聖地）が生体に与える影響

を知る為に、気場に入る直前に指尖脈波を測
定し、気場に30分以上滞在して呼吸法、瞑想、
気功、祈り、真言、CDを聞く等を行い、気場
から帰る時に、また、指尖脈波を測定する。
気場に参入（滞在、訓練）する事による効果と
しては、「陽」の面と「陰」の面の両方が期待出
来る。風にゆれる木の葉、空気の動きなど、
自然界の多くの物は揺れている。シューマン・
レゾナンス（7-8Hz）と言われるように、地球
自体も揺らいでいる。揺らぎとカオスは、身近
なところで数多く見られる普遍的な現象であ

る。他方、カオスは混沌とも言う。一見、ラン
ダムに揺らいでいるように見える場合でも、実
は、簡単な数式が基礎にあり、カオスが成立
する条件に従って、カオス・アトラクタとして、
揺らいだ状態で、存在している場合が多い。

測定にはBACSアドバンス（Bio-Activity�
Check�System�advance�Version,�CCI社製）を
使用した。指尖脈波の時系列変化を得る為に
連続測定し（波形の画像出力表示あり）、カオ
ス解析を行い（アトラクタの画像表示あり）、カ
オス指数としてのリアプノフ指数λ（揺らぎ指
数、複雑度合い）、エントロピー（自己組織化
の度合い指数）等を算出する（変化表示あり）。
脈波を2回微分して加速度脈波を求め（画像表
示、SDPTGAI変化表示あり）、その波形につ
いての波形指数（血管の硬化と循環度指数）a、
b、c、d、eとパターンを算出して表示する。測
定された脈波の山峰の位置（R）を読み取る事
から、間隔RRとそれぞれの振幅が求められ、
RR間隔から心拍数（変化表示あり）が求められ
る。さらにRRのパワースペクトル解析（振幅
の2乗と周波数の関係、グラフ表示あり）を用
いる事により、自律神経活動を記述する指数
HFとLFが求められ、HFと（LF/HF）の時間
変化が表示される。　

3）パワースポットの測定結果
一例を解説する。揺らいでいる現象がカオ

スかどうかを決める方法の一つにリアプノフ指
数λの計算がある。求められたλが正（0より
大）で、大きい程、カオス性は大であり（アト
ラクタはどんどん拡大する）、生命力が大であ
る事を意味している。この時、自律神経調節
能力は増加し、全体的な活動状態TP（表示あ
り）は増加する事になる。画像表示されている
カオス・アトラクタを見る。アトラクタのサイ
ズが大である程、血管が拡張し、脈波の振幅
が大になり、リラックスする事を意味してい
る。エントロピー値はカオスの軌跡の複雑さを
示すもので、大になるほど、より複雑になる事
を意味している。なお、リアプノフ指数λ、エ
ントロピー、加速度脈波指数、自律神経指数

●� ●



東洋の伝統医学（漢方）では、身体内の「気、
血、水」の巡りを「気血の循環」と呼び、これ
が心身の健康の基であり「やる気」や「元気」の
源泉になっていると称している。また「本当の
意味での健康」は、体の内外からどんな刺激

（例、急激なインパクト）が与えられたとして
も、滑らかで速やかに対処できる能力や機能
を持つことにある、と主張している。本報は、
パワースポット（気場）を訪ねること、ならび
に滞在（参入）する事によって、気血水の循環
や心身の健康にどの様な変化が与えられたか
について、指尖脈波のカオス解析法を用いて
検討することにした。

1）研究の意義と目的
伝統医学は、両手の手首の寸口と呼ばれる

動脈の拍動部変化（血流の変動）を、3本の指
の触感覚（尺、聞、寸）に分けてキャッチし、
この非線形的で主観的な情報を「脈診」と言
い、生体内の気（サイ）の流れの状態を判断・
解釈している。日本では、中世から江戸時代
までは、四診（望、聞、問、切）を用いて診断
や治療が行われてきた。例えば、切診とは医
師の手を直接患者に触れて診察するもので、
脈の状態から診断する脈診と、腹の状態から
判断する腹診がある。本稿は、生体エネルギー
を問題にしているので、脈診に限定して検討
する。

明治時代になると、現代科学としての西洋
医の手法が導入されて、様々に進歩して、現
代医療の主流になっている。西洋医の特徴は、
主として患部の修復と回復を問題にする点に
あるが、手法は局所対症的であり、近代科学
としての因果律や再現性を基礎においている。
これに対して漢方医は、定性的・総括的なら
びに感覚的、暗黙知の面が強く、生命エネル
ギーのバランスと気血の滞りの消去を治療目
的にしている。つまり気血のバランスと滞りが
病気の原因である考えている。

脈診は、患者の両手首の3ヶ所ずつを中指、
示指、薬指の3本の指で、1ヶ所の脈を3段階
に分けて、左右の合計18種類の脈情報から病
気の現状を診断するものである。両手の尺、
聞、寸の3つの部分の脈位を陰陽、12経の変
動、虚実等から判定する診断法であり、これ
により、治療方法を決定し、経穴からの気（サ
イ）の補、しゃ（補給する、排除する）を行って
いる（例、Wikipedia等参照）。

複雑系科学のカオス解析法を漢方の脈診
（診断法）に適用して、脈診結果の計数化と定
量化を求める試みが鹿児島大学（医）の「重要
課題解決型推進」研究で実施された（文献参
照）。手首の代わりに、指尖部分の末梢血液の
循環状況を対象にし、3本指の代わりに、発光
ダイオードが発する近赤外線を人差し指の爪
の部分（指尖部）にあて、指を貫通してくる光
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